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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリッ
トおよび価値提案の確認。
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2
Calculation Managerの概要

次も参照:

• Calculation Managerについて
Calculation Managerを使用して、ビジネス上の問題を解決する計算を作成、検証、デプロ
イおよび起動します。

• Calculation Managerを使用するサービス
いくつかの Enterprise Performance Management Cloudサービスで Calculation Manager
が使用されます。

• Calculation Managerの起動
Calculation Managerを起動して、ルール、ルールセット、コンポーネントおよびテンプレ
ートを作成します。

• Calculation Managerでのオブジェクトの表示
ビューにより、Calculation Managerオブジェクトを様々なコンテキストで表示できます。

• ビューの列のカスタマイズ
各ビューに表示される列および列が表示される順序をカスタマイズできます。

• オブジェクトのフィルタ処理
システム・ビューまたはフィルタ・ビューで Calculation Managerのオブジェクトをフィル
タ処理します。

• 問合せを使用したオブジェクトのフィルタ処理
フィルタ・ビューでオブジェクトをフィルタ処理した後、問合せを使用して表示するオブ
ジェクトを絞り込むことができます。

• ルール、コンポーネントまたはテンプレートのグラフィカルな表示
ルール、コンポーネントおよびテンプレートは、ルール・デザイナおよびテンプレート・
デザイナ内のフロー・チャートでグラフィカルに表示されます。

Calculation Managerについて
Calculation Managerを使用して、ビジネス上の問題を解決する計算を作成、検証、デプロイお
よび起動します。
計算には次のようなオブジェクトを作成できます。
• ルール - コンポーネント、テンプレートおよび他のルールを含むオブジェクト
• ルールセット - 同時または順次計算される 2つ以上のビジネス・ルールが含まれるオブジ
ェクト

• コンポーネント - 式、スクリプト、条件、メンバーとデータ範囲、固定ループ、および設
計時プロンプトを含むオブジェクト。(コンポーネントはデプロイ可能ではありません。)

• テンプレート - 計算または計算のセットを実行するためにビジネス・ルールで使用できる
オブジェクト
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Calculation Managerを使用するサービス
いくつかの Enterprise Performance Management Cloudサービスで Calculation Managerが使
用されます。
• Planning

• Planningモジュール
• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

Calculation Managerの起動
Calculation Managerを起動して、ルール、ルールセット、コンポーネントおよびテンプレート
を作成します。
Calculation Managerを起動するには:

1. Planningホーム・ページの左上隅で、 をクリックします。
2. 「作成および管理」で「ルール」をクリックします。

Calculation Managerでのオブジェクトの表示
ビューにより、Calculation Managerオブジェクトを様々なコンテキストで表示できます。
ビューでは、ビュー・メニューのオプションを使用して表示される列およびその表示順をカス
タマイズできます。
Calculation Managerを起動すると、システム・ビューが自動的に表示されます。ビューを切り
替えるには、「ビューの選択」の隣にあるドロップダウンからビューを選択します。
Calculation Managerには、次のビューが含まれています。
• システム・ビュー - Calculation Managerを起動したときに表示されるデフォルト・ビュ
ー。アクセスできるすべてのアプリケーションおよびオブジェクトがリストされます。
アクセス権限は Application Managementで割り当てられている役割によって決まります。
アクセス権はアプリケーション・ベースで割り当てられます。

• カスタム・ビュー - フォルダを作成し、そのフォルダにオブジェクトを追加して必要なビ
ューを作成します。
カスタム・ビューでフォルダを作成するには:

1. 右側のペインでアプリケーションを右クリックし、「新規」、「フォルダ」の順に選択し
ます。

2. 「新規フォルダ」でフォルダ名を入力し、「OK」をクリックします。
3. 「既存のオブジェクト」ペインからフォルダにオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロ
ップして、オブジェクトをフォルダに追加します。

• デプロイメント・ビュー - アプリケーション・タイプおよびアプリケーション別に、デプ
ロイ可能なルールおよびルールセットとそのデプロイおよび検証ステータスがリストされ
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ます。デプロイ可能とするルールおよびルールセットを選択し、オブジェクトをアプリケ
ーションにデプロイできます。
アプリケーションでの 1つ以上のルールおよびルールセットのデプロイは部分デプロイメ
ントと呼ばれ、アプリケーションでのすべてのルールおよびルールセットのデプロイは完
全デプロイメントと呼ばれます。

• フィルタ・ビュー - 表示されるオブジェクトをフィルタします。
「フィルタ」ダイアログ・ボックスでフィルタ・オプションを定義し、問合せを使用してさ
らに詳しくフィルタできます。

ビューの列のカスタマイズ
各ビューに表示される列および列が表示される順序をカスタマイズできます。
ビューの列をカスタマイズするには、次のいずれかを行います。
• 「ビュー」、「列」の順に選択し、表示する列を選択します。「ビュー」、「列の順序変更」の
順に選択して列を並べ替え、列順序を選択します。

• 「ビュー」、「列」、「列の管理」の順に選択します。「列の管理」ダイアログ・ボックスで、
表示する列とその表示順を選択します。

ノート:

Oracle Financials Cloudでは、列に新しい"ロック解除"機能があります。この列はデ
フォルトで表示されません。ロック解除により、管理者は別の管理者がロックしてい
るオブジェクトのロックを解除できます。

オブジェクトのフィルタ処理
システム・ビューまたはフィルタ・ビューで Calculation Managerのオブジェクトをフィルタ
処理します。
アプリケーション・タイプ、アプリケーション、計算タイプ、プラン・タイプ、データベース、
オブジェクト・タイプ(ビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、式およびスクリプト・コ
ンポーネント、およびテンプレート)、およびデプロイまたは検証ステータスでオブジェクトを
フィルタできます。
オブジェクトをフィルタするには:

1. システム・ビューまたはフィルタ・ビューで をクリックします。
2. 「フィルタ」ダイアログ・ボックスで、要求された情報を入力し、「OK」をクリックしま
す。

問合せを使用したオブジェクトのフィルタ処理
フィルタ・ビューでオブジェクトをフィルタ処理した後、問合せを使用して表示するオブジェ
クトを絞り込むことができます。
問合せを使用してオブジェクトをフィルタ処理するには:
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1. フィルタ・ビューで をクリックし、「フィルタ」ダイアログ・ボックスに情報を入力し
ます。

2. をクリックして列の上にテキスト・ボックスを表示します。
3. 列の上のテキスト・ボックスに問合せを入力し、さらにフィルタ処理します。
ワイルド・カードまたは部分的なテキスト文字列を使用できません。プラン・タイプを検
索するには、最初の語の始まりの文字を入力します。たとえば、プラン・タイプの名前が
"Plan1"の場合、問合せに"la"と入力すると、"La"で始まるオブジェクトのみが表示されま
す。この例で希望する結果を得るには、"Pl"と入力し、"Pl"で始まるプラン・タイプをすべ
て表示します。

ノート:

問合せを使用して変数デザイナでオブジェクトをフィルタ処理することもできます。

ルール、コンポーネントまたはテンプレートのグラフ
ィカルな表示

ルール、コンポーネントおよびテンプレートは、ルール・デザイナおよびテンプレート・デザ
イナ内のフロー・チャートでグラフィカルに表示されます。
ルールまたはテンプレートを開くと、そのコンポーネント(たとえば、式、スクリプト、条件、
範囲、ループ)をフロー・チャートで選択し、詳細を表示できます。フロー・チャートのサイズ
を増減させることにより、コンポーネントの詳細を表示したり非表示にすることもできます。
フロー・チャートでコンポーネントを選択すると、フロー・チャートの下のタブに、コンポー
ネントのプロパティ、使用状況およびその他の情報が表示されます。コンポーネント間で移動
すると、フロー・チャートの下のタブが変わります。
たとえば、式コンポーネントおよびスクリプト・コンポーネントを含むビジネス・ルールを開
き、フロー・チャートで式コンポーネントを選択すると、式のプロパティ(名前、説明、アプリ
ケーションおよびアプリケーション・タイプ)がフロー・チャートの下のタブに表示されます。
スクリプト・コンポーネントをフロー・チャートで選択すると、スクリプト・コンポーネント
のテキスト、プロパティおよび使用状況がフロー・チャートの下のタブに表示されます。

第 2章
ルール、コンポーネントまたはテンプレートのグラフィカルな表示

2-4



3
ビジネス・ルールの設計

次も参照:

• ビジネス・ルールについて
Calculation Managerでは、高度なマルチディメンショナル・ビジネス・ルールの作成、検
証、デプロイ、管理ができます。

• ビジネス・ルールの設計に関するベスト・プラクティス
• ビジネス・ルールの作成
ビジネス・ルールは、コンポーネントにグループ化された計算で構成される Calculation
Managerオブジェクトです。

• Groovyビジネス・ルールの作成
Oracleでは、Groovyスクリプト言語で記述したビジネス・ルールの作成をサポートしてい
ます。

• ビジネス・ルールを開く
ビジネス・ルールは、Calculation Managerを開いたときにデフォルトで表示されるシステ
ム・ビューで開きます。

• ビジネス・ルールの編集
• ビジネス・ルールの保存
ビジネス・ルールの作成対象のアプリケーションとアプリケーション・タイプに対してビ
ジネス・ルールを保存します。

• ビジネス・ルールの実行
ビジネス・ルールは実行する前に開く必要があります。

• ビジネス・ルールのコピー
ビジネス・ルールを別のアプリケーションおよびプラン・タイプにコピーできます。

• ビジネス・ルール内の検索
ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列を検索します。グラフィカル・ビジネ
ス・ルールのテキストを検索および置換します。

• ビジネス・ルールの印刷
ビジネス・ルールのプロパティ、フロー・チャートおよびコンポーネントの詳細を印刷で
きます。

• ビジネス・ルールの削除
ビジネス・ルールは、他のルールまたはルールセットによって使用されていない場合のみ
削除できます。

• ビジネス・ルール・コンポーネントでの共通のディメンションの定義
ビジネス・ルールを開いて、各ディメンションに共通のメンバー、変数および関数を選択
することで、共通ディメンションを定義します。

• ビジネス・ルールの分析およびデバッグ
ビジネス・ルールを実行し、統計情報を取得して、ビジネス・ルールを分析します。ビジ
ネス・ルールを実行しスクリプトを調べて、ビジネス・ルールをデバッグします。

• ビジネス・ルールまたはビジネス・ルールセットのリフレッシュ
システム・ビュー、カスタム・ビューおよびデプロイメント・ビューでは、アプリケーシ
ョン・リストのレベルをリフレッシュできます。
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• メタデータ変更のリフレッシュ
• ビジネス・ルールまたはルールセットの使用状況の表示
ビジネス・ルールまたはビジネス・ルールセットを使用しているルール、テンプレートお
よびルールセットを表示します。

• ビジネス・ルールの最適化
使用可能なツールを利用して、ルールを効率よく管理します。

ビジネス・ルールについて
Calculation Managerでは、高度なマルチディメンショナル・ビジネス・ルールの作成、検証、
デプロイ、管理ができます。
通常、ビジネス・ルールは次の目的で作成します。
• エンティティ間でのコストの割当て
• 収益のモデル化
• 費用のモデル化
• 貸借対照表の準備
• キャッシュ・フローの計算
• 為替換算調整勘定の計算
• グループおよび小数株主持ち分の計算
• 繰延税金の計算
ビジネス・ルールを作成する前に、データベース・アウトラインおよび使用するアプリケーシ
ョンについて熟知しておく必要があります。この情報を把握しておくと、ビジネス・ルールを
より効率的に作成できます。また、データに関して、次も理解しておく必要があります:

• データの保管と集約方法
• データがデータベースにロードされるレベル
• 計算の順序
• 計算を実行する主な仮定
ビジネス・ルールは、式、スクリプト、ループ、データおよびメンバーの範囲、テンプレート
および実行時プロンプト変数を含む変数などのコンポーネントを使用して作成できます。(コ
ンポーネントを使用したビジネス・ルールおよびテンプレートの設計を参照してください。)
ビジネス・ルールを作成する際は、作業しているコンポーネント、テンプレートおよび変数を
開いたままにできます。Calculation Managerでは、ルールを作成する際にタブ間を簡単に移動
できるように、タブ付きインタフェースでこれらのオブジェクトが表示されます。最大 10個
のタブを開くことができます。ただし、最適なパフォーマンスを得るためには、10個を超える
オブジェクトを同時に開かないことをお薦めします。
Planningでビジネス・ルールを起動するには、管理者がルールに対する起動権限を付与する必
要があります。

第 3章
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ノート:

また、2つ以上の関連するルール(またはルールセット)を同時にまたは連続して起動
できるビジネス・ルールを作成できます。ビジネス・ルールセットの設計を参照して
ください。

ビジネス・ルールの設計に関するベスト・プラクティ
ス

わかりにくいルールを記述すると、アプリケーションの全側面に大きな影響を与えます。ここ
では、ビジネス・ルールを設計する際のベスト・プラクティスをいくつか説明します。次のベ
スト・プラクティスの推奨事項により、パフォーマンスに大きなメリットを得られます。
ビジネス・ルールに関する次の主要な設計ガイドラインに従ってください。
• ルールに関する上位 10のベスト・プラクティス
• 計算を使用したビジネス・ロジックの追加
• 集約の構築
• 視点の設定
• 詳細な計算の構築
• Calculation Managerの診断
• ルール例の問題と解決策
ルールに関する上位 10のベスト・プラクティス
ビジネス・ルールを設計する際は、次のベスト・プラクティスの推奨事項に従ってください。
わかりにくいルールを記述すると、アプリケーションの全側面に大きな影響を与えるため、こ
れらのガイドラインにより、パフォーマンスの大きなメリットを得られます。
1. SETコマンドに関して次のガイドラインに従います:

• ルールの最上部で、SET CREATEBLOCKONEQ ONおよび SET CREATENONMISSINGBLK ONを
使用しないでください。

• 再構築が必要になるため、エンドユーザー・ルールで次のような管理タイプのコマン
ドを使用しないでください。
SET CLEARBLOCK
                  EMPTY 

• SET CALCTASKDIMSを使用するルールは避けるかテストしてください。(Oracle
Essbaseでは通常、これが自動的に実行されます。)

• Fix文内で空のブロックがコピーされるのを防ぐため、「データのコピー」ルールには
次を含める必要があります。
SET COPYMISSINGBLOCK
                  OFF 
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2. DataCopyまたは疎メンバー割当のいずれかを使用して、ブロック作成を実行する必要があ
ります。制限された Fix文内で最終手段として@createblockoneqおよび@createblock関
数が使用される必要があります。

3. Fix文での欠落ディメンションの参照を避けてください(たとえば、「データのコピー」ルー
ル)。これにより、すべてのレベルの欠落ディメンションに対して、無駄な処理時間がかか
り、競合が増え、不要なブロックが作成される可能性があります。

4. フォームに関連付けられたビジネス・ルール内の並列計算を削除します。Calc Parallelま
たは Fix Parallelは、管理/バッチ・ルールでのみ使用される必要があります。

5. ブロックおよびデータの急増を引き起こすため、不要なゼロを作成しないでください。ビ
ジネス・ロジックを慎重に確認し、ゼロをチェックするために必要な IF条件を追加しま
す。ゼロを#missingに変換します。

6. 同じブロック上の複数のパスを消去します。かわりに、適切な外部の Fixを設定し、必要
に応じて内外に移動します。同じ交差で IF文を使用および再使用するのではなく、IF文を
結合します。

7. 等式の左側でディメンション間参照を使用するのを避けてください。これはパフォーマン
スに影響します。

8. スクリプト内のブロックの作成数が最も多い順にディメンションを集約します。たとえ
ば、Agg (1番目にブロック数が多いディメンション、2番目にブロック数が多いディメン
ション、3番目にブロック数が多いディメンション)などです。Aggは Calc Dimより高速
で、集約に対して優先されるメカニズムです。エンド・ユーザー・ルールでディメンショ
ンの最上部まで@ancestorsを使用して集約すると、ブロックの競合が発生する可能性があ
ります。

9. 基礎となる同じロジックを使用して複数のルールを作成するのではなく、実行時プロンプ
トを使用します。ルールが増えると、メンテナンスも増えます。

10. ビジネス・ロジックを分解して再使用するために、テンプレートを使用します。ただし、
テンプレートでは、Fix、EndFixを使用するルールを完全に機能させることはできません。
様々なテンプレートを組み合せたルールに適切な外部の Fixがあり、必要に応じて小規模
な部分を内外に移動する必要があります。

計算を使用したビジネス・ロジックの追加
ビジネス・ロジックをアプリケーションに組み込むために、Calculation Managerを使用して計
算を構築できます。これを使用すると、ビジネスの問題を解決する高度な計算を作成、検証、
デプロイおよび管理できます。
通常、ビジネス・ルールおよびルールセットは次の目的で作成します:

• 収益モデリングの実行
• 費用モデリングの実行
• KPIの計算
• 割当ての実行
Calculation Managerには次のオブジェクトが用意されています。
• ルール: コンポーネントとテンプレートを含みます
• コンポーネント: ルールの構築を支援します
• ルールセット: 同時または順次に計算できるルールを含みます
• テンプレート: 計算を実行するシステム・テンプレート、および管理者が設計できるカスタ
ム・テンプレートを含みます

第 3章
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• コンポーネント: ルールの構築を支援します
計算の作成についてさらに学習するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
Calculation Managerでの設計のガイドラインを参照してください。
集約の構築
集約によって、エンティティやその他の疎ディメンションなど、ディメンション内のサマリー・
レベル・メンバーにアプリケーションがロールアップされます。
Calculation Managerには、集約の構築に役立つテンプレートが用意されています。テンプレー
トの使用方法に関するいくつかの提案を次に示します。
視点の設定
視点を設定すると、選択されたメンバーのみに対してルールが実行されます。ディメンション
の実行時プロンプトを使用すると、ユーザーは、ルールの起動時にそれらのディメンションの
メンバー値を指定できます。これにより、ユーザーは、Calculation Managerでルールを変更し
なくても、様々な年、シナリオおよびバージョンについてルールを複数回起動できます。
一般的な設定:

• 完全な密の集約: 密ディメンションの親の値が動的計算に設定されていない場合、このセク
ションに入力します。通常、このタブは空のままです。

• 完全な疎の集約: 集約する必要がある疎ディメンションを選択します。選択したディメン
ションの順序は関係ありません。

• 部分的なディメンション集約 - 密: 密ディメンションの親の値が動的計算に設定されてい
ない場合、このセクションに入力します。通常、このタブは空のままです。

• データを現地通貨で集約します: いいえ
• データベースの欠落値を集約します: はい
• 疎ディメンションの計算を最適化します: オフ
• 計算機キャッシュの値を選択します: デフォルト
• このウィザードのデバッグ・モードをアクティブ化しますか?: 「デバッグ・ウィザード・
オン」または「デバッグ・ウィザード・オフ」。このテンプレート内の一部の設計時プロン
プトの選択内容を表示するために生成されたスクリプトを確認する場合は、「デバッグ・ウ
ィザード・オン」を選択します。

ベスト・プラクティス:

• エンティティ、シナリオ、バージョンなどのメンバーの実行時プロンプトを利用します。
これにより、ユーザーの入力に基づいてルールを動的に実行できます。

• 通常、勘定科目や期間などの密ディメンションを集約する必要はありません。この場合、
親メンバーを動的計算に設定できます。ただし、密ディメンションに関するメンバー式が
あり、それらが動的計算に設定されていない場合は、Calc Dimルールが必要です。

詳細な計算の構築
Calculation Managerを使用して、ビジネスの問題を解決する計算の作成、検証、デプロイおよ
び管理を行います。
Calculation Managerで計算できるオブジェクトには 3つのタイプがあります:

• ルールセット: 同時または順次に計算できるルールを含みます
• ルール: コンポーネントとテンプレートを含みます

第 3章
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• コンポーネント: 式コンポーネント、スクリプト・コンポーネント、条件コンポーネント、
範囲コンポーネントおよび固定ループ・コンポーネントを含みます

ベスト・プラクティス:

• ルールを構築する際の最初のステップとして、ビジネス・ロジックと、ルールが適用され
るエンティティまたは部署を確実に理解しておきます。たとえば、ルールに含まれる勘定
科目を把握しておいてください。

• ソース勘定科目と宛先勘定科目を確実に把握しておきます。
• 計算のドライバを十分に理解してから、適切なオブジェクト・コンポーネントまたはテン
プレートを使用してルールを構築します。コンポーネントおよびテンプレートによってメ
ンバーの選択が容易になり、ルールを簡単にデプロイできます。

• エンティティ、シナリオ、バージョンなどのメンバーの実行時プロンプトを利用すると、
ユーザーの入力に基づいてルールを動的に実行できます。

Calculation Managerの診断
ルールをデプロイする前に、エラーおよび警告を実行します。これにより、次のような役立つ
情報が提供されます:

• データベースのパス・スルーの数
• 必要なすべての警告
• ブロックの数、およびディメンションが欠落しているかどうかに関する情報
• 最適化する必要があるすべてのルール
• 等式の右側のいずれかのコンポーネントにゼロが含まれる場合、導出されるメンバーは 0
になります。したがって、集約後に多数の 0が存在します。

• これに対処するには、ルールに、if (<q>Earned Premium</q><>0)という IF文が含まれる
必要があります。これにより、アプリケーション内でゼロはあまり多くなりません。

ルール例の問題と解決策
例 1: データベースの複数のパス・スルーを作成するルール
次のルールは、年と期間、通貨および勘定科目に対して、データベースの 10のパス・スルー
を作成します。
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例 2: データベースのパス・スルーを 1つのみ作成するルール
次のルールは、データベースのパス・スルーを 1つのみ作成します。これにより、影響を受け
るセルの合計を大幅に減らします。

例 3: ゼロをコピーおよび作成するルール
このルールでは、等式の右側のいずれかのコンポーネントに 0が含まれる場合、導出されるメ
ンバーは 0になります。集約後に多数のゼロが存在します。これに対処するには、ルールに、
if ("Earned Premium"<>0)という IF文が含まれる必要があります。これにより、アプリケー
ション内でゼロはあまり多くなりません。
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例 4: BSOキューブからのゼロの削除
次の式の結果は、元の値になるか、0の場合は#missingに変更されます。
"DenseMbr" = "DenseMbr" * "DenseMbr"/"DenseMbr";
"SparseMbr" = "SparseMbr" * "SparseMbr"/"SparseMbr";

これに対処するには、式を利用するルールを作成します。計算はメンバーごとに実行される必
要があるため、メンバー(年、シナリオ、バージョンなど)が最小の疎ディメンションを使用し
ます。
Fix(idescendants(Entity),@levmbrs(Accounts,0),@levmbrs(Period,0),@idescendant
s(Custom dimensions),
@levmbrs(Years,0),@levmbrs(Versions))
Actual=Actual*Actual/Actual;
   Fix("Actual")
      CLEARBLOCK EMPTY:
   Endfix
Endfix

その後、必ず再構築を実行してください。そうしないと、空のブロックが削除されません。

ビジネス・ルールの作成
ビジネス・ルールは、コンポーネントにグループ化された計算で構成される Calculation
Managerオブジェクトです。
ルールには 1つ以上のコンポーネント、テンプレートまたはルールが含まれます。
アクセスできるアプリケーションのビジネス・ルールを作成できます。ルールを作成できるか
どうかは、割り当てられている役割によって決定されます。(Oracle Enterprise Performance
Management Cloudユーザー・プロビジョニングの管理を参照してください)。
ルールは、フロー・チャートにグラフィカルに表され、フロー・チャートにコンポーネントを
ドラッグ・アンド・ドロップしてルールを設計できます。

第 3章
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ビジネス・ルールを作成するには:

1. 次のいずれかを行います:

• システム・ビュー、カスタム・ビュー、デプロイメント・ビューまたはフィルタ・ビ
ューで をクリックし、「新規オブジェクト」ダイアログ・ボックスに情報を入力し
ます。必ず「オブジェクト・タイプ」に「ルール」を選択します。

• システム・ビューで「ルール」を右クリックして「新規」を選択し、「新規ルール」ダ
イアログ・ボックスに情報を入力します。

ノート:

\r、\n、\t、\f、\b、<、>、(、)、"、\\、{、}、[、]、*、?はルール名に使用できません。
2. ルール・デザイナの「新規オブジェクト」および「既存のオブジェクト」でオブジェクト
を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。
次の点に注意してください。
• 既存の式またはスクリプト・コンポーネントをフロー・チャートにドラッグすると、
デフォルトで、式またはスクリプトは共有オブジェクトになります。共有しない場合
は、式またはスクリプト・コンポーネントの「プロパティ」で「共有」チェック・ボ
ックスをクリアします。スクリプトおよび式コンポーネントの共有を参照してくださ
い。

• スクリプト・コンポーネントをグラフィカル形式で表示するには、フロー・チャート
でスクリプト・コンポーネントを右クリックし、「グラフィカルに変換」を選択しま
す。
スクリプトが有効な場合にのみ、スクリプト・コンポーネントがグラフィカル形式に
変換されます。グラフィカル形式への変換を元に戻すには、スクリプト・コンポーネ
ントを右クリックし、「元に戻す」を選択します。

• ルールとは関係なく式やスクリプトなどのオブジェクトを作成して、後でルールに追
加できます。

• ビジネス・ルールをグラフィカルでない形式(スクリプト形式)で操作するには、「デザ
イナ」の隣のドロップダウンをクリックし、「スクリプトの編集」を選択します。(スク
リプト・モードでのビジネス・ルールの編集を参照してください。)

3. ルールのプロパティを入力します。
ルールにコンポーネントを追加したり、フロー・チャートでコンポーネント間を移動した
りすると、プロパティが変わります。特定のコンポーネントのプロパティを入力するには、
フロー・チャートでそのコンポーネントを選択します。
フロー・チャートで「開始」または「終了」を選択すると、次のプロパティが表示されま
す。
• 一般: 名前、説明およびコメント
• 場所: アプリケーションおよびプラン・タイプ
• オプション: 現在のアプリケーションに固有のオプション
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表 3-1 オプション

プロパティ 説明
動的メンバーの作成 有効な実行時プロンプトでメンバー・タイプの変数にデフォルトの動的

な親を指定すると、メンバーが作成されます。
ビジネス・ルールで動的メンバーを作成し、デフォルトの動的な親を選
択した場合、アプリケーションでルールを起動する前にその親の子メン
バーが自動的に作成されます。
ノート: 「動的メンバーの作成」を選択した場合、ビジネス・ルールが起
動に失敗すると、新しく作成されたメンバーは削除されます。
ノート: このプロパティは、Financial Consolidation and Closeアプリ
ケーションでは使用できません。

動的メンバーの削除 有効な実行時プロンプトでメンバー・タイプの変数にデフォルトの動的
な親を指定すると、メンバーが削除されます。
ビジネス・ルールで動的メンバーを削除し、デフォルトの動的な親を選
択した場合、アプリケーションでルールを起動した後にその親の子メン
バーが自動的に削除されます。
ノート: このプロパティは、Financial Consolidation and Closeアプ
リケーションでは使用できません。

通知の有効化 ルールがエラーあり、またはエラーなしで起動された場合、ログオンし
ているユーザーに電子メール通知を送信するビジネス・ルールを有効に
します。

4. ルール・デザイナの次のタブで情報を入力または確認します。
• グローバル範囲: ビジネス・ルール・コンポーネントで共通のディメンションを定義し
ます。
ビジネス・ルール・コンポーネントでの共通のディメンションの定義を参照してくだ
さい。

• 変数: ビジネス・ルールで使用する変数に関する情報を確認および定義します。

ノート:

– 「変数」タブは、ビジネス・ルールに実行時プロンプト値が含まれている
場合にのみ表示されます。

– 非 Groovyルールの場合、メンバーまたはメンバー(複数)タイプの変数の
みが、集約ストレージ・オプション(ASO)タイプの Planningキューブで
サポートされているタイプの変数です

– Calculation Managerからルールを起動すると、次のオプションは考慮さ
れません:

* 非表示
* セキュリティ
* Planningで定義された有効な交差

• スクリプト: ルールに対して生成されるスクリプトが表示されます。
このタブでは変更できません。スクリプトに変更を加えるには、「デザイナ」の隣のド
ロップダウンで「スクリプトの編集」を選択します。

• 使用状況: ルールを使用するルールおよびルールセットが表示されます。
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このタブの情報は編集できません。デフォルトでは、ルールを作成する時点では、ル
ールはどのルールにもルールセットにも使用されていません。

• エラーおよび警告: をクリックしてビジネス・ルールのスクリプト診断を実行し
ます。これを行うと、Calculation Managerでは、ビジネス・ルール・スクリプトを分
析し、次のいずれかを表示します:

– 検証が行われない場合は、検証エラーが表示されます。
検証エラーを修正するには、エラーを右クリックし、「スクリプトに表示」または
「デザイナに表示」を選択します。「デザイナに表示」を選択した場合、Calculation
Managerでエラーのあるコンポーネントが表示され、必要な変更を加えてルール
を保存し、スクリプト診断を再実行できます。コンポーネントを編集するにはデザ
イナ・ビューを表示している必要があります。

– ルールが検証できた場合は、サマリー、警告およびブロック。
警告またはブロック・アイテムをクリックし、「スクリプトに表示」または「デザ
イナに表示」を選択します。コンポーネントはデザイナ・ビューでのみ編集できま
す。
* サマリー: 計算におけるデータ・セルの数、データのパス・スルーの数、不正
に使用されたディメンションの数などの統計。

* 警告: すべての疎ディメンションがセル参照に指定されるかどうか、セルは疎
メンバーを参照するかどうか、割当てでは異なるデータ・ブロックの疎ディメ
ンション・メンバーを参照するかどうかなどの情報。

* ブロック: 各 Fix文について Fix文の影響を受ける可能性のある潜在的および
見積りのブロック数などの情報

5. をクリックしてルールを保存します。

Groovyビジネス・ルールの作成
Oracleでは、Groovyスクリプト言語で記述したビジネス・ルールの作成をサポートしていま
す。
次も参照:

• Groovyビジネス・ルールについて
Groovyビジネス・ルールを使用すると、通常のビジネス・ルールでは解決できないユー
ス・ケースを解決する高度なルールを設計できます。たとえば、フォーム上のデータ値が
事前定義済のしきい値を超える場合に、そのデータの保存を禁止するルールを設計できま
す。

• ASOキューブの Groovyビジネス・ルールの作成
ASOキューブの Groovyビジネス・ルールを作成できます。

• BSOキューブの Groovyビジネス・ルールの作成
BSOキューブの Groovyビジネス・ルールを作成できます。

• Groovyビジネス・ルールまたはテンプレート用のスクリプトの編集
Groovyルールまたはテンプレート用のスクリプトを編集できます。

• Groovyルールの Java APIリファレンス
Enterpriseアプリケーションの場合、Groovyルールを作成する際に Java APIリファレン
スを利用できます。
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• Groovyビジネス・ルールの例
Groovyスクリプトの例を使用できます。

• Groovyビジネス・ルール・チュートリアル・ビデオ
Groovyビジネス・ルールを実装および使用する際の詳細およびベスト・プラクティスは、
これらのチュートリアル・ビデオをご覧ください。

• Groovyビジネス・ルール・チュートリアル
Groovyビジネス・ルールの実装についての実践的な例については、これらのチュートリア
ルを実行してください。

Groovyビジネス・ルールについて
Groovyビジネス・ルールを使用すると、通常のビジネス・ルールでは解決できないユース・ケ
ースを解決する高度なルールを設計できます。たとえば、フォーム上のデータ値が事前定義済
のしきい値を超える場合に、そのデータの保存を禁止するルールを設計できます。

ノート:

Groovyは、Cloud EPMプラットフォームに付属する高度なカスタマイズ可能なルー
ル・フレームワークであり、Enterprise PBCSおよび PBCS Plus Oneとともに
Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceで使用できます。次
で Groovyルールを作成および編集できます:

• Planning (次のアプリケーション・タイプを含む: 「カスタム」、「モジュール」、
「フリーフォーム」、「Sales Planning」および「Strategic Workforce Planning」お
よび「資金予測」)

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Tax Reporting

Groovyルールは、Calculation Managerで作成し、アプリケーションで計算スクリプト・ルー
ルを実行できる任意の場所から実行します。たとえば、ルール・ページ、フォームのコンテキ
スト内、ジョブ・スケジューラ、ダッシュボード、タスク・リストなどから実行できます。
Groovyルールはルールセットでもサポートされています。ルールセット内では計算スクリプ
ト・ルールと Groovyルールを併用できます。
Groovyルールは複合フォームではサポートされません。
Groovyルールから、タイプがルール、ルールセットおよびテンプレートのジョブを同期的に実
行できます。
クライアント・マシンに EPM自動化クライアントをインストールせずに、Groovyスクリプト
を記述して、Oracle Enterprise Performance Management Cloudで直接 EPM自動化コマンド
の選択を実行できます。Groovyを介して実行できる EPM自動化コマンドおよびスクリプト
例は、EPM自動化の操作の EPM自動化をインストールせずにコマンドを実行およびサポート
されているコマンドを参照してください。
Oracleでは、次の 2つのタイプの Groovyルールをサポートしています。
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• 実行時プロンプト以外のコンテキストに基づいて実行時に計算スクリプトを動的に生成
し、Oracle Essbaseに対して実行される計算スクリプトを返すルール。
たとえば、プロジェクトの期間(開始日から終了日まで)のみを対象としたプロジェクト費用
を計算するルールを作成できます。
また、フォーム上にある勘定科目のみを対象としたトレンドベースの計算も同様の例の 1
つです。収益、費用、貸借対照表およびキャッシュ・フローの各種フォームで同じ計算を
使用できます。これにより、最適化と再利用が可能になります。

• データ検証を実行し、入力されたデータが会社のポリシーに違反する場合に操作を取り消
すような純粋な Groovyルール。

ビデオ

目的 次のビデオの視聴
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementで Groovyルールを作成するための
トレーニング・オプションについて学習します。

 Oracle Cloud EPMにおける Groovyを学ぶ

ASOキューブの Groovyビジネス・ルールの作成
ASOキューブの Groovyビジネス・ルールを作成できます。
1. システム・ビューで「ルール」を右クリックして「新規」を選択し、「新規ルール」ダイア
ログ・ボックスに情報を入力します。

2. 「デザイナ」の隣にある矢印をクリックしてから「スクリプトの編集」を選択して、「スク
リプト」モードに切り替えます。
グラフィカル・ルールで「スクリプトの編集」を選択した場合はスクリプト・デザイナが
開き、ルールは空欄です。ルールを閉じてからもう一度開くと、グラフィカルでもう一度
ルールが開きます。「スクリプトの編集」でルールを保存すると、ルールは空になります。

3. Groovyスクリプトを入力してからルールを保存して検証し、アプリケーションにルールを
デプロイします。

ノート:

ASOキューブの Groovyビジネス・ルールは、実行時プロンプト(RTP)のすべての変
数をサポートします。
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ノート:

Groovyルールの設計時に、Groovyスクリプトの最上部に次の参照ヘッダーを追加し
ます:

/*RTPS: */

実行時プロンプト(RPT)を参照する場合は、次のように実行時プロンプトを参照ヘッ
ダーに追加します:

/*RTPS: {rtp1}, {rtp2} */

たとえば、rtpYearおよび rtpScenarioという 2つの変数がある場合、スクリプトの
最上部にある参照ヘッダーは次のようになります
/* RTPS:{rtpYear}, {rtpScenario} */

詳細は、クラス RtpValueを参照してください。

BSOキューブの Groovyビジネス・ルールの作成
BSOキューブの Groovyビジネス・ルールを作成できます。
1. システム・ビューで「ルール」を右クリックして「新規」を選択し、「新規ルール」ダイア
ログ・ボックスに情報を入力します。

2. 「デザイナ」の隣にある矢印をクリックしてから「スクリプトの編集」を選択して、「スク
リプト」モードに切り替えます。

3. スクリプト・エディタの右上隅で、「スクリプト・タイプ」の隣にある矢印をクリックし
て、「Groovyスクリプト」を選択します。

4. Groovyスクリプトを入力してからルールを保存して検証し、アプリケーションにルールを
デプロイします。

ノート:

Groovyルールの設計時に、Groovyスクリプトの最上部に次の参照ヘッダーを追加し
ます:

/*RTPS: */

実行時プロンプト(RPT)を参照する場合は、次のように実行時プロンプトを参照ヘッ
ダーに追加します:

/*RTPS: {rtp1}, {rtp2} */

たとえば、rtpYearおよび rtpScenarioという 2つの変数がある場合、スクリプトの
最上部にある参照ヘッダーは次のようになります
/* RTPS:{rtpYear}, {rtpScenario} */

詳細は、クラス RtpValueを参照してください。
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Groovyビジネス・ルールまたはテンプレート用のスクリプトの
編集

Groovyルールまたはテンプレート用のスクリプトを編集できます。
Groovyルールのスクリプトを編集するには:

1. 「システム・ビュー」で、アプリケーションの下の「ルール」ノードを展開します。
2. 「ルール」で、目的のルールを開きます。
3. 「ルール・デザイナ」の左から 3つ目のドロップダウンで、「スクリプトの編集」を選択し
ます。

4. 必要に応じてスクリプトを編集し、「保存」をクリックします。

ノート:

詳細は、スクリプト・モードでのビジネス・ルールの編集を参照してください。

Groovyテンプレートのスクリプトを編集するには:

1. 「システム・ビュー」で、アプリケーションの下の「テンプレート」ノードを展開します。
2. 「テンプレート」で、目的のテンプレートを開きます。
3. 「テンプレート・デザイナ」の左から 3つ目のドロップダウンで、「スクリプトの編集」を
選択します。

4. 必要に応じてスクリプトを編集し、「保存」をクリックします。

ノート:

Groovyテンプレートの作成の詳細は、Planning BSOキューブの Groovyテンプレー
トの作成を参照してください。

Groovyルールの Java APIリファレンス
Enterpriseアプリケーションの場合、Groovyルールを作成する際に Java APIリファレンスを
利用できます。
Java APIリファレンスには、EPM Groovyオブジェクト・モデルの構文と動作を示す例も記載
されています。
Java APIリファレンスを確認するには、クラウド・ヘルプ・センターの Oracle Enterprise
Performance Management Cloudの Groovyルールの Java APIリファレンスを参照してくだ
さい。このリファレンスは、Oracle Enterprise Planning and Budgeting Cloud Academyからも
参照できます。Academyにアクセスするには、サインインしてから「アカデミ」をクリックし
ます。
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Groovyビジネス・ルールの例
Groovyスクリプトの例を使用できます。
Groovyスクリプトの例を確認するには:

1. Oracle Enterprise Performance Management Cloudの Groovyルールの Java APIリファ
レンス(https://docs.oracle.com/cloud/latest/epm-common/GROOV/)を参照します。

2. 次のいずれかを行います:

• メイン・ページの Groovyスクリプトの例で、「ここ」という語をクリックするとサン
プル・スクリプトが表示されます。

• 左ペインのすべてのクラスの下で、例を確認したいクラスをクリックします。
たとえば、Strategic Modelingの例を表示するには、左側のペインの StrategicModelク
ラスをクリックします。

Groovyビジネス・ルール・チュートリアル・ビデオ
Groovyビジネス・ルールを実装および使用する際の詳細およびベスト・プラクティスは、これ
らのチュートリアル・ビデオをご覧ください。

目的 次のビデオの視聴
Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance
Managementで Groovyルー
ルを作成するためのトレーニ
ング・オプションを確認しま
す:

 Oracle Cloud EPMにおける Groovyを学ぶ

データ管理で、Groovyルール
を使用して増分ロードされた
データを計算します。

 データ管理での Groovyルールを使用した増分ロードされたデ
ータの計算

Groovyテンプレートを使用し
て、ユーザー・アクションのユ
ーザビリティおよび計算パフ
ォーマンスを改善します。

 

 
Groovyテンプレートを使用したパフォーマンスを改善するためのアク
ションのカスタマイズ
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Groovyビジネス・ルール・チュートリアル
Groovyビジネス・ルールの実装についての実践的な例については、これらのチュートリアルを
実行してください。
Groovyの実装: 基本タスク

目的 方法の学習
Groovyスクリプト言語、およ
び Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance
Managementのビジネス・プ
ロセスの Groovyスクリプト
の作成方法について学習しま
す。

 Groovyビジネス・ルールの概要

データ・グリッドおよびデー
タ・グリッド・イテレータを操
作するために Groovyスクリ
プトを実装します。
• 条件付きロジックを使用
したデータ・グリッドの背
景色の設定

• パフォーマンス・ベンチマ
ークの実装

• グリッドでのデフォルト・
データ値の設定

 Groovyでのデータ・グリッドおよびイテレータの操作

Groovyスクリプトを作成し
て、ビジネス・プロセス・メタ
データを操作します。ここで
は、ある親から別の親にメンバ
ーを移動します。スクリプト
には、ユーザーに入力を求める
RTPが含まれます。
スクリプトを呼び出すメニュ
ー・アイテムのある右クリッ
ク・アクション・メニューを作
成する方法、およびアクショ
ン・メニューをデータ・フォー
ムに関連付ける方法も学習し
ます。

 Groovyでのディメンション・メンバーの移動

Groovyルールおよびスマー
ト・プッシュを使用して、ソー
ス・ロケーションからターゲッ
ト・ロケーションにデータをプ
ッシュします。

 Groovyとスマート・プッシュを使用した変更済データの移動

Groovyの実装: 拡張タスク

目的 方法の学習
ドライバ・キューブに格納され
ている許容範囲に対してデー
タ・エントリを検証する
Groovyスクリプトを実装しま
す。

 Groovyでのデータ・エントリ・ルールの検証
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目的 方法の学習
Groovyスクリプトを作成し
て、ビジネス・プロセス・メタ
データを操作します。ここで
は、ディメンションにメンバー
を追加します。スクリプトに
は、ユーザーに入力を求める
RTPが含まれます。
スクリプトを呼び出すメニュ
ー・アイテムのある右クリッ
ク・アクション・メニューを作
成する方法、およびアクショ
ン・メニューをデータ・フォー
ムに関連付ける方法も学習し
ます。

 Groovyでのディメンション・メンバーの追加

ビジネス・プロセスにフォーカ
ス済計算スクリプトを生成し、
データ・エントリ・フォーム全
体ではなく、編集されたデータ
のみを計算します。

 Groovyを使用した変更済データの計算

戦略モデリングの概念を理解
し、Groovyスクリプトを使用
して戦略モデリングとビジネ
ス・プロセス・アプリケーショ
ンの間でデータを統合する方
法を学習します。

 Groovyを使用した Planningと戦略モデルの間のデータの統
合

対話型の設計時プロンプト
(DTP)を使用して Groovyテン
プレートを作成します。  Groovyテンプレートの作成
ビジネス・プロセスで Groovy
ビジネス・ルールを使用して、
Cloud EPMからディメンショ
ン・メタデータをエクスポート
し、そのメタデータをビジネ
ス・プロセスにインポートする
方法を学習します。

 Groovyルールを使用した Enterprise Data Management Cloud
のディメンション・メタデータの Planningとの統合

Groovyの実装: REST API

目的 方法の学習
データ管理 REST APIを呼び出
して、ユーザーのエンティティ
の最新製品ボリュームをビジ
ネス・プロセスにロードするデ
ータ・ロード・ルールを実行し
ます。

 Groovyを使用した内部 REST APIの呼出し
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目的 方法の学習
ビジネス・プロセスで Groovy
スクリプトから外部 REST API
を呼び出します。
スクリプトを呼び出すメニュ
ー・アイテムのある右クリッ
ク・アクション・メニューを作
成する方法、およびアクショ
ン・メニューをデータ・フォー
ムに関連付ける方法も学習し
ます。

 Groovyを使用した外部 REST APIの呼出し

ビジネス・ルールを開く
ビジネス・ルールは、Calculation Managerを開いたときにデフォルトで表示されるシステム・
ビューで開きます。
カスタム・ビュー、フィルタ・ビューまたはデプロイメント・ビューからルールを開くことも
できます。
ビジネス・ルールを開くには、次のいずれかを行います。
• ルールを右クリックし、「開く」を選択します。
• ルールをダブルクリックします。

ノート:

Oracle Financials Cloudで、別の管理者によってルールがロックされている場合、次
のメッセージを受け取ります: 「objectnameは読取り専用モードで開かれています。
オブジェクトは現在次のものによって編集されています: FINUSER2」。これが発生
した場合は、次のステップを完了します:

1. 「OK」をクリックします。
2. ルールまたはルールセットを右クリックし、ロック解除を選択します。次のメッ
セージが表示されます:

選択したアイテムをロック解除しますか?それを編集しているユーザーによる変
更は失われます。

3. 「OK」をクリックしてルールを開くか、「取消」をクリックしてルールを開かずに
閉じます。
ルールがロック解除された場合、ルールを編集していた管理者は、メッセージを
受け取りません。ルールが元の管理者によって編集されて保存され、その後にル
ールをロック解除した管理者が変更を行って保存する場合、最後の保存が保持さ
れ、元の管理者が行った編集は上書きされます。
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ビジネス・ルールの編集
Related Topics

• ビジネス・ルールの編集
ビジネス・ルールの構造は、そのコンポーネント(式、スクリプト、条件、範囲およびルー
プを含む)を追加、除去、または変更することによって編集できます。

• スクリプト・モードでのビジネス・ルールの編集
ビジネス・ルールのスクリプトを編集できます。

• スクリプト・モードでの編集時に使用可能なオプション

ビジネス・ルールの編集
ビジネス・ルールの構造は、そのコンポーネント(式、スクリプト、条件、範囲およびループを
含む)を追加、除去、または変更することによって編集できます。
ビジネス・ルールのコンポーネントおよびビジネス・ルール自体のプロパティも編集できます。
次のビジネス・ルールのプロパティを編集できます。
• 名前およびキャプション
• 説明およびコメント
• ディメンション、メンバー、および変数
ビジネス・ルールを編集するには:

1. ルールを開きます。
2. ルール・デザイナで新規コンポーネントを追加したり、既存のコンポーネントをルールの
フロー・チャートからコピーしたり、削除します。
• コンポーネントを追加するには、「新規オブジェクト」または「既存のオブジェクト」
からオブジェクトをドラッグし、フロー・チャートにドロップします。
既存の式またはスクリプト・コンポーネントをフロー・チャートに追加すると、デフ
ォルトで、式またはスクリプトは共有オブジェクトになります。共有しない場合は、
式またはスクリプト・コンポーネントの「プロパティ」で「共有」チェック・ボック
スをクリアします。スクリプトおよび式コンポーネントの共有を参照してください。

• コンポーネントをコピーするには、コンポーネントを右クリックし、「コピー」を選択
してフロー・チャートに貼り付けます。

• コンポーネントを削除するには、コンポーネントを右クリックし、「削除」を選択しま
す。

3. 「プロパティ」で、ルールのプロパティを編集します。
ルールにコンポーネントを追加したり、フロー・チャートでコンポーネント間を移動した
りすると、プロパティが変わります。特定のコンポーネントのプロパティを入力するには、
フロー・チャートでそのコンポーネントを選択します。コンポーネントを使用したビジネ
ス・ルールおよびテンプレートの設計を参照してください。)

4. をクリックして変更を保存します。

第 3章
ビジネス・ルールの編集

3-20



ヒント:

ビジネス・ルールのコンポーネントを編集する際、コンポーネント・アイコンのサイ
ズとフロー・チャートに表示される詳細情報の量を増減できます。これを行うには、
フロー・チャート内で を使用してズーム・インおよびズーム・ア
ウトします。
フロー・チャートを小さいサイズで表示した場合、コンポーネントのキャプションは
表示されませんが、アイコン上にマウス・ポインタを置くと、キャプションが表示さ
れます。フロー・チャート内のコンポーネントのサイズにかかわらず、コンポーネン
トを選択してそのプロパティを表示できます。

スクリプト・モードでのビジネス・ルールの編集
ビジネス・ルールのスクリプトを編集できます。
デフォルトでは、ビジネス・ルールは、ルールのフローをグラフィカルに設計するルール・デ
ザイナを使用してグラフィカル・モードで作成します。ビジネス・ルールを作成し、保存した
後、グラフィカル・モードまたはスクリプト・モードで編集できます。スクリプト・モードで
の編集を選択した場合、後でグラフィカル・モードでの編集に戻れます。
ビジネス・ルールをスクリプト・モードで編集するには:

1. ルールを開きます。
2. ルール・デザイナで、「デザイナ」の隣のドロップダウンで「スクリプトの編集」を選択し
ます。
グラフィカル・モードに戻るには、「スクリプトの編集」の隣のドロップダウンで「デザイ
ナ」を選択します。
ビジネス・ルールに共有のコンポーネント(式およびスクリプト・コンポーネントなど)また
はテンプレートが含まれる場合、グラフィカル・モードからスクリプト・モードの編集に
切り替えると、ビジネス・ルールのスクリプトには、スクリプト・エディタ内の共有コン
ポーネントおよびテンプレートへの参照のみが含まれます。共有コンポーネントおよびテ
ンプレートの完全に生成されたスクリプトは、下部ペインの「スクリプト」タブに表示さ
れます。
次の点に注意してください。
• ASOルールで「スクリプトの編集」を選択した場合、スクリプトは自動的に Groovyに
変換されます。その後ルールを保存すると、スクリプトは Groovyで保存され、グラフ
ィカルに戻すことはできません。グラフィカル・フォーマットを保持するには、「名前
を付けて保存」を選択し、Groovyスクリプトを含むルールを別名で保存します。

• BSOルールで「スクリプトの編集」を選択した場合、グラフィカル・ルールは計算ス
クリプトの構文に基づくスクリプト・モードに変換されます。スクリプトを Groovyに
変換するには、「スクリプト・タイプ」として「Groovyスクリプト」を選択します。

• スクリプト・モードで編集する場合は次のキーワードを使用しないでください。
– /*STARTCOMPONENT*/
– /*STARTCOMPONENT:SCRIPT*/
– /*STARTCOMPONENT:FORMULA*/
– /*ENDCOMPONENT*/
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– /*STARTRULE*/
– /*ENDRULE*/
– /*STARTTEMPLATE*/
– /*ENDTEMPLATE*/

3. スクリプトに必要な編集を行います。
スクリプト・モードでの編集時に使用可能なオプションを参照してください。

4. をクリックします。
詳細は、次を確認してください:

• スクリプト・モードでの編集時に使用可能なオプション
• スクリプトの確認

スクリプト・モードでの編集時に使用可能なオプション
Table 3-2    スクリプト・モードでの編集時に使用可能なオプション

アイコン 説明 関連項目
スクリプトの行番号を表示または非表示にし
ます。行番号はデフォルトで表示されていま
す。
関数とそのパラメータの挿入
関数には、自動推奨機能があります。関数の
最初の数文字を入力して、[Ctrl]を押しながら
[Space]を押すと、推奨内容が表示されます。
推奨内容のいずれかを選択し、[Enter]を押し
て、関数を完成させます。

関数の操作

ディメンション間メンバーを挿入します コンポーネントへのメンバーおよび関数の追
加

ディメンションから選択されたメンバーの範
囲を挿入します

コンポーネントへのメンバーおよび関数の追
加

変数を挿入します 変数の操作
スマート・リストを挿入します スマート・リストの操作
テンプレートを編集します システム・テンプレートの操作
コメント
コメント解除
コメントの表示/非表示

コードをフォーマットします
コードをフォーマットすると、スクリプトの
行がグループ化されてインデントされ、空白
行が削除されます。
構文を確認します
スクリプトを折り返し、ページのスクロール
が必要なスクリプトの長い行が同じページで
複数の行に表示されるようにします
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Table 3-2    (Cont.) スクリプト・モードでの編集時に使用可能なオプション

アイコン 説明 関連項目
コード補完オン/コード補完オフ
コードを完成させるための推奨内容を有効に
するか抑制します
たとえば、コード補完を起動するには、FIXと
入力した後に、[Shift]キーを押しながら
[Space]を押します。そうすると、Calculation
Managerによって() ENDFIXが入力されま
す。
スクリプトのテキスト文字列を検索および置
換します

ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト
文字列の検索

テキスト文字列を検索する際、「大文字/小文字
の一致」または「完全に一致する単語」を選
択します

ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト
文字列の検索

ビジネス・ルールの保存
ビジネス・ルールの作成対象のアプリケーションとアプリケーション・タイプに対してビジネ
ス・ルールを保存します。
次も参照:

• ビジネス・ルールの保存
• 異なる名前でのビジネス・ルールの保存

ビジネス・ルールの保存
ビジネス・ルールを保存すると、作成対象のアプリケーションおよびアプリケーション・タイ
プに保存されます。ビジネス・ルールの保存後は、それをデプロイ、検証および起動できます。
Calculation Managerでルールをデプロイおよび検証し、Planningからルールを起動できます。
ビジネス・ルールを作成または編集した後に保存するには、 をクリックします。

ノート:

ビジネス・ルールを保存した後システム・ビューで確認するには、アプリケーショ
ン・リストのリフレッシュが必要な場合があります。これを行うには、システム・ビ
ューで任意のノードまたはオブジェクトを右クリックし、「リフレッシュ」を選択し
ます。

異なる名前でのビジネス・ルールの保存
「名前を付けて保存」を使用すると、異なる名前でビジネス・ルールを保存できます。「名前を
付けて保存」を使用すると、同じルールセット・タイプ内のあるルールセットから別のルール
セットにコピーすることもできます。「名前を付けて保存」では、元のビジネス・ルールと区別
するために異なる名前のコピーが作成されます。
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異なる名前でビジネス・ルールを保存するには:

1. ルールをダブルクリックします。
2. ルール・デザイナで、「アクション」,、「名前を付けて保存」の順に選択します。
3. 「名前を付けて保存」で、新しいルール名を入力し、「アプリケーション」を選択します。
4. 「プラン・タイプ」を選択します。
5. 「OK」をクリックします。
新規ルールは、システム・ビューのアプリケーション・リストに追加されます。

ビジネス・ルールの実行
ビジネス・ルールは実行する前に開く必要があります。
ビジネス・ルールを実行するには:

1. ルールをダブルクリックするか、ルールを右クリックして「開く」を選択します。
2. ルールが開いたら (起動ボタン)をクリックします。

ビジネス・ルールのコピー
ビジネス・ルールを別のアプリケーションおよびプラン・タイプにコピーできます。
ビジネス・ルールを別のアプリケーションにコピーすると、別の名前で新規ビジネス・ルール
が作成されます。ビジネス・ルールで使用される変数も、新しいアプリケーションにコピーさ
れます。
ビジネス・ルールを別のアプリケーションおよびプラン・タイプにコピーするには:

1. システム・ビューでルールを右クリックし、「コピー先」を選択します。
2. 「コピー先」に、ビジネス・ルールの新しい名前を入力するか、デフォルト名を受け入れ
て、アプリケーション、アプリケーション・タイプおよびプラン・タイプを選択します。
複数のアプリケーションおよびプラン・タイプにビジネス・ルールをコピーすることはで
きません。

3. 共有コンポーネントを含むビジネス・ルールを別のアプリケーションにコピーし、共有コ
ンポーネントをそのアプリケーションにコピーする場合は、「共有コンポーネントのコピ
ー」を選択します。
これにより、コピーされたアプリケーションに共有コンポーネントが作成され、コピーさ
れたビジネス・ルールは、アプリケーションおよびプラン・タイプから共有コンポーネン
トを使用するようになります。「共有コンポーネントのコピー」を選択しない場合、共有コ
ンポーネントはルールにコピーされますが、コピーされたルールは、元のルールのアプリ
ケーションおよびプラン・タイプから共有コンポーネントを使用します。
変数を含むビジネス・ルールを別のアプリケーションにコピーすると、コピー先のアプリ
ケーションに変数が作成されます。コピー先のアプリケーションにすでに変数が存在する
場合、変数はコピー時に、ルール・レベルの変数として作成されます。

4. 共有コンポーネントをコピーする場合は、「既存のオブジェクトの置換」を選択し、オブジ
ェクトを同じ名前で上書きします。
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ビジネス・ルール内の検索
ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列を検索します。グラフィカル・ビジネス・
ルールのテキストを検索および置換します。
次も参照:

• ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列の検索
• グラフィカル・ビジネス・ルールでのテキストの検索および置換

ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列の検索
ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列を検索するには:

1. スクリプトを含むビジネス・ルールを開きます。
2. ルール・デザイナで「スクリプト」タブを選択します。
3. 検索するテキストを入力し、 をクリックします。

グラフィカル・ビジネス・ルールでのテキストの検索および置
換

文字列を検索する場合、Calculation Managerは、フロー・チャートで選択されているコンポー
ネントの直後のコンポーネントから検索を開始し、フロー・チャートの最後まで検索して、フ
ロー・チャートで選択されているコンポーネントに到達するまで、フロー・チャートの最初か
ら再度検索を開始します。
一致するテキスト文字列が 1つ見つかった後に、別の出現を検索する場合は、再度検索を開始
して次の出現を探す必要があります。
グラフィカル・ビジネス・ルールでテキストを検索および置換するには:

1. ビジネス・ルールを開きます。
2. ルール・デザイナで、ビジネス・ルールの「開始」または「終了」アイコン、またはビジ
ネス・ルールのフロー・チャート内のコンポーネントを右クリックし、次のいずれかを行
います
• 「検索」を選択して、テキスト文字列のインスタンスを検索します。
• 「すべて置換」を選択して、テキスト文字列のインスタンスを検索し、置換します。

ビジネス・ルールの印刷
ビジネス・ルールのプロパティ、フロー・チャートおよびコンポーネントの詳細を印刷できま
す。
たとえば、配賦費用の式コンポーネントが含まれるビジネス・ルールを印刷すると、式の構文、
式を構成する関数および変数、ルールのフロー・チャートのステップのサマリー(図ではない)、
およびルールのプロパティが出力されます。
スクリプト形式のみのビジネス・ルールを印刷する場合:
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• PDFファイルの「ルールの詳細」セクションには、ビジネス・ルール・スクリプトが含ま
れます。

• PDFファイルの「フロー・チャート」セクションには、「開始」および「終了」ノードのみ
が含まれます。

• PDFファイルのフローのサマリー・セクションは空です。

ノート:

ビジネス・ルールセットおよびコンポーネントはいずれも印刷できません。コンポー
ネントは、印刷するビジネス・ルールで使用されている場合に印刷できます。

ビジネス・ルールを印刷するには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールを右クリックし、「印刷」を選択します。
2. 「印刷プレビュー」ダイアログ・ボックスで情報を入力し、「PDFの生成」をクリックしま
す。
ビジネス・ルールの PDFファイルが Adobe Acrobatで開きます。

ビジネス・ルールの削除
ビジネス・ルールは、他のルールまたはルールセットによって使用されていない場合のみ削除
できます。
ルールが使用されている場合は、削除する前に、ルールを使用しているルールおよびルールセ
ットからビジネス・ルールを除去するか、ルールを使用しているルールおよびルールセット用
にコピーを作成する必要があります。
ビジネス・ルールを削除するには:

1. システム・ビューでルールを右クリックし、「使用状況の表示」を選択して他のルールまた
はルールセットによって使用されていないことを確認します。

2. ルールが別のルールおよびルールセットに使用されていない場合、ルールを右クリックし、
「削除」を選択します。

3. 「OK」をクリックしてルールの削除を確定します。

ビジネス・ルール・コンポーネントでの共通のディメ
ンションの定義

ビジネス・ルールを開いて、各ディメンションに共通のメンバー、変数および関数を選択する
ことで、共通ディメンションを定義します。
ビジネス・ルール・コンポーネントで共通のディメンションを定義するには:

1. ビジネス・ルールを開く
2. ルール・デザイナで、フロー・チャートの「開始」または「終了」をクリックします。
3. 「グローバル範囲」タブでディメンションを選択し、 をクリックして各ディメンションに
共通のメンバー、変数および関数を選択します。

第 3章
ビジネス・ルールの削除

3-26



ディメンションに対して選択した値は、ルールの起動時に計算される値になります。
変数を選択した場合、「変数に動的にリンク」を選択してルールに変数を動的にリンクし、
変数に変更が行われた場合に変更がルールで更新されるようにします。

ノート:

「グリッド値を除外」を選択して、"Fix/EndFix"スクリプトではなく"Exclude/
EndExclude"スクリプトをビジネス・ルールに作成します。

ビジネス・ルールの分析およびデバッグ
ビジネス・ルールを実行し、統計情報を取得して、ビジネス・ルールを分析します。ビジネス・
ルールを実行しスクリプトを調べて、ビジネス・ルールをデバッグします。
次も参照:

• ビジネス・ルールの分析
• ビジネス・ルールのスクリプトの分析
• ビジネス・ルールのスクリプトの比較
• 変更されたビジネス・ルールと保存されたビジネス・ルールの比較
• ビジネス・ルールのデバッグ
• ビジネス・ルール内のコンポーネントの無効化

ビジネス・ルールの分析
ビジネス・ルールを分析する場合、ビジネス・ルールを実行し、統計情報(コンポーネントの実
行にかかった時間、実行された回数、コンポーネント実行前後のメンバー交差の値など)を取得
します。分析にかかる時間はシステムのメモリーに依存します。

ノート:

分析機能は、メンバー範囲、メンバー・ブロック、固定ループ、または条件コンポー
ネントでは使用できません。

ビジネス・ルールを分析するには:

1. ビジネス・ルールを開く
2. ルール・デザイナで、「アクション」、「分析」の順に選択します。
3. 「分析条件を入力してください」ダイアログ・ボックスで次のようにします。

• 分析に表示する数値エントリを入力するか、「すべて表示」を選択してエントリを表示
します。
ここで入力する数は、計算および表示されるメンバー交差の数です。たとえば、アプ
リケーションに次のディメンションがあるとします:

– 年 = 12メンバー
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– メジャー = 50,525メンバー
– 製品 = 450メンバー
– 市場 = 2000メンバー
– シナリオ = 4メンバー
この例で計算されるメンバー交差の数は次のとおりです: 2,182,680,000 (12 x 50,525
x 450 x 2,000 x 4、つまり年 x メジャー x 製品 x 市場 x シナリオ)

• ディメンションごとに、分析するメンバーを選択します。
メンバーの選択に、次のオプションを使用できます。

– をクリックして「メンバー・セレクタ」ダイアログ・ボックスにアクセス
します。

– ディメンションを選択し、 をクリックします。
– メンバーを入力します。
ディメンションごとに選択できるメンバーは 1つのみです。

4. 「OK」をクリックして分析を開始します。
5. 分析が完了したら、ビジネス・ルールのフロー・チャートでコンポーネントをクリックし、
「分析情報」タブを選択します。

ヒント:

分析情報をエクスポートするには、「分析情報」タブ内のグリッドで右クリックし、
「エクスポート」を選択します。

ノート:

Oracle Essbaseの最適化が原因で、分析の正しい開始値と終了値が表示されない場
合があります。少なくとも 1つの交差に対して分析の開始値と終了値が表示されな
い場合、件数と経過時間が正しくない可能性があります。

追跡対象のディメンションのメンバーの非表示
追跡されているディメンションのメンバーを非表示にするには、「分析情報」タブで「追跡中の
ディメンションの非表示」を選択します。このオプションを選択しない場合、そのディメンシ
ョンで処理されるすべてのメンバーが表示されます。
「分析情報」タブに表示される前の値と後の値で、追跡メンバー値を変更したメンバーが示され
ます。前の値と後の値は、追跡しているメンバーの値です。たとえば、製品 200-30を追跡し
ている場合は、製品 200の行が表示されます。製品 200の行に表示されている値は、200-30
の値です。

統計情報の取得
ビジネス・ルールの分析時に統計情報を取得するには、次の点に注意します。
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• Oracle Essbaseに対する内部呼出しをメンバー・ブロックで囲っておく必要があります。
• Fix文で 1つのディメンションのみを空にしておき、そのディメンションの追跡メンバーを
使用しないと、そのディメンションまたはその子孫の 1つがメンバー・ブロックに使用さ
れます。

• Fix文で 1つのディメンションのみを空にしておき、そのディメンションの動的計算メンバ
ーである追跡メンバーを指定すると、動的計算メンバーやラベルのみのメンバーではない
ディメンションまたはその子孫の 1つがメンバー・ブロックになります。

• 「分析情報」タブには追跡メンバーの値と、メンバー・ブロックで使用されるメンバーが表
示されます。

ビジネス・ルールのスクリプトの分析
グラフィカル・ビジネス・ルールまたはスクリプト・ビジネス・ルールを実行し、そのスクリ
プトを分析できます。
ビジネス・ルールのスクリプトを分析するには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルールを表示した状態で、「アクション」、「スクリプトの分析」の順に選択します。
これによってビジネス・ルールが実行されます。

3. ビジネス・ルールに実行時プロンプト変数が含まれている場合、「RTP値の入力」ダイアロ
グ・ボックスに実行時プロンプト値を入力し、値をビジネス・ルールに適用するかどうか
を指定して「OK」をクリックします。

4. 「スクリプト分析」タブでスクリプトを分析します。
スクリプトの行に分析情報がある場合、 が行の隣に表示されます。行を選択し、その分
析情報を画面の右側の「分析情報」領域で確認します。行に分析情報がない場合、「分析情
報は使用できません。」と表示されます。実行に最も時間がかかる行は赤でハイライト表示
されます。
「プロパティ」領域に、名前、アプリケーション、プラン・タイプ、スクリプトの分析にか
かった時間(ミリ秒)などのビジネス・ルールに関する情報が表示されます。

5. スクリプト情報の確認を終えたら、 をクリックして「スクリプト分析」タブを閉じま
す。

ビジネス・ルールのスクリプトの比較
ビジネス・ルールのスクリプトを比較して、それぞれがどのように違うか、変更した箇所、ま
たはグラフィカル・ビジネス・ルールのスクリプトを確認できます。

ノート:

2つを超えるビジネス・ルールを一度に比較することはできません。また、1つのビ
ジネス・ルールの異なるバージョンを比較することはできません。たとえば、あるビ
ジネス・ルールの前のバージョンと直前に保存したバージョンを比較できません。

2つのビジネス・ルールのスクリプトを比較するには:
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1. システム・ビューで 2つのビジネス・ルールを選択します。
2. 選択したビジネス・ルールを右クリックし、「スクリプトの比較」を選択します。
「スクリプトの比較」ウィンドウは、次のようになります。
• どちらかのスクリプトに追加が行われた場合、その行の背景が薄いグレーで表示され
ます。

• どちらかのスクリプトで削除が行われた場合、その行の背景が濃いグレーで表示され
ます。

• いずれかのスクリプトが変更された場合は、その行の背景が黄色で表示されます。
• 最初の列にはスクリプトの行番号が表示されます。
• 2番目の列には、次の 3種類の文字の 1つが表示されます:

– *は、左列に表示されるスクリプトの行が、右列に表示されるスクリプトの行と異
なることを示します

– +は、左列に表示されているスクリプトと比較すると、右列に表示されているスク
リプトに新しい行が追加されていることを示します。

– -は、左列に表示されているスクリプトと比較すると、右列に表示されているスク
リプトから行が削除されていることを示します。

• 3番目と 4番目の列には 2つのスクリプトが表示されます。
• ウィンドウの下部は 2つのペインに分かれており、上部ペインで選択したスクリプト
の完全な行が表示されます。1つ目のペインには左列のスクリプト、2つ目のペインに
は右列のスクリプトが表示されます。

3. スクリプトの比較が終了したら、「OK」をクリックします。

変更されたビジネス・ルールと保存されたビジネス・ルールの
比較

保存されたバージョンのビジネス・ルールと変更されたバージョンのビジネス・ルールのスク
リプトを表示して、2つのバージョンがどのように違うかの確認や変更した箇所の確認を行っ
たり、保存されたグラフィカル・ビジネス・ルールと変更されたグラフィカル・ビジネス・ル
ールのスクリプトを左右に並べて確認できます。
保存されたビジネス・ルールと変更されたビジネス・ルールを比較するには:

1. グラフィカル・ビジネス・ルールまたは計算スクリプト・ビジネス・ルールを開きます。
2. 「編集」、「保存済バージョンとの比較」の順に選択します。
「スクリプトの比較」ウィンドウは、次のようになります。
• ビジネス・ルールまたは計算スクリプトに追加が行われた場合、その行の背景が薄い
グレーで表示されます。

• ビジネス・ルールまたは計算スクリプトから削除が行われた場合、その行の背景が濃
いグレーで表示されます。

• ビジネス・ルールまたは計算スクリプトが変更された場合は、その行の背景が黄色で
表示されます。

• 最初の列には、ビジネス・ルールまたは計算スクリプトの行番号が表示されます。
• 2番目の列には、次の 3種類の文字の 1つが表示されます:
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– *は、左列に表示されているビジネス・ルールまたは計算スクリプトの行が、右列
に表示されているビジネス・ルールまたは計算スクリプトの行と異なることを示し
ます。

– +は、左列に表示されているビジネス・ルールまたは計算スクリプトと比較すると、
右列に表示されているビジネス・ルールまたは計算スクリプトに新しい行が追加さ
れたことを示します。

– -は、左列に表示されているビジネス・ルールまたは計算スクリプトと比較すると、
右列に表示されているビジネス・ルールまたは計算スクリプトから行が削除された
ことを示します。

• 3番目と 4番目の列には、保存されたビジネス・ルールまたは計算スクリプトと変更さ
れたビジネス・ルールまたは計算スクリプトが表示されます。

• ウィンドウの下部は 2つのペインに分かれており、上部ペインで選択したビジネス・
ルールまたは計算スクリプトの完全な行が表示されます。1つ目のペインには、左列の
保存されたバージョンのビジネス・ルールまたは計算スクリプトが表示され、2つ目の
ペインには、右列の変更されたバージョンのビジネス・ルールまたは計算スクリプト
が表示されます。スクリプト内の行を選択すると、下部ペインに表示されます。保存
されたバージョンが上部、変更されたバージョンが下部に表示されます。

3. 「OK」をクリックします。

ビジネス・ルールのデバッグ
ビジネス・ルールをデバッグするには、ビジネス・ルールを実行し、そのスクリプトを 1行ず
つ調べ、スクリプトがどのように実行されるかを確認します。
次のアプリケーションのビジネス・ルールをデバッグできます。
• 書込み権限がある場合は、Oracle Essbaseブロック・ストレージ・アプリケーション
• 起動権限がある場合は、Planningアプリケーション

ノート:

デバッグ中は、ビジネス・ルールを編集できません。

ビジネス・ルールをデバッグするには:

1. ビジネス・ルールを開く
2. ルール・デザイナで、「アクション」、「デバッグ」の順に選択します。
スクリプト・デバッガに、ビジネス・ルールのスクリプトが表示されます。スクリプトの
各文が、別の行に表示されます。

3. ビジネス・ルール・スクリプトの文をデバッグします。
文をデバッグする際、次のことが可能です。
• 文のメンバー交差の値を検査するための、スクリプトの実行を停止するブレーク・ポ
イントを挿入および削除します。ブレーク・ポイントで実行が停止すると、文のすべ
てのメンバー交差の値が表示されます。
ブレーク・ポイントを追加するには、ブレーク・ポイントの右側を右クリックし、「ブ
レーク・ポイントの追加」を選択します。割当て文や条件文にブレーク・ポイントを
追加できます。ブレーク・ポイントがグレー表示されているスクリプトの行にのみブ
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レーク・ポイントを追加できます。ブレーク・ポイントを削除するには、ブレーク・
ポイントを右クリックして、「ブレーク・ポイントの削除」を選択します。

• ブレーク・ポイントに条件を追加して、条件を満たす場合にのみ文の実行を停止させ
ます。条件に使用できるのは、ブレーク・ポイントのある文で使用されているメンバ
ーのみです。
ブレーク・ポイントに条件を追加するには、ブレーク・ポイントの右側を右クリック
し、「条件の追加」を選択します。「条件の追加」ダイアログ・ボックスで、 をクリ
ックし、「条件ビルダー」に条件を入力します。
条件を編集するには、条件を右クリックして、「条件の編集」を選択します。

• ブレーク・ポイントのある文をデバッグします。
ブレーク・ポイントのある文をデバッグするには、文を右クリックし、「デバッグの開
始」を選択します。デバッグ中の文は、ハイライト表示されます。文のメンバー、ブ
レーク・ポイント、および実行前後のメンバー交差の値が、次のタブに表示されます。
– メンバー - デバッグ・ブレーク・ポイントの現在のメンバー交差が表示されます。
次のメンバー交差を表示するには、「デバッグの再開」をクリックします。

– ブレーク・ポイント - ブレーク・ポイントを含むスクリプトの式が表示されます。
「ブレーク・ポイントでの値」タブに、式メンバーが、デバッグの実行前後の値と
ともに表示されます。

ヒント:

デバッグを再開するには、 をクリックします。すべてのメンバー交差をデ
バッグするまで、 をクリックし続ける必要があります。すべてのメンバー
交差をデバッグすると、「スクリプトのデバッグが完了しました」というメッ
セージが表示されます。

ビジネス・ルール内のコンポーネントの無効化
ビジネス・ルール内のコンポーネントを無効にできます。たとえば、コンポーネントを検証か
ら除外し、どのコンポーネントが検証エラーの原因になっているかを分析できます。
ビジネス・ルール内のコンポーネントを無効にするには:

1. ビジネス・ルール・フロー・チャートでコンポーネントを選択します。
2. 「プロパティ」で、「使用不可」を選択します。
コンポーネントを無効にし、そのコンポーネントが属するビジネス・ルールを保存すると、ビ
ジネス・ルール・フロー・チャートでそのコンポーネントのアイコンが無効になります。無効
化されたコンポーネントに移動または作成されるコンポーネントでは、無効化されたコンポー
ネントの「使用不可」のステータスが継承され、ビジネス・ルールの一部として計算されませ
ん。

ノート:

条件コンポーネントを使用不可にすることはできません。共有されているコンポー
ネントを無効化すると、そのコンポーネントを無効化したビジネス・ルールでのみ使
用不可になります。
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ビジネス・ルールまたはビジネス・ルールセットのリ
フレッシュ

システム・ビュー、カスタム・ビューおよびデプロイメント・ビューでは、アプリケーション・
リストのレベルをリフレッシュできます。
Planningアプリケーション・タイプ、Planningアプリケーション、プラン・タイプ、複数のル
ールセットやルール、または 1つのルールセットやルールをリフレッシュできます。
デフォルトで、アプリケーション・リストのすべてのノードをリフレッシュする場合は、それ
に属するすべてのルール、ルールセット、コンポーネントおよびテンプレートがリフレッシュ
されます。ただし、アプリケーション内でルールセットまたはルールをリフレッシュしても、
アプリケーション・リストまたは他のアプリケーションに属するルールセットやルールの上位
レベルはリフレッシュされません。
たとえば、Planningアプリケーションとプラン・タイプ内のルールをリフレッシュすると、そ
のアプリケーションとプラン・タイプ内のすべてのルールはリフレッシュされますが、他のプ
ラン・タイプや他の Planningアプリケーション内のルールはリフレッシュされません。
ビジネス・ルールまたはルールセットをリフレッシュするには、そのルールまたはルールセッ
トを右クリックして、「リフレッシュ」を選択します

ノート:

Planningからメタデータ変更を更新するには、システム・ビューでアプリケーショ
ン・ノードを右クリックし、「リフレッシュ」を選択します。リフレッシュするビジ
ネス・ルールを含む Planningアプリケーション・タイプ、アプリケーション、また
はプラン・タイプを右クリックして、「リフレッシュ」を選択することもできます。

メタデータ変更のリフレッシュ
Planningからメタデータ変更(キューブ、ディメンション、スマート・リスト、UDA)をリフレ
ッシュするには:

1. システム・ビューで、アプリケーション・ノードまたはキューブ・ノードを右クリックし
ます。

2. 「リフレッシュ」を選択します。

ビジネス・ルールまたはルールセットの使用状況の表
示

ビジネス・ルールまたはビジネス・ルールセットを使用しているルール、テンプレートおよび
ルールセットを表示します。
ルールまたはルールセットの使用状況の表示は、ルールまたはルールセットを削除する場合や
これを使用しているオブジェクトを確認する場合に役立ちます。
ビジネス・ルールまたはルールセットの使用状況を表示するには:
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1. ルールまたはルールセットを右クリックし、「使用状況の表示」を選択します。
2. 「使用状況」ダイアログ・ボックスで情報を確認し、「OK」をクリックします。

ビジネス・ルールの最適化
使用可能なツールを利用して、ルールを効率よく管理します。
次も参照:

• ビジネス・ルール最適化の概要
• ビジネス・ルールを最適化するステップ
• Planningアプリケーションのアクティビティ・レポートでの実行速度が遅いビジネス・ル
ールの特定

• Calculation Managerログ・メッセージでの実行速度が遅いビジネス・ルールの特定
• ログ・メッセージを使用したビジネス・ルールの最適化
• ビジネス・ルール例

ビジネス・ルール最適化の概要
Planningアクティビティ・レポートを使用すると、ビジネス・ルールに関するパフォーマンス
の問題を診断し、問題を特定して対処できます。アクティビティ・レポートによって、どのビ
ジネス・ルールが実行するために最も長い時間がかかるかを特定できます。その後、Calculation
Managerでルールを開き、ログを調べ、ルール内のステップを最適化してパフォーマンスを向
上できます。

ビジネス・ルールを最適化するステップ
ビジネス・ルールを最適化するには:

1. Planningアプリケーションのアクティビティ・レポートで、実行時間が最も長いビジネス・
ルールを探します(『Planningの管理』の「アクティビティ・レポートの表示」を参照)。

2. 本番サービス・インスタンスからテスト・サービス・インスタンスにアプリケーションを
クローニングします。

3. 実行速度が遅いビジネス・ルールごとに、次のステップを実行します。
• Calculation Managerでビジネス・ルールを実行します(「ビジネス・ルールの実行」を
参照)。

• Calculation Managerの「ログ・メッセージ」を使用して、ルールのどのステップに最
も長い時間がかかっているかを特定します。

• 特定したステップを最適化してから、再びビジネス・ルールを実行して、実行時間が
短縮され、正しい結果が計算されていることを確認します。

4. ビジネス・ルールが最適化されたら、変更内容を本番サービス・インスタンスに移行しま
す。

第 3章
ビジネス・ルールの最適化

3-34



Planningアプリケーションのアクティビティ・レポートでの実
行速度が遅いビジネス・ルールの特定

レポートのビジネス・ルールまたは計算スクリプト名に注意してください。
 

 

 

 

 

 

ノート:

Planningアクティビティ・レポートの詳細は、Planningの管理のアクティビティ・レ
ポートの表示に関する項を参照してください。

Calculation Managerログ・メッセージでの実行速度が遅いビジネ
ス・ルールの特定

• ビジネス・ルールが実行されると、新しい「ログ・メッセージ」タブが表示されます。
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• この情報を使用すると、どのパスの実行時間が合計計算時間で最も大きなパーセンテージ
を占めているかがわかります。
 

 

ログ・メッセージを使用したビジネス・ルールの最適化
• 「ログ・メッセージ」タブは、ビジネス・ルールの実装者が、ビジネス・ルールの合計実行
時間が複数の計算パスにどのように分布しているかを判別するときに役立ちます。

• 新しいパスの開始は「ログ・メッセージ」に太字で表示されます。
• 「パス数」列と「パス%」列を見て、ビジネス・ルールの合計実行時間の多くを占めるのが
どのパスかを判断します。

• 合計時間で最も大きな割合を占めるセクションが最適化の候補です。
• 変更を行ったら、ビジネス・ルールを再実行して、ログ・メッセージを比較します。
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ノート:

ログ・メッセージは 20,000に制限されています。20,000メッセージを超えるものは
無視されます。

ビジネス・ルール例
• この例では、年度累計を表す 5個のメンバー("4110_YTD"、"4120_YTD"、"4130_YTD"、

"4140_YTD"、"4150_YTD")を勘定科目ディメンションに追加しました。その後、次のビジ
ネス・ルールを作成しました。
 

 

このビジネス・ルールは、2つの YTD勘定科目を計算し、製品ディメンションとエンティ
ティ・ディメンションの値を集計します。

• 「パスのみ」が選択された状態でログ・メッセージを見ると、ルールの時間のほとんどが最
初のパスで費やされたことがわかります。
 

 

• 「パスのみ」の選択を解除すると、ログの pass1セクションでのブロックおよび読取り/書
込みの数を確認できます。
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• 構文を確認すると、この計算にはエンティティと製品に対する Fixが含まれないことがわ
かります。つまり、すべてのルールがエンティティと製品のすべてのレベルで実行されま
す。pass1の上位レベルを計算する要件はありません。いずれにせよ、それらは 2番目の
パスの AGG文によって上書きされるためです。
 

 

• ルールを確認し、エンティティと製品の lev0を Pass1に追加する新たな Fix文を追加しま
す。
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• この後、再びルールが実行されます。
• 変更しても Pass1にかかる時間が最も長くなりますが、このときは上位ブロックの計算が
必要ないため 20%短縮されます。計算全体の時間も 20%短縮されます。
 

 

• 「パスのみ」の選択を解除すると、ログの Pass1セクションでのブロック数、読取り数、
書込み数が変更後に減少したことを確認できます。
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• アクティビティ・レポートで確認できますが、これによってビジネス・ルール全体(両方の
パス)での読取り数と書込み数が減少しています。
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4
ビジネス・ルールセットの設計

次も参照:

• ビジネス・ルールセットについて
同時または順次起動できる複数のビジネス・ルール(またはビジネス・ルールセット)を組み
合せることでビジネス・ルールセットを作成します。

• ビジネス・ルールセットの作成
ビジネス・ルールセットは、システム・ビュー、フィルタ・ビュー、カスタム・ビュー、
デプロイメント・ビュー、ルールセット・デザイナおよびテンプレート・デザイナから作
成できます。

• ビジネス・ルールセットを開く
ビジネス・ルールセットは、システム・ビュー、フィルタ・ビュー、デプロイメント・ビ
ューおよびカスタム・ビューから開くことができます。

• ビジネス・ルールセット内のビジネス・ルールを開く
ビジネス・ルールはビジネス・ルールセットから開くことができます。

• ビジネス・ルールのビジネス・ルールセットへの追加
ビジネス・ルールをビジネス・ルールセットに追加すると、ルールセットのルールを順次
または同時に起動できます。

• ビジネス・ルールセットからのビジネス・ルールの除去
ビジネス・ルールをビジネス・ルールセットから除去しても、そのルールは消去されませ
ん。ルールセットとは関係なくデータベース内に存在します。

• ビジネス・ルールセットの別のアプリケーションへのコピー
ビジネス・ルールセットを別のアプリケーションにコピーする場合、同じアプリケーショ
ン・タイプにコピーすることを確認してください。

• ビジネス・ルールセットの保存
ビジネス・ルールセットを保存すると、作成対象のアプリケーションおよびアプリケーシ
ョン・タイプに保存されます。

• ビジネス・ルールセットの削除
ビジネス・ルールセットを削除できるのは、他のビジネス・ルールセットによって使用さ
れていない場合のみです。

ビジネス・ルールセットについて
同時または順次起動できる複数のビジネス・ルール(またはビジネス・ルールセット)を組み合
せることでビジネス・ルールセットを作成します。
ルールセットを作成できるかどうかは、割り当てられている役割によって決定されます。
Oracle Planning and Budgeting Cloudの使用を参照してください。
ルールセットを作成および保存した後、Calculation Managerで検証およびデプロイします。そ
の後、アプリケーションから起動できます。
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ヒント:

ビジネス・ルールセットを作成する際は、作業しているビジネス・ルール、コンポー
ネント、テンプレートおよび変数を開いたままにできます。Calculation Managerで
は、ビジネス・ルールセットを作成する際にタブ間を簡単に移動できるように、タブ
付きインタフェースでこれらのオブジェクトが表示されます。Calculation Manager
内では最大 10個のタブを開けますが、最適なパフォーマンスを得るためには、10個
を超えるオブジェクトを同時に開かないことをお薦めします。

ビジネス・ルールセットの作成
ビジネス・ルールセットは、システム・ビュー、フィルタ・ビュー、カスタム・ビュー、デプ
ロイメント・ビュー、ルールセット・デザイナおよびテンプレート・デザイナから作成できま
す。
ビジネス・ルールセットを作成するには:

1. 「ルールセット」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 「新規ルールセット」ダイアログ・ボックスで名前を入力し、アプリケーション・タイプと
アプリケーションを選択して「OK」をクリックします。
システム・ビューからルールセットを追加する場合、アプリケーション・タイプおよびア
プリケーションは自動的に移入されます。

3. 「既存のオブジェクト」から既存のルールおよびルールセットをドラッグし、フロー・チャ
ートにドロップします。
Planningルールセットには、異なるアプリケーションで作成してデプロイされたルールお
よびルールセットを含めることができます。

4. 次のいずれかのタスクを実行します:

• ルールセットのルールの順序を変更するには、上下の矢印をクリックするか、ルール
を右クリックして「上へ移動」または「下へ移動」を選択します。

• ルールセットからルールを削除するには、ルールを右クリックし、「削除」を選択しま
す。

• 編集するビジネス・ルールを開くには、ルールを右クリックし、「開く」を選択しま
す。

5. 「プロパティ」で、ルールセットのプロパティを入力します。
ルールセット・デザイナで、作成しているルールセット内のルールを選択すると、ルール
セットのプロパティではなくそのプロパティが「プロパティ」に表示されます。
ルールセット内のルールまたはルールセットを同時に起動する場合は、「並列実行の使用可
能」を選択します。デフォルトでは、1つのルールセットに属するルールおよびルールセ
ットは順次起動します。そのルールセット内の各ルールおよびルールセットがエラーなく
実行されないと、次のルールもルールセットも起動されません。
ネストされた複数のルールセットがルールセットに含まれ、これらのネストされたルール
セットの「並列実行の使用可能」設定が親のルールセットと異なる場合は、ネストされた
ルールセットの設定が適用されます。たとえば、ルールセット 1(並列処理のフラグが付い
ている)があり、それにルール 1、ルール 2およびルールセット 2(順次処理のフラグが付い
ている)が含まれる場合、ルールセット 1に並列処理のフラグが付いていても、ルールセッ
ト 2内のルールおよびルールセットは順次処理されます。
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6. 「使用状況」タブで、このルールを使用するルールセットがあれば、それを確認します。
デフォルトでは、作成した時点ではルールセットは他のルールセットによって使用されて
いないため、ビジネス・ルールセットを作成した当初はこのタブは空です。
ルールセットのルールを選択する場合は、ビジネス・ルールセットの名前を確認できます。

7. 「変数」タブで、ルールセットで使用する変数に関する情報を確認および入力します。
ルールの起動時に各変数の最初のインスタンスのみが表示されるように、「変数のマージ」
を選択して、このルールセット内のルールで使用される同じ変数のすべてのインスタンス
をマージします。変数をマージしない場合、各変数のすべてのインスタンスが表示されま
す。
「変数のマージ」を選択する場合、ユーザーが実行時プロンプトで入力する最初の値が、検
証および起動時に、後続のすべての実行時プロンプトで使用されます。

8. をクリックします。

ビジネス・ルールセットを開く
ビジネス・ルールセットは、システム・ビュー、フィルタ・ビュー、デプロイメント・ビュー
およびカスタム・ビューから開くことができます。
ビジネス・ルールセットを開くには、次のいずれかを行います。
• ルールセットを右クリックし、「開く」を選択します。
• ルールセットをダブルクリックします。

ビジネス・ルールセット内のビジネス・ルールを開く
ビジネス・ルールはビジネス・ルールセットから開くことができます。
• システム・ビューで「ルールセット」を展開し、目的のルールセットを展開して目的のル
ールをダブルクリックします。

• ビジネス・ルールセットを編集用に開いた状態で、ルールセット内の目的のルールをダブ
ルクリックします。

ビジネス・ルールのビジネス・ルールセットへの追加
ビジネス・ルールをビジネス・ルールセットに追加すると、ルールセットのルールを順次また
は同時に起動できます。
ビジネス・ルールをビジネス・ルールセットに追加するには:

1. ルールセットを開きます。
2. 「既存のオブジェクト」から既存のルールをルールセットにドラッグします。
3. をクリックします。
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ビジネス・ルールセットからのビジネス・ルールの除
去

ビジネス・ルールをビジネス・ルールセットから除去しても、そのルールは消去されません。
ルールセットとは関係なくデータベース内に存在します。
ビジネス・ルールをビジネス・ルールセットから除去するには:

1. ルールセットを開きます。
2. 目的のルールを右クリックし、「削除」を選択します。

ビジネス・ルールセットの別のアプリケーションへの
コピー

ビジネス・ルールセットを別のアプリケーションにコピーする場合、同じアプリケーション・
タイプにコピーすることを確認してください。
ビジネス・ルールセットを別のアプリケーションにコピーするには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールセットを右クリックし、「コピー先」を選択します。
2. 「コピー先」に、ビジネス・ルールセットの名前を入力するか、デフォルト名を受け入れ
て、アプリケーション・タイプおよびアプリケーションを選択します。
複数のアプリケーション・タイプおよびアプリケーションにビジネス・ルールセットをコ
ピーすることはできません。

3. 共有コンポーネントをコピーするかどうか、および既存のコンポーネントを同じ名前で置
換するかどうかを選択します。
これらのオプションは、新しいアプリケーションにコピーするビジネス・ルールセットに
共有コンポーネントがある場合のみ有効です。

4. 「OK」をクリックします。
選択したアプリケーションおよびアプリケーション・タイプに新規ビジネス・ルールセッ
トが追加されます。これをシステム・ビューで確認する際、アプリケーション・リストの
リフレッシュが必要な場合があります。アプリケーション・リストをリフレッシュするに
は、アプリケーションを右クリックして「リフレッシュ」を選択します。ビジネス・ルー
ルまたはビジネス・ルールセットのリフレッシュを参照してください。

ビジネス・ルールセットの保存
ビジネス・ルールセットを保存すると、作成対象のアプリケーションおよびアプリケーション・
タイプに保存されます。
ルールセットの保存後は、それをデプロイ、検証および起動できます
Calculation Managerでビジネス・ルールセットをデプロイおよび検証し、Planningからルー
ルセットを起動できます。
ビジネス・ルールセットを作成または編集した後に保存するには、 をクリックします。
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ノート:

ビジネス・ルールセットを保存した後システム・ビューで確認するには、アプリケー
ション・リストのリフレッシュが必要な場合があります。これを行うには、システ
ム・ビューで任意のノードまたはオブジェクトを右クリックし、「リフレッシュ」を
選択します。

ビジネス・ルールセットの削除
ビジネス・ルールセットを削除できるのは、他のビジネス・ルールセットによって使用されて
いない場合のみです。
ルールセットが使用されている場合は、それを使用しているビジネス・ルールセットから除去
するか、使用側のビジネス・ルールセット用のコピーを作成しないと、そのビジネス・ルール
セットは削除できません。
ビジネス・ルールセットを削除するには:

1. システム・ビューでルールセットを右クリックし、「使用状況の表示」を選択して他のルー
ルセットによって使用されていないことを確認します。

2. ルールセットが別のルールセットに使用されていない場合、ルールセットを右クリックし、
「削除」を選択します。

3. 「OK」をクリックしてルールセットの削除を確認します。
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5
システム・テンプレートの操作

次も参照:

• システム・テンプレートについて
システム・テンプレートは、計算を実行する事前定義済テンプレートです。

• システム・テンプレートの表示
システム・テンプレートが表示される場所は、グラフィカル・テンプレートとルール・テ
ンプレートで異なります。

• システム・テンプレートの使用
システム・テンプレートを使用するには、テンプレートを選択して、フロー・チャートま
たはスクリプトまでドラッグします。

• テンプレート・フローの表示
システム・テンプレートで生成したスクリプトを確認する際、テンプレート・フローを確
認すると有用な場合があります。

• システム・テンプレートのカスタム・テンプレートとしての保存
システム・テンプレートのコンテンツをカスタマイズできます。

• ビジネス・ルールからのシステム・テンプレートの削除
ビジネス・ルールからシステム・テンプレートを削除できます。

システム・テンプレートについて
システム・テンプレートは、計算を実行する事前定義済テンプレートです。
システム・テンプレートによって実行される計算には、データのクリア、データのコピー、金
額、数量およびレートの計算、データの配布、値の割当て、データの集計、パフォーマンスを
最大化するスクリプト・コマンドの入力および勘定値のレポート通貨への変換が含まれます。
次のものにシステム・テンプレートを含めることができます。
• グラフィカルまたはスクリプト・ビジネス・ルール
• グラフィカルまたはスクリプト・カスタム・テンプレート
ビジネス・ルールまたはカスタム・テンプレートのコンポーネントとして、システム・テンプ
レートには、パラメータを入力する一連のステップが含まれます。これらのパラメータをテン
プレート・ロジックと組み合せて、ビジネス・ルールまたはテンプレート内で計算スクリプト
を生成します。これによって、テンプレートの使用が容易になり、計算スクリプトの構文エラ
ーの可能性が低減します。
Calculation Managerでは、すべてのシステム・テンプレートをウィザードとして使用できま
す。ウィザードのシステム・テンプレートを使用すると、テンプレートの使用が容易になり、
計算スクリプトの構文エラーの可能性が低減します。
システム・テンプレートのプロンプトは、ウィザードでの選択に基づいてフィルタ処理されま
す。たとえば、集約システム・テンプレートは、密ディメンションを選択して集約するステッ
プを表示しますが、集約に使用可能な密ディメンションがない場合、完全または部分密ディメ
ンションのステップは表示されません。
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ノート:

Planningブロック・ストレージ・アプリケーションでシステム・テンプレートを使用
できます。

システム・テンプレートの表示
システム・テンプレートが表示される場所は、グラフィカル・テンプレートとルール・テンプ
レートで異なります。
グラフィカル・ルールまたはテンプレートを作成したり、開いた場合、システム・テンプレー
トは次のいずれかで表示されます。
• 新規オブジェクト - システム・テンプレートは「新規オブジェクト」では個別のオブジェ
クトとして表示されます。

• 既存のオブジェクト - システム・テンプレートは「既存のオブジェクト」では「システム・
テンプレート」ヘッダーの下に表示されます。

スクリプト・ルールまたはテンプレートを作成したり、開いた場合、システム・テンプレート
は「既存のオブジェクト」にのみ表示されます。
システム・テンプレートのウィザードにアクセスするには:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、目的のテンプレートを選択し、フロー・
チャートの「開始」と「終了」の間にドラッグします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、テンプレートを選択し、スクリプトにド
ラッグします。

システム・テンプレートの使用
システム・テンプレートを使用するには、テンプレートを選択して、フロー・チャートまたは
スクリプトまでドラッグします。
次も参照:

• 「データのクリア」テンプレートの使用
「データのクリア」テンプレートを使用してキューブ内のメンバーからデータをクリアしま
す。

• 「データのコピー」テンプレートの使用
「データのコピー」テンプレートを使用して、データベース内のある場所から別の場所にデ
ータをコピーします。

• 「金額-単価-レート」テンプレートの使用
「金額-単価-レート」テンプレートを使用して、金額、数量およびレートに入力した 3つの
メンバーのうちの 1つを計算します。

• 「割当て - レベル間」テンプレートの使用
「レベル間割当て」テンプレートを使用して、データベース・アウトラインであるレベルか
ら別のレベルに割り当てます。

• 「割当て」テンプレートの使用
「割当て」テンプレートを使用して、ソースから宛先に均等にまたは指定したドライバに基
づいて値を割り当てます。
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• 「集約」テンプレートの使用
「集約」テンプレートを使用して、指定したメンバーのデータ値を集約します。

• 「SETコマンド」テンプレートの使用
「SETコマンド」テンプレートを使用して、計算スクリプトの実行を最適化するスクリプ
ト・コマンドを入力します。

• 「通貨換算」テンプレートの使用
「通貨換算」テンプレートでは、システム・タイプの勘定科目または選択した勘定科目を使
用して、勘定科目の値をレポート通貨に換算します。

「データのクリア」テンプレートの使用
「データのクリア」テンプレートを使用してキューブ内のメンバーからデータをクリアします。
データをクリアするには、クリアする値を持つメンバーを指定します。1つのメンバーまたは
メンバーのブロックに対応するデータをクリアできます。
たとえば、「データのクリア」テンプレートを使用して、データを"実績"から"予測"にコピーし
て変更する前に予測データをクリアできます。
「データのクリア」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「データの
クリア」を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「データのクリア」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. データのクリア・ウィザードで要求された情報を入力します。
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表 5-1 データのクリア・ウィザードのステップ

ステップ 説明
データ選択 ディメンションごとに 1つ以上のメンバーを選択し、クリアするデータを定義しま

す。
次のオプションを使用できます:
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメン
バーと関数を選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択し
ます。

「CLEARBLOCKオプションを選択します」で、データのクリア方法を定義するオプ
ションを選択します。
• すべて  - すべてのブロックのデータをクリアします
• 上位 - 集計データ・ブロックのみをクリアします。
• 動的 - 「動的計算および保管」メンバーの組合せから導出した値を含むブロック
をクリアします

• 非入力 - 導出した値を含むデータ・ブロックをクリアします。これは、完全に計
算操作によって作成されるブロックに対してのみ動作し、任意の値がロードされ
るブロックに対しては動作しません。

• N/A - データ・ブロックをクリアし、メンバーを#Missingに設定します
設定 HSP_Ratesが"疎"に設定された複数通貨アプリケーションまたは単一通貨アプリケ

ーションがある場合、「設定」に「データ選択」で選択したメンバーが表示されます。
ドロップダウンをクリックし、単一メンバーが選択されているディメンション(密デ
ィメンションを推奨)を選択します。
ノート: スクリプトでは選択したディメンションのメンバーが使用されるため、単一
メンバーが選択されるディメンションを選択できない場合は、このテンプレートを使
用できません。

「データのコピー」テンプレートの使用
「データのコピー」テンプレートを使用して、データベース内のある場所から別の場所にデータ
をコピーします。
たとえば、「データのコピー」テンプレートを使用して、2014年の勘定科目およびエンティテ
ィの値をコピーすることによって 2015年の予算を作成できます。この場合は、2014年の実績
を 2015年の予測にコピーします。「データのコピー」テンプレートを使用して、予算の"最悪"
のシナリオから"最善"のシナリオに予算データをコピーし、変更を加えることもできます。
「データのコピー」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「データの
コピー」を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「データのコピー」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. データのコピー・ウィザードで要求された情報を入力します。
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表 5-2 データのコピー・ウィザードのステップ

ステップ 説明
情報 テンプレートの関数を説明します。
視点 ディメンションごとに 1つ以上のメンバーを選択し、コピーするデータを定義しま

す。コピー元およびコピー先によって変わるディメンションは空のままにします。
これらのメンバーを次のステップで指定します
次のオプションを使用できます:
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメン
バーと関数を選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択し
ます。

コピー元 データのコピー元のメンバーを選択します。
ノート: ディメンションごとに 1つのメンバーを選択します。ディメンションごとに
1つのメンバーを選択しない場合、警告メッセージが表示されます。

コピー先 データのコピー先のメンバーを選択します。
オプション オプション: 宛先のデータ・セルの範囲に適用する増減のパーセンテージを入力しま

す。
たとえば、ターゲット・データを 10パーセント増加させる場合は 10と入力し、ター
ゲット・データを 10パーセント減少させる場合は-10と入力します。
変数を入力するには、 をクリックします。たとえば、実行時プロンプト変数を定義
し、実行時にこの増減の値を入力できます。

「金額-単価-レート」テンプレートの使用
「金額-単価-レート」テンプレートを使用して、金額、数量およびレートに入力した 3つのメン
バーのうちの 1つを計算します。
たとえば、製品の収益を計算する必要があり、個数と価格がわかっている場合、「金額の計算」
を選択し、金額に製品の収益、数量に個数、レートに価格を入力します。個数に価格を掛けて
製品の収益が計算されます。
「金額-単価-レート」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「金額-単
価-レート」を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「金額-単価-レート」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. 金額-単価-レート・ウィザードで要求された情報を入力します。
表 5-3 金額-単価-レート・ウィザードのステップ

ステップ 説明
情報 テンプレートの関数を説明します。
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表 5-3 (続き) 金額-単価-レート・ウィザードのステップ

ステップ 説明
計算方法の選択 ドロップダウン・リストから次のいずれかのオプションを選択し、使用する計算方法

を定義します。
• 金額の計算 - Amounts = Units * Rates
• 数量の計算 - Units = Amounts / Rates
• レートの計算 - Rates = Amounts / Units
• すべて計算—#Missingのメンバーが変わったり、不明の場合に選択します。こ
の計算方法では、#Missing値を検索し、適切な計算方法を適用して不明の値を
解決します。

視点 割当てプロセスで変更されないメンバーを定義します。
メンバーの選択に、次のオプションを使用できます。
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメン
バーを選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択し
ます。

金額の計算/数量
の計算/レートの
計算/すべて計算

このステップは、計算方法に選択した内容によって異なります。
• 「金額の計算」を選択した場合、メンバーを入力するか、 をクリックして金額
のメンバーを選択し、「次」をクリックして数量のメンバーを入力し、「次」をク
リックしてレートのメンバーを入力します。「数量」および「レート」のステッ
プでは、視点と異なるメンバーを入力できます。

• 「数量の計算」を選択した場合、メンバーを入力するか、 をクリックして数量
のメンバーを選択し、「次」をクリックして金額のメンバーを入力し、「次」をク
リックしてレートのメンバーを入力します。「金額」および「レート」のステッ
プでは、視点と異なるメンバーを入力できます。

• 「レートの計算」を選択した場合、メンバーを入力するか、 をクリックしてレ
ートのメンバーを選択し、「次」をクリックして金額のメンバーを入力し、「次」
をクリックして数量のメンバーを入力します。「金額」および「数量」のステッ
プでは、視点と異なるメンバーを入力できます

• 「すべて計算」を選択した場合、金額、数量およびレートのメンバーを選択しま
す。

「割当て - レベル間」テンプレートの使用
「レベル間割当て」テンプレートを使用して、データベース・アウトラインであるレベルから別
のレベルに割り当てます。
たとえば、「割当て - レベル間」テンプレートを使用して、製品をあるレベルから別のレベルに
割り当てます。次のような製品アウトラインがあるとします。
 T_TP
     P_000
     T_TP1
    P_100
            P_110
    etc
      T_TP2
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           P_200
           P_210
    etc
      T_TP3
    P_291
            P_292

この例では、「割当て - レベル間」テンプレートでレベル/世代 3を始まりに、レベル/世代 4を
終わりに使用し、親メンバー(T_TP1、T_TP2、T_TP3)からその子(レベル 0)メンバーに割り当て
ます。
「割当て - レベル間」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「割当て -
レベル間」を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「割当て - レベル間」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. 割当て - レベル間・ウィザードで要求された情報を入力します。
表 5-4 割当て - レベル間・ウィザードのステップ

ステップ 説明
視点 リストされたディメンションごとに、割当て時に変更しないメンバーを 1つ以上選

択します。
次のオプションを使用できます:
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメ
ンバーと関数を選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択
します。

ソース リストされたディメンションごとに、割り当てるデータを持つメンバーを選択しま
す。メンバーを選択したら、ソースの割当てパーセンテージを入力します。
ノート: レベル間割当てに使用するディメンションは空にします。(次のステップで
このディメンションを選択します。)

割当て範囲 要求された情報を入力し、割当て範囲を定義します。
ルールは、開始レベルとして指定されたレベルから終了レベルとして指定されたレ
ベルまで、選択されたメンバーの下のすべてのデータを割り当てます。
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表 5-4 (続き) 割当て - レベル間・ウィザードのステップ

ステップ 説明
ターゲット • ディメンションが「ソース」ステップで定義されており、割当てに使用されて

いない場合、各ディメンションのターゲット・メンバーを定義します。
「ソース」で選択したメンバーは、デフォルトでここに入力されます。次のいず
れかのオプションを使用して、ターゲット・メンバーを定義します。
– 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべ
てのディメンションに値を移入する変数を選択します。

– 「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごと
にメンバーと関数を選択します。

– ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を
選択します。
最適化のため、1つのメンバーのみを含むディメンションを選択してくだ
さい。

• 上で単一メンバーを選択したディメンションを選択してください
オフセット オフセットを定義するか、オフセット計算を生成しない場合はこのステップの表を

空のままにします。
オフセットを定義する場合、次のようにします。
• オフセット・ディメンションを定義します
オフセット・メンバーに割り当てる値の合計を記述するには、オフセットを定
義するメンバーを選択します。

• 割当てディメンションのオフセット・メンバーを定義します
メンバー名を入力するか、 をクリックしてメンバーを選択します。

ドライバ 割当て範囲の各メンバーに適用するパーセンテージの計算に使用するドライバ(基
準)を定義します。
• 視点と異なるディメンションのメンバーのみを選択してください。次のいずれ
かのオプションを使用して、メンバーを選択します。
– 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、ディ

メンションに値を移入する変数を選択します。ディメンションごとに 1つ
のメンバーのみを選択します。

– 「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごと
にメンバーと関数を選択します。

– ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を
選択します。

• 割当てディメンションに対するドライバの集約を更新するかどうかを指定しま
す。

その他オプション ウィザードの質問に答えます。

「割当て」テンプレートの使用
「割当て」テンプレートを使用して、ソースから宛先に均等にまたは指定したドライバに基づい
て値を割り当てます。
たとえば、「割当て」テンプレートを使用して、総売上を基準に一般管理費用を製品ディメンシ
ョンのレベル 0メンバーに割り当てます。
「割当て」テンプレートを使用するには:
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1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「割当て」
を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「割当て」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. 割当てウィザードで要求された情報を入力します。
表 5-5 割当てウィザードのステップ

ステップ 説明
情報 テンプレートの関数を説明します。
視点 割当てで変更されないメンバーを定義します。少なくとも 1つのディメンションの

1つのメンバーを選択する必要があります。
メンバーの選択に、次のオプションを使用できます。
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメ
ンバーを選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択
します。

ソース ディメンションごとにデータの割当て元のメンバーを選択し、割り当てるソースの
パーセンテージを入力します。
例, ソース値の 25%を割り当てるには、25と入力します。

割当て範囲 データの割当て先のディメンションおよびこのディメンションの親ディメンション
を選択します。
データは、データベース・アウトラインの指定した親メンバーの下のレベル 0メン
バーに割り当てられます。(レベル 0メンバーはその下にメンバーのない、アウトラ
インで最下位レベルのメンバーです。)

宛先 - ターゲット ソースに定義された各ディメンションのターゲット・メンバーを指定します。
宛先 - オフセット オプション。

• 各ディメンションのメンバーを入力し、オフセットを指定してオフセット計算
を生成します。
オフセット値は、ソースの同じまたは反対の値として計算されます。
たとえば、ソースの$1000を割り当てる場合、数値を 2倍にしないようオフセ
ットを使用できます。ルールを実行すると、$1000はレベル 0に割り当てら
れ、オフセットによって-1000が指定したメンバーに作成されます。

• 割当てプロセスが開始する前にオフセット・データをクリアするかどうかを指
定します。

• オフセットの値を割当てデータの反対の符号にするかどうかを指定します。
除外 オプション。割当て範囲から除外するメンバーを選択します。

これらのメンバーは割当てデータを受け取らず、そのドライバ値はドライバ・パー
センテージ基準から除外されます。

ドライバ "ドライバを使用して割り当てる"か"均等に割り当てる"かを定義します。
視点と異なる各ディメンションについて、1つのディメンション当たり 1つのメン
バーを選択します。空のままのディメンションは、視点およびルールで定義された
上位メンバー範囲から継承されます

分散方法 「ドライバ」ステップで「均等に割当て」を選択した場合、データを分配するオプシ
ョンを選択します。
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表 5-5 (続き) 割当てウィザードのステップ

ステップ 説明
その他オプション ウィザードの質問に答えます。

丸め処理方法を選択した場合、選択した丸め処理方法に応じて追加のステップがあ
ります。次の丸め処理方法があります。
• 丸め処理メンバーの定義 - このオプションを選択した場合、次のステップはメ
ンバーでの丸め処理で、割当てに使用する小数点以下の桁数を入力し、割当て
の丸め誤差を含めるメンバーを選択します。

• 最大値の使用 - このオプションを選択した場合、次のステップは「最大値に丸
める」で、割当てに使用する小数点以下の桁数を入力します。

• 最小値の使用 - このオプションを選択した場合、次のステップは「最小値に丸
める」で、割当てに使用する小数点以下の桁数を入力します。

• 丸め処理なし - このオプションを選択した場合、追加のステップはありません。
チュートリアル

目的 このチュートリアルの完了
Calculation Managerの「割当て」システム・テン
プレートを使用して、Planning and Budgetingの
コストを割り当てる方法を学習します。これはコ
ストの割当てに対するスクリプト不要アプローチ
です。

 Calculation Managerの「割当て」テンプレ
ートを使用したコストの割当て

「集約」テンプレートの使用
「集約」テンプレートを使用して、指定したメンバーのデータ値を集約します。
「集約」テンプレートの使用により、次のことができます:

• 視点にメンバーを入力し、集約を制限します
• 欠落した値を集約するかどうかを指定します
• 値を現地通貨に集約するかを指定します(ハイブリッド集約では未サポート)

値を集約する際、次の計算コマンドがサポートされます:

• SET UPTOLOCAL ON: データを現地通貨で集約します(このコマンドはハイブリッド集約
ではサポートされていません。)

• SET CACHE HIGH: 計算機キャッシュの値を設定します(このコマンドはハイブリッド集
約ではサポートされていません。)

• SET AGGMISSG ON: データベースの欠落値を集約します
• SET FRMLBOTTOMUP ON: 疎ディメンションの計算を最適化します
たとえば、「集約」テンプレートを使用し、親メンバーを使用して密または疎ディメンションを
集約できます。子孫、子または祖先(すべて )などの集約のレベルを選択します。
「集約」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:
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• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「集約」を
選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「集約」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. 集約ウィザードで要求された情報を入力します。
表 5-6 集約ウィザードのステップ

ステップ 説明
情報 テンプレートの関数を説明します。
視点 集約を制限するディメンションのメンバーを選択します。

メンバーの選択に、次のオプションを使用できます。
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメ
ンバーを選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択
します。

完全な密の集約 完全に集約する密ディメンションを最大 2個選択し、密ディメンションがレベル 0
以外のメンバーを格納したかどうかを指定します。次の点に注意してください。
• 密ディメンションがレベル 0以外のメンバーを格納した場合、スクリプトに

Calc Dim(密ディメンション)が生成されます。
• 密ディメンションがレベル 0以外のメンバーを格納していない場合、密ディメ
ンションに対してスクリプトは生成されません。

• 密ディメンションで部分集約を行う場合、(親メンバーおよび関数 -
Descendants、Childrenまたは Ancestors)、このステップでディメンション
を選択しないでください。

完全な疎の集約 完全に集約する疎ディメンションを最大 3個選択し、疎ディメンションに計算の必
要なメンバー式があるかどうかを指定します。
疎ディメンションにメンバー式がある場合、疎ディメンションは計算されます。疎
ディメンションにメンバー式がない場合、疎ディメンションは集約されます。

部分的なディメン
ション集約 - 密

部分集約する密ディメンションを最大 2個選択します。密ディメンションごとにメ
ンバーと集約レベルを選択します。次の点に注意してください。
• 「部分的なディメンション集約 - 密」ステップは、「完全な密の集約」ステップ
で使用しなかった密ディメンションがある場合に表示されます。「完全な密の
集約」タブで 2つの密ディメンションを使用し、アプリケーションにこれ以外
の密ディメンションがない場合、「部分的なディメンション集約 - 密」ステップ
は表示されません。

• 疎ディメンションで部分集約を行う場合、(親メンバーおよび関数 -
Descendants、Childrenまたは Ancestors)、このステップでディメンション
を選択しないでください。

部分的なディメン
ション集約 - 疎

部分集約する疎ディメンションを最大 3個選択します。疎ディメンションごとにメ
ンバーと集約レベルを選択します。次の点に注意してください。
ノート:
• 部分集約に使用可能な疎ディメンションはグレーで表示されます。
• 「部分的なディメンション集約 - 疎」ステップは、「完全な疎の集約」ステップ

で使用しなかった疎ディメンションがある場合に表示されます。「完全な疎の
集約」タブで 3つの疎ディメンションを使用し、アプリケーションにこれ以外
の疎ディメンションがない場合、「部分的なディメンション集約 - 疎」ステップ
は表示されません。

• 密ディメンションで部分集約を行う場合、(親メンバーおよび関数 -
Descendants、Childrenまたは Ancestors)、このステップでディメンション
を選択しないでください。
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表 5-6 (続き) 集約ウィザードのステップ

ステップ 説明
設定 このステップで設定を指定します。

「SETコマンド」テンプレートの使用
「SETコマンド」テンプレートを使用して、計算スクリプトの実行を最適化するスクリプト・
コマンドを入力します。
データ・ボリューム、データ処理、メモリー使用、スレッド・スクリプト・コマンドおよびロ
ギング・スクリプト・コマンドを含められます。
「SETコマンド」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「SETコマ
ンド」を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「SETコマンド」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. SETコマンド・ウィザードで要求された情報を入力します。
ウィザードには次のステップが含まれます。
• データ・ボリューム
• データ処理
• メモリーの使用
• スレッド
• ロギング
各ステップには質問があり、質問の隣のドロップダウン・リストでオプションを選択して
回答できます。このテンプレートで 1つ以上のオプションを選択できます。

ノート:

SETコマンド・ウィザードの質問にすべて答える必要はありません。状況に当て
はまる質問にのみ答えることができます。

ノート:

アプリケーションが Essbase Hybrid内の場合、データ・ボリューム、データ処
理およびスレッド・タブのみがウィザードに表示されます。
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「通貨換算」テンプレートの使用
「通貨換算」テンプレートでは、システム・タイプの勘定科目または選択した勘定科目を使用し
て、勘定科目の値をレポート通貨に換算します。
複数通貨を選択して作成された Planningアプリケーションで、「通貨換算」テンプレートを使
用します。
「通貨換算」テンプレートの使用例については、「通貨換算」テンプレートの例を参照してくだ
さい。

ノート:

Planningアプリケーションが複数通貨で作成されている場合、「通貨換算」テンプレ
ートは、「システム・テンプレート」のリストに表示されません。

「通貨換算」テンプレートを使用するには:

1. ビジネス・ルールまたはテンプレートを作成するか、開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• グラフィカル・ルールまたはテンプレートの場合、「新規オブジェクト」で「通貨換
算」を選択し、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。

• スクリプト・ルールまたはテンプレートの場合、「システム・テンプレート」を展開し
て「通貨換算」を選択し、スクリプトの目的の領域にドロップします。

3. 通貨換算ウィザードで要求された情報を入力します。
表 5-7 通貨換算ウィザードのステップ

ステップ 説明
情報 - 通貨 テンプレートの関数を説明し、テンプレートを使用するために必要な情報を示しま

す。
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表 5-7 (続き) 通貨換算ウィザードのステップ

ステップ 説明
為替レート・オプシ
ョン

通貨に関するウィザードの質問に答えます。
• ユーザーの通貨はどのディメンションにありますか?:
通貨ディメンションに対応するディメンションを選択します。

• レポート通貨を選択
変換先のレポート通貨を選択します。

• ユーザーの通貨メンバーを含む親メンバーを選択
"入力通貨"などのアプリケーションで使用されるすべての通貨の親である親メ
ンバーを選択します。

• このレポート通貨にどの為替レート(通貨)が使用されるか:
上で選択したレポート通貨に対応する通貨を選択します。たとえば、レポート
通貨に「EURレポート」を選択した場合、「EUR」を選択します(EURは、デー
タを EURレポートに変換するために使用する通貨です)。

• 通貨換算の勘定科目タイプを使用しますか?:
通貨換算の勘定科目タイプを使用するには、「はい」を選択します。「はい」を
選択した場合、費用および収益勘定科目には変換に平均為替レートが使用され、
負債および資本勘定科目には期末為替レートが使用されます。
「いいえ」を選択した場合、ウィザードの後半で平均為替レートおよび期末為替
レートに使用する勘定科目を指定するよう求められます

• 平均為替レートを計算しますか?
「平均を計算しない」を選択した場合、平均に関連するステップは表示されず、
平均為替レートに基づいて通貨を計算するためのスクリプトは生成されませ
ん。

• 終了為替レートを計算しますか?
期末為替レートを計算するかどうかを選択します。
「期末を計算しない」を選択した場合、期末に関連するステップは表示されず、
期末為替レートに基づいて通貨を計算するためのスクリプトは生成されませ
ん。

POV レポート通貨への換算で使用するメンバーを選択
メンバーの選択に、次のオプションを使用できます。
• 「事前に定義されている選択項目の使用」の隣の をクリックし、すべての
ディメンションに値を移入する変数を選択します。

•
「メンバー・セレクタ」の隣の をクリックし、ディメンションごとにメ
ンバーを選択します。

• ディメンションを選択し、 をクリックして変数、メンバーまたは関数を選択
します。

勘定科目 - 平均 レポート通貨に変換するために平均為替レートを使用する勘定科目を入力します。
ノート: このステップは、「為替レート・オプション」ステップの「通貨換算の勘定
科目タイプを使用しますか?」で「いいえ」を選択した場合のみ表示されます。

勘定科目 - 期末 レポート通貨に変換するために期末為替レートを使用する勘定科目を入力します。
ノート: このステップは、「為替レート・オプション」ステップの「通貨換算の勘定
科目タイプを使用しますか?」で「いいえ」を選択した場合のみ表示されます。

FX平均 平均為替レートを含むメンバーを選択します。
ノート: 視点のメンバーとは異なるメンバーを選択する必要があります。

FX終了 期末為替レートを含むメンバーを選択します。
ノート: 視点のメンバーとは異なるメンバーを選択する必要があります。
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「通貨換算」テンプレートの例
1. 複数通貨を使用せずに作成された Planningアプリケーションで、既存のディメンションに
加えて、「通貨」という名前のカスタム・ディメンションを作成し、次のメンバーを追加し
ます:

• 入力通貨
– USD

– CAD

– EUR

– GBP

– INR

• レポート通貨
– EURレポート
– USレポート
– CANレポート

2. "勘定科目"ディメンションで、FX_Ratesの次のメンバーを追加します:

• FX_Average

• FX_Ending

3. "エンティティ "ディメンションで、エンティティ「会社仮定」を追加します。
4. Oracle Smart View for Officeまたは Planningフォームを使用して、次のセルに為替レート
を入力します:

• 勘定科目 - FX_Averageおよび FX_Ending

• 期間 - 月ごとのレートを入力します
• 年 - FY12

• シナリオ - 現在
• バージョン - BU Version_1

• エンティティ  - 会社仮定
• 製品 - 000

• 通貨 - 各通貨の為替レートを入力します
5. 「変数」で、次のようにします。

a. 「Reporting_Currency」という名前の通貨ディメンションのメンバー変数を使用してア
プリケーション・レベルの実行時プロンプトを作成し、「EURレポート」のデフォルト
値を入力します。

b. 「Input Currencies」という名前の通貨ディメンションのメンバー変数を使用してアプリ
ケーション・レベルの実行時プロンプトを作成し、「EUR」のデフォルト値を入力しま
す。

c. この Planningアプリケーションにビジネス・ルールを作成し、「通貨換算」システム・
テンプレートをビジネス・ルールのフロー・チャートにドラッグ・アンド・ドロップ
します。
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「通貨換算」ウィザードが表示されます。
6. 通貨換算ウィザードで、次のステップを実行します。

a. ステップ 1 – 為替レート・オプション
• ユーザーの通貨はどのディメンションにありますか?: ドロップダウンをクリック
し、前述の手順で作成した通貨ディメンションを選択します。

• レポート通貨を選択: をクリックし、「変数」を選択して Reporting_Currency変
数を選択します。
この例では、レポート通貨ごとの Planningでルールを起動できるように、レポー
ト通貨の変数を使用しています。

• ユーザーの通貨メンバーを含む親メンバーを選択: をクリックし、Input
Currencies親メンバーを選択します。
通貨メンバーの親を選択する必要がある理由は、今後通貨を追加した場合に、
Planningでこのビジネス・ルールを再デプロイし、再起動するだけで済むようにす
るためです。テンプレートのスクリプトによって、新しい通貨がスクリプトに追加
され、レポート通貨が正しく計算されます。

• このレポート通貨にどの為替レート(通貨)が使用されるか: をクリックし、Input
Currencies変数を選択します。
この例では、レポート通貨ごとの Planningでルールを起動できるように、レポー
ト通貨の変数を使用しています。

• 通貨換算の勘定科目タイプを使用しますか?: ドロップダウンを使用して、「はい」
を選択します。
「いいえ」を選択すると、後半のステップで平均/期末を使用する勘定科目を指定す
るよう求められます。

• 平均為替レートを計算しますか?

ドロップダウンを使用して、「平均の計算」を選択します。
• 終了為替レートを計算しますか?

ドロップダウンを使用して、「期末の計算」を選択します。
b. ステップ 2 – POV

各ディメンションについて次の情報を入力します。
• 期間 - すべての期間に書き込まれるように、期間は空のままにします
• 年 - "FY12"

• シナリオ - "現在"

• バージョン — "BU Version_1"

• エンティティ  - @Relative("South",0)

• 製品 - @Relative("Tennis",0),@Relative("Golf",0)

c. ステップ 3 — FX平均
• 平均為替レートを含むメンバーを選択:

– 勘定科目 - "FX_Average"

– 期間
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– 年
– シナリオ
– バージョン
– エンティティ  - "会社仮定"

– 製品 - "000"

• 各期間の為替レートを使用するように、期間ディメンションは空のままにします。
• 年、シナリオおよびバージョンは、これらのディメンションの POV入力からのメ
ンバーを使用するように、空のままにします。

d. ステップ 4 – FX終了
• 平均為替レートを含むメンバーを選択:

– 勘定科目 - "FX_Average"

– 期間
– 年
– シナリオ
– バージョン
– エンティティ  - "会社仮定"

– 製品 - "000"

• 各期間の為替レートを使用するように、期間ディメンションは空のままにします。
• 年、シナリオおよびバージョンは、これらのディメンションの POV入力からのメ
ンバーを使用するように、空のままにします。

7. ビジネス・ルールを Planningに保存、検証およびデプロイします。
この例でのアプリケーションには、次のデータが含まれています:

表 5-8 データの例 パート 1

N/A N/A N/A FY12 現在 BU Version_1

N/A N/A Tennessee Tennessee Florida Florida
N/A N/A 1月 1月 1月 1月
N/A N/A G400 G100 G400 G100
総売上 USD 10750 13450 9500 9699
総売上 CAD 10450 10000 14450 13000
総売上 EUR 40000 41450 42450 65000
総売上 GBP 13250 16750 172000 16300
総売上 INR 750000 750000 750000 750000
総売上 USレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
総売上 CANレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
総売上 EURレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
給与 USD 5000 5000 5000 5000
給与 CAD 4500 4500 4500 4500
給与 EUR 5500 5500 5500 5705
給与 GBP 1200 1200 1200 1200
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表 5-8 (続き) データの例 パート 1

N/A N/A N/A FY12 現在 BU Version_1

給与 INR 100000 100,000 100,000 100,000
給与 USレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
給与 CANレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
給与 EURレポート #Missing #Missing #Missing #Missing

この表では、レポート通貨に値がありません。
8. Planningで、ルールを起動します。レポート通貨変数に EURレポートと入力し、入力通貨
に EURと入力します。「起動」をクリックします。

9. Planningの各勘定科目に対して、EURレポートに合計がユーロで示されていることを確認
します。

表 5-9 データの例 パート 2

N/A N/A N/A FY12 現在 BU Version_1

N/A N/A Tennessee Tennessee Florida Florida
N/A N/A 1月 1月 1月 1月
N/A N/A G400 G100 G400 G100
総売上 USD 10750 13450 9500 9699
総売上 CAD 10450 10000 14450 13000
総売上 EUR 40000 41450 42450 65000
総売上 GBP 13250 16750 172000 16300
総売上 INR 750000 750000 750000 750000
総売上 USレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
総売上 CANレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
総売上 EURレポート 52161391 52168683 52170600 52190796.69
給与 USD 5000 5000 5000 5000
給与 CAD 4500 4500 4500 4500
給与 EUR 5500 5500 5500 5705
給与 GBP 1200 1200 1200 1200
給与 INR 100000 100000 100000 100000
給与 USレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
給与 CANレポート #Missing #Missing #Missing #Missing
給与 EURレポート 6963318 6963318 6963318 6965471.887

10. Planningで、各レポート通貨について必要な回数ビジネス・ルールを起動できます。変数
およびアプリケーションで使用可能な各レポート通貨について、毎回変数入力を変更し、
希望のレポート通貨とこれに対応する為替レート名を入力できます。
この例では、USレポートと USDで 1回、CANレポートと CADで 1回の合計 2回ルール
を実行できます。

テンプレート・フローの表示
システム・テンプレートで生成したスクリプトを確認する際、テンプレート・フローを確認す
ると有用な場合があります。
テンプレート・フローには、次のものが表示されます。

第 5章
テンプレート・フローの表示

5-18



• テンプレートで生成されるスクリプトのフロー
• テンプレートのステップでの選択によって設計時プロンプトが置き換えられるテキスト
テンプレートのフローを表示するには:

1. システム・ビューでシステム・テンプレートを含むビジネス・ルールまたはカスタム・テ
ンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。

2. テンプレートにすべての情報をまだ入力していない場合は入力します。
3. ルール・デザイナのフロー・チャートで、システム・テンプレートを右クリックし、「テン
プレート・フローの表示」を選択します。
テンプレート・フローがテンプレート・デザイナに読取り専用で表示されます。フロー・
チャート内の各コンポーネントをクリックして、そのコンポーネントに関連付けられてい
るスクリプト、およびそのステップで関連する DTPに入力された値を表示できます。
フロー内のコンポーネントがグレーで表示されている場合、そのコンポーネントがテンプ
レートでのデータの入力時に選択した内容に基づいたスクリプト生成の一部ではないこと
を示しています。
テンプレート・フローを確認することは、条件コンポーネント、および条件が trueの場合
と falseの場合の両方のスクリプトがある場合特に有用です。テンプレートでスクリプト
の生成に使用されるパスは太字で表示され、その他のパスはグレーで表示されます。

システム・テンプレートのカスタム・テンプレートと
しての保存

システム・テンプレートのコンテンツをカスタマイズできます。
システム・テンプレートは編集できませんが、システム・テンプレートで「名前を付けて保存」
を使用して、編集可能なカスタム・テンプレートを作成できます。元のシステム・テンプレー
トはそのまま変更されません。
システム・テンプレートをカスタム・テンプレートとして保存するには:

1. システム・ビューでシステム・テンプレートを含むビジネス・ルールを右クリックし、「開
く」を選択します。

2. 「新規オブジェクト」または「既存のオブジェクト」、またはルール・デザイナのフロー・
チャートまたはスクリプトでシステム・テンプレートを右クリックし、「開く」を選択しま
す。

3. システム・テンプレートがテンプレート・デザイナで開く際、読取り専用で開きます。
「OK」をクリックし、「アクション」、「名前を付けて保存」の順に選択します。

4. 「名前を付けて保存」ダイアログ・ボックスでテンプレートの新しい名前を入力し、アプリ
ケーション・タイプ、アプリケーションおよびキューブを選択して「OK」をクリックしま
す。
選択したアプリケーションとキューブの「テンプレート」ノードに新しいテンプレートが
表示されます。これを開いてカスタマイズできます。
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ノート:

新規テンプレートを確認するために、システム・ビューでアプリケーション・リ
ストのリフレッシュが必要な場合があります。「テンプレート」ノードを右クリッ
クし、「リフレッシュ」を選択します。

ビジネス・ルールからのシステム・テンプレートの削
除

ビジネス・ルールからシステム・テンプレートを削除できます。
システム・テンプレートを削除するには:

1. システム・ビューで、システム・テンプレートを削除するビジネス・ルールを右クリック
し、「開く」を選択します。

2. グラフィカル・ルールの場合、ルール・デザイナのフロー・チャートでシステム・テンプ
レートを右クリックし、「削除」を選択します。

3. スクリプト・ルールの場合、システム・テンプレートを含む行全体をハイライト表示し、
右クリックして「削除」を選択します。

4. をクリックします。
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6
カスタム・テンプレートの操作

次も参照:

• カスタム・テンプレートについて
カスタム・テンプレートはビジネス・ルールおよび他のテンプレートで使用するために管
理者が設計します。

• カスタム・テンプレートの作成グラフィカル・カスタム・テンプレートとスクリプト・カスタム・テンプレートを作成で
きます。

• カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成
テンプレートを使用してビジネス・ルールを設計するときに適切な情報の入力を求めるプ
ロンプトが表示されるように、グラフィカル・カスタム・テンプレート用の設計時プロン
プトを入力できます。

• カスタム・テンプレートを開く
システム・ビュー、デプロイメント・ビューおよびカスタム・ビューからカスタム・テン
プレートを開くことができます。

• カスタム・テンプレートのリフレッシュ
カスタム・テンプレートを作成した後、「テンプレート」ノードに新規テンプレートを表示
するためにシステム・ビューでアプリケーション・リストをリフレッシュする必要がある
場合があります。

• カスタム・テンプレートの使用状況の表示
カスタム・テンプレートを使用しているビジネス・ルールのリストを表示できます。

• カスタム・テンプレートのコピーおよび貼付け
カスタム・テンプレートをコピーして、別のビジネス・ルールに貼り付けられます。

• カスタム・テンプレートの削除
システム・ビュー、カスタム・ビューおよびデプロイメント・ビューからカスタム・テン
プレートを削除できます。

• グラフィカル・カスタム・テンプレート内のテキストの検索および置換
カスタム・テンプレートのテキスト文字列を検索できます。テキスト文字列のすべてのイ
ンスタンスを置換することもできます。

カスタム・テンプレートについて
カスタム・テンプレートはビジネス・ルールおよび他のテンプレートで使用するために管理者
が設計します。
カスタム・テンプレートには、次のものからアクセスできます。
• 任意のビュー内のプラン・タイプの「テンプレート」ノード
• ルール・デザイナの「既存のオブジェクト」
カスタム・テンプレートには次の 2種類があります。
• グラフィカル・カスタム・テンプレートには、式、スクリプト、条件、メンバー・ブロッ
ク、メンバー範囲、固定ループ、メタデータ・ループおよび DTP割当てコンポーネントを
含めることができます。
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• スクリプト・カスタム・テンプレートにはスクリプトを含めることはできますが、コンポ
ーネントを含めることはできません。

グラフィカル・カスタム・テンプレートとスクリプト・カスタム・テンプレートの両方とも、
既存のルール、式およびスクリプト(共有コンポーネント)、他のカスタム・テンプレートおよ
びシステム・テンプレートを含めることもできます。
グラフィカル・テンプレートもスクリプト・テンプレートもルールまたは他のカスタム・テン
プレートに含めることができます。
グラフィカル・テンプレートとスクリプト・テンプレートの違いは次のとおりです。
• グラフィカル・コンポーネントには、DTP割当てコンポーネント、メタデータ・ループ・
コンポーネントおよびコンポーネント内で DTP条件を使用する機能があります。

• スクリプト・テンプレートは、Planningでデプロイおよび起動できます。

カスタム・テンプレートの作成
グラフィカル・カスタム・テンプレートとスクリプト・カスタム・テンプレートを作成できま
す。
次も参照:

• グラフィカル・カスタム・テンプレートの作成
• スクリプト・カスタム・テンプレートの作成
• Planning BSOキューブの Groovyテンプレートの作成
• Planning ASOキューブの Groovyテンプレートの作成

グラフィカル・カスタム・テンプレートの作成
グラフィカル・カスタム・テンプレートを作成するには:

1. システム・ビューで「テンプレート」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 「新規カスタム定義テンプレート」で、要求された情報を入力し、「OK」をクリックしま
す。
「新規カスタム定義テンプレート」ダイアログ・ボックスには、システム・ビューで作業中
の Planningアプリケーション・タイプ、アプリケーションおよびプラン・タイプが自動的
に移入されます。

3. テンプレート・デザイナで、新規および既存のオブジェクトをテンプレートのフロー・チ
ャートに追加します。
オブジェクトを追加するには、「新規オブジェクト」または「既存のオブジェクト」からオ
ブジェクトをドラッグし、フロー・チャートの「開始」と「終了」の間にドロップします。
表 6-1 グラフィカル・カスタム・テンプレートに挿入する新規オブジェクト

オブジェクト 関連項目
式 式コンポーネント
スクリプト スクリプト・コンポーネント
条件 条件コンポーネント
メンバー・ブロック メンバー・ブロック・コンポーネント
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表 6-1 (続き) グラフィカル・カスタム・テンプレートに挿入する新規オブジェクト

オブジェクト 関連項目
メンバー範囲 メンバー範囲コンポーネント
固定ループ 固定ループ・コンポーネント
メタデータ・ループ メタデータ・ループ・コンポーネント
DTP割当て DTP割当てコンポーネント

表 6-2 グラフィカル・カスタム・テンプレートに挿入する既存のオブジェクト

オブジェクト 関連項目
ルール ビジネス・ルールの設計
スクリプト スクリプトおよび式コンポーネントの共有
式 スクリプトおよび式コンポーネントの共有
テンプレート カスタム・テンプレートの操作

4. 「プロパティ」で、テンプレートのプロパティを入力します。
テンプレートにコンポーネントを追加したり、フロー・チャートでコンポーネント間を移
動したりすると、プロパティが変わります。特定のコンポーネントのプロパティを入力す
るには、フロー・チャートでそのコンポーネントを選択します。

5. 「設計時プロンプト」タブを使用して、次のタイプの設計時プロンプトを入力します。
• テンプレートの使用時に情報を入力するよう求める設計時プロンプト。
• DTP割当てコンポーネント、有効化条件および検証条件で使用できるプロンプト不可
能な設計時プロンプト。

カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成を参照してください。
カスタム・テンプレートを開くと、必要に応じてテンプレートに追加できる次のシステム
設計時プロンプトがデフォルトで含まれます。
• アプリケーション・タイプ - アプリケーションがクラシック(汎用)か、Oracle Project

Financial Planning (PFP)アプリケーションかの判別に使用します。
• アプリケーション - アプリケーションが単一通貨か、複数通貨か、簡易通貨かの判別に
使用します。

• UpperPOV - グローバル範囲にメンバーがあるか、またはテンプレートがメンバー範囲
に挿入されたかの判別に使用します。UpperPOV設計時プロンプトを使用するグラフ
ィカル・テンプレートの作成例を参照してください。

6. をクリックして、テンプレートを保存します。

ヒント:

テンプレートのコンポーネントを編集する際、コンポーネント・アイコンのサイズと
フロー・チャートに表示される詳細情報の量を増減できます。これを行うには、フロ
ー・チャート内で を使用してズーム・インおよびズーム・アウト
します。
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UpperPOV設計時プロンプトを使用するグラフィカル・テンプレートの
作成例

次のステップでは、UpperPOV設計時プロンプトを使用するグラフィカル・テンプレートの作
成方法を示します。この例のステップでは、サンプル Planningアプリケーションを使用しま
す。
1. システム・ビューで「テンプレート」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 「新規カスタム定義テンプレート」で、要求された情報を入力し、「OK」をクリックしま
す。

3. 「設計時プロンプト」タブで をクリックし、「末尾に行を挿入」を選択します。
4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスで、次を行います。

a. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 名前 - "MR1"を入力します。
• タイプ - 「メンバー範囲」を選択します
• 「プロンプトしますか?」を選択します
• DTPテキスト - メンバー範囲を入力します

b. 「依存関係」タブで UpperPOVのドロップダウンをクリックし、「排他」を選択しま
す。

c. 「OK」をクリックします。
5. テンプレート・デザイナのフロー・チャートにメンバー範囲コンポーネントをドラッグし
ます。

6. 「メンバー範囲」タブで をクリックします。
7. 「DTPセレクタ」ダイアログ・ボックスで、ステップ 4で作成した"メンバー範囲"設計時プ
ロンプトを選択し、「OK」をクリックして「変数に動的にリンク」が選択されていること
を確認します。

8. テンプレートにステップを作成し、"MR1"という名前の新規 DTPをステップに追加しま
す。

9. テンプレートを保存します。
10. ルールにメンバー範囲をドラッグし、"エンティティ "および"製品"のメンバーを入力しま
す。

11. 新規グラフィカル・テンプレートをルールのメンバー範囲へドラッグします。
メンバー範囲タイプの DTPのステップが表示されていること、および"エンティティ "および"
製品"ディメンションが表示されていないことに注意してください。これは、UpperPOVを除外
してメンバー範囲タイプの DTPを作成し、UpperPOV(ルールへドラッグしたメンバー範囲)で"
エンティティ "および"製品"ディメンションが使用されているためです。
メンバー範囲タイプの DTPの依存性を包含に変更した場合、ルールには"エンティティ "ディメ
ンションのみが表示され、テンプレートのステップには"製品"ディメンションのみが表示され
ます。
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UpperPOVシステム DTPをグラフィカル・テンプレートの DTP条件で使用し、UpperPOVに
メンバーがあるか(空ではない)、メンバーがないか(空である)、およびテンプレートがドラッグ
されたメンバー範囲コンポーネントがあるか(使用可能)ないか(使用不可)を判別します

スクリプト・カスタム・テンプレートの作成
スクリプトを使用するカスタム・テンプレートを作成すると、次のことが可能です。
• スクリプト・テンプレートを Planningにデプロイ
• Planningでのテンプレートの起動。この場合、ステップが表示され、実行時にデータを入
力できます

• 実行時関数および設計時プロンプトの使用
スクリプトを使用したカスタム・テンプレートを作成するには:

1. システム・ビューで「テンプレート」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 「新規カスタム定義テンプレート」ダイアログ・ボックスで、要求された情報を入力し、
「OK」をクリックします。
ダイアログ・ボックスには、システム・ビューで作業中の Planningアプリケーション・タ
イプ、アプリケーションおよびキューブが自動的に移入されます。

3. テンプレートが開いたら、「デザイナ」の隣のドロップダウンをクリックし、「スクリプト
の編集」を選択します。
これによってテンプレートがグラフィカルからスクリプトに変換されます。

4. 「スクリプト・タイプ」ドロップダウンで、「計算スクリプト」を選択します。
「スクリプト・タイプ」ドロップダウンが表示されない場合、テンプレート・デザイナの右
にある>>をクリックします。

5. 「プロパティ」で、テンプレートのプロパティを入力します。
6. 「テンプレート・デザイナ」で、スクリプトを入力します。
7. 「設計時プロンプト」タブを使用して、Planningでテンプレートを起動すると情報を入力す
るよう求める設計時プロンプトを入力します。カスタム・テンプレート用の設計時プロン
プトの作成を参照してください

8. をクリックして、テンプレートを保存します。
9. テンプレートを Planningにデプロイします。
10. Planningを開き、テンプレートを起動します。

Planning BSOキューブの Groovyテンプレートの作成
Planning BSOキューブの Groovyテンプレートを作成するには:

1. システム・ビューで「テンプレート」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 「新規カスタム定義テンプレート」ダイアログ・ボックスで、要求された情報を入力し、
「OK」をクリックします。
ダイアログ・ボックスには、システム・ビューで作業中の Planningアプリケーション・タ
イプ、アプリケーションおよびキューブが自動的に移入されます。

3. テンプレートが開いたら、「デザイナ」の隣のドロップダウンをクリックし、「スクリプト
の編集」を選択します。
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4. 「スクリプト・タイプ」ドロップダウンで、「Groovyスクリプト」を選択します。
「スクリプト・タイプ」ドロップダウンが表示されない場合、テンプレート・デザイナの右
にある>>をクリックします。

5. 「プロパティ」で、テンプレートのプロパティを入力します。
6. 「テンプレート・デザイナ」で、スクリプトを入力します。
7. 「設計時プロンプト」タブを使用して、Planningでテンプレートを起動すると情報を入力す
るよう求める設計時プロンプトを入力します。
カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成を参照してください。

8. をクリックして、テンプレートを保存します。
9. テンプレートを Planningにデプロイします。
10. Planningを開き、テンプレートを起動します。

ノート:

Planningで Groovyテンプレートへのアクセスを割り当てる方法の詳細は、Groovy
テンプレートへのアクセスの割当てを参照してください。

Planning ASOキューブの Groovyテンプレートの作成
Planning ASOキューブの Groovyテンプレートを作成するには:

1. システム・ビューで「テンプレート」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 「新規カスタム定義テンプレート」ダイアログ・ボックスで、要求された情報を入力し、
「OK」をクリックします。
ダイアログ・ボックスには、システム・ビューで作業中の Planningアプリケーション・タ
イプ、アプリケーションおよびキューブが自動的に移入されます。

3. 「プロパティ」で、テンプレートのプロパティを入力します。
4. 「テンプレート・デザイナ」で、スクリプトを入力します。
5. 「設計時プロンプト」タブを使用して、Planningでテンプレートを起動すると情報を入力す
るよう求める設計時プロンプトを入力します。
カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成を参照してください。

6. をクリックして、テンプレートを保存します。
7. テンプレートを Planningにデプロイします。
8. Planningを開き、テンプレートを起動します。

カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成
テンプレートを使用してビジネス・ルールを設計するときに適切な情報の入力を求めるプロン
プトが表示されるように、グラフィカル・カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトを入
力できます。

第 6章
カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成

6-6



関連トピック
• 設計時プロンプトのタイプ
• 設計時プロンプトのステップの作成
• 設計時プロンプトの依存関係の定義
• 設計時プロンプトの制限の定義
• 設計時プロンプト内のテキストの検索および置換

設計時プロンプトのタイプ
属性 DTP

カスタム・テンプレートが属するアプリケーションの属性を定義します。
たとえば、製品のサイズを入力する設計時プロンプトを作成するとします。この場合、"サイ
ズ"ディメンションを選択できます。また、必要に応じてデフォルト値("大"など)も入力できま
す。「プロンプトしますか?」を選択した場合、テンプレートが使用されると、属性メンバー(こ
の例では、ディメンション・サイズ)を入力するプロンプトがユーザーに表示されます。
属性設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「属性」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
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• 「ディメンション」で、属性ディメンションを選択します。
「ディメンション」ドロップダウンには、現在のアプリケーションの属性が表示されま
す。ディメンションを選択しない場合、入力のためのプロンプトが表示されたときに、
すべての属性ディメンションが表示されます。

• オプション。「デフォルト値」で、DTPのデフォルト値を割り当てます。
デフォルト値を割り当てるには、 をクリックして、「メンバー」を選択し、次に、「メ
ンバー・セレクタ」でメンバーを選択します。
「ディメンション」ドロップダウンで選択されている属性ディメンションが表示されま
す。このディメンションを展開すると、使用可能なメンバーが表示されます。

ブール DTP
型が"True"または"False"の DTP。
ブール設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「ブール」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」で「TRUE」または「FALSE」を選択します。
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ディメンション間 DTP
テンプレートが属するアプリケーションからディメンション間構文(->)のメンバーの範囲を定
義します。
ディメンション間 DTPでは、各ディメンションから 1つのメンバーを選択できます。たとえ
ば、ディメンション間の設計時プロンプトを式のソースで使用できます。
1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「ディメンション間」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」で、DTPのデフォルト値を割り当てます。
デフォルト値を割り当てるには、次のいずれかを行います:

– をクリックし、各ディメンションの隣の をクリックして「DTP」、「メンバー」
または「関数」を選択します。

– をクリックして、DTPをデフォルト値として選択します。
5. オプション: 「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択し
ます:

• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。
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• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
6. オプション: 「制限の定義」タブで、次のいずれかを行います:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します
– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します

• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように DPTを制限します。
たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

条件 DTP
条件を定義します。
条件設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「条件」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
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「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。
• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。

DateAsNumber DTP
日付を数値として定義します。
数値としての日付設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで\ をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「数値としての日付」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「#Missingの許可」を選択して、DTPで日付ではなく#Missing値を許可します。
• 「制限」で、 をクリックし、設計時プロンプトに入力できる最小数と最大数を定義
します。

• オプション。「デフォルト値」で をクリックして「DTP」を選択し、DTP値を選択し
ます。

ディメンション DTP
テンプレートが属するアプリケーションのディメンションを定義します。
ディメンション設計時プロンプトを作成するには:
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1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「ディメンション」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択して、DTPをステップに追加しま
す。この DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・
テンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示する
テンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」でドロップダウンをクリックし、テンプレートが属する
アプリケーションのディメンションを選択します。

5. オプション。「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択し
ます。
• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。

• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
ディメンション DTPには、メンバー範囲、ディメンション、ディメンション(複数)または
ディメンション間 DTPへの依存関係がある場合があります。

6. オプション。「制限の定義」タブで、次のいずれかを行います:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します

第 6章
カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成

6-12



– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します
• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように DPTを制限します。
たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

ディメンション(複数) DTP
テンプレートが属するアプリケーションのディメンション(複数)を定義します。
ディメンション(複数)設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「ディメンション」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」で、DTPのデフォルト値を割り当てます。
デフォルト値を割り当てるには、 をクリックし、「DTP」または「ディメンション」
を選択し、DTPまたはディメンションを選択します。

5. オプション。「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択し
ます。
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• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。

• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
ディメンション(複数)DTPには、メンバー範囲、ディメンション、ディメンション(複数)ま
たはディメンション間 DTPへの依存関係がある場合があります。

6. オプション。「制限の定義」タブで、次のいずれかを行います:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します
– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します

• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように DPTを制限します。
たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

整数 DTP
整数を定義します。
整数設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「数値」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
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ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「#Missingの許可」を選択して、DTPで整数ではなく#Missing値を許可します。
• 「制限」で、 をクリックし、設計時プロンプトに入力できる最小数と最大数を定義
します。

• オプション。「デフォルト値」で をクリックして「DTP」を選択し、DTP値を選択し
ます。

メンバー DTP
アプリケーションのディメンションのメンバーを定義します。
メンバー設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「メンバー」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
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• 「ディメンション」で、ディメンションを選択します。
「ディメンション」ドロップダウンには、現在のアプリケーションのディメンションが
表示されます。
グラフィカル・テンプレートでの、ディメンションの選択はオプションです。ディメ
ンションを選択する場合、「制限の定義」タブは使用できません。
スクリプト・テンプレートでは、ディメンションを選択する必要があります。

• オプション。「デフォルト値」で、DTPのデフォルト値を割り当てます。
デフォルト値を割り当てるには、 をクリックして、「メンバー」を選択し、次に、「メ
ンバー・セレクタ」でメンバーを選択します。「ディメンション」ドロップダウンで選
択されている属性ディメンションが表示されます。このディメンションを展開する
と、使用可能なメンバーが表示されます。

• スクリプト・テンプレートのみです。「制限」で、DTP、メンバー、またはユーザーが
選択できるメンバーのセットを返す関数を入力します。
たとえば、プロンプトが表示されたときに親"Revenues"の下のレベル 0の勘定科目の
みを表示するように DTPを制限するには、「ディメンション」に"Account"を選択し、
「制限」で"ILvL0Descendants(Revenues)"を入力します。
ノート: 「制限」に関数を使用する場合、Essbase関数のかわりに Oracle Essbase関
数をお薦めします。場合によっては、Essbase関数が必要なメンバーを戻さないこと
があります。たとえば、Essbase関数の評価に動的メンバーが含まれる場合です。メ
ンバー設計時プロンプトの「制限」については、Essbase関数"@Relative("Mbr Name",
0)"のかわりに"ILvl0Descendants("Mbr Name")"を使用します。

5. オプション。「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択し
ます。
• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。

• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
6. オプション。「制限の定義」タブは、グラフィカル・テンプレートにのみ適用され、ディメ
ンションを選択しなかった場合のみ表示されます。グラフィカル・テンプレートを使用し
ていて、ディメンションを選択しなかった場合、次を行います:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します
– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します

• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように DPTを制限します。
たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

第 6章
カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成

6-16



メンバー(複数)DTP
アプリケーションで選択したディメンションの複数のメンバーを定義します。
メンバー(複数)設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「メンバー(複数)」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「ディメンション」で、ディメンションを選択します。
「ディメンション」ドロップダウンには、現在のアプリケーションのディメンションが
表示されます。
グラフィカル・テンプレートでの、ディメンションの選択はオプションです。ディメ
ンションを選択する場合、「制限の定義」タブは使用できません。
スクリプト・テンプレートでは、ディメンションを選択する必要があります。

• オプション。「デフォルト値」で、DTPのデフォルト値を割り当てます。
デフォルト値を割り当てるには、 をクリックして、「メンバー」を選択し、次に、「メ
ンバー・セレクタ」でメンバーを選択します。「ディメンション」ドロップダウンで選
択されている属性ディメンションが表示されます。このディメンションを展開する
と、使用可能なメンバーが表示されます。

• スクリプト・テンプレートのみです。「制限」で、DTP、メンバー、またはユーザーが
選択できるメンバーのセットを返す関数を入力します。
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たとえば、プロンプトが表示されたときに親"Revenues"の下のレベル 0の勘定科目の
みを表示するように DTPを制限するには、「ディメンション」に"Account"を選択し、
「制限」で"ILvl0Descendants(Revenues)"を入力します。
ノート: 「制限」に関数を使用する場合、Essbase関数のかわりに Oracle Essbase関
数をお薦めします。場合によっては、Essbase関数が必要なメンバーを戻さないこと
があります。たとえば、Essbase関数の評価に動的メンバーが含まれる場合です。メ
ンバー(複数)設計時プロンプトの「制限」については、Essbase関数"@Relative("Mbr
Name", 0)"のかわりに"ILvl0Descendants("Mbr Name")"を使用します。

5. オプション。「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択し
ます。
• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。

• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
6. オプション。「制限の定義」タブは、グラフィカル・テンプレートにのみ適用され、ディメ
ンションを選択しなかった場合のみ表示されます。グラフィカル・テンプレートを使用し
ていて、ディメンションを選択しなかった場合、次を行います:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します
– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します

• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように DPTを制限します。
たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

メンバー範囲 DTP
アプリケーションで選択したディメンションのメンバーの範囲を定義します。
メンバー範囲 DTPには、各ディメンションからのメンバーを 1つまたは複数含めることができ
ます。たとえば、メンバー範囲タイプの DTPを使用すると、ルールへのメンバーの入力をユー
ザーに求める視点ステップを作成できます。
メンバー範囲設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:
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• 名前を入力し、「タイプ」に「メンバー範囲」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」で、DTPのデフォルト値を割り当てます。
デフォルト値を割り当てるには、次のいずれかを行います:

– をクリックし、各ディメンションの隣の をクリックして「DTP」、「メンバー」
または「関数」を選択します。

– をクリックして、DTPをデフォルト値として使用します。
5. オプション。「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択し
ます。
• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。

• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
メンバー範囲 DTPは、次の DTPタイプに依存関係がある場合があります: メンバー範囲、
ディメンション間、ディメンションおよびディメンション (複数)。

6. オプション。「制限の定義」タブで、次のいずれかを行います:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します
– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します

• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように DPTを制限します。
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たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

数値 DTP
数を定義します。たとえば、式で数値 DTPを使用できます。
数値設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「数値」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「#Missingの許可」を選択して、DTPで数値ではなく#Missing値を許可します。
• 「制限」で、 をクリックし、設計時プロンプトに入力できる最小数と最大数を定義
します。

• オプション。「デフォルト値」で をクリックして「DTP」を選択し、DTP値を選択し
ます。
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パスワード DTP
設計時プロンプトで使用するパスワードを定義します。
パスワード設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「パスワード」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」でパスワードの値を入力します。

パーセント DTP
パーセンテージを定義します。
パーセント設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:
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• 名前を入力し、「タイプ」に「パーセント」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「#Missingの許可」を選択して、DTPでパーセンテージではなく#Missing値を許可し
ます。

• 「制限」で、 をクリックし、設計時プロンプトに入力できる最小数と最大数を定義
します。

• オプション。「デフォルト値」で をクリックして「DTP」を選択し、DTP値を選択し
ます。

制限リスト DTP
制限リストを定義します。
たとえば、割当てシステム・テンプレートで、丸め処理方法を選択し、制限リスト設計時プロ
ンプトを使用して、テンプレートで使用する丸め処理のタイプを選択できます。
テンプレートのスクリプトで、丸め処理の各タイプにスクリプトを作成でき、そのスクリプト
は、ユーザーがその丸め処理オプションを選択した場合のみ使用されます。
制限リスト設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「制限リスト」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:
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– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
5. 「制限リスト」タブを選択し、ルール・ビルダー値および代替値を入力します。
6. オプション。「プロパティ」タブに戻り、設計時プロンプトに表示されるデフォルト値を入
力します。
デフォルト値を定義するには、「デフォルト値」ドロップダウンをクリックし、「制限リス
ト」タブで入力したルール・ビルダー値を選択します。

区切り文字 DTP
区切り文字は、テンプレート・ステップ内の指示またはスペーサです。
区切り文字設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「区切り文字」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。
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– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。

スマート・リスト DTP
設計時プロンプトで使用するスマート・リストを定義します。
スマート・リスト設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「スマート・リスト」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
5. 「スマート・リスト」でドロップダウンをクリックし、スマート・リストを選択します。
表示されるスマート・リストは、Planningから移入されます。Planningにスマート・リス
トがない場合、ドロップダウンは空になります。
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6. オプション。「デフォルト値」でドロップダウンをクリックし、デフォルト値を選択しま
す。

数値としての文字列 DTP
文字列を数値として定義します。
数値としての文字列設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「数値としての文字列」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「#Missingの許可」を選択して、DTPで文字列ではなく#Missing値を許可します。
• オプション。「システム・デフォルトの使用」を選択し、「デフォルト値」でドロップ
ダウンをクリックしてプロンプトで使用するデフォルト値を選択します。デフォルト
値として、ユーザー名が初めに移入されます。

ノート:

「システム・デフォルトの使用」を選択し、デフォルトからユーザー名を選択する場
合は、「プロンプトしますか?」を選択して「DTPテキスト」に入力する必要があり
ます。この設計時プロンプトをステップに追加します。原則として、この設計時プロ
ンプトの入力を求められたときには、StringAsNumber変数を選択し、そこの「シス
テム・デフォルトの使用」でデフォルト値としてユーザー名を選択します。
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文字列 DTP
テキスト文字列を定義します。
文字列設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。

2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「文字列」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• オプション。「デフォルト値」で をクリックして「DTP」、「メンバー」または「関
数」を選択し、デフォルト値として DTP、メンバーまたは関数を入力します。

UDA DTP
設計時プロンプトで使用するユーザー定義属性を定義します。
たとえば、Planningで、「勘定科目」タイプは UDAとして作成され、「通貨換算」テンプレー
トで使用されます。費用および収益勘定科目は、平均レートで換算され、資産、負債および資本勘定科目は、通常、期末レートで換算されます。
UDA設計時プロンプトを作成するには:

1. テンプレート・デザイナで、既存のテンプレートを開くか、新規テンプレートを作成しま
す。
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2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
3. テンプレート用に定義された設計時プロンプトがすでにある場合、新規設計時プロンプト
を入力する場所を選択します。

4. 「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、次を実行します:

• 名前を入力し、「タイプ」に「UDA」を選択します。
• 使用するオプションを選択します:

– プロンプトしますか? - このオプションを選択すると、DTPをステップで使用でき
ます。DTPは、テンプレートがルールで使用されたとき、またはスクリプト・テ
ンプレートが Planningで起動されたときに、ユーザーにプロンプトを表示するテ
ンプレート・ステップに表示されます。

– 必須? - このオプションを選択すると、設計時プロンプトに関するデータの入力が
必須になります。

– 読取り専用 - このオプションを選択すると、ユーザーはプロンプトの読取りのみを
行えます。

– 非表示 - このオプションを選択すると、設計時プロンプトがユーザーに対して非表
示になります。Planningのフォーム設計の「ビジネス・ルール」タブで、テンプレ
ートまたはスクリプト・テンプレートを含むルールをフォームに追加します。ビジ
ネス・ルール・プロパティ・ペインで、プロンプトの非表示、フォームでメンバー
を使用の順に選択します。

• 「DTPテキスト」で、入力のためのプロンプトが表示されたときにユーザーに示される
テキストを入力します。
「プロンプトしますか?」を選択した場合、「DTPテキスト」は必須です。

• オプション。「コメント」で、DTPに関するコメントを入力します。
• 「ディメンション」ドロップダウンからディメンションを選択します。
表示されるディメンションは、Planningアプリケーションのディメンションです。

• オプション。「デフォルト値」でドロップダウンをクリックし、選択したディメンショ
ンに基づいたデフォルト値を選択します。

5. 「依存関係」タブで依存関係を定義します。設計時プロンプトの依存関係の定義を参照して
ください。

6. 「制限の定義」タブで「密度」および「ディメンション・タイプ」を選択します。設計時プ
ロンプトの制限の定義を参照してください

設計時プロンプトの依存関係の定義
ディメンション間、ディメンション(複数)、ディメンション、メンバー、メンバー(複数)および
メンバー範囲の設計時プロンプト・タイプに包含的および排他的な依存関係を定義できます。
別のプロンプト(たとえば DTP2など)を含むものとしてプロンプト(たとえば DTP1など)を指
定した場合、ユーザーに DTP1の入力を求めるプロンプトが表示されるときに、DTP2からの
ディメンションのみが表示されます。別のプロンプト(たとえば DTP4など)を含まないものと
してプロンプト(たとえば DTP3など)を指定した場合、ユーザーに DTP3の入力を求めるプロ
ンプトが表示されるときに、DTP4で使用されていないディメンションのみが表示されます。

第 6章
カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成

6-27



ノート:

設計時プロンプトは、設計時プロンプト・グリッドでそれより前に出現する設計時プ
ロンプトのみ包含または除外できるため、設計時プロンプトの順序は非常に重要で
す。

依存関係を定義するには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを作成するか、開きます。
2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックし、行を挿入する場所を選択します。
3. 「プロパティ」タブの「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスで、「タイプ」フィール
ドの次のオプションのいずれかを選択します:

• ディメンション間
• ディメンション
• ディメンション
• メンバー
• メンバー(複数)

• メンバー範囲
• UDA

これらのオプションの 1つを選択すると、「依存関係」タブが表示されます。
4. 「依存関係」タブで設計時プロンプトを選択し、依存関係オプションを選択します。

• 排他 - 設計時プロンプト(例: DTP2)を別の設計時プロンプト(例: DTP1)を含まないもの
とします。DTP2のプロンプトが表示されるとき、DTP1で使用されていないディメン
ションのみが表示されます。

• 包含 - 設計時プロンプト(例: DTP4)を別の設計時プロンプト(例: DTP3)を含むものとし
ます。DTP4のプロンプトが表示されるとき、DTP3で使用されているディメンション
のみが表示されます。

• なし - 設計時プロンプトに対して依存関係は定義されません。
5. 「OK」、  (「保存」ボタン)の順にクリックします。

設計時プロンプトの制限の定義
カスタム・テンプレートに対してディメンション間、ディメンション、ディメンション(複数)、
メンバー、メンバー(複数)またはメンバー範囲の設計時プロンプトを作成する場合は、プロン
プトを密ディメンションおよび疎ディメンションに対して表示するか、密ディメンションのみ
または疎ディメンションのみに対して表示するかを指定する必要があります。
制限を定義するには:

1. システム・ビューでカスタム定義テンプレートを作成するか、開きます。
2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックし、行を挿入する場所を選択します。
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3. 「プロパティ」タブの「プロンプトの作成」ダイアログ・ボックスで、「タイプ」フィール
ドの次のオプションのいずれかを選択します:

• ディメンション間
• ディメンション
• ディメンション
• メンバー
• メンバー(複数)

• メンバー範囲
• UDA

これらのオプションの 1つを選択すると、「制限の定義」タブが表示されます。
4. 「制限の定義」タブで次のようにします:

• 「密度」でオプションを選択します。
– 疎の表示 - DTPに疎ディメンションのみを表示します
– 密の表示 - DTPに密ディメンションのみを表示します
– 両方 - DTPに密と疎の両方のディメンションを表示します

• 「ディメンション・タイプ」でディメンション・タイプを選択し、選択したディメンシ
ョン・タイプのみを表示するように設計時プロンプトを制限します。
たとえば、勘定科目、エンティティおよび年のメンバーのみをユーザーに入力させた
い場合、「ディメンション・タイプ」でこれらのディメンションを選択します。入力の
ためのプロンプトが表示されるときに表示されるディメンションは、タイプが勘定科目、エンティティおよび年のもののみです。

5. 「OK」、  (「保存」ボタン)の順にクリックします。

設計時プロンプトのステップの作成
テンプレート・ウィザード・デザイナを使用して、テンプレートのステップを作成します。ウ
ィザードを使用すると、各ステップで表示する設計時プロンプトを決定したり、ステップを表
示するかどうか(有効化条件)、およびエラーまたは警告メッセージを表示するかどうか(検証条
件)を決定したりできます。
設計時プロンプトのステップを作成するには:

1. 「設計時プロンプト」タブで をクリックします。
2. テンプレート・ウィザード・デザイナで をクリックしてウィザードのステップを作
成します。

3. 「ステップの追加」ダイアログ・ボックスで、ステップに関する情報を入力し、「OK」をク
リックします。
追加したステップは、テンプレート・ウィザード・デザイナの「ステップ」ドロップダウ
ン・リストに表示されます。

4. ステップに表示する設計時プロンプトを「使用可能な DTP」から「選択した DTP」に移動
します。

5. 「条件の有効化」タブで、ステップを表示するか非表示にするかに関する情報を入力しま
す。
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• 「条件接頭辞」で、ドロップダウンから接頭辞を選択します。
• 「DTP」で をクリックし、DTPまたは関数を選択します。
• 「演算子」で、ドロップダウンから演算子を選択します。
• 「値」で、条件の値を入力するか、選択します。
前述のステップを繰り返し、条件のすべての文を定義します。行を追加するには、最後の
行のプラスのアイコン(+)をクリックします。
条件の最初の行は IF文です。その他のそれぞれの行は AND文です。たとえば、
各行のデフォルトは AND文ですが、「AND」をクリックすると「OR」に変更できます。

6. 「検証条件」タブで、ユーザーが適切でないデータを入力したとき(エラー)、または適切で
ない可能性のあるデータを入力したとき(警告)にエラーまたは警告メッセージを表示する
かどうかに関する情報を入力します。
• 「検証条件」で をクリックし、検証条件を定義します。
• 「メッセージ・レベル」で「エラー」または「警告」を選択します。
エラー・メッセージでは次のステップに進みません。警告メッセージでは、警告メッ
セージの「OK」をクリックすると、次のステップに進めます。

• 「検証メッセージ」で、ステップでユーザーに表示されるメッセージを入力します。
プラス・アイコン(+)をクリックして、追加のエラーまたは警告をステップに追加します。

7. 「OK」、 の順にクリックします。

設計時プロンプト内のテキストの検索および置換
カスタム・テンプレートの設計時プロンプトで、テキスト文字列を検索して置換できます。

注意:

設計時プロンプトを置換する順序および場所は、非常に重要です。「設計時プロンプ
ト」タブと「テンプレート・デザイナ」タブの両方で、設計時プロンプト名を検索お
よび置換する場合、まず「設計時プロンプト」タブで検索し、テンプレートを保存し
てから、「テンプレート・デザイナ」タブで検索および置換する必要があります。こ
の順序で検索を実行しない場合、設計時プロンプト名は「テンプレート・デザイナ」
タブで置換されません。

設計時プロンプト内のテキストを検索して置換するには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを開きます。
2. 「設計時プロンプト」タブで をクリックし、検索して置換する情報を入力して「置換」
または「すべて置換」をクリックします。
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カスタム・テンプレートを開く
システム・ビュー、デプロイメント・ビューおよびカスタム・ビューからカスタム・テンプレ
ートを開くことができます。
ルール・デザイナのビジネス・ルールのフロー・チャートからカスタム・テンプレートを開く
こともできます。
カスタム・テンプレートを開くには、テンプレートをダブルクリックするか、テンプレートを
右クリックして「開く」を選択します。

カスタム・テンプレートのリフレッシュ
カスタム・テンプレートを作成した後、「テンプレート」ノードに新規テンプレートを表示する
ためにシステム・ビューでアプリケーション・リストをリフレッシュする必要がある場合があ
ります。
カスタム定義テンプレートが属するアプリケーション・タイプ、アプリケーション、または計
算タイプやプラン・タイプをリフレッシュすると、デフォルトで「テンプレート」ノードがリ
フレッシュされます。ただし、「テンプレート」ノードをリフレッシュしても、アプリケーショ
ン・リストのそれより上位のレベル(つまり、計算タイプやプラン・タイプ、アプリケーショ
ン、またはアプリケーション・タイプ)はリフレッシュされません。
カスタム・テンプレートのリストをリフレッシュするには、「テンプレート」ノードを右クリッ
クして「リフレッシュ」を選択します。

カスタム・テンプレートの使用状況の表示
カスタム・テンプレートを使用しているビジネス・ルールのリストを表示できます。
カスタム・テンプレートの使用状況を表示することは、カスタム・テンプレートを削除すると
きに、どのオブジェクトがそのテンプレートを使用しているか(使用しているオブジェクトがあ
る場合)を確認する必要がある場合に役立ちます。テンプレートを削除するには、そのテンプレ
ートを使用しているすべてのオブジェクトからテンプレートを除去する必要があります。
カスタム・テンプレートの使用状況を表示するには、システム・ビューで「テンプレート」ノ
ードを展開し、テンプレートを右クリックして「使用状況の表示」を選択します。

カスタム・テンプレートのコピーおよび貼付け
カスタム・テンプレートをコピーして、別のビジネス・ルールに貼り付けられます。
コピー先のルールは、同じプラン・タイプに属している必要があります。たとえば、Planning
アプリケーション内のプラン 1プラン・タイプのルールからカスタム・テンプレートを、
Planningアプリケーション内のプラン 1プラン・タイプの別のルールにコピーすることはでき
ますが、資本資産プラン・タイプのルールにコピーできません。
カスタム・テンプレートをコピーして貼り付けるには、次のいずれかを行います。
• 「テンプレート」ノードでテンプレートを右クリックして「コピー先」を選択し、「コピー
先」ダイアログ・ボックスで要求された情報を入力して「OK」をクリックします。
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• ビジネス・ルールのフロー・チャートで、コピーするテンプレートを右クリックし、「コピ
ー」を選択します。テンプレートを貼り付けるビジネス・ルールを開き、ビジネス・ルー
ルのフロー・チャートを右クリックして「貼付け」を選択します。

カスタム・テンプレートの削除
システム・ビュー、カスタム・ビューおよびデプロイメント・ビューからカスタム・テンプレ
ートを削除できます。
カスタム・テンプレートを削除する前に、どのビジネス・ルールまたはカスタム・フォルダで
も使用されていないことを確認します。テンプレートの使用状況を表示するには、テンプレー
トを右クリックして「使用状況の表示」を選択します。
カスタム・テンプレートを削除するには、「テンプレート」ノードを展開し、テンプレートを右
クリックして「削除」を選択します。

ノート:

スクリプト・テンプレートが Planningにデプロイされている場合、「削除」を選択す
ると、次のメッセージが表示されます。
選択したアイテムを削除しますか?選択されたオブジェクトの一部は Planningにデプロイされま
した。これらを Planningサーバーから削除しますか。
ボックスを選択すると、スクリプト・テンプレートは Planningからも Calculation
Managerからも削除されます。

グラフィカル・カスタム・テンプレート内のテキスト
の検索および置換

カスタム・テンプレートのテキスト文字列を検索できます。テキスト文字列のすべてのインス
タンスを置換することもできます。
文字列を検索する場合、Calculation Managerは、テンプレートのフロー・チャートで選択され
ているコンポーネントの直後のコンポーネントから検索を開始し、フロー・チャートの最後ま
で検索して、フロー・チャートで選択されているコンポーネントに到達するまで、フロー・チ
ャートの最初から再度検索を開始します。一致するテキスト文字列が 1つ見つかった後に、別
の出現を検索する場合は、再度検索を開始して次の出現を探す必要があります。
カスタム・テンプレート内のテキストを検索したり、検索して置換するには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを開きます。
2. 次のいずれかを行います:

• 「テンプレート・デザイナ」タブで「編集」、「検索」の順に選択します。「検索」ダイ
アログ・ボックスで検索するテキストを入力し、「検索」をクリックします。

• 「テンプレート・デザイナ」タブで「編集」、「すべて置換」の順に選択します。「置換」
ダイアログ・ボックスで検索して置換する情報を入力し、「すべて置換」を選択しま
す。
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7
コンポーネントを使用したビジネス・ルールおよびテンプレートの設計

次も参照:

• コンポーネントについて
ビジネス・ルールおよびテンプレートには、いくつかのタイプのコンポーネントを含める
ことができます。

• 式コンポーネント
式コンポーネントは、式の計算文で構成されています。

• スクリプト・コンポーネント
ビジネス・ルールおよびテンプレートでスクリプト・コンポーネントを使用できます。

• 条件コンポーネント
条件コンポーネントは、TRUEまたは FALSEとなる条件文で構成されます。

• メンバー・ブロック・コンポーネント
メンバー・ブロック・コンポーネントは、スクリプト内の 1つ以上の文を囲むようにメン
バーを定義します。

• メンバー範囲コンポーネント
メンバー範囲コンポーネントは、Planningディメンションからのメンバーの範囲で構成さ
れる一種のループです。

• 固定ループ・コンポーネント
固定ループ・コンポーネントは、メタデータ・メンバーのリストを固定の回数循環するオ
ブジェクトです。

• メタデータ・ループ・コンポーネント
メタデータ・ループ・コンポーネントでは、関数(メタデータ)または開始と終了の値(固定)
を使用して複数のメンバーに値を割り当てることができます。

• DTP割当てコンポーネント
DTP割当てコンポーネントを使用して、DTP、メンバー、関数または入力テキストをカス
タム・テンプレートの設計時プロンプトに割り当てることができます。

• スクリプトおよび式コンポーネントの共有
共有された式またはスクリプト・コンポーネントは、式レベルおよびスクリプト・レベル
に存在します。

• コンポーネントのコピー
ビジネス・ルール・コンポーネントの子をコピーして貼り付けるか、ビジネス・ルールの
式またはスクリプト・コンポーネントに参照をコピーして貼り付けます。

• コンポーネントの保存
式およびスクリプト・コンポーネントをコンポーネント・デザイナで設計してから保存し
ます。

• 式およびスクリプト・コンポーネントのリフレッシュ
式またはスクリプト・コンポーネントを作成した後、「式」ノードまたは「スクリプト」ノ
ードで確認するために、システム・ビューでアプリケーション・リストのリフレッシュが
必要な場合があります。
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• 式およびスクリプト・コンポーネントの使用の表示
スクリプトまたは式コンポーネントの使用を表示できます。

• フロー・チャート内でのコンポーネントの操作
フロー・チャートでコンポーネントに対してアクションを実行できます。

コンポーネントについて
ビジネス・ルールおよびテンプレートには、いくつかのタイプのコンポーネントを含めること
ができます。
• 式コンポーネント - メンバー、関数および条件文を使用して記述または設計可能な計算文
• スクリプト・コンポーネント - 計算スクリプト文のみ。
• 条件コンポーネント - trueまたは falseである条件文(つまり、If...Then文)。
• メンバー・ブロック・コンポーネント - 指定した 1つのメンバーが含まれます。
• メンバー範囲コンポーネント、つまりメタデータ・ループ - メタデータ・メンバーのリス
ト(勘定科目のリストなど)が含まれます。

• 固定ループ・コンポーネント - メタデータのループ(たとえば、勘定科目などのメンバーの
リスト全体でのループ)が含まれます。

• メタデータ・ループ・コンポーネント - (カスタム・テンプレート・ユーザーのみ)親ディメ
ンションの子に適用可能な 1つ以上のパラメータが含まれます。

• DTP割当てコンポーネント - (カスタム・テンプレートのユーザーのみ)定義した設計時プ
ロンプトおよび条件が含まれます。

式およびスクリプト・コンポーネントは、これらのコンポーネントを使用するルールおよびテ
ンプレートとは別個に作成できます。これらは別個のオブジェクトであるため、システム・ビ
ュー内で開いたり、保存、編集、削除、およびエクスポートできます。
その他のコンポーネント・タイプは、式およびスクリプト・コンポーネントとは異なり、ルー
ルおよびテンプレート内で作成する必要があります。ルールおよびテンプレートに属するそれ
らのコンポーネントを、別個に開いたり、保存、削除、またはエクスポートしたりできません。

ノート:

コンポーネントを作成する際は、作業しているビジネス・ルール、コンポーネント、
テンプレートおよび変数を開いたままにできます。Calculation Managerでは、コン
ポーネントを作成する際にタブ間を簡単に移動できるように、タブ付きインタフェー
スでこれらのオブジェクトが表示されます。Calculation Manager内では最大 10個
のタブを開けますが、最適なパフォーマンスを得るためには、10個を超えるオブジ
ェクトを同時に開かないことをお薦めします。

式コンポーネント
式コンポーネントは、式の計算文で構成されています。
次も参照:

• 式コンポーネントについて
• 式コンポーネントの作成
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• 式コンポーネントの設計
• 式コンポーネントを開く
• 式コンポーネントの編集
• 式コンポーネントの削除
• 式コンポーネントのコピーおよび貼付け

式コンポーネントについて
式コンポーネントは、式の計算文で構成されています。式の計算文を作成するには、メンバー、
関数および条件を入力または選択します。式を作成する際、コンポーネント・デザイナのグリ
ッド内の行にその各計算文がリストされます。

式コンポーネントの作成
式コンポーネントは、システム・ビューから作成できます。ビジネス・ルールおよびテンプレ
ートで式コンポーネントを使用できます。
式コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューで「新規オブジェクト」アイコンをクリックします。
2. 「アプリケーション・タイプ」に入力します。
3. アプリケーションを選択します。アプリケーションは有効な Planningアプリケーション
である必要があります。

4. 「プラン・タイプ」を選択します。

ノート:

システム・ビューで、「式」を右クリックし、「新規」を選択して新しい式を作成
すると、「新規式」ダイアログにアプリケーション・タイプ名、アプリケーション
名、および作業しているプラン・タイプ名が移入されます。

5. 「オブジェクト・タイプ」として「式」を選択します。
6. 式の名前を入力し、「OK」をクリックします。
コンポーネント・デザイナに式が表示されます。式コンポーネントを設計するには、式コ
ンポーネントの設計を参照してください。

式コンポーネントの設計
式コンポーネントは、システム・ビューまたは他の任意のビュー内から作成できます。ビジネ
ス・ルールやテンプレートを設計するときに、ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイ
ナ内で式コンポーネントを作成することもできます。ビジネス・ルールおよびテンプレートで
式コンポーネントを使用できます。
式コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューで「式」を右クリックし、「新規」を選択します。
「新規式」ダイアログには、Planningアプリケーション・タイプ、Planningアプリケーシ
ョンおよびプラン・タイプが移入されます。
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ノート:

新しい式コンポーネントをビジネス・ルールまたはテンプレートのフロー・チャ
ートにドラッグして、ビジネス・ルールまたはテンプレート内で式コンポーネン
トを作成することもできます

2. 名前、アプリケーション・タイプ、アプリケーション、および式コンポーネントが属する
プラン・タイプを入力します。

3. 「OK」をクリックします。
4. オプション: コンポーネント・デザイナで、次のいずれかのタスクを実行できます:

• 「グリッドの追加」をクリックし、「グリッドの挿入(前)」、「グリッドの挿入(後)」また
は「末尾にグリッドを挿入」を選択して、グリッドを追加します。デフォルトでは、
「式」タブに 1つのグリッドが表示されます。

• 「グリッドの削除」をクリックして、選択したグリッドを削除します。
• 検索アイコンをクリックして、使用中の式グリッドのテキストを検索します。次のタ
スクを実行します。

• スクリプト内のテキストを検索して置換する場合は、「検索/置換」アイコンをクリック
します。

5. 「式」に、式のキャプションを入力します。
6. テンプレート用に式コンポーネントを作成しているユーザーのみ: 式コンポーネント内で
設計時プロンプトを使用する場合は、「式」タブで「設計プロンプトの使用」を選択しま
す。次に条件グリッドで、次のタスクを行って設計時プロンプトの条件を定義します。
a. 「DTP」で設計時プロンプトを選択します。
b. 「演算子」で、演算子「= =」または「<>」を選択します。
c. 「値」で、ドロップダウン・リストから値を選択します。
d. これらのステップを繰り返し、条件に必要な数の文を作成します。

ヒント:

グリッドから行を追加または削除するには、プラス(+)アイコンまたはマイナ
ス(-)アイコンをクリックします。「AND」の横のフィールドをクリックし、ド
ロップダウン・リストから「OR」を選択して、「AND」を「OR」に変更しま
す。

7. デフォルトでは、グリッドに入力した最初のメンバーから式コンポーネント計算の処理が
開始されます。別のメンバーを使用して式コンポーネントの計算処理を開始するには、「メ
ンバー・ブロック」にメンバーまたは関数名を入力するか、省略記号アイコンをクリック
してメンバー・セレクタからメンバーを選択します。コンポーネントへのメンバーおよび
関数の追加についてを参照してください。

8. 「コメント」に、作成する条件文および式の文のコメントを入力します。
9. オプション: 式コンポーネントの条件文(つまり IF文)を作成するには、「条件の追加」をク
リックします。条件ビルダーを使用した条件文の作成を参照してください。
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10. オプション: 表示された IF行に、条件文のテキストを入力するか、行の右側の列で「条件
の追加/編集」アイコンをクリックして条件ビルダーにアクセスします。条件ビルダーを使
用すると、条件文をグラフィカルに設計できます。

ノート:

下矢印から IF、ELSE IF、および ELSEを選択できますが、デフォルトでは最初
の文は IF文にする必要があります。

11. オプション: 条件ビルダーを使用して、IF条件文を設計します。条件ビルダーを使用した条
件文の作成を参照してください。

12.「式」行で、式の文を作成するには、等号の左側にある行内をクリックします。「アクショ
ン」アイコンをクリックして、次を選択します:

ノート:

ステップ 9からステップ 11で条件文(つまり IF文)を作成した場合、このステッ
プで作成する式の文は条件の THEN文です。

• 変数(変数の操作を参照してください。)
• メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。)
• 関数(関数の操作を参照してください。)
• スマート・リスト(スマート・リストの操作を参照してください。)

13.「式」行で、式の文を完成させるには、等号の右側にある行内をクリックします。「アクシ
ョン」アイコンをクリックして、次を選択します:

• 変数(変数の操作を参照してください。)
• メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。)
• 関数(関数の操作を参照してください。)
• スマート・リスト(スマート・リストの操作を参照してください。)

14.「コメント」アイコンをクリックし、計算文行に関するコメントを入力します。「OK」をク
リックします。

15. オプション: 別の IF文、または ELSE IF文や ELSE文を作成する場合は、次のステップを
実行します:

a. 「条件の追加」をクリックします。
b. 下矢印をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します:

• IF: IF条件文を作成するには、これを選択します。IF文が TRUEの場合、アクショ
ンが実行されます。IF文が FALSEの場合、他のアクションが実行されます。

• ELSE IF: ELSE IF条件文を作成するには、これを選択します。関連付けられた IF
文が存在し、IF文が FALSEの場合、この文のアクションが実行されます。

• ELSE: ELSE条件文を作成するには、これを選択します。関連付けられた ELSE IF
文が存在し、ELSE IF文が FALSEの場合、この文のアクションが実行されます。
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ノート:

IFブロックまたは ELSE IFブロックから条件文を除去する場合で、次の
ブロックに ELSE IF文が含まれている場合は、次のブロックが IFブロッ
クに変更されます。ただし、次のブロックに ELSE文が含まれている場
合は、このブロック内の条件文が除去されます。

c. 式コンポーネント用の追加の文を設計するには、ステップ 9からステップ 14を繰り返
します。式グリッドは、式の文のコレクションを含む 1つ以上の式ブロックで構成さ
れる場合があります。さらに、ブロックのコメントおよび条件を入力することもでき
ますが、これはオプションです。

ヒント:

必要に応じて、「+」アイコンをクリックして式の行をさらに追加します。

16.「プロパティ」で、次のステップを実行します:

a. ビジネス・ルール用に式コンポーネントを作成しているユーザーのみ: 式コンポーネン
トを「新規オブジェクト」からビジネス・ルールにドラッグ・アンド・ドロップする
場合、「共有」は選択されません。この式を共有にするには、式の「プロパティ」タブ
を選択し、「共有」を選択し、式に名前を付けます。
システム・ビューから式コンポーネントを作成すると、デフォルトで「共有」が選択
され、変更できません。かわりに、ビジネス・ルールの式のコピーを作成する場合は、
ビジネス・ルールに共有式をドラッグし、「プロパティ」タブで「共有」チェック・ボ
ックスをクリアします。これにより、ビジネス・ルール内に共有式のコピーが作成さ
れます。共有式のコピーは、共有式が変更された場合に変更されません。ビジネス・
ルールを保存すると、式は名前を持たなくなります。

b. オプション: 新規名前を 50文字以下で入力することにより、式の名前を編集します。
(デフォルトの名前は「新規式」ダイアログで指定されます。)

c. オプション: 式の説明を 255文字以下で入力します。
d. オプション: 式のキャプションを入力します。キャプションは、デザイナおよびテンプ
レート・デザイナのフロー・チャートで式の下に表示されます。

ノート:

コンポーネントにキャプションがなく、コンポーネントが共有されていない
場合、コンポーネントの最初の部分はフロー・チャートに表示されます。た
とえば、共有されておらずキャプションのない"Salaries" = 40という式があ
る場合は、フロー・チャートで式コンポーネントに対して"Salaries" = 40と
表示されます。コンポーネントが共有され、キャプションを持たない場合は、
コンポーネントの名前がフロー・チャートに表示されます。

e. 式のコメントを入力します。たとえば、式の用途をユーザーに伝えられます。
17. ビジネス・ルール用に式コンポーネントを作成しているユーザーのみ: 「用途」で、式コン
ポーネントを使用するルールを表示できます。
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ノート:

「使用方法」タブの情報はどれも編集できません。

18. をクリックします。

条件ビルダーを使用した条件文の作成
条件ビルダーを使用すると、式および条件コンポーネントの条件文を作成できます。条件文は、
If...Then文とも呼ばれます。条件文の最初の部分(If部)が TRUEの場合、文の 2番目の部分
(Then部)も TRUEになります。条件文の最初の部分が FALSEの場合、2番目の部分は TRUE
の場合とそうでない場合があります。
条件文を作成するには:

1. 式を右クリックし、「開く」を選択します。
2. コンポーネント・デザイナで、「条件の追加」アイコンをクリックします。
条件を作成するために使用する様々なフィールドおよびドロップダウン・リストを持つ 2
つの行がコンポーネント・デザイナに追加されます。

3. 最初の行で、条件の最初の文を IF、ELSEまたは ELSE IFのいずれで開始するかを選択し、
条件文のテキストを入力します。または、行の右側にある「条件の追加/編集」アイコンを
クリックして、条件ビルダーにアクセスします。条件ビルダーを使用すると、条件文をグ
ラフィカルに設計できます。
下矢印から IF、ELSE IFおよび ELSEを選択できますが、デフォルトでは最初の文は IF文
にする必要があります。

4. 条件ビルダーで、「メタデータの条件」または「データの条件」を選択します。
5. 次のいずれかのタスクを行います:

• 「関数」(メタデータの条件の場合)または「式」(データの条件の場合)に値を入力しま
す。

• 「関数」または「式」行内をクリックし、「アクション」アイコンを表示します。「アク
ション」アイコンをクリックし、式または関数を作成するオプションを選択します:

– 変数(変数の操作を参照してください。)
– メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。)
– 関数(関数の操作を参照してください。)

6. 次の演算子のいずれかを入力します:

• = (等しい)

• < (より大きい)

• > (より小さい)

• <> (より大きいか、より小さい)

• >= (以下)

• <= (以上)

7. 次のいずれかのタスクを行います:
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• 「値」に値を入力します。
• 「値」行内をクリックし、「アクション」アイコンを表示します。「アクション」をクリ
ックし、式または関数の値を作成するオプションを選択します:

– 変数(変数の操作を参照してください。)
– メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。)
– 関数(関数の操作を参照してください。)

8. 条件のコメントを入力します。
9. 「条件」グリッドに条件を追加するには、「+」アイコンをクリックします。(「+」アイコン
を使用し、選択した行のコピーを作成して「条件」グリッドに追加することもできます。)
「条件」グリッドの選択した行を、メタデータまたはデータの条件と置換するには、「-」ア
イコンを使用します。

ヒント:

グリッド内で条件文を並べ替えるには、上矢印および下矢印を使用します。「グル
ープ」アイコンと「グループ解除」アイコンを使用して、条件文のパーツをグル
ープ化(丸カッコを追加)およびグループ解除(丸カッコを除去)します。「AND」の
横のフィールドをクリックし、ドロップダウンを使用してオプションを選択する
ことで、「AND」を「OR」、And Notまたは Or Notに変更します。

10.「OK」をクリックして「条件ビルダー」ダイアログを終了します。
IF文に条件が挿入されます。

11. オプション: 作成する条件文ごとに、ステップ 2からステップ 10を繰り返します。
12. オプション: 追加の条件文ごとに、最初の列をダブルクリックしてドロップダウン・リスト
を表示し、各条件文を開始するための演算子を選択できます:

• IF: IFが付いた最初の条件文だけを開始できます。(これは、作成した最初の条件文にだ
け表示されるデフォルトです。)

• NOT IF: NOT IFが付いた最初の条件文だけ開始できます。
• AND: 2つ以上の条件文が複合したものを作成する場合に、ANDが付いた任意の条件文

(最初の文を除く)を開始できます。
• OR: 2つ以上の条件文が複合したものを作成する場合に、ORが付いた任意の条件文(最
初の文を除く)を開始できます。

• AND NOT: その後に式コンポーネントが続く条件文を含める場合に、AND NOTが付い
た任意の条件文(最初の文を除く)を開始できます。

• OR NOT: その後に式コンポーネントが続く条件文を除外する場合に、OR NOTが付い
た任意の条件文(最初の文を除く)を開始できます。

ヒント:

条件文に丸カッコを追加および除去するには、「グループ」アイコンと「グループ
解除」アイコンを使用します。複数の条件文をグループ化またはグループ解除す
るには、[Ctrl]キーを押しながらクリックするか、[Shift]キーを押しながらクリッ
クして、グループ化またはグループ解除する条件文を選択します。
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13.「OK」をクリックします。
条件文が条件行に挿入されます。

式の文のコメントの入力
式の文のコメントを入力するには:

1. 「式」を展開した状態で、次のいずれかのタスクを実行します。
• コメントを追加する式がビジネス・ルールに含まれている場合、「ルール」を展開し、
式コンポーネントが含まれているルールを右クリックして「開く」を選択します。

• コメントを追加する式がテンプレートに含まれている場合、「テンプレート」ノードを
展開し、式コンポーネントが含まれているルールを右クリックして「開く」を選択し
ます。

• 式を単独で開く場合は、「式」ノードを展開し、式を右クリックして「開く」を選択し
ます。

2. 次のいずれかのタスクを行います:

• ビジネス・ルール内の式コンポーネントにコメントを追加する場合は、ルール・デザ
イナのフロー・チャートで、式コンポーネントおよび「式」タブを選択します。「コメ
ント」テキスト・ボックスにコメントを入力します。

• テンプレート内の式にコメントを追加する場合は、テンプレート・デザイナのフロー・
チャートで、式コンポーネントおよび「プロパティ」タブを選択します。「コメント」
テキスト・ボックスにコメントを入力します。

• 式コンポーネントのコメントを単独で追加する場合は、コンポーネント・デザイナで、
「コメント」テキスト・ボックスにコメントを入力します。

3. をクリックします。

式コンポーネントを開く
式コンポーネントは、システム・ビューから、またはルール・デザイナやテンプレート・デザ
イナのフロー・チャート内から開くことができます。
式コンポーネントを開くには、システム・ビューで「式」を展開し、式を右クリックして「開
く」を選択します。

ノート:

式コンポーネントがビジネス・ルールで使用されている場合、式コンポーネントを右
クリックして「開く」を選択するか、式コンポーネントをダブルクリックして、ルー
ル・デザイナでルールのフロー・チャート内から開くこともできます。

式コンポーネントの編集
式コンポーネント、および式コンポーネントのコメント、キャプション、名前、説明で構成さ
れる文を編集できます。
式コンポーネントを編集するには:
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1. システム・ビューで式を右クリックし、「開く」を選択します。
2. コンポーネント・デザイナで式のプロパティを編集し、 をクリックします。
式コンポーネントの設計および条件ビルダーを使用した条件文の作成を参照してくださ
い。

式コンポーネントの削除
式コンポーネントは、ルールまたはテンプレートで使用されていない場合にのみ削除できます。
ルールまたはテンプレートで式コンポーネントが使用されているかどうかを確認するには、使
用状況を表示します。(式およびスクリプト・コンポーネントの使用の表示を参照してくださ
い。)式コンポーネントがルールまたはテンプレートで使用されているが、そのルールまたはテ
ンプレートでの使用が必要でない場合は、ルールまたはテンプレートから除去した後、式コン
ポーネントを削除できます。ルールまたはテンプレートを削除すると、それに含まれる式コン
ポーネントも削除されます。
式コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューで式を右クリックし、「使用状況の表示」を選択します。
ある場合は、ルールまたはテンプレートから式を除去する必要があります。

2. 式コンポーネントを使用しているルールまたはテンプレートがないことを確認します。
コンポーネントのフロー・チャートからの除去を参照してください。

3. 式を再度右クリックし、「削除」を選択します。

式コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールまたはテンプレートから式コンポーネントをコピーして、同じルールまたはテンプレー
トや異なるルールまたはテンプレートに貼り付けられます。式コンポーネント内の条件グリッ
ドのコンテンツをコピーして、同じ式コンポーネントや異なる式コンポーネントに貼り付ける
こともできます。式コンポーネントをコピーして、別の式コンポーネントや別のコンポーネン
ト・タイプに貼り付けることはできません。
式コンポーネントをコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートで、式コンポーネン
トを右クリックし、「コピー」を選択します。
コピーするコンポーネントが共有されている場合、式コンポーネントを右クリックして「参
照のコピー」を選択し、コンポーネント自体をコピーするかわりに参照を共有コンポーネ
ントにコピーできます。(ビジネス・ルールの式またはスクリプト・コンポーネントへの参
照のコピーおよび貼付けを参照してください。)
コピーするコンポーネントに他のコンポーネント(子)が含まれている場合は、[Ctrl]を押し
ながらそれらをすべて選択して右クリックし、「グループのコピー」を選択して、グループ
のすべてのコンポーネントをコピーできます。(フロー・チャート内でのコンポーネント・
グループのコピーおよび貼付けを参照してください。)

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• 式コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートのフロー・チャートに
貼り付けるには、フロー・チャートの式コンポーネントを貼り付ける場所で右クリッ
クし、「貼付け」を選択します。)
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• 式コンポーネントを異なるビジネス・ルールまたはテンプレートのフロー・チャート
に貼り付けるには、コンポーネントを貼り付けるビジネス・ルールまたはテンプレー
トを開き、フロー・チャートの式コンポーネントを貼り付ける場所で右クリックして
「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

スクリプト・コンポーネント
ビジネス・ルールおよびテンプレートでスクリプト・コンポーネントを使用できます。
次も参照:

• スクリプト・コンポーネントの作成
• スクリプト・コンポーネントの設計
• スクリプト・コンポーネントを開く
• スクリプト・コンポーネントの編集
• スクリプト・コンポーネントの削除
• スクリプト・コンポーネントのコピーおよび貼付け

スクリプト・コンポーネントの作成
スクリプト・コンポーネントは、システム・ビューから作成できます。ビジネス・ルールおよ
びテンプレートでスクリプト・コンポーネントを使用できます。
スクリプト・コンポーネントを作成するには:

1. スクリプトの名前およびアプリケーション・タイプを入力します。
2. アプリケーション名を選択します。アプリケーション名は有効な Planningアプリケーシ
ョンである必要があります。

3. 「プラン・タイプ」を選択し、「OK」をクリックします。

ノート:

システム・ビューから、「スクリプト」を右クリックし、「新規」を選択すると、
「新規スクリプト」ダイアログにアプリケーション・タイプ、アプリケーション、
および作業しているプラン・タイプが移入されます。

スクリプト・コンポーネントの設計
ビジネス・ルールおよびテンプレートでスクリプト・コンポーネントを使用できます。スクリ
プト・コンポーネントは、システム・ビューまたは他の任意のビューから作成します。ビジネ
ス・ルールやテンプレートを設計するときに、ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイ
ナ内でスクリプト・コンポーネントを作成することもできます。
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ノート:

ビジネス・ルールまたはテンプレート内からスクリプト・コンポーネントを設計する
こともできます。

スクリプト・コンポーネントを設計するには:

1. システム・ビューで「スクリプト」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. スクリプトの名前、アプリケーション・タイプ、アプリケーションおよびプラン・タイプ
を入力します。

3. 「OK」をクリックします。
4. スクリプト・コンポーネントを設計するアイコンを使用します。

ノート:

ルール、テンプレートおよび他のコンポーネントとは異なり、スクリプトを開く
ときは、グラフィカル・フォーマットで(フロー・チャート内に)表示できません。
スクリプト・フォーマットでのみ表示できます。

スクリプトを使用して、次のタスクを実行できます:

• スクリプトの行番号を非表示にする(または表示する)には、「行番号の非表示/行番号の
表示」アイコンをクリックします。行番号はデフォルトで表示されています。

• スクリプトに関数を挿入するには、「関数とそのパラメータの挿入」アイコンをクリッ
クします。関数の操作を参照してください。

• スクリプトにメンバーを挿入するには、「ディメンションから選択したメンバーの挿
入」アイコンをクリックします。コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参
照してください。

• スクリプトに変数を挿入するには、「変数の挿入」アイコンをクリックします。変数の
操作を参照してください。

• スクリプトにスマート・リストを挿入するには、「スマートリストの挿入」をクリック
します。スマート・リストの操作を参照してください。

• スクリプトへのコメント行の追加および削除を行うには、「コメント」および「コメン
ト解除」アイコンをクリックします。

• スクリプトでシステム生成のコメントを非表示にするには、「コメントの非表示」アイ
コンをクリックします。

• スクリプトの構文にエラーがあるかどうかを確認するには、「構文の確認」アイコンを
クリックします。

ノート:

構文エラーがある場合、エラー・メッセージは表示されず、エラーのあるコ
ードのテキストが赤くなります。構文エラーがない場合は、「構文エラーは見
つかりませんでした。」というメッセージが表示されます。
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• 「折返し」アイコンをクリックして、ページでスクロールされるスクリプトの長い行が
同じページで複数の行に表示されるようにします。

• コード補完の提案を抑制するには、「コード補完を OFFに設定」アイコンをクリック
します。(このアイコンはトグルとして機能します。コード補完をオンにするには、ア
イコンを再度クリックします。コード補完はデフォルトでオンに設定されています。)

• 「置換」アイコンをクリックして、スクリプト内のテキスト文字列を検索して置換しま
す。ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列の検索を参照してください。

• スクリプト内のテキスト文字列を検索するには、「検索」アイコンをクリックします。
ビジネス・ルール・スクリプト内のテキスト文字列の検索を参照してください。

• 「検索」に検索テキストを入力して、「前」または「次」をクリックして、テキストの
前(スクリプト内を上に検索)または次(スクリプト内を下に検索)のインスタンスを検索
します。

• 「行に移動」に行番号を入力して、矢印をクリックしスクリプト内の行番号をハイライ
ト表示します。

• 行の左側にあるプラスまたはマイナス記号をクリックして、スクリプト内の行を展開
または縮小します。たとえば、FIX文では、表示される文のすべての行がデフォルトで
表示されますが、左側にあるマイナス記号をクリックすると FIX文の行を非表示にで
きます。

• コピーするスクリプトの行を選択し、「クリップボードにコピー」アイコンをクリック
します。

• 切り取るスクリプトの行を選択し、「クリップボードに切取り」アイコンをクリックし
ます。

• 貼り付けるスクリプトの場所にカーソルを置き、「クリップボードから貼付け」アイコ
ンをクリックします。

• 関数には、自動推奨機能があります。関数の最初の数文字を入力して、[Ctrl]を押しな
がら[Space]を押すと、推奨内容が表示されます。推奨内容のいずれかを選択してクリ
ックするか、[Enter]を押して、関数を完成させます。

5. 「プロパティ」で、次のステップを実行します:

a. スクリプト・コンポーネントを作成する場合、「共有」は選択されません。スクリプ
ト・コンポーネントを共有にするには、「プロパティ」タブ、「共有」の順に選択し、
名前を入力します。
システム・ビューからスクリプト・コンポーネントを作成すると、デフォルトで「共
有」が選択され、変更できません。かわりに、ビジネス・ルールのスクリプトのコピ
ーを作成する場合は、ビジネス・ルールに共有スクリプトをドラッグし、「プロパテ
ィ」タブで「共有」チェック・ボックスをクリアします。これにより、ビジネス・ル
ール内に共有スクリプトのコピーが作成されます。共有スクリプトのコピーは、共有
スクリプトが変更された場合に変更されません。ビジネス・ルールを保存すると、ス
クリプトは名前を持たなくなります。

b. オプション: 新規名前を 50文字以下で入力することにより、スクリプトの名前を編集
します。(デフォルトの名前は「新規スクリプト」ダイアログで指定されます。)

ノート:

共有スクリプトにのみ名前を付けることができます。スクリプトが共有され
ていない場合は、「名前」フィールドに入力することはできません。
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c. スクリプトの説明を 255文字以下で入力します。
d. スクリプトのキャプションを入力します。キャプションは、ルール・デザイナおよび
テンプレート・デザイナのフロー・チャートでスクリプトの下に表示されます。

e. スクリプトのコメントを入力します。たとえば、スクリプトの用途をユーザーに伝え
られます。

6. 「スクリプト」で、スクリプト・コンポーネントのキャプションを入力します。
7. テンプレート用にスクリプト・コンポーネントを作成しているユーザーのみ: スクリプト・
コンポーネントで設計時プロンプトを使用する場合は、「設計プロンプトの使用」を選択し
ます。次に条件グリッドで、次のタスクを行って設計時プロンプトの条件を定義します。
a. 「DTP」で設計時プロンプトを選択します。
b. 「演算子」で、演算子「= =」または「<>」を選択します。
c. 「値」では、ドロップダウン・リストを使用して値を選択します。このフィールドに入
力することはできません。

d. これらのステップを繰り返し、条件に必要な数の文を作成します。

ヒント:

グリッドから行を追加または削除するには、プラス(+)アイコンまたはマイナ
ス(-)アイコンをクリックします。

8. 独立スクリプト・コンポーネント(つまり、ビジネス・ルールまたはテンプレート内にない
スクリプト・コンポーネント)またはビジネス・ルールのスクリプト・コンポーネントを作
成するユーザーのみ: 「使用方法」では、スクリプト・コンポーネントを使用するルールを
表示できます。

ノート:

このタブで情報は編集できません。

9. をクリックします。

スクリプト・コンポーネントを開く
スクリプト・コンポーネントは、システム・ビューから、またはルール・デザイナやテンプレ
ート・デザイナのフロー・チャート内から開くことができます。
スクリプト・コンポーネントを開くには:

1. システム・ビューで「スクリプト」を展開します。
2. スクリプトを右クリックし、「開く」を選択します。
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ノート:

共有スクリプト・コンポーネントがビジネス・ルールで使用されている場合、スクリ
プト・コンポーネントを右クリックして「開く」を選択するか、スクリプト・コンポ
ーネントをダブルクリックして、ルール・デザイナでルールのフロー・チャート内か
ら開くこともできます。

スクリプト・コンポーネントの編集
スクリプト・コンポーネントの作成に使用する関数、変数およびメンバーと、スクリプト・コ
ンポーネントのコメント、キャプション、名前および説明を編集できます。
スクリプト・コンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューでスクリプトを右クリックし、「開く」を選択します。

ノート:

ルール、テンプレートおよび他のコンポーネントとは異なり、スクリプトを開く
ときは、グラフィカル・フォーマットで(フロー・チャート内に)表示できません。
スクリプト・フォーマットでのみ表示できます。

2. スクリプトの目的のプロパティを編集し、 をクリックします。
スクリプト・コンポーネントの設計を参照してください。

スクリプト・コンポーネントの削除
スクリプト・コンポーネントは、ルールまたはテンプレートで使用されていない場合にのみ削
除できます。ルールまたはテンプレートでスクリプト・コンポーネントが使用されているかど
うかを確認するには、使用状況を表示します。(式およびスクリプト・コンポーネントの使用の
表示を参照してください。)スクリプト・コンポーネントがルールまたはテンプレートで使用さ
れているが、そのルールまたはテンプレートでの使用が必要でない場合は、ルールまたはテン
プレートから除去した後、式コンポーネントを削除できます。ルールまたはテンプレートを削
除すると、それに含まれるスクリプト・コンポーネントも削除されます。
スクリプト・コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューでスクリプトを右クリックし、「使用状況の表示」を選択します。
2. スクリプト・コンポーネントを使用しているルールまたはテンプレートがないことを確認
します
ある場合は、ルールまたはテンプレートからスクリプト・コンポーネントを除去する必要
があります。コンポーネントのフロー・チャートからの除去を参照してください。

3. スクリプトを再度右クリックし、「削除」を選択します。

スクリプト・コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールまたはテンプレートからスクリプト・コンポーネントをコピーして、同じルールまたは
テンプレートや異なるルールまたはテンプレートに貼り付けられます。スクリプト・コンポー
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ネント内のスクリプトをコピーして、同じスクリプト・コンポーネントや異なるスクリプト・
コンポーネントに貼り付けることもできます。スクリプト・コンポーネントをコピーして、別
のスクリプト・コンポーネントや別のコンポーネント・タイプに貼り付けられません。
スクリプト・コンポーネントをコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューでスクリプト・コンポーネントを含むルールまたはテンプレートを選択
します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートで、スクリプト・コ
ンポーネントを右クリックし、「コピー」を選択します。

ノート:

コピーするコンポーネントが共有されている場合、スクリプト・コンポーネント
を右クリックして「参照のコピー」を選択し、コンポーネント自体をコピーする
かわりに共有コンポーネントの参照をコピーできます。(ビジネス・ルールの式ま
たはスクリプト・コンポーネントへの参照のコピーおよび貼付けを参照してくだ
さい。)

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• スクリプト・コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付け
るには、フロー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付
け」を選択します。

• スクリプト・コンポーネントを異なるビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付
けるには、スクリプト・コンポーネントを貼り付けるビジネス・ルールまたはテンプ
レートを開き、フロー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックし
て「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

条件コンポーネント
条件コンポーネントは、TRUEまたは FALSEとなる条件文で構成されます。
次も参照:

• 条件コンポーネントについて
• 条件コンポーネントの作成
• 条件コンポーネントを開く
• 条件コンポーネントの編集
• 条件コンポーネントの削除
• 条件コンポーネントのコピーおよび貼付け

条件コンポーネントについて
条件コンポーネントは、TRUEまたは FALSEとなる条件文(つまり、IF...THEN文)で構成され
ます。条件が TRUEの場合、指定したアクションが実行されます。条件が FALSEの場合、指
定した他のアクションが実行されます。条件は、メタデータの条件の場合とデータの条件の場
合があります。条件コンポーネントは共有できません。
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条件コンポーネントの作成
条件コンポーネントは、ビジネス・ルールまたはテンプレート内から作成できます。スクリプ
トおよび式コンポーネントとは異なり、条件コンポーネントを別個のオブジェクトとして作成
できません。作成先のビジネス・ルールまたはテンプレートにリンクされます。これらは共有
できません。
条件コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. フロー・チャート内の条件を作成する場所を決定したら、「新規オブジェクト・パレット」
から条件コンポーネントをドラッグし、フロー・チャート内のその場所にドロップします。
フロー・チャートに、条件オブジェクトが疑問符の付いたひし形として表示されます。

3. オプション: 「条件」で、条件コンポーネントを識別するキャプションを入力します。この
キャプションは、その条件を使用するルールまたはテンプレートのフロー・チャート内で、
コンポーネントの上に表示されます。

4. テンプレート用に条件コンポーネントを作成しているユーザーのみ: 条件コンポーネント
で設計時プロンプトを使用する場合は、「設計プロンプトの使用」を選択します。次に条件
グリッドで、次のタスクを行って設計時プロンプトの条件を定義します。
a. 「DTP」で設計時プロンプトを選択します。
b. 「演算子」で、演算子「= =」または「<>」を選択します。
c. 「値」では、ドロップダウン・リストを使用して値を選択します。このフィールドに入
力することはできません。

d. これらのステップを繰り返し、条件に必要な数の文を作成します。

ノート:

設計時プロンプトを使用して条件を定義する場合、「条件」ボックスに条件を入力
したり、条件ビルダーを使用して条件を作成したりできません。

5. メンバー・ブロックを作成する場合は、省略記号アイコンをクリックし、メンバーまたは
関数を選択します。デフォルトではグリッドに入力した最初のメンバーから条件コンポー
ネント計算の処理が開始されます。別のメンバーから処理が開始されるようにするには、
「メンバー・ブロック」にメンバー名または関数名を入力するか、省略記号アイコンをクリ
ックして、メンバー・セレクタからメンバーを選択します。コンポーネントへのメンバー
および関数の追加についてを参照してください

6. 次のいずれかのタスクを行います:

• 「条件」テキスト・ボックスに条件文を入力します。
• 「条件の追加」をクリックし、条件ビルダーを使用して条件文を作成します。条件ビル
ダーを使用した条件文の作成を参照してください。

7. 条件コンポーネントのコメントを入力し、 をクリックします。
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条件コンポーネントを開く
条件コンポーネントは、属するビジネス・ツールまたはテンプレートのフロー・チャート内か
ら開きます。式およびスクリプト・コンポーネントとは異なり、システム・ビューからは開け
ません。
条件コンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルールまたはテンプレートが開いている場合、フロー・チャートの条件コンポーネントを
選択して、条件プロパティを確認します。

条件コンポーネントの編集
条件コンポーネントの作成に使用する関数、変数およびメンバーと、条件コンポーネントのコ
メントおよびキャプションを編集できます。
条件コンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、プロパティを編集する条件を「条件」
で選択します。次のいずれかのプロパティを編集できます。(条件コンポーネントの作成
を参照してください。)
• キャプション
• 条件文
• コメント
• テンプレート・ユーザーのみ: 設計時プロンプト

3. をクリックします。

条件コンポーネントの削除
条件コンポーネントは、属するルールまたはテンプレートから除去することにより削除できま
す。条件コンポーネントは 1つのビジネス・ルールまたはテンプレートでのみ使用できるため、
ビジネス・ルールまたはテンプレートから除去するだけで削除できます。
条件コンポーネントを削除するには:

1. システム・デザイナでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内の削除する条件
コンポーネントを選択します。

3. 条件を右クリックし、「削除」を選択します。
条件コンポーネントは共有できないため、条件コンポーネントをビジネス・ルールまたは
テンプレートから削除するとデータベースから削除されます。

4. コンポーネントの削除を確定し、 をクリックします。
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条件コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールまたはテンプレートから条件コンポーネントをコピーして、同じルールまたはテンプレ
ートや異なるルールまたはテンプレートに貼り付けられます。条件コンポーネントをコピーし
て、別のスクリプト・コンポーネントや別のコンポーネント・タイプに貼り付けられません。
ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナから条件コンポーネントをコピーして貼り付
けるには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートで、コピーする条件
コンポーネントを右クリックし、「コピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• 条件コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付けるには、
フロー・チャートの条件コンポーネントを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付け」
を選択します。

• 条件コンポーネントを異なるビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付けるには、
コンポーネントを貼り付けるビジネス・ルールまたはテンプレートを開き、フロー・
チャートの条件コンポーネントを貼り付ける場所で右クリックして「貼付け」を選択
します。

4. をクリックします。

メンバー・ブロック・コンポーネント
メンバー・ブロック・コンポーネントは、スクリプト内の 1つ以上の文を囲むようにメンバー
を定義します。
次も参照:

• メンバー・ブロック・コンポーネントについて
• メンバー・ブロック・コンポーネントの作成
• メンバー・ブロック・コンポーネントを開く
• メンバー・ブロック・コンポーネントの編集
• メンバー・ブロック・コンポーネントの削除
• メンバー・ブロック・コンポーネントのコピーおよび貼付け

メンバー・ブロック・コンポーネントについて
メンバー・ブロック・コンポーネントは、スクリプト内の 1つ以上の文を囲むようにメンバー
を定義します。たとえば、If条件は、メンバー・ブロックで囲む必要があります。メンバー・
ブロックは、ビジネス・ルールとカスタム・テンプレートの両方で使用できます。
メンバー・ブロックは、式のターゲットの Oracle Essbase代替変数またはディメンション間メ
ンバーを使用している場合に必要です。メンバー・ブロックは、メンバーが式のターゲットの
連続する文で繰り返される場合にも使用できます。
メンバー・ブロック・コンポーネントは、メンバー・ブロックが作成されたビジネス・ルール
またはテンプレートとは別個のデータベース・オブジェクトとして存在しません。メンバー・
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ブロック・コンポーネントは、それが属するテンプレートまたはビジネス・ルールの一部とし
てのみ存在します。メンバー・ブロックは、ルールおよびテンプレート間で共有できません。

メンバー・ブロック・コンポーネントの作成
メンバー・ブロック・コンポーネントは、ルールまたはテンプレートを設計するときに、ルー
ル・デザイナまたはテンプレート・デザイナ内で作成します。システム・ビュー内でメンバー・
ブロック・コンポーネントを作成することはできません。
メンバー・ブロック・コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. フロー・チャート内のメンバー・ブロックを作成する場所を決定したら、「新規オブジェク
ト」からメンバー・ブロック・オブジェクトをドラッグし、フロー・チャートにドロップ
します。
フロー・チャートに、メンバー・ブロック・オブジェクトが接続線の付いた 4つのブロッ
クとして表示されます。

3. オプション: テンプレート用にメンバー・ブロック・コンポーネントを作成する場合は、そ
の設計時プロンプトも作成できます。カスタム・テンプレート用の設計時プロンプトの作
成を参照してください。

4. 「メンバー・ブロック」タブで、「メンバー・ブロック」の横の「アクション」アイコンを
クリックし、次のいずれかを行います:

• 「変数」を選択して、変数を検索または作成してから、「OK」をクリックします。変数
の操作を参照してください。

• 「メンバー」を選択して、メンバーを検索してから、「OK」をクリックします。コンポ
ーネントへのメンバーおよび関数の追加についてを参照してください。

5. 「エラーおよび警告」タブで、スクリプト診断を実行するボタンをクリックします。
6. 「プロパティ」で「使用不可」を選択して検証および計算からメンバー・ブロックを除外し
ます。次に、オプションの説明およびコメントを入力します。

7. をクリックします。

メンバー・ブロック・コンポーネントを開く
メンバー・ブロック・コンポーネントは、そのメンバー・ブロックを使用するビジネス・ルー
ルまたはテンプレートのフロー・チャート内から開きます。システム・ビューから開くことは
できません。
メンバー・ブロック・コンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルールまたはテンプレートを開いたら、フロー・チャートのメンバー・ブロック・コンポ
ーネントを選択してメンバー・ブロックのプロパティを確認します。

メンバー・ブロック・コンポーネントの編集
メンバー・ブロック内のメンバーおよびメンバー・ブロック・コンポーネントの設計時プロン
プト(カスタム・テンプレート・ユーザーの場合のみ)を変更できます。
メンバー・ブロック・コンポーネントを編集するには:
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1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内のメンバー・ブ
ロックを選択して、メンバー・ブロックのプロパティを編集します。
メンバー・ブロックに対して選択したメンバーまたは変数、メンバー・ブロックに関する
説明とコメント、メンバー・ブロックが無効になっているためビジネス・ルールまたはテ
ンプレートの検証および計算に含まれないかどうかを変更できます。

3. をクリックします。

メンバー・ブロック・コンポーネントの削除
メンバー・ブロック・コンポーネントを削除するには、それが属するビジネス・ルールまたは
テンプレートから除去します。メンバー・ブロック・コンポーネントは、1つのビジネス・ル
ールまたはテンプレートでのみ使用でき、他のビジネス・ルールまたはテンプレート間で共有
することはできません。
メンバー・ブロック・コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内の削除するメン
バー・ブロック・コンポーネントを選択します。

3. メンバー・ブロックを右クリックし、「削除」を選択します。
メンバー・ブロックは、そのメンバー・ブロックを作成したビジネス・ルールまたはテン
プレートにのみ存在するため、メンバー・ブロックを削除すると、データベースから削除
されます。

メンバー・ブロック・コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールまたはテンプレートからメンバー・ブロック・コンポーネントをコピーして、同じルー
ルまたはテンプレートや異なるルールまたはテンプレートに貼り付けられます。メンバー・ブ
ロック・コンポーネントをコピーして、別のメンバー・ブロック・コンポーネントや別のコン
ポーネント・タイプに貼り付けられません。
ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナからメンバー・ブロック・コンポーネントを
コピーするには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートで、コピーするメン
バー・ブロック・コンポーネントを右クリックし、「コピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• メンバー・ブロック・コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに
貼り付けるには、フロー・チャートの貼り付ける場所を右クリックし、「貼り付け」を
選択します。

• メンバー・ブロック・コンポーネントを異なるビジネス・ルールまたはテンプレート
に貼り付けるには、メンバー・ブロック・コンポーネントを貼り付けるビジネス・ル
ールまたはテンプレートを開き、フロー・チャートの貼り付ける場所を右クリックし
て「貼り付け」を選択します。

4. をクリックします。
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メンバー範囲コンポーネント
メンバー範囲コンポーネントは、Planningディメンションからのメンバーの範囲で構成される
一種のループです。
次も参照:

• メンバー範囲コンポーネントについて
• メンバー範囲コンポーネントの作成
• メンバー範囲コンポーネントを開く
• メンバー範囲コンポーネントの編集
• メンバー範囲コンポーネントの削除
• メンバー範囲コンポーネントのコピーおよび貼付け

メンバー範囲コンポーネントについて
メンバー範囲コンポーネントは、Planningディメンションからのメンバーの範囲で構成される
一種のループです。メンバー範囲コンポーネントは共有できないため、ビジネス・ルールまた
はテンプレートに新規メンバー範囲コンポーネントを追加するたびに新規メンバー範囲コンポ
ーネントを作成する必要があります。

メンバー範囲コンポーネントの作成
メンバー範囲コンポーネントは、ルールまたはテンプレートを設計するときに、ルール・デザ
イナまたはテンプレート・デザイナで作成します。ビジネス・ルールおよびテンプレートから
独立して存在するスクリプトおよび式コンポーネントとは異なり、メンバー範囲コンポーネン
トは、システム・ビューから作成できません。メンバー範囲コンポーネントは、それが属する
ビジネス・ルールおよびテンプレートにリンクされており、共有できません。
メンバー範囲コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. 「新規オブジェクト」からメンバー範囲オブジェクトをドラッグし、フロー・チャートにド
ロップします。
メンバー範囲オブジェクトが接続線の付いた 2つの円として表示されます。

3. カスタム・テンプレート・ユーザーのみ: テンプレート用にメンバー範囲コンポーネントを
作成する場合、「設計時プロンプト」タブで、その設計時プロンプトを作成します。カスタ
ム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成を参照してください。

4. 「メンバー範囲」タブで、次のいずれかを行います。
• 変数を使用してメンバー範囲を定義するには、「変数セレクタ」を選択します。次に、
変数を入力するか選択します。変数の操作を参照してください。
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ノート:

このオプションを選択し、メンバーを変更した場合、次のメッセージが表示
されます: このグリッドを編集すると、動的変数のリンクが削除されます。続
行しますか?変数へのリンクを削除する場合は、「はい」をクリックします。
「はい」をクリックすると、変数へのリンクが削除され、変数のメンバーとと
もにメンバー範囲が残ります。変数へのリンクを失いたくない場合は、「いい
え」をクリックします。
このオプションを選択した場合は、「変数に動的にリンク」を選択します。こ
れを選択すると、変数が変更されたとき、ルールまたはテンプレートの変数
にそれらの変更が適用されて更新されます。

• 次のステップを実行します。
a. メンバー範囲を定義する各ディメンションの「値」列にメンバーを入力するか、各
行をクリックして「アクション」アイコンを表示します。

ヒント:

1行ごとに各ディメンションのメンバーを選択するよりは、「メンバー・
セレクタ」アイコンをクリックし、グリッド内のすべてのディメンショ
ンのメンバーを選択できます。メンバー・セレクタで「OK」をクリック
すると、選択したメンバーのグリッドに、選択したメンバーがディメン
ションごとに表示されます。

b. 「アクション」アイコンをクリックし、次のいずれかのオプションを選択してメン
バー範囲を定義します:

– 変数(変数の操作を参照してください。)
– メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してくださ
い。)

– 関数(関数の操作を参照してください。)
c. 「コメント」アイコンをクリックして、メンバー範囲のコメントを入力します。
d. メンバー範囲を定義するディメンションごとにこれらのステップを繰り返します。
e. 選択するメンバーを計算から除外するには、「グリッド値を除外」を選択します。
f. 「グリッドをリセット」をクリックして、グリッドに入力したメンバー、変数およ
び関数をクリアします。

g. 「並列処理を可能にする」を選択して、メンバー範囲コマンドを順次にではなく同
時に処理します。(デフォルトでは、シリアル処理が使用されますが、並列処理を
使用すると計算を最適化できる場合があります。)次に、テキスト・ボックスで並列
処理に使用可能なスレッド数を入力するか、「変数セレクタ」をクリックして、ビ
ジネス・ルール内のメンバー範囲を作成している場合は数値または整数タイプ変数
を、テンプレートのメンバー範囲を作成している場合は数値の設計時プロンプトを
選択します。
デフォルトでは、並列処理のスレッド数は 2です。32ビットのプラットフォーム
の場合、1から 4の整数を選択します。64ビットのプラットフォームの場合、1か
ら 8の整数を選択します。
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5. ビジネス・ルール・ユーザーのみ: 「エラーおよび警告」タブで、スクリプト診断を実行す
るボタンをクリックします。

6. オプション: 「プロパティ」で、「使用不可」を選択してメンバー範囲(およびそれに含まれ
るコンポーネント)を検証から除外します。ビジネス・ルールまたはテンプレート内のコン
ポーネントによりビジネス・ルールまたはテンプレートが検証されない場合、トラブルシ
ューティングのためにこれを使用できます。
メンバー範囲に説明、コメントおよびキャプションを入力することもできます。キャプシ
ョンは、そのコンポーネントが属するルールまたはテンプレートのフロー・チャート内で、
コンポーネントの下に表示されます。

7. をクリックします。

メンバー範囲コンポーネントを開く
メンバー範囲コンポーネントは、そのコンポーネントが使用されているビジネス・ルールまた
はテンプレートのフロー・チャートから開きます。式およびスクリプト・コンポーネントとは
異なり、システム・ビューからは開けません。
メンバー範囲コンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルールまたはテンプレートが開いている場合、フロー・チャートのメンバー範囲コンポー
ネントを選択して、メンバー範囲プロパティを確認します。

メンバー範囲コンポーネントの編集
メンバー範囲コンポーネント、メンバー範囲コンポーネントの処理に要した時間をログ・ファ
イルに記録するかどうか(Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションのみ)、およ
びメンバー範囲コンポーネントのコメントとキャプションを定義するために使用するディメン
ションおよびメンバー、または変数を編集できます。
メンバー範囲コンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、プロパティを編集するメンバー範囲
を「メンバー範囲」で選択します。メンバー範囲の次のプロパティを編集できます。(メン
バー範囲コンポーネントの作成を参照してください。)
• キャプション、説明およびコメント
• メンバー範囲を定義するために選択した変数
• メンバー範囲に含まれるディメンション
• 各ディメンションのメンバー範囲を定義するメンバー

3. をクリックします。

メンバー範囲コンポーネントの削除
メンバー範囲コンポーネントを削除するには、それが属するルールまたはテンプレートから除
去します。メンバー範囲コンポーネントは、1つのビジネス・ルールまたはテンプレートでの
み使用できるため、ビジネス・ルールまたはテンプレートから除去するだけで削除できます。
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メンバー範囲コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内の削除するメン
バー範囲コンポーネントを選択します。

3. メンバー範囲を右クリックし、「削除」を選択します。
メンバー範囲を削除すると、データベースから削除されます。

メンバー範囲コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールまたはテンプレートからメンバー範囲コンポーネントをコピーして、同じルールまたは
テンプレートや異なるルールまたはテンプレートに貼り付けられます。メンバー範囲コンポー
ネントをコピーして、別のメンバー範囲コンポーネントや別のコンポーネント・タイプに貼り
付けられません。
ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナからメンバー範囲コンポーネントをコピーす
るには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートでコピーするメンバ
ー範囲コンポーネントを右クリックし、「コピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• メンバー範囲コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付け
るには、フロー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付
け」を選択します。

• メンバー範囲コンポーネントを異なるビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付
けるには、コンポーネントを貼り付けるビジネス・ルールまたはテンプレートを開き、
フロー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックして「貼付け」を
選択します。

4. をクリックします。

固定ループ・コンポーネント
固定ループ・コンポーネントは、メタデータ・メンバーのリストを固定の回数循環するオブジ
ェクトです。
次も参照:

• 固定ループ・コンポーネントについて
• 固定ループ・コンポーネントの作成
• 固定ループ・コンポーネントを開く
• 固定ループ・コンポーネントの編集
• 固定ループ・コンポーネントの削除
• 固定ループ・コンポーネントのコピーおよび貼付け
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固定ループ・コンポーネントについて
固定ループ・コンポーネントは、メタデータ・メンバーのリストを固定の回数循環するオブジ
ェクトです。たとえば、勘定科目リストを 10回ループする固定ループを作成できます。

固定ループ・コンポーネントの作成
固定ループ・コンポーネントをビジネス・ルールまたはテンプレート内で作成するには、その
アイコンをドラッグしてルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャート
にドロップします。固定ループ・コンポーネントは、そのために作成したビジネス・ルールま
たはテンプレート内にのみ存在します。固定ループ・コンポーネントはビジネス・ルールまた
はテンプレート間で共有できません。
固定ループ・コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ビジネス・ルールまたはテンプレートのフロー・チャート内で固定ループを作成する場所
を決定したら、「新規オブジェクト」から、「固定ループ」オブジェクトをドラッグし、フ
ロー・チャートにドロップします。
固定ループは、線でつながった 2つの丸として表示されます。

3. カスタム・テンプレート・ユーザーのみ: テンプレート用に固定ループ・コンポーネントを
作成する場合、「設計時プロンプト」タブで、その設計時プロンプトを作成します。カスタ
ム・テンプレート用の設計時プロンプトの作成を参照してください。

4. 「固定ループ」タブで、次のタスクを実行します:

a. 「値」で、ループがメタデータまたはデータでサイクル・スルーする回数を入力しま
す。または、「アクション」アイコンをクリックし、「変数」(ビジネス・ルールを操作
している場合)、「DTP」(カスタム・テンプレートを操作している場合)または「関数」
(ビジネス・ルールまたはカスタム・テンプレートを操作している場合)を選択して、ル
ープを定義する変数、設計時プロンプトまたは関数を選択します。変数の操作および
関数の操作を参照してください。

b. 「ブレーク変数」で、変数を入力するか「変数」アイコン(ビジネス・ルールを操作する
場合)または「DTP」アイコン(カスタム・テンプレートを操作する場合)をクリックし
て、それぞれ数値変数または設計時プロンプトを選択して固定ループを終了します。
ブレーク変数の値は 1つにする必要があります。

c. 「エラーおよび警告」タブで、スクリプト診断を実行するボタンをクリックします。
5. オプション: 「プロパティ」タブで、次のいずれかのタスクを実行します。

• 固定ループ・コンポーネントをビジネス・ルールまたはテンプレートの検証および計
算から除外するには、「使用不可」を選択します。

• 固定ループ・コンポーネントを識別するキャプションを入力します。キャプションは、
そのコンポーネントが属するルールまたはテンプレートのフロー・チャート内で、コ
ンポーネントの下に表示されます。

• 固定ループ・コンポーネントの説明とコメントを入力します。
6. をクリックします。
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固定ループ・コンポーネントを開く
固定ループ・コンポーネントは、属するビジネス・ツールまたはテンプレートのフロー・チャ
ート内から開きます。式およびスクリプト・コンポーネントとは異なり、システム・ビューか
らは開けません。
固定ループ・コンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルールまたはテンプレートが開いている場合、フロー・チャートの固定ループ・コンポー
ネントを選択して、固定ループ・プロパティを確認します。

固定ループ・コンポーネントの編集
固定ループ・コンポーネントに割り当てた値およびそれに対して選択した変数は編集できます。
固定ループをビジネス・ルールに対して作成する場合は、キャプションおよびブレーク変数も
編集できます。ブレーク変数は、固定ループを終了する時点を指定するものです。
固定ループ・コンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューで固定ループ・コンポーネントを含むルールまたはテンプレートを右ク
リックし、「開く」を選択します。

2. をクリックします。

固定ループ・コンポーネントの削除
固定ループ・コンポーネントを削除するには、それが属するルールまたはテンプレートから除
去します。固定ループ・コンポーネントは、1つのビジネス・ルールまたはテンプレートでの
み使用できるため、ビジネス・ルールまたはテンプレートから除去するだけで削除できます。
固定ループ・コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューで削除する固定ループ・コンポーネントを含むルールまたはテンプレー
トを右クリックし、「開く」を選択します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内の削除する固定
ループ・コンポーネントを選択します。

3. 固定ループ・コンポーネントを右クリックし、「削除」を選択します。
4. コンポーネントの削除を確定し、 をクリックします。

固定ループ・コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールまたはテンプレートから固定ループ・コンポーネントをコピーして、同じルールまたは
テンプレートや異なるルールまたはテンプレートに貼り付けられます。固定ループ・コンポー
ネントをコピーして、別の固定ループ・コンポーネントや別のコンポーネント・タイプに貼り
付けられません。
ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナから固定ループ・コンポーネントをコピーし
て貼り付けるには:

1. システム・ビューでコピーする固定ループ・コンポーネントを含むルールまたはテンプレ
ートを右クリックし、「開く」を選択します。
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2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャートでコピーする固定
ループ・コンポーネントを右クリックし、「コピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• 固定ループ・コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付け
るには、フロー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付
け」を選択します。

• 固定ループ・コンポーネントを異なるビジネス・ルールに貼り付けるには、コンポー
ネントを貼り付けるビジネス・ルールを開き、フロー・チャートの固定ループ・コン
ポーネントを貼り付ける場所で右クリックして「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

メタデータ・ループ・コンポーネント
メタデータ・ループ・コンポーネントでは、関数(メタデータ)または開始と終了の値(固定)を使
用して複数のメンバーに値を割り当てることができます。
次も参照:

• メタデータ・ループ・コンポーネントについて
• メタデータ・ループ・コンポーネントの作成
• メタデータ・ループ・コンポーネントを開く
• メタデータ・ループ・コンポーネントの削除
• メタデータ・ループ・コンポーネントのコピーおよび貼付け

メタデータ・ループ・コンポーネントについて
メタデータ・ループ・コンポーネントでは、関数(メタデータ)または開始と終了の値(固定)を使
用して複数のメンバーに値を割り当てることができます。
たとえば、#missingを親である"総利益"下のすべての "レベル 0"勘定科目に割り当てるとしま
す。この例では、メタデータ・ループで次のように選択します。
• ディメンション - "勘定科目"

• 関数 - @RELATIVE("GP",0)
• 変数 - "メンバー"タイプの設計時プロンプト

メタデータ・ループ・コンポーネントの作成
メタデータ・ループ・コンポーネントを作成するには、アイコンをドラッグして、カスタム・
テンプレートのフロー・チャートにドロップします。メタデータ・ループ・コンポーネントは、
そのコンポーネントを作成するテンプレート内にのみ存在します。メタデータ・ループ・コン
ポーネントはテンプレート間で共有できません。
メタデータ・ループ・コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. テンプレート・デザイナの「新規オブジェクト」で、「メタデータ・ループ」オブジェクト
を選択し、フロー・チャートにドロップします。
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3. 「メタデータ・ループ」タブで、次のいずれかのループ・タイプを選択します。
• メタデータ
「メタデータ」を選択した場合、次の情報を入力します。
– インデックス DTP - メタデータ・ループのインデックスとして機能する既存の設計
時プロンプトを選択します。メタデータ・ループの開始前に、設計時プロンプトの
値はゼロにリセットされ、ループごとに 1ずつ増分されます。

– ディメンション - メタデータ・ループで使用する親を含むディメンションを選択し
ます。

– 関数 - ディメンション・メンバーに変数を適用する方法を指定する関数を選択しま
す。

– 変数 - 変数に使用するメンバー設計時プロンプトを作成します。この設計時プロ
ンプトは式で使用され、Calculation Managerによって、設計時プロンプトが指定
の関数で作成された各メンバーに置き換えられます。

• 固定
「固定」を選択した場合、次の情報を入力します。
– インデックス DTP - メタデータ・ループのインデックスとして機能する既存のステ
ップの設計時プロンプトを選択します。メタデータ・ループの開始前に、設計時プ
ロンプトの値はゼロにリセットされ、ループごとに 1ずつ増分されます。

– インデックスの開始 - ループが開始する値。 をクリックして、開始インデックス
として使用する設計時プロンプトを選択します。

– インデックスの終了 - ループが終了する値。 をクリックして、終了インデックス
として使用する設計時プロンプトを選択します。

4. メタデータ・ループのプロパティを入力します。
• 検証および計算のために、テンプレートからメタデータ・ループ・コンポーネントを
除外するには、「使用不可」を選択します。
ビジネス・ルールの検証が行われず、検証エラーの原因を特定する際には、コンポー
ネントを使用不可にすることが必要な場合があります。コンポーネントを使用不可に
すると、フロー・チャートではグレーで表示されます。

• メタデータ・ループのキャプションを入力します。
フロー・チャート内のメタデータ・ループ・コンポーネントのアイコンの下にキャプ
ションが表示されます。

• 説明およびコメントを入力します。
5. をクリックします。

メタデータ・ループ・コンポーネントを開く
メタデータ・ループ・コンポーネントは、そのコンポーネントが含まれるカスタム・テンプレ
ートのフロー・チャートから開きます。式コンポーネントやスクリプト・コンポーネントとは
異なり、メタデータ・ループ・コンポーネントはシステム・ビューから直接開けません。
メタデータ・ループ・コンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
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2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートでメタデータ・ループ・コンポーネントを選
択し、そのプロパティを表示します。

メタデータ・ループ・コンポーネントの削除
メタデータ・ループ・コンポーネントは、そのコンポーネントが含まれるカスタム・テンプレ
ートから削除します。
メタデータ・ループ・コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューでメタデータ・ループを含むカスタム・テンプレートを右クリックし、
「開く」を選択します。

2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートで、メタデータ・ループ・コンポーネントを
右クリックし、「削除」を選択します。

ノート:

このステップでは、メタデータ・ループのみがテンプレートから削除されます。メタ
データ・ループとともに使用するために作成した設計時プロンプトも削除する必要が
あります。設計時プロンプトを削除するには、「設計時プロンプト」タブで設計時プ
ロンプトを含む行を右クリックして「行の削除」を選択するか、設計時プロンプトを
含む行を選択して をクリックします。

メタデータ・ループ・コンポーネントのコピーおよび貼付け
カスタム・テンプレートからメタデータ・ループ・コンポーネントをコピーして、同じテンプ
レートまたは異なるカスタム・テンプレートに貼り付けられます。
メタデータ・ループ・コンポーネントをコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューでメタデータ・ループ・コンポーネントを含むカスタム・テンプレート
を右クリックし、「開く」を選択します。

2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートで、コピーするメタデータ・ループ・コンポ
ーネントを右クリックし、「コピー」を選択します。
メタデータ・ループ内の式またはスクリプト・コンポーネントをドラッグした場合、「グル
ープのコピー」を選択してメタデータ・ループとメタデータ・ループ内のコンポーネント
の両方をコピーします

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• メタデータ・ループ・コンポーネントを同じテンプレートに貼り付けるには、フロー・
チャート内の目的の場所で右クリックし、「貼付け」を選択します。

• メタデータ・ループ・コンポーネントを異なるテンプレートに貼り付けるには、目的
のテンプレートを開き、フロー・チャート内の目的の場所で右クリックして「貼付け」
を選択します。

4. をクリックします。
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ノート:

メタデータ・ループで使用されている設計時プロンプトをコピーするには、「設計時
プロンプト」で、コピーする設計時プロンプトを含む行を右クリックし、「コピー」
を選択します。
すべての設計時プロンプトをコピーするには、「グリッドのコピー」を選択し、設計
時プロンプトを貼り付けるテンプレートを開きます。「設計時プロンプト」タブでグ
リッドをクリックして右クリックし、「貼付け」を選択します。

DTP割当てコンポーネント
DTP割当てコンポーネントを使用して、DTP、メンバー、関数または入力テキストをカスタ
ム・テンプレートの設計時プロンプトに割り当てることができます。
次も参照:

• DTP割当てコンポーネントについて
• DTP割当てコンポーネントの作成
• DTP割当てコンポーネントを開く
• DTP割当てコンポーネントの編集
• DTP割当てコンポーネントの削除
• DTP割当てコンポーネントのコピーおよび貼付け
• DTP割当てコンポーネントの設計時プロンプト関数の使用

DTP割当てコンポーネントについて
カスタム・テンプレートで DTP割当てコンポーネントを使用して、DTP、メンバー、関数また
は入力テキストを設計時プロンプトに割り当てることができます。DTP割当てコンポーネン
トを使用すると、テンプレートのフロー・チャートの複雑さが軽減され、テンプレートのロジ
ックを開発および保守しやすくなります。

DTP割当てコンポーネントの作成
テンプレート内で DTP割当てコンポーネントを作成するには、アイコンをドラッグしてテンプ
レート・デザイナ・フロー・チャートにドロップします。
DTP割当てコンポーネントを作成する場合、次の点に注意してください。
• DTP割当てコンポーネントは、そのコンポーネントを作成するテンプレート内にのみ存在
します。

• DTPコンポーネントは、メンバー範囲、メンバー・ブロックまたは DTP条件を使用しない
条件コンポーネント内を除き、フロー・チャートの任意の場所に配置できます。

DTP割当てコンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを開きます。
2. テンプレート・デザイナの「新規オブジェクト」で、「DTP割当て」オブジェクトを選択
し、フロー・チャートにドロップします。
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3. オプション: コンポーネントの設計時プロンプトを入力します。カスタム・テンプレート用
の設計時プロンプトの作成を参照してください。

4. 「式」タブで、テンプレートの設計時プロンプトの条件を定義します。
• 等号の左側のドロップダウンから、値を定義する設計時プロンプトを選択します。
ドロップダウンに設計時プロンプトがない場合は、作業中のテンプレートにプロンプ
トが作成されていません。

• 等号の右側のテキスト・ボックスに値を入力し、 をクリックして変数、メンバーま
たは関数を選択します。

• をクリックして、追加の設計時プロンプトに値を割り当てます。
5. DTP割当てコンポーネントのプロパティを入力します。

• 検証および計算のために、テンプレートからメタデータ・ループ・コンポーネントを
除外するには、「使用不可」を選択します。
ビジネス・ルールの検証が行われず、検証エラーの原因を特定する際には、コンポー
ネントを使用不可にすることが必要な場合があります。コンポーネントを使用不可に
すると、フロー・チャートではグレーで表示されます。

• DTP割当てコンポーネントのキャプションを入力します。
フロー・チャート内の DTP割当てコンポーネントのアイコンの下にキャプションが表
示されます

• 説明およびコメントを入力します。
6. をクリックします。

DTP割当てコンポーネントを開く
DTP割当てコンポーネントは、属するテンプレートのフロー・チャート内から開きます。式コ
ンポーネントやスクリプト・コンポーネントとは異なり、DTP割当てコンポーネントはシステ
ム・ビューから直接開けません。
DTP割当てコンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでカスタム・テンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートで DTP割当てコンポーネントを選択し、その
プロパティを表示します。

DTP割当てコンポーネントの編集
DTP割当てコンポーネントの説明、キャプションおよびコメントを編集できます。DTP割当て
コンポーネントを使用するテンプレートの設計時プロンプトに割り当てる値も編集できます。
DTP割当てコンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューで編集する DTP割当てコンポーネントを含むテンプレートを右クリック
し、「開く」を選択します。

2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートで DTP割当てコンポーネントを選択します。
3. 必要に応じて変更を加え、 をクリックします。
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DTP割当てコンポーネントの削除
DTP割当てコンポーネントが属するテンプレート内から DTP割当てコンポーネントを削除し
ます。
DTP割当てコンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューで DTP割当てコンポーネントを含むカスタム・テンプレートを右クリッ
クし、「開く」を選択します。

2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートで、DTP割当てコンポーネントを右クリック
し、「削除」を選択します。

DTP割当てコンポーネントのコピーおよび貼付け
テンプレートから DTP割当てコンポーネントをコピーして、同じテンプレートまたは異なるテ
ンプレートに貼り付けられます。
DTP割当てコンポーネントをコピーして貼り付けるには
1. システム・ビューで DTP割当てコンポーネントを含むカスタム・テンプレートを右クリッ
クし、「開く」を選択します。

2. テンプレート・デザイナのフロー・チャートで、コピーする DTP割当てコンポーネントを
右クリックし、「コピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• DTP割当てコンポーネントを同じテンプレートに貼り付けるには、フロー・チャート
内の目的の場所で右クリックし、「貼付け」を選択します。

• DTP割当てコンポーネントを異なるテンプレートに貼り付けるには、目的のテンプレ
ートを開き、フロー・チャート内の目的の場所で右クリックして「貼付け」を選択し
ます。
DTP割当てを新しいテンプレートに貼り付ける場合は、DTP割当てコンポーネントで
使用される設計時プロンプトを新しいテンプレートに作成またはコピーする必要があ
ります。

4. をクリックします。

DTP割当てコンポーネントの設計時プロンプト関数の使用
次も参照:

• 設計時プロンプト関数について
• @AvailDimCount

• @Compare

• @Compliment

• @Concat

• @DenseMember

• @Dependency

• @DimAttribute
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• @DimMember

• @DimName

• @DimType

• @DimUDA

• @EndsWith

• @Evaluate

• @FindFirst

• @FindLast

• @GetData

• @Integer

• @Intersect

• @IsAncest

• @IsChild

• @IsDataMissing

• @IsSandBoxed

• @IsVariable

• @Length

• @Matches

• @Member

• @MemberGeneration

• @MemberLevel

• @MsgFormat

• @Notin

• @OpenDimCount

• @Plandim

• @PlanDimMember

• @Quote

• @RemoveQuote

• @ReplaceAll

• @ReplaceFirst

• @SmartListFromIndex

• @SmartListFromValue

• @SparseMember

• @StartsWith

• @SubString

• @ToLowerCase

• @ToMDX

• @ToUpperCase
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• @Trim

• @Union

• @ValueDimCount

設計時プロンプト関数について
カスタム・テンプレートの DTP割当てコンポーネントで設計時プロンプト関数を使用できま
す。これらの関数では、メンバーと別のメンバーの比較、2つの設計時プロンプト間の共通ま
たは共通でないメンバーのリストの取得、文字列での引用符の追加または削除、文字列内の文
字の大文字または小文字への変換などのタスクを実行できます。

@AvailDimCount
@AVAILDIMCOUNTは、使用可能なディメンションの数を返します。
DTPタイプ:

@AVAILDIMCOUNTは、数値タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@AVAILDIMCOUNT(DTP,Dense/Sparse)

パラメータ:

パラメータ 説明
DTP 設計時プロンプト、あるいはメンバー範囲またはディメンション間を返す関数。
Dense/Sparse オプション。空の場合、すべての使用可能なディメンションの数を返します。

"Dense"または"Sparse"と入力した場合、指定したタイプの使用可能なディメン
ションのみが数えられます。

例 1:

[DTP1]=@AVAILDIMCOUNT([MR1])

ここで:

• [DTP1]は、数値タイプの DTPです。
• [MR1]は、次のものを入力とするメンバー範囲タイプの DTPです。

– 勘定科目:

– 期間: Jan、Feb、Mar

– HSP_View:

– 年:

– シナリオ:

– バージョン: Working

– エンティティ :

– 製品: P_000

この例では、合計 8個のディメンションがあるため、[DTP1]は"8"を返します。
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例 2:

[DTP2]=@AVAILDIMCOUNT([MR2],"Dense")

ここで:

• [DTP2]は、数値タイプの DTPです。
• [MR2]は、次のものを入力とするメンバー範囲タイプの DTPです。

– 勘定科目: Dense

– 期間: Dense

– HSP_View: Sparse

– 年: Sparse

– シナリオ: Sparse

– バージョン: Sparse

– エンティティ : Sparse

– 製品: Sparse

この例では、"勘定科目"および"期間"のみが Denseのため、DTP2は"2"を返します。

@Compare
@COMPAREは、メンバーと別のメンバー、ディメンションと別のディメンション、パスワードと
別のパスワード、または文字列と制限リストを比較し、"true"または"false"を返します。(制限
リストの場合、@COMPAREは、代替値ではなくルール・ビルダー値を使用して比較します。)
DTPタイプ:

@COMPAREは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@COMPARE(String,compareString,IgnoreCase)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト
compareString 設計時プロンプトまたはテキスト
IgnoreCase オプション。"true"の場合、パラメータ 1および 2の大文字/小文字は無視されます。

"false"の場合、パラメータ 1および 2の大文字/小文字は一致する必要があります。
IgnoreCaseが空の場合、デフォルトの"true"に設定されます。

例:

[DTP1]=@COMPARE([MBR1],[MBR2],true)

ここで:

• [DPT1]は、ブール・タイプのプロンプト不可能な DTPです
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• [MBR1]=Jan

• [MBR2]=Jan

この例では、[DTP1]は"true"を返します。

@Compliment
@COMPLIMENTは、DTP2にない DTP1内のメンバーと、DTP1にない DTP2内のメンバーを返
します。つまり、@COMPLIMENTは DTP1と DTP2に共通でないものを返します。
DTPタイプ:

@COMPLIMENTは、メンバー範囲またはディメンション間タイプの DTPに割り当てることができ
ます。
構文:

@COMPLIMENT(Argument1,Argument2)

パラメータ:

パラメータ 説明
Argument1 設計時プロンプト、またはメンバー範囲またはディメンション間を返す関数
Argument2 設計時プロンプト、またはメンバー範囲またはディメンション間を返す関数
例 1:

[DTP_MR]=@COMPLIMENT([MR1],[MR2])

ここで:

• [DTP_MR]は、チェック済プロンプトでないメンバー範囲タイプの DTPです。
• [MR1]="Salaries"、"FY14"、"Local"、"Tennessee"、"USA"

• [MR2]="Jan"、"Feb"、"Mar"、"FY15"、"Actual"、"Budget"、"Working"、"Florida"、
"California"、"000"、"G100"

この例では、DTP_MRは、"Salaries"、"Jan"、"Feb"、"Mar"、"Actual"、"Budget"、"Working"、
"Local"、"000"、"G100"、"USA"を返します
例 2:

[DTP_CD]=@COMPLIMENT([CD1],[CD2])

ここで:

• [DTP_CD]は、チェック済プロンプトでないディメンション間タイプの DTPです。
• [CD1]="Salaries"->"Jan"->"Actual"->"Local"

• [CD2]="50100"->"Feb"->"Budget"->"Working"->"California"->"000"

この例では、[DTP_CD]は"Working"->"Local"->"California"->"000"を返します
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@Concat
@CONCATは、最初のパラメータの末尾に 2番目のパラメータを連結します。
DTPタイプ:

@CONCATは、メンバー、ディメンション、文字列、制限リスト、パスワードまたは属性タイプ
の DTPに割り当てることができます。
構文:

@CONCAT(Text, Concat String, Seperator)

パラメータ:

パラメータ 説明
Text 設計時プロンプトまたはテキスト
Concat String 設計時プロンプトまたはテキスト

ノート: concatStringは Stringの末尾に追加されます
Seperator オプション: 区切り文字を使用する場合、区切り文字は Textに値がある場合にのみ

Textと Concat Stringの間に追加されます。

例:

[DTP_CTmbr]=@CONCAT([MBR1],[MBR2])

ここで:

• [DTP_CTmbr]は、チェック済プロンプトでないメンバー・タイプの DTPです。
• [MBR1]="California"

• [MBR2]="Washington"

この例では、[DTP_CTmbr]は"CaliforniaWashington"を返します。

@DenseMember
@DENSEMEMBERは、ディメンション間内の最初の密ディメンション・メンバーを戻します。
DTPタイプ:

@DENSEMEMBERは、メンバー、メンバー(複数)、ディメンション、ディメンション(複数)、メン
バー範囲、ディメンション間または文字列タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@DENSEMEMBER(Members)

パラメータ:

パラメータ 説明
Members 設計時プロンプト、メンバー、またはディメンション間またはメンバー範囲を返す

関数
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例:

[DenseMbr]=@DENSEMEMBER([CD1])

ここで:

• [DenseMbr]は、チェック済プロンプトでないディメンション間タイプの DTPです。
• [CD1]は、プロンプト可能なディメンション間タイプの DTPです。
• [CD1]="Salaries"->"Jan"->"Working"->"Tennessee"->"G401"

この例では、"Salaries"がディメンション間リストで最初の密メンバーであるため、[Densembr]
は"Salaries"を返します。

@Dependency
"Inclusive"は、Input 1と Input 2に同じディメンションから指定されたメンバーがある場合にそ
の Input 1のメンバーを返します。"Exclusive"は、Input 1にメンバーが指定され、Input 2にメ
ンバーが指定されていないディメンションがある場合にその Input 1のメンバーを返します。
@DEPENCENCYに対して、次の DTPとの組合せで宛先 DTPタイプを使用できます。

宛先 DTPタイプ @DEPENDENCYで使用するパラメータ
メンバー メンバー範囲、ディメンション間、ディメンションまたはディメンション (複

数)。メンバーが@DEPENDENCYで使用される場合、関数@DIMMEMBER (member)
内で使用される必要があります。

メンバー(複数) ディメンションまたはディメンション (複数)
ディメンション メンバー範囲、ディメンション間、ディメンションまたはディメンション (複数)
ディメンション(複数) メンバー範囲またはディメンション間
メンバー範囲 メンバー範囲、ディメンション間、ディメンションまたはディメンション (複数)
ディメンション間 メンバー範囲、ディメンション間、ディメンションまたはディメンション (複数)

構文:

@DEPENENCY (Input1, Dependence, Input2)

パラメータ:

パラメータ 説明
Input1 設計時プロンプトまたは関数
Dependence "Inclusive"または"Exclusive"

Input2 設計時プロンプトまたは関数
次の例 1および例 2では、入力は次のものとします。
• [cd_mr_i1]は、チェック済プロンプトでないディメンション間タイプの DTPです。
• [CD1]は、次のものを入力とするディメンション間タイプのプロンプト可能な DTPです。

– 勘定科目: "Units"

– 期間: "Jan"

– HSP_View:
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– 年: "FY15"

– シナリオ: "Actual"

– バージョン: "Working "

– エンティティ : "111"

– 製品:

• [POV]は、次のものを入力とするプロンプト可能なメンバー範囲 DTPです。
– 勘定科目:

– 期間: "Feb"

– HSP_View:

– 年: "FY16"

– シナリオ: "Actual"

– バージョン: "Working "

– エンティティ :

– 製品: "P_000"

例 1:

[cd_mr_i1]=@DEPENDENCY([CD1],"Inclusive",[POV])

この例では、"CD1"および"POV"の"期間"、"年"、"シナリオ"および"バージョン"に入力があるた
め、[cd_mr_i1]は"Jan->FY15->Actual->Working"を返します。
例 2:

[cd_mr_e1]=@DEPENDENCY([CD1],"Exclusive",[POV]

この例では、"勘定科目"および"エンティティ "のみが、"Input 1"でメンバーが指定され、"Input
2"で指定されていないディメンションであるため、[cd_mr_e1]は"Units->"111" "を返します。

@DimAttribute
@DIMATTRIBUTEは、指定された属性がディメンションに関連付けられている場合、属性名を返
します。
DTPタイプ:

@DIMATTRIBUTEは、属性、メンバー、ディメンションまたは文字列タイプの DTPに割り当てる
ことができます。
構文:

@DIMATTRIBUTE(Dimension,Attribute)

パラメータ:

パラメータ 説明
Dimension 設計時プロンプト、またはアプリケーションからディメンションを選択できるディメン

ション・ドロップダウン
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パラメータ 説明
Attribute 設計時プロンプト、属性(ディメンションまたはメンバー)、または属性ディメンション

名または属性メンバー名を返す関数
例:

[DIMA_ATTRB]=@DIMATTRIBUTE([DIM],[ATTRB])

ここで:

• [DIMA_ATTRB]は、チェック済プロンプトでない属性タイプの DTPです。
• [DIM]は、ディメンション・タイプのプロンプト可能な DTPです。
• [ATTRB]は、属性タイプのプロンプト可能な DTPです。
次の値が入力されたとします:

• [DIM]: "Entity"

• [ATTRB]: "Small"

この例では、"Entity"には"Size"という名前の属性ディメンションがあり、"Small"は"Size"のメ
ンバーであるため、[DIMA_ATTRB]は"Small"を返します。

@DimMember
@DIMMEMBERは、指定されたディメンションに対してメンバーが有効な場合、メンバーを戻しま
す。
DTPタイプ:

@DIMMEMBERは、メンバー、メンバー(複数)、ディメンション間、メンバー範囲、ディメンショ
ンまたはディメンション(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@DIMMEMBER(Dimension,Member)

パラメータ:

パラメータ 説明
Dimension 設計時プロンプトまたはディメンション
Member 設計時プロンプト、メンバーまたはアプリケーション内のディメンションのリストが

表示され、そこから選択することができる関数ドロップダウン
例:

[DIM_mbr1]=@DIMMEMBER([DIM],[Member])

ここで:

• [DIM_mbr1]は、チェック済プロンプトでないメンバー・タイプの DTPです。
• [DIM]は、チェック済プロンプトであるディメンション・タイプの DTPです。
• [Member]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
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• [Dim]="Entity"

• [Member]="Washington"

この例では、Washingtonは Entityディメンションのメンバーであるため、[DIM_mbr1]は
"Washington"を返します。

@DimName
@DIMNAMEは、ディメンションの名前がデータベースに対して有効な場合、ディメンションの名
前を返します。
DTPタイプ:

@DIMNAMEは、ディメンション・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@DIMNAME(Dimension)

パラメータ:

パラメータ 説明
Dimension 設計時プロンプト、ディメンションまたは入力テキスト。

ディメンションをクリックして使用可能なディメンションのリストを表示します。

例:

[DIMN_Product]=@DIMNAME(["Product"])

ここで:

• [DIMN_Product]は、チェック済プロンプトでないディメンション・タイプの DTPです。
• "Product"は関数に入力されます。
"Product"がこのプラン・タイプに対して有効なディメンション名の場合、[DIMN_Product]は
"Product"を返します。
"Product"がこのプラン・タイプに対して有効なディメンションでない場合、[DIMN_Product]は"
空"で返されます。

@DimType
@DIMTYPEは、指定されたタイプに一致するディメンションを戻します。
DTPタイプ:

@DIMTYPEは、ディメンション、ディメンション(複数)または文字列タイプの DTPに割り当てる
ことができます。
構文:

@DIMTYPE(Dimension Type)
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パラメータ:

パラメータ 説明
Dimension Type アプリケーションで使用されるディメンション・タイプ

例:

[Dims]=@DIMTYPE(Account)

ここで:

• [Dims]は、チェック済プロンプトでないディメンション・タイプの DTPです。
• [Account]は、ドロップダウンから選択されます。
この例では、[Dims]は"Account"を返します。Accountディメンションがアプリケーションでメ
ジャーに指定されていた場合、"メジャー"が返されます。

@DimUDA
@DIMUDAは、指定された UDAがディメンションに対して有効な場合、UDA名を返します。
DTPタイプ:

@DIMUDAは、UDA、メンバー、ディメンションまたは文字列タイプの DTPに割り当てることが
できます。
構文:

@UDA(Dimension,UDA)

パラメータ:

パラメータ 説明
Dimension 設計時プロンプトまたはディメンション

ディメンションをクリックして使用可能なディメンションのリストを表示します。
UDA Dimensionパラメータで DTPまたは UDAを選択した場合、ドロップダウン・リスト

から UDAを選択します。
例:

[dimu_mbr2]=@DIMUDA([DIM],[UDA2] [dimu_mbr]=@DIMUDA([DIM],[UDA]

ここで:

• [dimu_mbr2]は、チェック済プロンプトでないメンバー・タイプの DTPです。
• [dimu_mbr]は、チェック済プロンプトでないメンバー・タイプの DTPです。
• [dim]は、チェック済プロンプトであるディメンション・タイプの DTPです
• [UDA2]は、チェック済プロンプトである UDAタイプの DTPです。
• [UDA]は、チェック済プロンプトである UDAタイプの DTPです。
次の値が入力だとします。
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• [dim]: "Account"

• [UDA2]: "HSP_LEAPYEAR"

• [UDA]: "Revenue"

この例では、"HSP_LEAPYEAR"は"Account"の UDAではないため、[dimu_mbr2]は何も返さ
ず、[dimu_mbr]は"Revenue"を返します。

@EndsWith
@ENDSWITHは、文字列が指定された接尾辞で終わるかどうかをテストします。
DTPタイプ:

@ENDSWITHは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@ENDSWITH(String,Suffix)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト
Suffix 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[DTP_end]=@ENDSWITH([Mbr1],[String1])

ここで:

• [Mbr1]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
• String1は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
次の値が入力だとします。
• [Mbr1]: "Joe Smith"

• [String1]: "Smith"

この例では、[DTP_end]は"true"を返します。

@Evaluate
@EVALUATEは、式の結果を返します。
DTPタイプ:

@Evaluateは、数値または整数タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@EVALUATE(Value1,Operator,Value2)
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パラメータ:

パラメータ 説明
Value1 設計時プロンプトまたは数値を返す関数
Operator +、-、/または*

Value2 設計時プロンプトまたは数値を返す関数

例:

[Eval_num_add]=@EVALUATE([num1], "+",[num2])

ここで:

• [Eval_numadd]は、チェック済プロンプトでない数値タイプの DTPです。
• [num1]は、数値タイプのプロンプト可能な DTPです。
• 演算子は、+です。
• [num2]は、数値タイプのプロンプト可能な DTPです。
次の値が入力だとします。
• [num1]: "100"

• [num2]: "10"

この例では、[Eval_numadd]は"110.0"を返します。

@FindFirst
@FINDFIRSTは、指定した正規表現と一致する文字列の最初の部分文字列を検出します。
DTPタイプ:

@FINDFIRSTは、文字列、パスワード、メンバー、メンバー(複数)、ディメンションまたはディ
メンション(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@FINDFIRST(text,regExpr,IgnoreCase)

パラメータ:

パラメータ 説明
text 設計時プロンプト、メンバー、関数または入力テキスト
regExpr "java.util.regex.Pattern"の Java docを参照してください。
IgnoreCase オプション。Trueまたは False。空の場合、デフォルトの Trueに設定されます。

例:

[FINDF_PW_T]=@FINDFIRST([PW],[FindF_String_PW],"true")

ここで:
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• [FINDF_PW_T]は、チェック済プロンプトでないパスワード・タイプの DTPです。
• [PW]は、パスワード・タイプのプロンプト可能な DTPです。
• [FindF_String_PW]は、プロンプト可能な文字列 DTPです。
次の値が入力だとします。
• [PW]: " test20pw15test"

• [FindF_String_PW]: "\d\d" (任意の半角数字(0から 9まで)の連続を返す Java式)

• Ignorecase: "true"

この例では、[FINDF_PW_T]は"20"を返します。

@FindLast
@FINDLASTは、指定した正規表現と一致する文字列の最後の部分文字列を検出します。
DTPタイプ:

@FINDLASTは、文字列、パスワード、メンバー、メンバー(複数)、ディメンションまたはディメ
ンション(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@FINDLAST(text,regExpr,IgnoreCase)

パラメータ:

パラメータ 説明
text 設計時プロンプト、メンバー、関数または入力テキスト。
regExpr "java.util.regex.Pattern"の Java docを参照してください。
IgnoreCase オプション。Trueまたは False。空の場合、デフォルトの Trueに設定されます。

例:

[FINDL_PW_T]= @FINDLAST([PW],[FindL_String_PW],"true")

ここで:

• [FINDL_PW_T]は、チェック済プロンプトでないパスワード・タイプの DTPです。
• [PW]は、パスワード・タイプのプロンプト可能な DTPです。
• [FindL_String_PW]は、パスワード・タイプのプロンプト可能な DTPです。
次の値が入力だとします。
• [PW]: " test20pw15test"

• [FindL_String_PW]: "\d\d" (任意の半角数字(0から 9まで)の連続を返す Java式)

• Ignorecase: "true"

この例では、[FINDL_PW_T]は"15"を返します。
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@GetData
@GETDATAは、スライスの値を返します。
DTPタイプ:

@GETDATAは、数値タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@GETDATA(Members)

パラメータ:

パラメータ 説明
Members 設計時プロンプト、メンバーまたはディメンション間を返す関数

例:

@GETDATA([CD]) < 10

ここで、関数はテンプレートのステップの有効化条件に使用されています。
プロンプト可能な設計時プロンプト CDに入力されたメンバーが 10より小さい値を持つ場合、
ステップは表示されます。設計時プロンプト CDのメンバーの値が 10より大きい場合、ステッ
プは表示されません

@Integer

@INTEGERは整数を返します。
DTPタイプ:

@INTEGERは、整数タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@INTEGER(value)

パラメータ:

パラメータ 説明
value 設計時プロンプトまたは値を返す関数

例:

[INT_NUM]=@INTEGER([num1])

ここで:

• [INT_NUM]は、チェック済プロンプトでない整数タイプの DTPです。
• [num1]は、チェック済プロンプトである数値タイプの DTPです。
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[num1]の入力が"15.7"とします
この例では、[INT_NUM]は 15を返します。

@Intersect
@NTERSECTは、共通のディメンションのメンバーを戻します。
DTPタイプ:

@INTERSECTは、メンバー範囲またはディメンション間タイプの DTPに割り当てることができ
ます。
構文:

@INTERSECT(Argument1,Argument2)

パラメータ:

パラメータ 説明
Argument1 設計時プロンプト、関数またはテキスト
Argument2 設計時プロンプト、関数またはテキスト

例:

[IntersetMR]=@INTERSECT([MR1],[MR2])

ここで:

• [MR1]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
• [MR2]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
MR1の入力は次のとおりとします。
• 勘定科目: "Salaries"

• バージョン: "Target"

• エンティティ : "Tennessee"、"Florida"

MR2の入力は次のとおりです。
• 勘定科目: "50590"、"50350"

• 年: "FY10"

• シナリオ: "Budget"

• バージョン: "First Pass"

この例では、[IntersectMR]は"50590"、"50350"、"Salaries"、"First Pass"、"Target"を返しま
す。"エンティティ "のメンバーは MR1にのみ入力され、"シナリオ"のメンバーは MR2にのみ入力
されているため、これらのメンバーは[IntersectMR]には含まれません。

@IsAncest
@ISANCESTは、指定された祖先メンバーが子メンバーの祖先である場合に trueを戻します。
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DTPタイプ:

@ISANCESTは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@ISANCEST(Ancestor Member/Child Member)

パラメータ:

パラメータ 説明
祖先メンバー メンバー・タイプの設計時プロンプト
子メンバー メンバー・タイプの設計時プロンプト
例 1:

[True_False]=@ISANCEST([Anc_Mbr],[mbr])

ここで:

• [True_False]は、チェック済プロンプトでないブール・タイプの DTPです。
• [Prt_Mbr]は、メンバー・タイプのプロンプト可能な DTPです。
• [Mbr]は、メンバー・タイプのプロンプト可能な DTPです。
次のことを前提にしています。
• [Anc_Mbr]の入力が"Q1"です。
• [Mbr1]の入力が"Apr"です。
この例では、[True_False]は falseを戻します。

@IsChild
@ISCHILDは、指定された子メンバーが指定された親メンバーの子である場合に trueを戻しま
す。
DTPタイプ:

@ISCHILDは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@ISCHILD(Parent Member/Child Member)

パラメータ:

パラメータ 説明
親メンバー メンバー・タイプの設計時プロンプト
子メンバー メンバー・タイプの設計時プロンプト
例 1:

[True_False]=@ISCHILD([Prt_Mbr],[mbr])
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ここで:

• [True_False]は、チェック済プロンプトでないブール・タイプの DTPです。
• [Prt_Mbr]は、メンバー・タイプのプロンプト可能な DTPです。
• [Mbr]は、メンバー・タイプのプロンプト可能な DTPです。
次のことを前提にしています。
• [Prt_Mbr]の入力が"Q1"です。
• [Mbr]の入力が"Jan"です。
この例では、[True_False]は trueを戻します。

@IsDataMissing
@ISDATAMISSINGは、スライスの値が欠落している場合に trueを返します。
DTPタイプ:

@ISDATAMISSINGは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@ISDATAMISSING(Members)

パラメータ:

パラメータ 説明
members 設計時プロンプト、メンバーまたはディメンション間を返す関数

例:

@ISDATAMISSING([CD])=false

ここで、関数はテンプレートのステップの有効化条件に使用されています。
プロンプト可能な設計時プロンプト CDに入力されたメンバーが値を持つ場合、ステップは表
示されます。メンバーの値が#Missingの場合、ステップは表示されません

@IsSandBoxed
@ISSANDBOXEDは、現在のアプリケーションがサンドボックス化されているかどうかを判別しま
す。
DTPタイプ:

@ISSANDBOXEDは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@ISSANDBOXED(CubeName)
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パラメータ:

パラメータ 説明
CubeName 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[Sand1]=@ISSANDBOXED([cube1])

ここで:

• [Sand1]は、チェック済プロンプトでないブール・タイプの DTPです。
• [cube1]は、文字列タイプのプロンプト可能 DTPです。
[cube1]:Plan1と想定します。この例では、キューブ"Plan1"でサンドボックスが有効な場合、
[Sand1]は trueを返し、キューブ"Plan1"でサンドボックスが有効でない場合、falseを返しま
す。

@IsVariable
@ISVARIABLEは、引き数が変数かどうかを判別します。
DTPタイプ:

@ISVARIABLEは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@ISVARIABLE(Argument)

パラメータ:

パラメータ 説明
Argument DTPタイプ: メンバー、メンバー(複数)、文字列、数値、パーセント、整数、数値と

しての文字列、数値としての日付
例:

[isVar_mbr]=@ISVARIABLE([Mbr1])

ここで:

• [isVar_mbr]は、チェック済プロンプトでないブール・タイプの DTPです。
• [Mbr1]は、メンバー・タイプのプロンプト可能な DTPです。
[Mbr1]の入力が"{Version}"とします。
この例では、[isVar_mbr]は"true"を返します。

@Length
@LENGTHは、テキスト文字列の長さを返します。
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DTPタイプ:

@LENGTHは、数値または整数タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@LENGTH(Text)

パラメータ:

パラメータ 説明
Text 文字列タイプの設計時プロンプト
例:

[Len1]=@LENGTH([String1])

ここで:

• [Len1]は、チェック済プロンプトでない数値の設計時プロンプトです
• [String1]は、プロンプト可能な設計時プロンプト・タイプの文字列です
次の値が入力されたとします。
[String1]: Today is the first day of fall

この例では、Len1=30です

@Matches
@MATCHESは、文字列の最初の部分文字列が指定した正規表現と一致する場合"true"を返します。
DTPタイプ:

@MATCHESは、文字列、パスワード、メンバー、メンバー(複数)、ディメンションまたはディメ
ンション(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@MATCHES(text,regExpr,IgnoreCase)

パラメータ:

パラメータ 説明
text 設計時プロンプト
regExpr "java.util.regex.Pattern"の Java docを参照してください
IgnoreCase オプション。Trueまたは False。空の場合、デフォルトの Trueに設定されます。

例:

[Matches_Mbr]=@MATCHES([Mbr],[Match_String_Mbr],"true")

ここで:
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• [Mbr]は、プロンプト可能なメンバー・タイプ DTPです。
• [Match_String_Mbr]は、プロンプト可能な文字列 DTPです。
• IgnoreCaseは"true"です。
次の値が入力だとします。
• [Mbr]: "P_100"

• [Match_String_Mbr] "\p{Alnum}"。これは、英数字を返す Java正規表現です。
この例では、[Matches_Mbr]は"true"を返します。

@Member
@MEMBERは、有効なメンバーであるかぎり、メンバーを戻します。
DTPタイプ:

@MEMBERは、メンバー・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@MEMBER(Member)

パラメータ:

パラメータ 説明
Member 設計時プロンプト、メンバー、または別の設計時プロンプト関数

例:

[Mbr_mr1]=@UNION([MR1],@MEMBER([Member]))

ここで:

• [Mbr_mr1]は、チェック済プロンプトでないメンバー範囲タイプの DTPです。
• [@UNION]は、入力されたメンバーが有効なメンバーである場合、DTP、MR1および DTP
メンバーの範囲を作成します。

• [MR1]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
• [Member]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
次の値が入力だとします。
• [MR1]: 勘定科目"Salaries"、シナリオ"Actual"、エンティティ "Tennessee"

• [Member]: "000"。これは製品ディメンションのメンバーです
この例では、[Mbr_mr1]は"Salaries"、"Actual"、"Tennessee"、"000"を返します

@MemberGeneration
@MEMBERGENERATIONは、メンバーの生成番号を返します。
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DTPタイプ:

@MEMBERGENERATIONは、数値または整数タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@MEMBERGENERATON(Member)

パラメータ:

パラメータ 説明
Member 設計時プロンプト、メンバー、または関数(設計時プロンプトまたは関数は単一のメンバ

ーを返す必要があります)

例:

[MBRGEN1]=@MEMBERGENERATION([member])

ここで:

• [MBRGEN1]は、チェック済プロンプトでない数値タイプの DTPです。
• [member]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
[member]の入力が"5800"とします。
次のプランニング・アウトラインを使用し、[MBRGEN1]は"9"を返します。
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@MemberLevel
@MEMBERLEVELは、メンバーのレベル番号を返します。
DTPタイプ:

@MEMBERLEVELは、数値または整数タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@MEMBERLEVEL(Member)

パラメータ:

パラメータ 説明
Member 設計時プロンプト、メンバー、または関数(設計時プロンプトまたは関数は単一のメンバ

ーを返す必要があります)

例:

[MBRLEV_MBR]=@MEMBERLEVEL([member])

ここで:

• [MBRLEV_MBR]は、チェック済プロンプトでない数値タイプの DTPです。
• [member]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
[member]の入力が"5800"とします。
次のプランニング・アウトラインを使用し、[MBRLEV_MBR]は 0を返します。
 

第 7章
DTP割当てコンポーネント

7-55



 

@MsgFormat
@MSGFORMATは、オブジェクトのセットを受け入れてフォーマットした後、フォーマット済の文
字列をパターン内の適切な場所に挿入します。("java.text.MessageFormat"の Java docを参照
してください。)
DTPタイプ:

@MSGFORMATは、文字列である必要があります。
構文:

@MSGFORMAT(text,param1,param2,param3,param4)

パラメータ:

パラメータ 説明
text 文字列設計時プロンプト
param1 設計時プロンプト
param2 設計時プロンプト
param3 設計時プロンプト
param4 設計時プロンプト
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例:

[MSFG4]=@MSGFORMAT([String4],[FirsName],[LastName],[Month],[Year])

ここで:

• [MSFG4]は、チェック済プロンプトでない文字列 DTPです。
• [String4]は、プロンプト可能な文字列 DTPです。
• [FirstName]は、プロンプト可能な文字列 DTPです。
• [LastName]は、プロンプト可能な文字列 DTPです。
• [Month]は、ディメンションに"Period"が選択されたプロンプト可能なメンバー DTPです。
• [Year]は、ディメンションに"Year"が選択されたプロンプト可能なメンバー DTPです
次の値が入力だとします。
• [String4]: "{0} {1} completed this task in {2} {3}"

• [FirstName]: "Joe"

• [LastName]: "Smith "

• [Month]: "Feb"

• [Year]: "FY15"

この例では、[MSFG4]は"Joe Smith completed this task in Feb "FY15"を返します。

@Notin
@NOTINは、一方の式には含まれるが他方の式には含まれないメンバーを返します。つまり、
@NOTINは式間に共通でないものを返します。
DTPタイプ:

@NOTINは、メンバー範囲またはディメンション間タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@NOTIN(Argument1,Argument2)

パラメータ:

パラメータ 説明
Argument1 設計時プロンプト、関数またはメンバー
Argument2 設計時プロンプト、関数またはメンバー

例:

[NOTIN1]=@NOTIN([MR1],[MR2])

ここで:

• [NOTIN1]は、チェック済プロンプトでないメンバー範囲タイプの DTPです。
• [MR1]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
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• [MR2]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
MR1の入力は次のとおりとします。
• 期間: "Jan"、"Feb"、"Mar"

• シナリオ: "Actual"

• 通貨: "Local"

• 製品: "000"

MR2の入力は次のとおりとします。
• 期間: "Feb"

• バージョン: "Working"

• 通貨: "Local"

• 製品: "000"

この例では、MR2にはなく、MR1にあるメンバーは Actualのみであるため、[@NOTIN1]は"Actual"
を返します。

@OpenDimCount
@OPENDIMCOUNTは、メンバーが指定されなかったディメンションの数を返します。
DTPタイプ:

@OPENDIMCOUNTは、数値タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@OPENDIMCOUNT(DTP,Dense/Sparse)

パラメータ:

パラメータ 説明
DTP 設計時プロンプト、あるいはメンバー範囲またはディメンション間を返す関

数。
Dense/Sparse オプション。空の場合、メンバーが指定されていない、すべての使用可能なデ

ィメンションの数を返します。"Dense"または"Sparse"と入力した場合、メン
バーを持たない、指定したタイプのディメンションのみが数えられます。

例 1:

[DTP1]=@OPENDIMCOUNT([MR1])

ここで:

• [DTP1]は、数値タイプの DTPです。
• [MR1]は、次のものを入力とするメンバー範囲タイプの DTPです。

– 勘定科目:

– 期間: Jan、Feb、Mar

– HSP_View:
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– 年:

– シナリオ:

– バージョン: Working

– エンティティ : Sparse

– 製品: P-100

この例では、合計 8個のディメンションがあり、メンバー入力があるのは 3個のみのため、
[DTP1]は"5"を返します。
例 2:

[DTP2]=@OPENDIMCOUNT([MR1],"Dense")

ここで:

• [DTP2]は、数値タイプの DTPです。
• [MR1]は、次のものを入力とするメンバー範囲タイプの DTPです。

– 勘定科目: Dense

– 期間: Dense

– HSP_View: Sparse

– 年: Sparse

– シナリオ: Sparse

– バージョン: Sparse

– エンティティ : Sparse

– 製品: Sparse

この例では、"勘定科目"および"期間"が Denseで、"期間"にメンバー入力があるため、DTP2は
"1"を返します。

@Plandim
@PLANDIMは、アプリケーションのデータベース内にディメンション名が存在する場合、そのデ
ィメンション名を返します。
DTPタイプ:

@PLANDIMは、メンバーまたはディメンション・タイプの DTPに割り当てることができます。
@PLANDIMは、第 2引数に 1つの値のみが使用されている場合に機能します
構文:

@PLANDMIN(Database Name,Dimension)

パラメータ:

パラメータ 説明
Database Name 設計時プロンプトまたはテキスト
Dimension 設計時プロンプト、ディメンションまたはテキスト
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例:

[PDIM_mbr]=@PLANDIM([PlTy],[Dim])

ここで:

• [PDIM_mbr]は、チェック済プロンプトでないメンバー・タイプの DTPです。
• [PlTy]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [Dim]は、チェック済プロンプトであるディメンション・タイプの DTPです。
次の値が入力だとします。
• [PlTy]: "Plan1"

• Dim: "Product"

この例では、Productは"Plan1"内の有効なディメンションであるため、[PDIM_mbr]は"Product"
を返します。

@PlanDimMember
@PLANDIMMEMBERは、指定されたプラン・タイプの指定されたディメンションに対してメンバー
が有効な場合に、そのメンバーを戻します。
DTPタイプ:

@PLANDIMMEMBERは、メンバー・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@PLANDIMMEMBER(plan type,dimension,member)

パラメータ:

パラメータ 説明
plan type プランのタイプを返す設計時プロンプト
dimension ディメンション名を返す設計時プロンプト
member メンバー名を返す設計時プロンプト

例 1:

[DIM_mbr1]=@ PLANDIMMEMBER("Plan1",[DIM],[Member])

ここで:

• [DIM_mbr1]は、チェック済プロンプトでないメンバー・タイプの DTPです。
• [DIM]は、チェック済プロンプトであるディメンション・タイプの DTPです。
• [Member]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
• [Dim]="Entity"

• [Member]="Washington"
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@Quote
@QUOTEは、文字列の前後に二重引用符を追加します。
DTPタイプ:

@QUOTEは、メンバー、文字列またはパスワード・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@QUOTE(String)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[Quote_St]=@QUOTE([String1])

ここで:

• [Quote_St]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
[String1]の入力が"Yellow"とします。
この例では、[Quote_St]は"Yellow"を返します。

@RemoveQuote
@REMOVEQUOTEは、文字列から二重引用符を除去します。
DTPタイプ:

@REMOVEQUOTEは、メンバー、文字列またはパスワード・タイプの DTPに割り当てることがで
きます。
構文:

@REMOVEQUOTE(String)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[RemoveQuote_St]=@REMOVEQUOTE([String1])

ここで:
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• [RemoveQuote_St]は文字列タイプの DTPで、チェック済プロンプトではありません。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
[String1]の入力が"Yellow"とします。
この例では、[RemoveQuote_St]は"Yellow"を返します。

@ReplaceAll
@REPLACEALLは、式を含む文字列の一部を置換文字列に置き換えます。
DTPタイプ:

@REPLACEALLは、文字列、パスワード、メンバー、メンバー(複数)、ディメンションまたはデ
ィメンション(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@REPLACEALL(String,Regular Expression,replaceString)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト
Regular
Expression

設計時プロンプトまたはテキスト

replaceString 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[ReplaceAll_Str]=@REPLACEALL([String1],[Rep_String],[new_String])

ここで:

• [ReplaceAll_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [Rep_String]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [new_String]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
• 文字列: "This is a test of a testing string"

• 正規表現: "Test"

• 置換文字列: "XYZ"

この例では、[ReplaceAll_Str]は、"This is a XYZ of a XYZing string for one XYZ and two XYZ"
を返します。"testが XYZ"に置き換えられました。

@ReplaceFirst
@REPLACEFIRSTは、正規表現の最初の出現を置換文字列で置き換えます。
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DTPタイプ:

@REPLACEFIRSTは、文字列、パスワード、メンバー、メンバー(複数)、ディメンションまたは
ディメンション(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@REPLACEFIRST(String,Regular Expression,replaceString)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト
Regular
Expression

設計時プロンプトまたはテキスト

replaceString 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[ReplaceFirst_Str]=@REPLACEFIRST([String1],[Rep_String],[new_String])

ここで:

• [ReplaceFirst_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [Rep_String]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [new_String]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
• 文字列: "This is a testing of the new test of a test today"

• 正規表現: "Test"

• 置換文字列: "XYZ"

この例では、[ReplaceFirst_Str]は、"This is a XYZing of the new test of a test today"を返し
ます。testのすべての出現ではなく、最初の出現のみ置換されます。

@SmartListFromIndex
@SMARTLISTFROMINDEXは、スマート・リスト内のメンバーの順序に基づいてスマート・リスト・
メンバーを返します。
DTPタイプ:

@SMARTLISTFROMINDEXは、文字列、パスワード、メンバー、メンバー(複数)タイプの DTPに割
り当てることができます。
構文:

@SMARTLISTFROMINDEX(SmartList,Index)
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パラメータ:

パラメータ 説明
SmartList 設計時プロンプトまたはディメンション。ディメンションには、アプリケーション内

のスマート・リスト・ディメンションが示されます。
Index 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[sl_ind_Str]=@SmartListFromIndex([String1],[index_ST])

ここで:

• [sl_ind_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [index_ST]は、チェック済プロンプトである数値タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
• スマート・リスト: "CreditRatings"

• インデックス: "2"

この例では、スマート・リスト"CreditRatings"には次のデータが含まれます。

名前 ラベル
AA ID_ENUMNETLABEL_AA
AAA ID_ENUMNETLABEL_AAA
AAMinus ID_ENUMNETLABEL_AA22
A ID_ENUMNETLABEL_A
AMinus ID_ENUMNETLABEL_AA22
AAPlus ID_ENUMNETLABEL_AA11
APlus ID_ENUMNETLABEL_A11
B ID_ENUMNETLABEL_B
BPlus ID_ENUMNETLABEL_B11
BMinus ID_ENUMNETLABEL_B22
BB ID_ENUMNETLABEL_BB
BBPlus ID_ENUMNETLABEL_BB11
BBMinus ID_ENUMNETLABEL_BB22
BBB ID_ENUMNETLABEL_BBB
AAAMinus ID_ENUMNETLABEL_AAA-
BBBPlus ID_ENUMNETLABEL_BBB+
BBBMinus ID_ENUMNETLABEL_BBB-
CCCPlus ID_ENUMNETLABEL_CCC+
CCC ID_ENUMNETLABEL_CCC

2番目のインデックス位置にあるスマート・リスト・メンバーの名前は AAMinusであるため、
[sl_ind_Str]は"AAMinus"を返します。
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@SmartListFromValue
@SMARTLISTFROMVALUEは、スマート・リスト内のメンバーの IDに基づいてスマート・リスト・
メンバーを返します。
DTPタイプ:

@SMARTLISTFROMVALUEは、1つのメンバーが入力された場合のみ文字列、パスワード、メンバ
ー、メンバー(複数)タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@SMARTLISTFROMVALUE(SmartList,Value)

パラメータ:

パラメータ 説明
Smartlist 設計時プロンプトまたはディメンション。ディメンションには、アプリケーション内の

スマート・リスト・ディメンションが示されます。
Value 設計時プロンプトまたは数値

例:

[sl_val_Str]=@SmartListFromValue([String1],[value_ST])

ここで:

• [sl_val_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [value_ST]は、チェック済プロンプトである数値タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
• スマート・リスト: "CreditRatings"

• 値: "5"

この例では、スマート・リスト"CreditRatings"には次のデータが含まれます。

名前 ラベル
AA ID_ENUMNETLABEL_AA
AAA ID_ENUMNETLABEL_AAA
AAMinus ID_ENUMNETLABEL_AA22
A ID_ENUMNETLABEL_A
AMinus ID_ENUMNETLABEL_A22
AAPlus ID_ENUMNETLABEL_AA11
APlus ID_ENUMNETLABEL_A11
B ID_ENUMNETLABEL_B
BPlus ID_ENUMNETLABEL_B11
BMinus ID_ENUMNETLABEL_B22
BB ID_ENUMNETLABEL_BB
BBPlus ID_ENUMNETLABEL_BB11
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名前 ラベル
BBMinus ID_ENUMNETLABEL_BB22
BBB ID_ENUMNETLABEL_BBB
AAAMinus ID_ENUMNETLABEL_AAA-
BBBPlus ID_ENUMNETLABEL_BBB+
BBBMinus ID_ENUMNETLABEL_BBB-
CCCPlus ID_ENUMNETLABEL_CCC+
CCC ID_ENUMNETLABEL_CCC

IDが 5のスマート・リスト・メンバーの名前は AMinusであるため、[sl_val_Str]は"AMinus"
を返します。

@SparseMember
@SPARSEMEMBERは、ディメンション間内の最初の疎ディメンション・メンバーを戻します。
DTPタイプ:

@SPARSEMEMBERは、メンバー、メンバー(複数)、ディメンション、ディメンション(複数)、メン
バー範囲、ディメンション間または文字列タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@SPARSEMEMBER(Members)

パラメータ:

パラメータ 説明
Members 設計時プロンプト、メンバーまたはメンバーのリストを返す関数

例:

[SparseMbr]=@SPARSEMEMBER([CD1])

ここで:

• [SparseMbr]は、チェック済プロンプトでないディメンション間タイプの DTPです。
• [CD1]は、プロンプト可能なディメンション間タイプの DTPです。
• [CD1]="Gross Sales"->"Jan"->"FY14"->"Working"->"California"

この例では、FY14がディメンション間リストで最初の疎メンバーであるため、[Sparsembr]は
"FY14"を返します。

@StartsWith
@STARTSWITHは、文字列が指定された接頭辞で始まるかどうかをテストします。
DTPタイプ:

@STARTSWITHは、ブール・タイプの DTPに割り当てることができます。
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構文:

@STARTSWITH(String,Prefix)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト
Prefix 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[DTP_Start]=@STARTSWITH([Mbr1],[String1])

ここで:

• [Mbr1]は、チェック済プロンプトであるメンバー・タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
次の値が入力だとします。
• [Mbr1]: "Joe Smith"

• [String1]: "Smith"

この例では、[DTP_Start]は"false"を返します。

@SubString
@SUBSTRINGは、先頭インデックスの位置にある文字から開始して最終インデックスの直前の文
字まで延長した部分文字列を戻します。先頭インデックスはゼロから始まり、返されるテキス
トに終了インデックスは含まれません。最終インデックスが文字列内の文字数を超える場合、
何も戻されません。
DTPタイプ:

@SUBSTRINGは、メンバー、メンバー(複数)、ディメンション、ディメンション(複数)、文字列
またはパスワード・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@SUBSTRING(String,Beginning Index,Ending Index)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト
Beginning Index 数値またはテキスト設計時プロンプト
Ending Index 数値またはテキスト設計時プロンプト
例:

[SUBSTRING_Str]=@SUBSTRING([String1],[start_ind],[end_ind])
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ここで:

• [SUBSTRING_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
• [start_ind]は、チェック済プロンプトである数値タイプの DTPです。
• [end_ind]は、チェック済プロンプトである数値タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
• 文字列: "This is a test of converting characters to strings."

• 先頭インデックス: "2"

• 最終インデックス: "16"

この例では、文字列の 2番目の文字は"this"内の"h"で、15番目の文字は単語"of"の先頭にある
"o"であるため、[SUBSTRING_Str]は"his is a test o"を返します。

@ToLowerCase
@TOLOWERCASEは、文字列内の文字を小文字に変更します。
DTPタイプ:

@TOLOWERCASEは、メンバー、メンバー(複数)、ディメンション、ディメンション(複数)、文字
列またはパスワード・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@TOLOWERCASE(String)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[TOLOWERCASE_Str]=@TOLOWERCASE([String1])

ここで:

• [TOLOWERCASE_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
文字列: "Testing for Today"

この例では、[TOLOWERCASE_Str]は"Testing for Today"を返します

@ToMDX
@TOMDXは、MDX式を返します。
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DTPタイプ:

@TOMDXは、文字列タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@TOMDX(Members, Filter Shared, Non Empty, Generate Crossjoin)

パラメータ:

パラメータ 説明
Members 設計時プロンプト、メンバー、または関数(設計時プロンプトまたは関数はメ

ンバーを返す必要があります)
Filter Shared オプション。Trueまたは False。TrueはMDX構文を追加し、共有メンバー

をフィルタ処理します。デフォルトは FALSEです。
Non Empty オプション。Trueまたは False。Trueは NON EMPTYをMDX構文の前に

追加します。デフォルトは FALSEです。
Generate Crossjoin オプション。Trueまたは False。TrueはMDX構文とクロス結合を返しま

す。
例:

[MDX_function1]=@TOMDX(@UNION([MR],[MR2]),"true","true","true")
[MDX_function2]=@TOMDX(@UNION([MR],[MR2]),"false","false","false")

ここで:

• [MDX_function]は、プロンプト不可能な文字列 DTPです。
• [MR1]は、プロンプト可能なメンバー DTPです。
• [MR2]は、プロンプト可能なメンバー範囲 DTPです。
[MR1]の入力が次のようであるとします。
• 勘定科目: @Relative("Gross Margin, %, 0")

• 期間: "Apr"、"May"

• HSP_View: "BaseData"

• 年: "FY15"

• シナリオ: "Plan"、"Actual"

• バージョン: "Working"

• エンティティ : @Relative("100", 0)

• 製品: "P_110"、"P_150"、"P-100"

[MR2]の入力が次のようであるとします。
• 勘定科目:

• 期間: "Jan、Feb、Mar"

• HSP_View:

• 年:
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• シナリオ:

• バージョン: "Final"

• エンティティ :

• 製品:

この例では:

[MDX_function1]は次のものを返します。
NON EMPTY 
(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(FILTER 
({RELATIVE([Gross Margin %],  0}, NOT 
[Account].CurrentMember.SHARED_FLAG),FILTER ({[Apr],[May],Jan,Feb,Mar}, NOT 
[Period].CurrentMember.SHARED_FLAG)),FILTER ({[BaseData]}, NOT 
[HSP_View].CurrentMember.SHARED_FLAG)),FILTER ({[FY15]}, NOT 
[Year].CurrentMember.SHARED_FLAG)),FILTER ({[Plan],[Actual]}, NOT 
[Scenario].CurrentMember.SHARED_FLAG)),FILTER ({[Working],[Final]}, NOT 
[Version].CurrentMember.SHARED_FLAG)),FILTER ({[110]}, NOT 
[Entity].CurrentMember.SHARED_FLAG)),FILTER ({[P_110],[P_150],[P_000]}, NOT 
[Product].CurrentMember.SHARED_FLAG))) 

[MDX_function2]は次のものを返します。
[@Relative("Gross Margin %", 0)],[Apr","May",Jan,Feb,Mar],[BaseData],[FY15],
[Plan","Actual],[Working","Final],[110],[P_110","P_150","P_000]

@ToUpperCase
@TOUPPERCASEは、文字列内の文字を大文字に変更します。
DTPタイプ:

@TOUPPERCASEは、メンバー、メンバー(複数)、ディメンション、ディメンション(複数)、文字
列またはパスワード・タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@TOUPPERCASE(String)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[TOUPPERCASE_Str]=@TOUPPERCASE([String1])

ここで:

• [TOUPPERCASE_Str]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
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パラメータが次のとおりであるとします。
文字列: "Testing to convert to upper case."

この例では、[TOUPPERCASE_Str]は"TESTING TO CONVERT TO UPPER CASE."を返します

@Trim
@TRIMは、先頭または末尾のホワイト・スペースを削除します。
DTPタイプ:

@TRIMは、メンバー、メンバー(複数)、文字列またはパスワード・タイプの DTPに割り当てる
ことができます。
構文:

@TRIM(String)

パラメータ:

パラメータ 説明
String 設計時プロンプトまたはテキスト

例:

[TRIM_ST]=@TRIM([String1])

ここで:

• [TRIM_ST]は、チェック済プロンプトでない文字列タイプの DTPです。
• [String1]は、チェック済プロンプトである文字列タイプの DTPです。
パラメータが次のとおりであるとします。
文字列: "This is a test of leading and trailing spaces"

パラメータは、テキストの前後にホワイト・スペースが含まれています。次のように表示され
ます。
String1 =       this is a test of leading and trailing spaces

@Union
@UNIONは、複数の設計時プロンプトで使用されるメンバーの組合せを戻します。
DTPタイプ:

@UNIONは、メンバー範囲またはディメンション間タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

@UNION(Argument1,Argument2)
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パラメータ:

パラメータ 説明
Argument1 設計時プロンプト、関数またはメンバー
Argument2 設計時プロンプト、関数またはメンバー

例:

[UnionMR]=@UNION([MR1],[MR2])

ここで:

• [UnionMR]は、チェック済プロンプトでないメンバー範囲タイプの DTPです。
• [MR1]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
• [MR2]は、チェック済プロンプトであるメンバー範囲タイプの DTPです。
MR1および MR2の入力は次のとおりとします。
• [MR1]: "50350"、@Relative("Q1", 0)、"California"、"Tennessee"

• [MR2]: "Apr"、"Washington"、"Tennessee"

この例では、UnionMRは次のものを返します。
"50350"、@Relative ("Q1", 0)、"Apr"、"California"、"Tennessee"、"Washington"

@ValueDimCount
@VALUEDIMCOUNTは、メンバーが指定されたディメンションの数を返します。
DTPタイプ:

@VALUEDIMCOUNTは、数値タイプの DTPに割り当てることができます。
構文:

(@VALUEDIMCOUNT(DTP,Dense/Sparse)

パラメータ:

パラメータ 説明
DTP 設計時プロンプト、あるいはメンバー範囲またはディメンション間を返す関数。
Dense/Sparse オプション。空の場合、メンバーが指定されたすべてのディメンションの数を

返します。"Dense"または"Sparse"と入力した場合、メンバーが指定された、指
定したタイプのディメンションのみが数えられます。

例 1:

[DTP1]=@VALUEDIMCOUNT([MR1])

ここで:

• [DTP1]は数値タイプの DTPで、チェック済プロンプトではありません。
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• [MR1]は、次のものを入力とするメンバー範囲タイプの DTPです。
– 勘定科目:

– 期間: Jan、Feb、Mar

– HSP_View:

– 年:

– シナリオ:

– バージョン: Working

– エンティティ : Sparse

– 製品: P-000

この例では、メンバーが指定されたディメンションが 3個あるため、[DTP1]は"3"を返します。
例 2:

[DTP2]=@VALUEDIMCOUNT([MR1],"Dense")

ここで:

• [DTP2]は数値タイプの DTPで、チェック済プロンプトではありません。
• [MR1]は、次のものを入力とするメンバー範囲タイプの DTPです。

– 勘定科目: Dense

– 期間: Dense

– HSP_View: Sparse

– 年: Sparse

– シナリオ: Sparse

– バージョン: Sparse

– エンティティ : Sparse

– 製品: Sparse

この例では、"勘定科目"および"期間"が Denseで、"期間"にメンバーが指定されているため、
[DTP2]は"1"を返します。

スクリプトおよび式コンポーネントの共有
共有された式またはスクリプト・コンポーネントは、式レベルおよびスクリプト・レベルに存
在します。
次も参照:

• スクリプトおよび式コンポーネントの共有について
式およびスクリプト・コンポーネントは、同じアプリケーション・タイプに属している、
Oracle Hyperion Financial Management、Planningおよび Oracle Essbaseのブロック・ス
トレージ・ビジネス・ルールとテンプレートで共有できます。

• 式およびスクリプト・コンポーネントの共有から非共有への変更
• 式およびスクリプト・コンポーネントの非共有から共有への変更
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スクリプトおよび式コンポーネントの共有について
式およびスクリプト・コンポーネントは、同じアプリケーション・タイプに属している、Oracle
Hyperion Financial Management、Planningおよび Oracle Essbaseのブロック・ストレージ・
ビジネス・ルールとテンプレートで共有できます。
式およびスクリプト・コンポーネントは、Planningビジネス・ルールおよびテンプレート間で
共有できます。

ノート:

メンバー範囲、条件、固定ループ、メンバー・ブロックまたは DTP割当てコンポー
ネントは共有できません。

共有された式またはスクリプト・コンポーネントは、式レベルおよびスクリプト・レベルに存
在します。共有された式およびスクリプト・コンポーネントは、式またはスクリプトを変更し
た場合に、共有コンポーネントが使用されているすべてのルールおよびテンプレートにその変
更が反映されるようにするために使用されます。コンポーネントを共有すると、元のコンポー
ネントへの相互参照が作成されます。元のコンポーネントのコピーではなく相互参照を作成す
ることにより、データベースの使用量が減少し、処理時間が短縮される場合があります。

式およびスクリプト・コンポーネントの共有から非共有への変
更

共有された式またはスクリプト・コンポーネントを非共有に変更するには、その前に、複数の
ビジネス・ルールまたはテンプレートで使用されていないことを確認する必要があります。使
用状況の表示機能を使用して、式またはスクリプト・コンポーネントがどのビジネス・ルール
およびテンプレートで使用されているかを確認できます。(式およびスクリプト・コンポーネン
トの使用の表示を参照してください。)次に、ルールおよびテンプレート内からコンポーネント
の「共有」チェック・ボックスをクリアして、使用されている各ビジネス・ルールおよびテン
プレートに対して共有コンポーネントのコピーを作成できます。
式またはスクリプト・コンポーネントを共有から非共有に変更するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、次のいずれかのタスクを実行します:

• フロー・チャートに追加する式またはスクリプト・コンポーネントを共有しない場合
は、そのコンポーネントをフロー・チャートにドラッグした後、「プロパティ」で「共
有」をクリアします。

• フロー・チャートにすでにある式またはスクリプト・コンポーネントを共有しない場
合は、フロー・チャート上でそのコンポーネントを選択し、「プロパティ」で「共有」
をクリアします。

これによってルールまたはテンプレート内のコンポーネントのコピーが作成されます。
3. をクリックします。
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式およびスクリプト・コンポーネントの非共有から共有への変
更

式またはスクリプト・コンポーネントを非共有から共有に変更するには、Planningアプリケー
ション・タイプ内に、同じ名前を持つ共有または非共有の別の式またはスクリプト・コンポー
ネントがないことを確認する必要があります。共有オブジェクトの名前はアプリケーション間
で一意にする必要があるため、すでに使用されている名前を持つ共有オブジェクトは作成でき
ません。
式またはスクリプト・コンポーネントを共有するには、既存のコンポーネントをルールまたは
テンプレートのフロー・チャートにドラッグ・アンド・ドロップするときに、その「プロパテ
ィ」タブで「共有」チェック・ボックスを選択します。(「共有」チェック・ボックスはデフォ
ルトで選択されています。)
式またはスクリプト・コンポーネントを非共有から共有に変更するには:

1. システム・ビューでルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、次のいずれかのタスクを実行します:

• 式またはスクリプト・コンポーネントを共有するには:

– 「新規オブジェクト」で、式またはスクリプト・コンポーネントをドラッグして、
フロー・チャート内の必要な場所にドロップします。

– そのコンポーネントの「プロパティ」タブで、「共有」を選択し、コンポーネント
に名前を付けます。

• すでにフロー・チャートにある式またはスクリプト・コンポーネントを共有するには:

a. フロー・チャート内でコンポーネントを選択します。
b. そのコンポーネントの「プロパティ」タブで、「共有」を選択し、コンポーネント
に名前を付けます。すべての共有コンポーネントに名前が必要です。

3. 「保存」を選択します。

コンポーネントのコピー
ビジネス・ルール・コンポーネントの子をコピーして貼り付けるか、ビジネス・ルールの式ま
たはスクリプト・コンポーネントに参照をコピーして貼り付けます。
次も参照:

• ビジネス・ルール・コンポーネントの子のコピーおよび貼付け
• ビジネス・ルールの式またはスクリプト・コンポーネントへの参照のコピーおよび貼付け

ビジネス・ルール・コンポーネントの子のコピーおよび貼付け
コンポーネントがあるビジネス・ルールを操作する場合、コンポーネントの子(すなわち、フロ
ー・チャートの 1つのコンポーネントの下にグループ化されたコンポーネント)をコピーできま
す。コンポーネントの子をコピーして、同じビジネス・ルールまたは異なるビジネス・ルール
に貼り付けることができます。
ビジネス・ルール・コンポーネントの子をコピーして貼り付けるには:

1. ビジネス・ルールを開きます。
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2. ビジネス・ルールのフロー・チャートで、子をコピーするメンバー範囲、固定ループ、ま
たは条件コンポーネントを右クリックし、「グループのコピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• コンポーネントの子を同じビジネス・ルールに貼り付けるには、コンポーネントの子
をフロー・チャートで表示する位置の左にあるコンポーネントを右クリックし、「貼付
け」を選択します。(選択したコンポーネントの右にコンポーネントの子が表示されま
す。)

• コンポーネントの子を異なるビジネス・ルールに貼り付けるには、コンポーネントの
子を貼り付けるビジネス・ルールを開いて、その子をフロー・チャートで表示する位
置の左にあるコンポーネントを右クリックし、「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

ノート:

コンポーネントの子をコピーして貼り付けると、共有されているコンポーネント
もコピーされます。

ビジネス・ルールの式またはスクリプト・コンポーネントへの
参照のコピーおよび貼付け

ビジネス・ルールの共有スクリプトまたは共有式コンポーネントの参照をコピーして貼り付け
る場合、コンポーネント自体はコピーされず、コンポーネントへのショートカットがコピーさ
れて貼り付けられます。コンポーネントのコピーは、参照のコピー元のビジネス・ルールに 1
つのみ存在します。参照は、共有コンポ-ネントが含まれるアプリケーションおよびプラン・タ
イプへのポインタとして機能します。共有されていないコンポーネントに対する参照のコピー
を選択すると、貼り付けられるコンポーネントは、コンポーネントのコピーとなり、元のコン
ポーネントへのショートカットは作成されません。この場合、参照のコピーはコピーと同様に
動作します。
共有式または共有スクリプト・コンポーネントへの参照をコピーして、同じビジネス・ルール
または異なるビジネス・ルールに貼り付けることができます。
共有式または共有スクリプト・コンポーネントへの参照をコピーして貼り付けるには:

1. 共有式または共有スクリプト・コンポーネントが含まれるルールを右クリックし、「開く」
を選択します。

2. ルール・デザイナのフロー・チャートで共有式または共有スクリプト・コンポーネントを
右クリックし、「参照のコピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• コンポーネントの参照を同じビジネス・ルールに貼り付けるには、フロー・チャート
でそのコンポーネントの参照を表示する位置の左にあるコンポーネントを右クリック
します。(選択したコンポーネントの右にコンポーネントの参照が表示されます。)次
に、「貼付け」を選択します。

• コンポーネントの参照を異なるビジネス・ルールに貼り付けるには、コンポーネント
の参照を貼り付けるビジネス・ルールを開き、フロー・チャートでそのコンポーネン
トの参照を表示する位置の左にあるコンポーネントを右クリックします。次に、「貼付
け」をクリックします。
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ノート:

アプリケーションが同じアプリケーション・タイプに属していれば、同じア
プリケーションに属するビジネス・ルールにでも、異なるアプリケーション
に属するビジネス・ルールにでも、参照をコピーして貼り付けることができ
ます。

4. をクリックします。

コンポーネントの保存
式およびスクリプト・コンポーネントをコンポーネント・デザイナで設計してから保存します。
次も参照:

• コンポーネントの保存
• 異なる名前での式およびスクリプト・コンポーネントの保存

コンポーネントの保存
式およびスクリプト・コンポーネントをコンポーネント・デザイナで設計してから保存します。
条件コンポーネント、範囲コンポーネントおよび固定ループ・コンポーネントが属するビジネ
ス・ルールまたはテンプレートを、ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで保存す
ると、これらのコンポーネントも保存されます。
コンポーネントを操作している場合は、カスタム・テンプレートとして保存できます。式また
はスクリプト・コンポーネントを扱う場合には、異なる名前で保存できます。
コンポーネント・デザイナ、テンプレート・デザイナまたはルール・デザイナでコンポーネン
トの設計を終了した後に保存するには、 をクリックします。

異なる名前での式およびスクリプト・コンポーネントの保存
「名前を付けて保存」を使用して、スクリプトおよび式コンポーネントに別の名前を付けて保存
できます。「名前を付けて保存」では、式またはスクリプト・コンポーネントのコピーが作成さ
れます。共有コンポーネントの場合、コンポーネントのコピーを作成して、コンポーネントを
共有させないことも可能です。スクリプトおよび式コンポーネントの共有を参照してくださ
い。
スクリプトまたは式コンポーネントを異なる名前で保存するには:

1. システム・ビューで式またはスクリプトを右クリックし、「開く」を選択します。
2. コンポーネント・デザイナで「ファイル」、「名前を付けて保存」の順に選択します。
3. 「名前を付けて保存」に式またはスクリプトの新しい名前を入力し、アプリケーションを選
択します。次に、「プラン・タイプ」を選択します。

4. 「OK」をクリックします。
保存後、式またはスクリプト・コンポーネントを表示するには、システム・ビューでアプ
リケーション・リストのリフレッシュが必要な場合があります。式およびスクリプト・コ
ンポーネントのリフレッシュを参照してください。
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式およびスクリプト・コンポーネントのリフレッシュ
式またはスクリプト・コンポーネントを作成した後、「式」ノードまたは「スクリプト」ノード
で確認するために、システム・ビューでアプリケーション・リストのリフレッシュが必要な場
合があります。
アプリケーション・タイプ、アプリケーション、あるいは式またはスクリプト・コンポーネン
トが属する計算またはプラン・タイプをリフレッシュする場合、デフォルトでは式およびスク
リプト・コンポーネントをリフレッシュします。ただし、式またはスクリプト・コンポーネン
トをリフレッシュしても、アプリケーション・リストのより上位のレベル(すなわち、計算また
はプラン・タイプ、アプリケーション、あるいはアプリケーション・タイプ)はリフレッシュさ
れません。
式またはスクリプト・コンポーネントをリフレッシュするには、システム・ビューで「スクリ
プト」または「式」を右クリックし、「リフレッシュ」を選択します。

ノート:

また、データベース・アウトラインの上位レベルをリフレッシュして、その中のオブ
ジェクトをリフレッシュすることもできます。たとえば、アプリケーションのスクリ
プトと式をリフレッシュするには、アプリケーション名を右クリックして「リフレッ
シュ」を選択します。

式およびスクリプト・コンポーネントの使用の表示
スクリプトまたは式コンポーネントの使用を表示できます。
スクリプトまたは式コンポーネントの使用を表示するには:

1. システム・ビューでスクリプトまたは式を右クリックし、「使用状況の表示」を選択しま
す。

2. 「使用状況」ウィンドウで情報を確認し、「OK」をクリックします。

フロー・チャート内でのコンポーネントの操作
フロー・チャートでコンポーネントに対してアクションを実行できます。
次も参照:

• フロー・チャート内でのコンポーネントの操作について
• フロー・チャート内でのコンポーネントの縮小および展開
• コンポーネントのフロー・チャートからの除去
• フロー・チャート内でのコンポーネントのコピーおよび貼付け
• フロー・チャート内でのコンポーネントへの参照のコピーおよび貼付け
• フロー・チャート内でのコンポーネント・グループのコピーおよび貼付け
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フロー・チャート内でのコンポーネントの操作について
フロー・チャート内で、コンポーネントを展開および縮小して詳細を表示または非表示にする、
コンポーネントを除去する、コンポーネントをテンプレートとして保存する、コンポーネント
をコピーして貼り付ける、コンポーネント・グループおよびコンポーネント参照をコピーして
貼り付けるなどのアクションを行えます。テンプレート・デザイナおよびルール・デザイナの
フロー・チャートでの作業中に、コンポーネントに対して行った変更の多くを元に戻すことが
できます。

フロー・チャート内でのコンポーネントの縮小および展開
ビジネス・ルールまたはテンプレートに多数の複合コンポーネントがある場合、フロー・チャ
ートでその一部を縮小または展開できます。フロー・チャートのコンポーネントの縮小および
展開により、操作するコンポーネントの表示スペースを拡大し、使用しないコンポーネントの
表示スペースを縮小できます。
コンポーネントをフロー・チャートで縮小するには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートで、コンポーネント
に対していずれかのアクションを実行します:

• コンポーネントを展開するには、コンポーネントを右クリックし、「展開」を選択しま
す。

• コンポーネントを縮小するには、コンポーネントを右クリックし、「縮小」を選択しま
す。

3. をクリックします。

コンポーネントのフロー・チャートからの除去
条件、メンバー範囲、データ範囲または固定ループ・コンポーネントをビジネス・ルールまた
はテンプレートのフロー・チャートから除去すると、そのコンポーネントは削除されます。こ
れらのコンポーネントは、共有できないため、1つのビジネス・ルールまたはテンプレートに
のみ存在します。
式またはスクリプト・コンポーネントをフロー・チャートから除去しても、そのコンポーネン
トが完全に削除される場合とされない場合があります。式またはスクリプト・コンポーネント
が共有されていない場合は、コンポーネントを除去すると完全に削除されます。式またはスク
リプト・コンポーネントが共有されている場合は、除去元のビジネス・ルールまたはテンプレ
ートからのみ削除されます。
コンポーネントをフロー・チャートから除去するには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートで、削除するコンポ
ーネントを右クリックし、「削除」を選択します。

3. をクリックします。
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フロー・チャート内でのコンポーネントのコピーおよび貼付け
ビジネス・ルールまたはテンプレートのフロー・チャート内のコンポーネントをコピーすると、
同じビジネス・ルールまたはテンプレートのフロー・チャート内の別の場所に貼り付けられる
か、同じアプリケーション・タイプに属する場合は、異なるビジネス・ルールまたはテンプレ
ートのフロー・チャートに貼り付けられます。
コンポーネントをコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナのフロー・チャートでコピーするコンポ
ーネントを右クリックして、「コピー」を選択します。

ヒント:

「編集」、「コピー」を順に選択して使用もできます。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• コンポーネントを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付けるには、フロ
ー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付け」を選択し
ます。

• コンポーネントを異なるビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付けるには、ビ
ジネス・ルールまたはテンプレートを開き、フロー・チャートのコンポーネントを貼
り付ける場所で右クリックして「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

フロー・チャート内でのコンポーネントへの参照のコピーおよ
び貼付け

コンポーネント自体とは異なり、コンポーネントへの参照をコピーすると、そのコンポーネン
トへのポインタのみがコピーされます。コンポーネントへの参照をコピーすると、コンポーネ
ント自体は作成した元の場所にのみ存在します。
コンポーネントへの参照をコピーするとき、同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り
付けることも、同じアプリケーション・タイプに属する別のビジネス・ルールまたはテンプレ
ートに貼り付けることもできます。
フロー・チャート内でコンポーネントへの参照をコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内のコピーするコ
ンポーネントの参照を右クリックして、「参照のコピー」を選択します。

ヒント:

「編集」、「参照のコピー」を順に選択して使用もできます。
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ノート:

「参照のコピー」は、共有コンポーネント(式およびスクリプト)または別のルール
またはテンプレートのフローで使用されるルールおよびテンプレートに対しての
み使用可能です。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• コンポーネントの参照を同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付けるには、
フロー・チャートの参照を貼り付ける場所で右クリックし、「貼付け」を選択します。

• コンポーネントの参照を異なるビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付けるに
は、ビジネス・ルールまたはテンプレートを開き、フロー・チャートの参照を貼り付
ける場所で右クリックして「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

フロー・チャート内でのコンポーネント・グループのコピーお
よび貼付け

コンポーネントに他のコンポーネントが含まれている(すなわち、コンポーネント内にコンポー
ネントがある)場合は、コンポーネントのグループをコピーして、同じフロー・チャート内の別
の場所に貼り付ける、または別のフロー・チャートに貼り付けることができます。
フロー・チャート内でコンポーネント・グループをコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューでビジネス・ルールまたはテンプレートを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ルール・デザイナまたはテンプレート・デザイナで、フロー・チャート内のコピーするコ
ンポーネント・グループを右クリックして、「グループのコピー」を選択します。

ヒント:

「編集」、「グループのコピー」も使用できます。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• コンポーネント・グループを同じビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付ける
には、フロー・チャートのグループを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付け」を選
択します。

• コンポーネント・グループを異なるビジネス・ルールまたはテンプレートに貼り付け
るには、ビジネス・ルールまたはテンプレートを開き、フロー・チャートのグループ
を貼り付ける場所で右クリックして「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。
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8
集約ストレージ・コンポーネントを使用したビジネス・ルールの設計

次も参照:

• 集約ストレージ・コンポーネントを使用したビジネス・ルールの設計について
集約ストレージ・コンポーネントを使用してビジネス・ルールを設計します。

• 視点コンポーネントの操作
視点コンポーネントを作成および編集できます。

• 割当てコンポーネントの操作
割当てコンポーネントを作成および編集できます。

• 視点または割当てコンポーネントを開く
視点または割当てコンポーネントは、それらが属するビジネス・ルールのフロー・チャー
ト内から開きます。システム・ビューで開くことはできません。

• 視点または割当てコンポーネントの削除
視点または割当てコンポーネントを削除するには、それが属するビジネス・ルールから除
去します。

• 視点または割当てコンポーネントのコピーおよび貼付け
ビジネス・ルールの視点コンポーネントまたは割当てコンポーネントをコピーしてから、
そのコンポーネントを同じビジネス・ルールまたは別のビジネス・ルールに貼り付けるこ
とができます。

• 視点または割当てコンポーネントの保存
ルール・デザイナでビジネス・ルールを保存する際、そのルールに属する視点または割当
てコンポーネントが保存されます。

• 集約ストレージ式コンポーネントの操作
集約ストレージ式コンポーネントの作成、オープン、編集、削除、コピー、貼付け、およ
び使用状況の表示を行います。

集約ストレージ・コンポーネントを使用したビジネ
ス・ルールの設計について

集約ストレージ・コンポーネントを使用してビジネス・ルールを設計します。
Planning集約ストレージ・アプリケーション内のビジネス・ルールは、Planningブロック・ス
トレージ・アプリケーション内のビジネス・ルールとは異なるコンポーネントで構成されてい
ます。 :

Planning集約ストレージ・アプリケーションでのビジネス・ルールの設計には、次の 3つのコ
ンポーネントを使用します
• 視点コンポーネントには、メタデータ・メンバーのリストが含まれます(勘定科目のリスト
など)。
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ノート:

視点コンポーネントを別の視点コンポーネント内部にネストできます。

• 割当てコンポーネントには、データベース・アウトラインの 1つのレベルにあるメンバー
からアウトラインの他のメンバーにデータを配布するための計算が含まれます。

• 式コンポーネントには、メンバー、関数および変数を使用して設計する計算文が含まれま
す。

コンポーネントを作成する際は、作業しているビジネス・ルール、コンポーネント、テンプレ
ートおよび変数を開いたままにできます。Calculation Managerでは、コンポーネントを作成す
る際にタブ間を簡単に移動できるように、タブ付きインタフェースでこれらのオブジェクトが
表示されます。Calculation Manager内では最大 10個のタブを開けますが、最適なパフォーマ
ンスを得るためには、10個を超えるオブジェクトを同時に開かないことをお薦めします。

視点コンポーネントの操作
視点コンポーネントを作成および編集できます。
次も参照:

• 視点コンポーネントの作成
• 視点コンポーネントの編集

視点コンポーネントの作成
ビジネス・ルール内から視点コンポーネントを作成します。
視点コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでルールを右クリックし、「開く」を選択します。
ビジネス・ルールがルール・デザイナに表示されます。

2. ビジネス・ルールのフロー・チャート内の視点コンポーネントを作成する場所を決定した
ら、新規オブジェクト・パレットから「視点」コンポーネントをドラッグし、フロー・チ
ャート内のその場所にドロップします。
視点オブジェクトが内部に矢印の付いた 2つの丸として表示されます。

3. 「視点」で、視点コンポーネントを識別するキャプションを入力します。このキャプション
は、その視点を使用するルールのフロー・チャート内で、コンポーネントの上に表示され
ます。

4. オプション: 視点のグローバル範囲を定義するには、次のいずれかのタスクを行います:
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ノート:

視点コンポーネントを作成する対象のビジネス・ルールにグローバル範囲が定義
されている場合、「視点」タブにはビジネス・ルールのメンバー選択がデフォルト
で表示されます。グローバル範囲がビジネス・ルールに定義されているかどうか
確認するには、フロー・チャートで「開始」または「終了」タブを選択します。
次に、「グローバル範囲」タブをクリックして、メンバー、関数または変数が定義
されているかどうかを確認します。

• 「変数セレクタ」をクリックして、視点を定義する変数を選択または作成します。変数
を選択する場合、「変数に動的にリンク」を選択すると、変更が行われる際に変数が動
的に確実に更新されます。

• 「メンバー・セレクタ」をクリックして、視点を定義するメンバーを選択します。
• 「値」列でディメンションの行をクリックして、視点を定義するメンバーの名前を入力
します。

• ディメンションの行をクリックし、「アクション」アイコンをクリックし、次のいずれ
かのオプションを選択してメンバーを入力します。
– メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照)

– 変数(変数の操作を参照)

非 Groovyルールの場合、メンバーまたはメンバー(複数)タイプの変数のみが、集
約ストレージ・オプション(ASO)タイプの Planningキューブでサポートされてい
るタイプの変数です

– 関数 (関数の操作を参照)

入力する関数はレベル 0のメンバーのみを戻し、関数名の前に@記号が含まれる必
要があります。Listパラメータを持つすべての関数では、単一のメンバー、また
は 1つのメンバーかメンバー・リストを戻す関数を入力する必要があります。
入力できる関数は次のとおりです:

* 入力メンバーを指定すると、@ANCESTOR(Member Name,Index|Layer)は指定さ
れたインデックスまたはレイヤーの祖先を戻します。(ルールの POVでのみ
@ANCESTORを使用します。)

* @ATTRIBUTE(Attribute Member Name)は、指定された属性メンバーに関連付け
られているすべての基本メンバーのリストを生成します。

* @COUSIN(Member Name,Cousin Member Name)は、別の祖先のメンバーと同じ位
置の子メンバーを戻します(ルールの POVでのみ@COUSINを使用します。)

* @DISTINCT(List1)は、重複するタプルをセットから削除します(ルールの POV
でのみ@DISTINCTを使用します。)

* @EXCEPT(List1,List2)は、2つのセット間の違いを含むサブセットを戻し、オ
プションで重複を保持します(ルールの POVでのみ@EXCEPTを使用します。)

* @FilterDynamic(Dimension Name,Member Name)は、メンバーのリストからす
べての動的メンバーを削除します(ルールの POVでのみ@FilterDynamicを使
用します。)
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* @FilterShared(Dimension Name,Member Name)は、メンバーのリストからすべ
ての共有メンバーを削除します(ルールの POVでのみ@FilterSharedを使用
します。)

* @FilterSharedAndDynamic(Dimension Name,Member Name)は、メンバーのリス
トから、動的で共有されているすべてのメンバーを削除します(ルールの POV
でのみ@FilterSharedAndDynamicを使用します。)

* @FIRSTCHILD(Member Name)は、入力メンバーの最初の子を戻します(ルールの
POVでのみ@FIRSTCHILDを使用します。)

* @FIRSTSIBLING(Member Name)は、入力メンバーの親の最初の子を戻します。
グローバル POVでのみ@FIRSTSIBLINGを使用します。

* @GEN(Member Name)は、指定されたメンバーの入力世代数によって指定される
メンバーを戻します(ルールの POVでのみ@GENを使用します。)

* @GENMBRS(Member Name,Generation)は、入力世代数によって指定された世代
を戻します。(ルールの POVでのみ@GENMBRSを使用します。)

* @ILSIBLINGSは、指定されたメンバーおよびその左側の兄弟を戻します。(ルー
ルの POVでのみ@ILSIBLINGSを使用します。)

* @INTERSECT(List1,List2)は、2つの入力セットの共通部分を戻します(オプシ
ョンで重複の保持が可能)(ルールの POVでのみ@INTERSECTを使用します。)

* @IRSIBLINGSは、指定されたメンバーおよびその右側の兄弟を戻します。(ルー
ルの POVでのみ@IRSIBLINGSを使用します。)

* @LAGGEN(Member Name,Index)は、データベース・アウトラインに存在するメ
ンバーの順序を使用して、同じ世代の指定されたメンバーより nステップ後ろ
のメンバーを戻します。グローバル POVでのみ@LAGGENを使用します。

* @LAGLEV(Member Name,Index)は、データベース・アウトラインに存在するメ
ンバーの順序を使用して、同じレベルの指定されたメンバーより nステップ後
ろのメンバーを戻します。グローバル POVでのみ@LAGLEVを使用します。

* @LASTCHILD(Member Name)は、入力メンバーの最後の子を戻します(ルールの
POVでのみ@LASTCHILDを使用します。)

* @LASTSIBLING(Member Name)は、入力メンバーの親の最後の子を戻します。グ
ローバル POVでのみ@LASTSIBLINGを使用します。

* @LAYERGEN(Member Name,Index)は、指定されたメンバーのレイヤーに基づく
世代を戻します。
@LAYERGENは、たとえば、@ANCESTOR(member,layer,index)など、パラメータ
がレイヤーを検索する関数内でのみ使用できます。@LAYERGENを単独で使用
することはできません。ルールの POVでのみ@LAYERGENを使用します。
次の「期間」ディメンションで、
@Level0Descendants(@ANCESTOR(Jul,@LAYERGEN(Period,3)))は「7月」、「8
月」、「9月」を戻します
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* @LAYERLEVEL(Member Name,Index)は、指定されたメンバーのレイヤーに基づ
くレベルを戻します。
@LAYERLEVELは、たとえば、@ANCESTOR(member,layer,index)など、パラメー
タがレイヤーを検索する関数内でのみ使用できます。@LAYERLEVELを単独で
使用することはできません。ルールの POVでのみ@LAYERLEVELを使用しま
す。
次の「期間」ディメンションで、@ANCESTOR(Oct,@LAYERLEVEL(Period,0))は
「10月」、「11月」、「12月」を戻します
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* @LEADGEN(Member Name,Index)は、データベース・アウトラインに存在するメ
ンバーの順序を使用して、同じ世代の指定されたメンバーより nステップ先の
メンバーを戻します。グローバル POVでのみ@LEADGENを使用します。

* @LEADLEV(Member Name,Index)は、データベース・アウトラインに存在するメ
ンバーの順序を使用して、同じレベルの指定されたメンバーより nステップ先
のメンバーを戻します。グローバル POVでのみ@LEADLEVを使用します。

* @Level0Descendant(Member Name)は、展開して、指定されたメンバーのすべ
てのレベル 0の子孫を含めます

* @LIST(Argument)は、メンバーのリストを戻します(ルールの POVでのみ@LIST
を使用します。)

* @LSIBLINGSは、指定されたメンバーの左側の兄弟を戻します。(ルールの POV
でのみ@LSIBLINGSを使用します。)

* @NEXTLEVMBR(Member Name)は、データベース・アウトラインに存在するメン
バーの順序を使用して、同じレベルの次のメンバーを戻します。グローバル
POVでのみ@NEXTLEVMBRを使用します。

* @NEXTMBR(Member Name)は、データベース・アウトラインに存在するメンバー
の順序に従って、同じ世代またはレベルの次のメンバーを戻します(ルールの
POVでのみ@NEXTMBRを使用します。)
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* @PARENT(Member Name)は、メンバーの親を戻します。(ルールの POVでのみ
@PARENTを使用します。)

* @PREVLEVMBR(Member Name)は、データベース・アウトラインに存在するメン
バーの順序を使用して、同じレベルの前のメンバーを戻します。グローバル
POVでのみ@PREVLEVMBRを使用します。

* @PREVMBR(Member Name)は、データベース・アウトラインに存在するメンバー
の順序を使用して、同じ世代またはレベルの前のメンバーを戻します。(ルール
の POVでのみ@PREVMBRを使用します。)

* @RSIBLINGSは、指定されたメンバーの右側の兄弟を戻します。(ルールの POV
でのみ@RSIBLINGSを使用します。)

* @Siblings(Member Name)は、展開して、指定されたメンバーのすべての兄弟を
含めます

* @UDA(Dimension Name, User-Defined Attribute String)は、Oracle
Essbaseサーバーでユーザー定義属性(UDA)として定義した共通属性に基づ
いてメンバーを選択します。

5. 選択したディメンションのメンバーに関するコメントを入力するには、「コメント」をクリ
ックします。

6. グリッドに作成したすべてのエントリをクリアするには、「グリッドをリセット」をクリッ
クします。

7. をクリックします。

視点コンポーネントの編集
視点コンポーネントのグローバル範囲を構成するメンバー、変数および関数を編集できます。
また、フロー・チャートのコンポーネントおよび視点のディメンションごとに選択した値に入
力されたコメントの上に表示されるキャプションを編集できます。
視点コンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューで視点を含むビジネス・ルールを右クリックし、「開く」を選択します。
2. ルール・デザイナで、編集する視点コンポーネントをフロー・チャートで選択してそのプ
ロパティを表示します。次の視点コンポーネントのプロパティを編集できます。(視点コ
ンポーネントの作成を参照してください。)
• ビジネス・ルールのフロー・チャートで視点コンポーネントの上に表示されるキャプ
ション

• 視点を定義するメンバー、変数および関数
• 変数が変更された場合、視点コンポーネントに使用されている変数を動的に更新する
かどうか

• 視点のグローバル範囲を定義するディメンションおよびメンバーにコメントを入力す
るかどうか

• 属するビジネス・ルールが検証または起動された場合、視点コンポーネントのメンバ
ーの値を計算するかどうか

3. をクリックします。
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割当てコンポーネントの操作
割当てコンポーネントを作成および編集できます。
次も参照:

• 割当てコンポーネントの作成
• 割当てコンポーネントの編集

割当てコンポーネントの作成
割当てコンポーネントを使用すると、メンバーからメンバーのレベル 0の子孫にデータを配布
できます。割当てコンポーネントはビジネス・ルール内から作成します。これはそのビジネ
ス・ルールのみに存在し、ビジネス・ルール間で共有することはできません。
割当てコンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューでルールを右クリックし、「開く」を選択します。
ビジネス・ルールがルール・デザイナに表示されます。

2. 割当てコンポーネントを作成するビジネス・ルールのフロー・チャート内の場所を決定し、
「新規オブジェクト」パレットから「割当て」コンポーネントをドラッグし、フロー・チャ
ート内の該当する場所にドロップします。

ノート:

視点コンポーネントを別の視点コンポーネント内にドロップすると、最初(上位)
の視点のメンバー、変数および関数が 2番目の視点に継承されます。

3. 「割当」ウィザードの「視点」で、割当て時に変更しないリスト内のディメンションごとに
次のいずれかのタスクを行います:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーと変数を選択します。

ノート:

メンバー・セレクタでは、ウィザードの現在のステップにリストされるディ
メンションを「ディメンション」から選択できます。そのため、ウィザード
の現在のステップにリストされるディメンションのメンバーと関数を選択で
きます。
選択したすべてのメンバーが有効なレベル 0のメンバーであることを確認し
てください。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」をクリックしてメンバーまたは変
数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび Planning数
式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。
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4. 「割当」ウィザードの「ソース」で、リスト内のディメンションごとに、次のタスクのいず
れかを行って、割り当てるデータを所有するメンバーを選択します。

ノート:

リストされるディメンションごとにメンバーを選択する必要があります。
ソース・メンバーにはレベル 0以外のメンバーを指定できます。

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

ノート:

リストされる各ディメンションについて、事前定義済の選択に値が入力され
ない場合、空になっているすべてのディメンションの値を入力する必要があ
ります。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」をクリックしてメンバーまたは変
数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび Planning数
式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。

ノート:

割当てコンポーネントのこのステップに関数を使用できません。

• オプションで、特定の値を割り当てるには、前述の選択内容のかわりに割り当てる量
を入力します。

5. 割り当てるソース金額がゼロの場合、ドロップダウンで次のいずれかのオプションを選択
します。
• 次のプール・レコードを選択します。
• 割当ての処理を停止します。

6. 「割当範囲」で、次を行います:

• 割当に使用するディメンションの親メンバーを入力します。
親メンバーを入力するには、次のいずれかのタスクを行います:

– 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値と
ともにディメンションのリストを移入します。

– 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックして、データの割当て先のディメンシ
ョンの親メンバーを選択します。

– 親メンバーを入力するか、リスト内のディメンションを選択し、「アクション」ア
イコンをクリックしてデータの割当て先の(主ディメンションの)親メンバーを選
択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび Planning数式
を使用したコンポーネントの設計を参照してください。
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データは、データベース・アウトラインの親メンバーの下のレベル 0メンバー(つ
まり、下にメンバーのない、アウトライン内で最下位のメンバー)に割り当てられ
ます。

• 割当てプロセスの前に領域をクリアするかどうかを選択します。
「はい」を選択して領域をクリアする場合、割当て実行前にクリアするメンバーを「領
域のクリア」フィールドに入力します(ステップ 8を参照)。

7. 残りのディメンションの「ターゲット」で、データの割当て先のレベル 0のメンバーを選
択します。次のいずれかのタスクを行います:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」アイコンをクリックしてメンバー
または変数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび
Planning数式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。

8. 「領域のクリア」に、割当てプロセスの前に論理クリアでクリアするレベル 0のメンバーを
入力します。次のいずれかのタスクを行います:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」アイコンをクリックしてメンバー
または変数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび
Planning数式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。

ノート:

「領域のクリア」が表示されない場合は、割当て前にデータをクリアするために
「割当範囲」で「はい」を選択していません。

9. 「オフセット」で、次のいずれかのタスクを行います:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」アイコンをクリックしてメンバー
または変数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび
Planning数式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。

ノート:

オフセットのメンバー指定する必要があります。空のままにすることはできませ
ん。

第 8章
割当てコンポーネントの操作

8-10



10. オプション: 「除外」で、割当てから除外するメンバーを選択します。次のいずれかのタス
クを行います:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」アイコンをクリックしてメンバー
または変数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび
Planning数式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。

11.「基準」で、次のタスクを行います:

a. 割当て方法を選択してデータを割り当てる方法を指定します。
• 「均等に割当て」を選択して、データ値を割当て範囲に均等に割り当てます。次に、
均等方法の基準オプションで、基準が負、ゼロ、値がない、またはすべてのメンバ
ーが除外されている場合に実行する処理を指定します。

• 「ドライバを使用して割当て」を選択して、割当て範囲の各メンバーに適用される
パーセンテージを計算します。基準オプションに、基準が負またはゼロに等しい場
合に実行する処理を指定します。

b. 指定していないディメンション・メンバーは事前に定義した POVから継承されます
が、次のいずれかのタスクを実行すると、POVの選択肢を上書きできます:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値と
ともにディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとに
メンバーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」アイコンをクリックしてメン
バーまたは変数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストお
よび Planning数式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。

c. 「次」をクリックします。
12.「丸め処理」で、次のステップを実行します:

a. この割当てに使用する小数点以下の桁数を入力するか、「アクション」アイコンをクリ
ックして、この値を示すメンバーまたは変数を選択します。

b. 丸め差異を適用する場所を選択します。
• 丸め差異を適用するメンバーを指定するには、場所の定義を選択します。
• データ値を最大値に丸めるには、「最大値の使用」を選択します
• データ値を最小値に丸めるには、最小値の使用を選択します。
• 割り当てたデータ値をそのまま使用する場合は、丸め誤差の破棄を選択します。

13. 前のステップで場所の定義を選択した場合、「丸め処理メンバー」で、次のいずれかのタス
クを行います:

• 「事前に定義されている選択項目の使用」から事前定義済の選択肢を選択し、値ととも
にディメンションのリストを移入します。

• 「メンバー・セレクタ」アイコンをクリックし、リスト内のディメンションごとにメン
バーを選択します。

• リスト内のディメンションを選択し、「アクション」アイコンをクリックしてメンバー
または変数を選択します。メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび
Planning数式を使用したコンポーネントの設計を参照してください。
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ノート:

このステップで選択するメンバーは割当て範囲に含まれている必要があります。

14.「完了」をクリックします。

割当てコンポーネントの編集
ビジネス・ルールを開いて、そのルールに属する割当てコンポーネントを編集できます。ルー
ル・デザイナにビジネス・ルールが表示されたら、ビジネス・ルールのフロー・チャートでコ
ンポーネントを選択して、割当てコンポーネントのプロパティを表示できます。
割当てコンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューで割当てコンポーネントを含むビジネス・ルールを右クリックし、「開
く」を選択します。

2. ルール・デザイナで、フロー・チャート内の編集する割当てコンポーネントを選択して、
そのプロパティを表示します。次の割当てコンポーネントのプロパティを編集できます。
(割当てコンポーネントの作成を参照してください。)
• 割り当てるデータを所有するメンバー
• データを割り当てるレベル 0のメンバー
• 割り当てるデータおよびデータ量
• 割り当てたデータの合計数をオフセット・メンバーに書き込むかどうか
• ドライバを使用して、データを等分に割り当てるか、様々な量で割り当てるか
• 割り当てられたデータを丸めるかどうか。実行する場合の丸め処理の方法

3. をクリックします。

視点または割当てコンポーネントを開く
視点または割当てコンポーネントは、それらが属するビジネス・ルールのフロー・チャート内
から開きます。システム・ビューで開くことはできません。
視点または割当てコンポーネントを開くには:

1. システム・ビューでコンポーネントを含むルールを右クリックし、「開く」を選択します。
ビジネス・ルールがルール・デザイナに表示されます。

2. ルールを開いたら、ルールのフロー・チャートで、視点コンポーネントをクリックする、
または割当てコンポーネントをダブルクリックして、コンポーネントを開きます。

視点または割当てコンポーネントの削除
視点または割当てコンポーネントを削除するには、それが属するビジネス・ルールから除去し
ます。
視点および割当てコンポーネントは 1つのビジネス・ルールでのみ使用できるため、ビジネス・
ルールに属するこれらのコンポーネントをビジネス・ルールから除去すると、コンポーネント
は削除されます。
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視点または割当てコンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューで視点または割当てコンポーネントを含むルールを右クリックし、「開
く」を選択します。

2. ルール・デザイナで、フロー・チャートで削除する視点または割当てコンポーネントを選
択します。

3. 視点または割当てコンポーネントを右クリックし、「削除」を選択します。
割当てコンポーネントが視点コンポーネント内に含まれる場合、視点コンポーネントを削
除すると、割当てコンポーネントが削除されます。

4. をクリックします。

視点または割当てコンポーネントのコピーおよび貼
付け

ビジネス・ルールの視点コンポーネントまたは割当てコンポーネントをコピーしてから、その
コンポーネントを同じビジネス・ルールまたは別のビジネス・ルールに貼り付けることができ
ます。
ビジネス・ルールのフロー・チャートで視点または割当てコンポーネントをコピーして貼り付
けるには:

1. システム・ビューで視点または割当てコンポーネントを含むルールを右クリックし、「開
く」を選択します。
ビジネス・ルールがルール・デザイナに表示されます。

2. ルール・デザイナで、ビジネス・ルールのフロー・チャートにコピーする視点または割当
てコンポーネントを右クリックし、コンポーネントのみをコピーする場合は「コピー」を
選択し、コンポーネントおよびそれに含まれるすべてのコンポーネントをコピーする場合
は「グループのコピー」を選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• コンポーネントを同じビジネス・ルールに貼り付けるには、フロー・チャートのコン
ポーネントを貼り付ける場所で右クリックし、「貼付け」を選択します。

• コンポーネントを異なるビジネス・ルールに貼り付けるには、ビジネス・ルールを開
き、フロー・チャートのコンポーネントを貼り付ける場所で右クリックして「貼付け」
を選択します。

4. をクリックします。

視点または割当てコンポーネントの保存
ルール・デザイナでビジネス・ルールを保存する際、そのルールに属する視点または割当てコ
ンポーネントが保存されます。
式コンポーネントとは異なり、視点および割当てコンポーネントは、それらが作成されるビジ
ネス・ルールから独立して存在することはできません。
視点または割当てコンポーネントを保存するには、コンポーネントを設計した後、 をクリ
ックします。
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集約ストレージ式コンポーネントの操作
集約ストレージ式コンポーネントの作成、オープン、編集、削除、コピー、貼付け、および使
用状況の表示を行います。
次も参照:

• 集約ストレージ式コンポーネントの作成
• 集約ストレージ式コンポーネントを開く
• 集約ストレージ式コンポーネントの編集
• 集約ストレージ式コンポーネントの削除
• 集約ストレージ式コンポーネントのコピーおよび貼付け
• 別のアプリケーションまたはデータベースへの集約ストレージ式コンポーネントのコピー
• 集約ストレージ式コンポーネントの使用状況の表示

集約ストレージ式コンポーネントの作成
集約ストレージ式コンポーネントは、式の計算文で構成されています。式の計算文を作成する
には、メンバーおよび変数を入力または選択します。式を作成する際、コンポーネント・デザ
イナのグリッド内の行にその各計算文がリストされます。
式コンポーネントは、システム・ビューまたはルール・デザイナで作成できます。式コンポー
ネントは独立したオブジェクトとしてデータベースに存在するため、ビジネス・ルール間で共
有できます。
集約ストレージ・アプリケーション用の式コンポーネントを作成するには:

1. システム・ビューで「式」を右クリックし、「新規」を選択します。
2. 式名およびアプリケーション・タイプを入力します。
3. アプリケーションを選択します。
アプリケーション名は有効な Planningアプリケーションである必要があります。

4. 「データベース」を選択します。

ノート:

「式」を右クリックし、「新規」を選択して新しい式を作成する場合、システム・
ビュー内で操作しているアプリケーション・タイプ、アプリケーションおよびデ
ータベースが「新規式」ダイアログに挿入されます。

5. 「OK」をクリックします。
6. コンポーネント・デザイナの「プロパティ」で、次のステップを実行します。

a. オプション: 式は、作成時にデフォルトで共有されます。「共有」チェック・ボックス
を選択する、またはクリアすることはできません。
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ヒント:

共有でない式を作成するには、ビジネス・ルールを開いて、新しい式コンポ
ーネントをビジネス・ルールのフロー・チャートにドラッグします。「共有」
チェック・ボックスは選択されていません。式を共有する場合は、「共有」チ
ェック・ボックスを選択します。

b. オプション: 新規名前を 50文字以下で入力することにより、式の名前を編集します。
(デフォルトの名前は「新規式」ダイアログで指定されます。)

c. オプション: 式の説明を 255文字以下で入力します。
d. オプション: 式のキャプションを入力します。キャプションは、ルール・デザイナのフ
ロー・チャートで式の下に表示されます。

ノート:

キャプションを入力しない場合、フロー・チャートではコンポーネントの名
前が表示されます。

e. オプション: 式のコメントを入力します。たとえば、式コンポーネントの使用方法をユ
ーザーに伝えられます。

7. 「式」に、式のキャプションを入力します。
8. オプション: 「オフセット・メンバー」から、オフセット・メンバーまたはディメンション
間メンバーに書き込まれる式コンポーネントの式のすべての合計金額が必要な場合、省略
記号アイコンをクリックしてメンバーを選択します。

ノート:

オフセット・メンバーは、下で作成する式内に手動で定義できます。式コンポー
ネントで定義されたオフセットは、すべての計算済金額の合計として計算されま
す。

9. 式の文を作成するには、等号の左側にある 1番目の式の文の行内をクリックします。次に、
メンバーまたはディメンション間メンバーの選択を入力するか、「アクション」をクリック
して、次を選択します:

• 変数(変数の操作を参照してください。)
• メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。)

ノート:

ディメンション間メンバーの選択を入力する場合は、各メンバー名を右矢印で区
切って入力します。たとえば、mem1->mem2->mem3のようになります。
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10. 式の文を完成するには、等号の右側にある行内をクリックします。次に、メンバーまたは
ディメンション間メンバーの選択を入力するか、「アクション」をクリックして、次を選択
します:

• 変数(変数の操作を参照してください。)
• メンバー(コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。)

11. オプション: 式の文行ごとに、「コメント」アイコンをクリックし、式の文に関するコメン
トを入力します。「OK」をクリックします。

12.「使用状況」では、式コンポーネントを使用するルールを確認できます。

ノート:

このタブの情報はどれも編集できません。

13. をクリックします。

集約ストレージ式コンポーネントを開く
集約ストレージ式コンポーネントは、システム・ビューから、または式コンポーネントを使用
するビジネス・ルールのルール・デザイナのフロー・チャート内から開くことができます。
集約ストレージ式コンポーネントを開くには、システム・ビューで「式」を展開し、次のいず
れかのタスクを実行します。
• 開く式を右クリックし、「開く」を選択します。
• 開く式をダブルクリックします。
式コンポーネントがコンポーネント・デザイナで開かれます。

ノート:

式コンポーネントをビジネス・ルール内で開くには、式コンポーネントを右クリック
して「開く」を選択するか、そのコンポーネントをダブルクリックして、ルールのフ
ロー・チャート内から開きます。

集約ストレージ式コンポーネントの編集
集約ストレージ式コンポーネント、および式コンポーネントのコメント、キャプション、名前
および説明で構成される式の文を編集できます。
集約ストレージ式コンポーネントを編集するには:

1. システム・ビューで式コンポーネントを右クリックし、「開く」を選択します。
2. コンポーネント・デザイナで、式コンポーネントの次のプロパティを編集できます。集約
ストレージ式コンポーネントの作成を参照してください。
• キャプション
• 式の文
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• 名前
• 説明
• コメント

3. をクリックします。

集約ストレージ式コンポーネントの削除
集約ストレージ式コンポーネントは、どのビジネス・ルールでも使用されていない場合にのみ
削除できます。ビジネス・ルールが式コンポーネントを使用しているかどうかを調べるには、
式コンポーネントの使用状況を表示します。集約ストレージ式コンポーネントの使用状況の表
示を参照してください。
式コンポーネントがビジネス・ルールで使用されているが、そのルールで使用する必要がなく
なった場合は、ルールから除去した後に、式コンポーネントを削除します。式コンポーネント
を使用しているビジネス・ルールが不要になった場合は、ビジネス・ルールを削除できます。
ビジネス・ルールで使用されていない式コンポーネントは、削除できます。
集約ストレージ式コンポーネントを削除するには:

1. システム・ビューで式を右クリックし、「使用状況の表示」を選択します。
2. 式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールがないことを確認します。
集約ストレージ式コンポーネントの使用状況の表示を参照してください。

3. 式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールから式コンポーネントを削除します。
コンポーネントのフロー・チャートからの除去を参照してください。

4. 式を再度右クリックし、「削除」を選択します。
5. 式の削除を確認します。

集約ストレージ式コンポーネントのコピーおよび貼付け
ルールから集約ストレージ式コンポーネントをコピーして、同じルールや異なるルールに貼り
付けることができます。式コンポーネント内のグリッドのコンテンツをコピーして、同じ式コ
ンポーネントや異なる式コンポーネントに貼り付けることもできます。式コンポーネントをコ
ピーして、別の式コンポーネントや別のコンポーネント・タイプに貼り付けることはできませ
ん。
集約ストレージ式コンポーネントをコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューで式コンポーネントを含むルールを右クリックし、「開く」を選択しま
す。

2. ルール・デザイナのフロー・チャートで、コピーする式コンポーネントを右クリックし、
「コピー」を選択します。
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ノート:

コピーするコンポーネントが共有されている場合、コンポーネント自体をコピー
するかわりに、「編集」、「参照のコピー」を使用して参照を共有コンポーネントに
コピーできます。(ビジネス・ルールの式またはスクリプト・コンポーネントへの
参照のコピーおよび貼付けを参照してください。)

3. 次のいずれかのタスクを行います:

• 式コンポーネントを同じビジネス・ルールのフロー・チャートに貼り付けるには、フ
ロー・チャートの貼り付ける場所で右クリックし、「貼付け」を選択します。

• 式コンポーネントを異なるビジネス・ルールのフロー・チャートに貼り付けるには、
コンポーネントを貼り付けるビジネス・ルールを開き、貼り付ける場所で右クリック
して「貼付け」を選択します。

4. をクリックします。

別のアプリケーションまたはデータベースへの集約ストレー
ジ式コンポーネントのコピー

1つのアプリケーションから別のアプリケーションおよびデータベースに、または同じアプリ
ケーション内で 1つのデータベースから別のデータベースに、集約ストレージ式コンポーネン
トをコピーできます。
集約ストレージ式コンポーネントをコピーするには:

1. システム・ビューでコピーする式コンポーネントを右クリックし、「コピー先」を選択しま
す。

2. 「名前を付けて保存」で、次のタスクのいずれかを行います:

• 式コンポーネントを別のアプリケーションにコピーするには、「アプリケーション」に
名前を入力します。

• 式コンポーネントを別のアプリケーションおよびデータベースにコピーするには、「ア
プリケーション」および「データベース」に名前を入力します。

• 式コンポーネントを同じアプリケーション内の別のデータベースにコピーするには、
「データベース」に名前を入力します。

3. 「OK」をクリックします。
式コンポーネントがコピー先のアプリケーションおよびデータベースの「式」ノードに表
示されます。

ノート:

式コンポーネントのコピー先のアプリケーション・ノードまたはデータベース・
ノードのリフレッシュが必要な場合があります。アプリケーション・ノードまた
はデータベース・ノードを右クリックして「リフレッシュ」を選択します。
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集約ストレージ式コンポーネントの使用状況の表示
集約ストレージ式コンポーネントを使用しているビジネス・ルール、およびビジネス・ルール
に関するその他の情報を確認するには、システム・ビューで式コンポーネントの使用状況を表
示します。
集約ストレージの式コンポーネントの使用状況を表示するには:

1. システム・ビューで使用状況の表示対象の式を右クリックし、「使用状況の表示」を選択し
ます。

2. 式コンポーネントに関する次の情報を表示できます。
• その式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールの名前
• その式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールのアプリケーション名
• その式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールのデータベース名
• 式コンポーネントの所有者
• その式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールをデプロイするかどうか
• その式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールを検証するかどうか
• その式コンポーネントを使用しているビジネス・ルールの説明

ノート:

式コンポーネントの使用は、「用途」タブのコンポーネント・デザイナから確
認することもできます。
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9
メンバーの選択、変数、関数、スマート・リストおよび Planning数式を使用したコンポーネントの設計

次も参照:

• メンバー選択、変数、関数およびスマート・リストについて
コンポーネントを使用してビジネス・ルールを設計するのと同様に、メンバー、変数およ
び関数を使用してコンポーネントを設計します。

• コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加
式コンポーネント、スクリプト・コンポーネント、条件コンポーネント、メンバー範囲コ
ンポーネントおよびデータ範囲コンポーネントにメンバーを追加します。

• メンバーの検索
• 変数の操作
ビジネス・ルールおよびテンプレートの設計時にコンポーネントで変数を使用します。

• 関数の操作
• カスタム関数の操作
カスタム関数を使用して、データのコピーとエクスポート、テキスト文字列に対する一重
引用符または二重引用符の削除と追加、2つのテキスト文字列の比較、別の形式への日付
の変換などのタスクを実行します。

• スマート・リストの操作
• Planning数式の操作

Calculation Managerのグラフィカル・ルールまたはスクリプト・ルールで、Planningの数
式を使用します。

• Essbaseでのハイブリッド集約の操作
ブロック・ストレージ・データベースでのハイブリッド集約とは、集約ストレージ・デー
タベースの計算と同様に、ブロック・ストレージ・データ計算が可能なかぎり効率的に実
行されることを意味します。

メンバー選択、変数、関数およびスマート・リストに
ついて

コンポーネントを使用してビジネス・ルールを設計するのと同様に、メンバー、変数および関
数を使用してコンポーネントを設計します。
メンバーのリストを返すメンバーおよび関数を選択するには、式、スクリプト、条件、メンバ
ー範囲、データ範囲およびメンバー・ブロック・コンポーネント内でメンバー選択を使用しま
す。コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加を参照してください。
変数は、式、ループおよび条件の各コンポーネントに対して式を構築するために使用します。
ビジネス・ルールが起動されると計算される実行変数と、より複雑な式または関数を代替する
置換変数の 2種類の変数があります。(変数の操作を参照してください。)

9-1



次の種類の変数を作成できます:

• アプリケーション・タイプに属するすべてのアプリケーションで使用するグローバル変数
• 1つのアプリケーションのみに使用するアプリケーション変数

1つのプラン・タイプまたはデータベースで使用する場合はプラン・タイプまたはデータ
ベース変数

• 1つのビジネス・ルールのみに使用するルール変数
関数は、ループ、条件および式の各コンポーネントで使用できる事前に定義された式です。
(Planningアプリケーションで使用できる関数タイプの詳細は、関数の操作を参照してくださ
い。)関数を使用して次のような計算を実行できます:

• 日付文字列から数字への変換
• 範囲をまたがったメンバーの平均値の計算
• ある期間における資産の減価償却の計算
• 時間ディメンションのメンバーの期間累計値の計算
Planningのデータ・フォーム・セルでオプションを入力するかわりに、スマート・リストを使
用して事前定義済のオプションを選択します。

コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加
式コンポーネント、スクリプト・コンポーネント、条件コンポーネント、メンバー範囲コンポ
ーネントおよびデータ範囲コンポーネントにメンバーを追加します。
次も参照:

• コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加について
• 1つ以上のディメンションから 1つのコンポーネントへのメンバーまたは関数の追加
• コンポーネントからのメンバーおよび関数の除去

コンポーネントへのメンバーおよび関数の追加について
式コンポーネント、スクリプト・コンポーネント、条件コンポーネント、メンバー範囲コンポ
ーネントおよびデータ範囲コンポーネントにメンバーを追加できます。式コンポーネント、ス
クリプト・コンポーネントおよび条件コンポーネントにメンバーのリストを戻す関数も追加で
きます。コンポーネントが属するアプリケーションのディメンションからメンバーおよび関数
を選択できます。
操作するコンポーネントによって、1つのディメンションから 1つ以上のメンバーまたは関数
を選択するか、複数のディメンションから 1つ以上のメンバーまたは関数を選択できます。
• 複数のディメンションに対して 1つのメンバーを選択できる条件は次のとおりです:

– 式コンポーネントの式グリッド内
– 必要なパラメータが 1つのメンバーである関数内

• タイプがメンバーである変数値を定義する際、複数のディメンションに対して複数のメン
バーを選択できます。

• 1つのディメンションに対して複数のメンバーを選択できる条件は次のとおりです:

– ビジネス・ルールのグローバル範囲内
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– 設計時プロンプト・タイプがデータ交差部であるテンプレート内
– タイプがメンバーである変数値の定義内
– タイプがメンバーである変数制限の定義内
– ループ・コンポーネント内
– パラメータがメンバーであるすべての関数内

• 1つのディメンションに対して 1つのメンバーを選択できる条件は次のとおりです:

– タイプがメンバーである変数値の定義内
– パラメータがメンバーであるすべての関数内

1つ以上のディメンションから 1つのコンポーネントへのメン
バーまたは関数の追加

「メンバー・セレクタ」を使用して、1つ以上のディメンションから 1つのコンポーネントへメ
ンバーまたは関数を追加します。
「メンバー・セレクタ」にアクセスしてメンバーまたは関数を追加するには:

1. システム・ビューでテンプレートまたはビジネス・ルールを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ビジネス・ルールまたはテンプレートが開いたら、そのフロー・チャートで、コンポーネ
ントを選択します。

ノート:

固定ループ・コンポーネントにはメンバーを追加できません。

3.  (「メンバー・セレクタ」アイコン)をクリックします。
「メンバー・セレクタ」によって、ディメンション内のメンバーを選択できます。ディメンショ
ン内のメンバーを展開および縮小するときは、「+」および「-」を使用します。
「メンバー・セレクタ」 には次のタブがあります:

• メンバー(複数)

• 関数 (ディメンションに関数が定義されている場合)

• 検索
選択したディメンションのすべてのメンバーおよび関数が、「メンバー」および「関数」タブに
あります。「検索」タブを使用して、メンバーまたはメンバーの説明を検索します。
選択するメンバーおよび関数は右側の「選択」にリストされます。複数のメンバーが選択可能
なコンポーネントの場合は、[Shift]キーを押しながらクリックするか[Ctrl]キーを押しながらク
リックして、連続または非連続のメンバーを選択できます。
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メンバー(複数)

「メンバー」タブで、メンバーを選択し、  (選択)をクリックして、「選択」リストにそれを移
動します。この表のオプションを使用して選択項目を詳細に定義することもできます。
Table 9-1    「メンバー・セレクタ」ボタン

ボタン 説明

 (特殊項目の追加)
(Planningおよび Oracle Essbaseブロック・ストレージ・アプリケー
ション・ユーザーのみ) 次のいずれかを選択して、タブで選択したメン
バーまたは関数に関連する追加メンバーまたは関数を追加します:
• メンバー
• 子
• 子(含む)
• 子孫
• 子孫(含む)
• 兄弟
• 兄弟(含む)
• 親
• 親(含む)
• 祖先
• 祖先(含む)
• 相対
• レベル 0 (ベース)
• 含む
ノート: Planningの「特殊項目の追加」の選択肢には、「レベル 0(ベー
ス)」または「含む」はありません。

 (選択)
選択すると、メンバーまたは関数が「選択」リストに移動します。

 (選択解除)
選択すると、メンバーまたは関数が「選択」リストから除去されます。

 (すべて選択解除)
選択すると、すべてのメンバーおよび関数が選択リストから除去されま
す。

関数
「関数」タブで、関数を選択し、次の表に従って関数に必須な値を入力します:

Table 9-2    関数および値

関数 入力する値 説明
@ALLANCESTORS メンバー名 メンバー名を入力するか、「メンバー」をクリックしてメンバーを選択

します。
@ANCEST • ディメンション名

• 世代レベル番号
• メンバー名

1. 「ディメンション」で選択したディメンション名を入力します。
2. 祖先値が戻る元の世代またはレベルの番号を定義する整数値を入
力します。正の整数は世代番号を表します。0または負の整数は
レベル番号を表します。

3. 任意のメンバー名またはメンバーの組合せを入力します。
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Table 9-2    (Cont.) 関数および値

関数 入力する値 説明
@ANCESTORS • メンバー名

• 世代レベル番号
• 世代レベル名

1. 任意のメンバー名またはメンバーの組合せを入力します。
2. メンバーを含める上限の絶対世代番号または絶対レベル番号を定

義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表します。0
または負の整数はレベル番号を表します。

3. 選択にメンバーを含める最高のレベル名と世代名を入力します。
@ATTRIBUTE 属性メンバー名 入力したディメンションに対して、選択に含める属性メンバー名または

メンバーの組合せを入力します。
@CHILDREN メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー

の組合せを戻す関数を入力します。
@CURRMBR ディメンション名 ディメンション名を入力します。
@DESCENDANTS • メンバー名

• 世代レベル番号
• 世代レベル名

1. 任意のメンバー名またはメンバーの組合せを入力します。
2. メンバーを含める上限の絶対世代番号または絶対レベル番号を定

義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表します。0
または負の整数はレベル番号を表します。

3. 選択にメンバーを含める最高のレベル名と世代名を入力します。
@GENMBRS • ディメンション名

• genName
1. ディメンション名を入力します。
2. dimNameから世代名を入力します。正の整数は世代番号を表し
ます。

@IALLANCESTOR
S

メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。

@IANCESTORS • メンバー名
• 世代レベル番号 1. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメン

バーの組合せを戻す関数を入力します。
2. 選択にメンバーを含める上限の絶対世代番号または絶対レベル番
号を定義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表しま
す。0または負の整数はレベル番号を表します。

@ICHILDREN メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。

@IDESCENDANTS • メンバー名
• 世代レベル番号 1. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメン

バーの組合せを戻す関数を入力します。
2. 選択にメンバーを含める上限の絶対世代番号または絶対レベル番
号を定義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表しま
す。0または負の整数はレベル番号を表します。

@ILSIBLINGS メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。

@IRDESCENDANT
S

• メンバー名
• 世代レベル番号 1. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメン

バーの組合せを戻す関数を入力します。
2. 選択にメンバーを含める上限の絶対世代番号または絶対レベル番
号を定義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表しま
す。0または負の整数はレベル番号を表します。

@IRSIBLINGS メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。
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Table 9-2    (Cont.) 関数および値

関数 入力する値 説明
@ISIBLINGS メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー

の組合せを戻す関数を入力します。
@LEVMBRS • ディメンション名

• レベル名 1. ディメンション名を入力します。
2. レベルの番号を定義するレベル名または整数値を入力します。整

数値は 0または正の整数にする必要があります。
@LIST 引数 親関数によって処理できるように、1つの引数として収集および処理さ

れる引数のリストを入力します。引数として使用できるのは、メンバー
名、メンバーの組合せ、メンバー・セット関数、範囲関数および数値式
です。

@LSIBLINGS メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。

@MATCH • メンバー、世代
• genName
• 照合するパターン

1. 選択の基準となるメンバーのデフォルト名またはユーザー定義名
を入力します。システムは、指定されたメンバーおよびその子孫の
メンバー名および別名を検索します。

2. 選択の基準となる世代のデフォルト名またはユーザー定義名を入
力します。システムは、その世代のすべてのメンバー名およびメン
バー別名を検索します。

3. ワイルドカード(*または?)を含めた検索対象の文字パターンを入
力します。?は任意の 1文字を表します。?はパターン内の任意の
場所で使用できます。*は任意の数の文字を表します。*を使用で
きるのはパターンの末尾のみです。文字パターンにスペースを含
めるには、二重引用符("")でパターンを囲みます。

@MEMBER 文字列 文字列(二重引用符で囲まれている)または文字列を戻す関数を入力し
ます。

@MERGE • リスト 1
• リスト 2

1. マージするメンバーの第 1リストを入力します。
2. マージするメンバーの第 2リストを入力します。

@PARENT • ディメンション名
• メンバー名 1. ディメンション名を入力します。

2. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいは戻された親と組み合
わせるメンバーまたはメンバーの組合せを戻す関数を入力します。

@RANGE • メンバー名
• 範囲リスト 1. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいは戻された親と組み合

わせるメンバーまたはメンバーの組合せを戻す関数を入力します。
2. メンバー名、メンバー名のカンマ区切りリスト、メンバー・セット
関数または範囲関数を入力します。rangeListが指定されていな
い場合、システムは時間としてタグ付けされたディメンションのレ
ベル 0のメンバーを使用します。

@RDESCENDANTS • メンバー名
• 世代レベル番号 1. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいは戻された親と組み合

わせるメンバーまたはメンバーの組合せを戻す関数を入力します。
2. メンバーを選択する下限の絶対世代番号または絶対レベル番号を
定義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表します。0
または負の整数はレベル番号を表します。
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Table 9-2    (Cont.) 関数および値

関数 入力する値 説明
@RELATIVE • メンバー名

• 世代レベル番号 1. メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいは戻された親と組み合
わせるメンバーまたはメンバーの組合せを戻す関数を入力します。

2. メンバーを選択する下限の絶対世代番号または絶対レベル番号を
定義する整数値を入力します。正の整数は世代番号を表します。0
または負の整数はレベル番号を表します。

@REMOVE • リスト 1
• リスト 2

1. マージするメンバーの第 1リストを入力します。
2. マージするメンバーの第 2リストを入力します。

@RSIBLINGS メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。

@SHARE 範囲リスト メンバーのカンマ区切りリスト、メンバーを戻す関数またはメンバーの
範囲を入力します。rangeListのすべてのメンバーが同じディメンシ
ョンからのものである必要があります。

@SIBLINGS メンバー名 メンバー名またはメンバーの組合せ、あるいはメンバーまたはメンバー
の組合せを戻す関数を入力します。

@UDA • ディメンション名
• ユーザー定義属性 1. ユーザー定義属性が関連付けられるディメンションの名前を入力

します。
2. データベース・アウトラインに表示されるユーザー定義属性の名前

を入力します。
@WITHATTR • ディメンション名

• 演算子
• 値

1. 属性ディメンションの名前を入力します。
2. 演算子仕様を二重引用符("")で囲んで入力します。
3. 満たす必要がある条件を演算子と組み合わせて定義する値を入力
します。値として使用できるのは、属性メンバー仕様、定数または
日付フォーマット関数(すなわち@TODATE)です。

@XRANGE • メンバー名 1
• メンバー名 2

1. メンバー名、メンバーの組合せまたは単一のメンバーを戻す関数を
入力します。

2. メンバー名、メンバーの組合せまたは単一のメンバーを戻す関数を
入力します。mbrName1がディメンションをまたぐメンバー(実
績->1月など)である場合は、mbrName2も同じにする必要があ
り、ディメンションの順序がmbrName1で使用する順序と一致さ
せる必要があります。

検索
「検索」タブで、メンバーを検索するために次のタスクを行います:

1. 「ディメンション」から、メンバーを検索するディメンションを選択します。
2. 「検索」で、検索するメンバーのタイプ、メンバー名またはその説明を選択します。
3. 検索するメンバー名またはその説明を入力するか、ディメンションのすべてのメンバーを
表示するため、デフォルトのワイルドカード(*)を受け入れます。

4. 「検索」を選択すると、フィールドに入力したメンバーが検索されます。(メンバー・セレ
クタでのメンバーの検索を参照してください。)
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5. 「詳細検索」を選択すると、詳細検索オプションにアクセスできます。(メンバー・セレク
タでの名前、別名またはプロパティによるメンバーの検索を参照してください。)

6. メンバーを選択し、右矢印をクリックして「選択」リストに移動します。

コンポーネントからのメンバーおよび関数の除去
式、スクリプト、条件、メンバーおよびデータ範囲のコンポーネントからメンバーを除去でき
ます。式、スクリプトおよび条件のコンポーネントから関数を除去できます。
コンポーネントからメンバーおよび関数を除去しても、データベースからは削除されません。
共有コンポーネントからメンバーおよび関数を除去するには、最初にコンポーネントを非共有
にする必要があります。
コンポーネントからメンバーまたは関数を除去するには:

1. システム・ビューでテンプレートまたはビジネス・ルールを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. ビジネス・ルールまたはテンプレートが開いたら、そのフロー・チャートで、除去するメ
ンバーまたは関数を含むコンポーネントを選択します。

3.  (「メンバー・セレクタ」アイコン)をクリックします。
4. 「メンバー・セレクタ」の「選択」で、ディメンションを選択してそのディメンションから
すべてのメンバーを削除するか、メンバーを選択してそのメンバーのみをディメンション
から削除します。

5. 「選択」からメンバーまたは関数を「メンバー」または「関数」に移動するには左矢印を使
用します。

6. 「OK」、  (保存)の順にクリックします。

メンバーの検索
Related Topics

• メンバー・セレクタでのメンバーの検索
• メンバー・セレクタでの名前、別名またはプロパティによるメンバーの検索

メンバー・セレクタでのメンバーの検索
「メンバー・セレクタ」内でメンバーを検索できます。
「メンバー・セレクタ」にアクセスしてメンバーを検索するには:

1. システム・ビューでテンプレートまたはビジネス・ルールを右クリックし、「開く」を選択
します。

2. テンプレートまたはビジネス・ルールが開いたら、そのフロー・チャートで、コンポーネ
ントを選択します。

3.  (「メンバー・セレクタ」ボタン)をクリックします。
4. 「メンバー・セレクタ」で、ディメンション名、その別名(存在する場合)および件数(ディメ
ンション内のメンバー数)が「メンバー」タブに表示されます。デフォルトでは、アウトラ
インは縮小されています。
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5. 「検索」タブから、「名前」で検索するか「別名」で検索するかを選択し、検索する名前ま
たは別名を入力して、「検索」ボタンをクリックします。

6. オプション: メンバーをその名前、別名、またはそのプロパティの 1つで検索するには、
 (詳細検索)をクリックします。メンバー・セレクタでの名前、別名またはプロパティ

によるメンバーの検索を参照してください。
7. メンバーを選択し、  (右矢印)をクリックして、「選択」リストに移動し、「OK」をクリッ
クします。

メンバー・セレクタでの名前、別名またはプロパティによるメ
ンバーの検索

「メンバー・セレクタ」内の「詳細検索」を使用して、メンバーをその名前、別名、またはプロ
パティの 1つで検索できます。
名前、別名、またはプロパティでメンバーを検索するには:

1. 「メンバー・セレクタ」から、「検索」タブを選択して「詳細検索」をクリックします。
2. 「メンバーの検索」で、「検索基準」から、次のオプションのいずれかを選択します:

• メンバーを名前で検索する場合、「名前」。ステップ 4に進みます。
• メンバーを別名で検索する場合、「別名」。ステップ 4に進みます。
• メンバーをプロパティの 1つで検索する場合、「プロパティ」。ステップ 3に進みます。

3. 「プロパティ」を選択した場合は、「プロパティ名」に入力するか選択します。
4. 名前、別名、またはプロパティの値を入力します。
5. 「OK」をクリックします。
別名、名前またはプロパティが見つかった場合は、「結果」に表示されます。アウトライン
は表示されず、検出されたメンバーのみが表示されます。

ノート:

別名でメンバーを検索する場合、他の言語の別名を持つメンバーを含む、検索条
件に一致する別名を持つすべてのメンバーが「結果」に表示されます。アウトラ
インは表示されず、検出されたメンバーのみが表示されます。ただし、使用され
ている言語のメンバーの別名のみが「メンバー・セレクタ」に表示されます。

6. オプション: 複数のメンバーが検索条件に一致する場合は、上および下矢印、または使用可
能な場合にはスクロール・バーを使用して上下に移動し、検索条件に一致するすべてのメ
ンバーを参照します。

変数の操作
ビジネス・ルールおよびテンプレートの設計時にコンポーネントで変数を使用します。
次も参照:

• 変数について
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• 変数の作成
• 実行時プロンプト変数の入力
• 変数の選択
• 変数の編集
• 変数の削除
• 変数のリフレッシュ
• 変数のコピー
• 変数デザイナでのテキストの検索と置換
• 変数の使用状況の表示

変数について
変数は、それらに対して定義する値を想定します。ビジネス・ルールおよびテンプレートの設
計時にコンポーネントでこれらを使用します。
次の方法で変数を作成することができます:

• をクリックして、変数デザイナを起動します。
• ルール、スクリプト、式またはテンプレート内の、「変数セレクタ」ダイアログ・ボックス
を使用できる任意の場所から変数を作成します。
例:

– ルールを開き、「メンバー範囲」コンポーネントにドラッグします。
– ディメンションの横の をクリックし、「変数」を選択します。
– 「変数の選択」ダイアログ・ボックスで、「作成」をクリックして変数を作成します。

変数を作成する場合、その変数は、選択したレベル(グローバル、アプリケーション、プラン・
タイプまたはビジネス・ルール)で作成されます。同じ名前の変数が各レベルに作成された場
合、最低レベルの変数がルールで使用されます。たとえば、vMonthという名前のグローバル変
数と、Monthという名前のプラン・タイプの変数を作成した場合、プラン・タイプの変数がル
ールで使用されます。
変数には、次の 2つのタイプがあります:

• 実行 - ビジネス・ルールを起動すると、変数に対して定義された計算が実行されます。ス
クリプト・コンポーネントまたは固定ループのコンポーネントで実行変数を使用できます。

• 置換 - ビジネス・ルールの設計または起動時に、計算内で変数が置換されます。任意のコ
ンポーネントで置換変数を使用できます。
いくつかのタイプの実行および置換変数を作成できます。作成できる変数は、アプリケー
ション・タイプと、実行変数と置換変数のどちらを作成するかに応じて異なります。

ノート:

非 Groovyルールの場合、メンバーまたはメンバー(複数)タイプの変数のみが、集
約ストレージ・オプション(ASO)タイプの Planningキューブでサポートされてい
るタイプの変数です。
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ビジネス・ルールを起動する際にユーザーに情報を入力するよう求める変数を作成できます。
これらの実行時プロンプト変数は、メンバー、テキスト、日付または数値などの情報の入力を
ユーザーに求めます。これらのプロンプトは、どのデータ型が必要かをユーザーに示します。
例:

• 月を選択します。
• 四半期ごとの予想顧客数を入力します。
• 翌月に予測される収益変化のパーセンテージを指定します。
変数を作成するアプリケーション・タイプに応じて、最大 4つのデータベース・オブジェクト
に変数を関連付けられます。変数は同時に複数のオブジェクトに存在し、各オブジェクトで同
じ名前を使用できます。

変数の作成
変数を作成するには:

1. システム・ビュー、カスタム・ビュー、フィルタ・ビューまたはデプロイメント・ビュー
で、 をクリックします。

2. 「変数ナビゲータ」で、アプリケーション・タイプを展開します。
たとえば、Planningを展開します。

3. 変数を作成するレベルを選択します。
• グローバル - 同じアプリケーション・タイプの任意のアプリケーションで使用できる変
数を作成するには、<グローバル>を右クリックして、「新規」を選択します。

• アプリケーション - そのアプリケーションのみで使用できる変数を作成するには、アプ
リケーションを右クリックして、「新規」を選択します。

• プランまたはデータベース - そのプラン・タイプまたはデータベースのみで使用できる
変数を作成するには、プラン・タイプまたはデータベースを右クリックして、「新規」
を選択します。

• ビジネス・ルール - そのビジネス・ルールのみで使用できる変数を作成するには、ビジ
ネス・ルールを右クリックして、「新規」を選択します。

4. 作成する変数のタイプを選択します:

• 置換 - ビジネス・ルールの設計または起動時に、変数は計算に置換できます。任意のコ
ンポーネントで置換変数を使用できます。
置換変数を作成するには、「置換」タブで、「アクション」、「新規」の順に選択し、次
の情報を入力します:

– 名前 - 変数名
– 説明 - 変数の説明
– グループ - この変数をグループに含めるには、グループ名を入力します。グループ
名は変数を保存およびリフレッシュした後で、「グループ」列の下に表示されます。

– タイプ - ドロップダウンをクリックし、タイプを選択します。
– RTP - 実行時プロンプト変数の場合:

* 「RTP」を選択して、変数が使用されるたびに表示されるテキストを入力しま
す。
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* 必要に応じて、「デフォルト値」を入力します。
* プロンプトに最後に入力された値を、次回プロンプトが表示されたときのデフ
ォルト値として表示する場合、「最後に入力した値の使用」を選択します。

• 実行 - ビジネス・ルールを起動すると、変数に対して定義された計算が実行されます。
スクリプト・コンポーネントまたは固定ループで実行変数を使用できます
実行変数を作成するには、「実行」タブで、「アクション」、「新規」の順に選択し、次
の情報を入力します:

– 名前 - 変数名
– グループ - この変数をグループに含めるには、グループ名を入力します。グループ
名は変数を保存およびリフレッシュした後で、「グループ」列の下に表示されます。

– 値 - 変数の値
* 数値変数については、数値変数の変数値の入力を参照してください
* 文字列変数については、文字列変数の変数値の入力を参照してください
* メンバー範囲変数については、メンバー変数またはメンバー(複数)変数の変数
値の入力を参照してください

5. をクリックします

数値変数の変数値の入力
数値変数には、Planningの置換変数を指定できます。
数値変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「数値」を選択します。
2. スマート・リストを使用するには、アプリケーション、プラン・タイプまたはルール・レ
ベルで変数を作成します。(グローバル・レベルではスマート・リストを使用できません。)
「スマート・リスト」ボックスをクリックし、ドロップダウン・リストをクリックして「ス
マート・リスト」を選択します。
このリリースの Oracle Planning and Budgeting Cloud Service Planningの管理を参照して
ください。たとえば、値 1から値 5、年次(1)、四半期ごと(2)、月次(3)、日次(4)および 1
時間ごと(5)を持つレポート・サイクルの整数のスマート・リストを設定できます。ユーザ
ーが「月次」を選択する場合は数値 3がデータベースに保管されます。これによりユーザ
ーが数値を記憶する必要がなくなります。
スマート・リストの値としてテキスト文字列または日付を設定することもできます。

ノート:

スマート・リストの使用をサポートする Planningアプリケーションを選択する必
要があります。

3. 数値の実行時プロンプトを使用するには、「スマート・リスト」ボックスを空のままにし
て、次のステップに進みます。

4. オプション: 「制限」で、変数の制限を選択します。
5. オプション: 変数のデフォルト値を入力します。
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6. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。この変数の実行時プロンプトを作成しない場合
は、「RTP」をクリアします。

ノート:

「RTP」を選択しない場合は、変数にデフォルト値を入力する必要があります。

7. 「RTP」を選択した場合、ユーザーにデフォルト値として表示する実行時プロンプト・テキ
ストを入力します。

8. 欠落したデータ値が許可されているかどうかを指定します。
9. をクリックします。
Oracle Hyperion Financial Managementの置換数値変数または実行数値変数に値を入力するに
は:

文字列変数の変数値の入力
文字列変数には、Planningの置換変数を指定できます。文字列変数は英数字で、255文字以内
にする必要があります。NULL値を含められますが、値に前方&(アンパサンド)文字を含められ
ません。
置換文字列変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「文字列」を選択します。
2. 「値」表で、変数に値を入力します。
3. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。この変数の実行時プロンプトを作成しない場合
は、「RTP」をクリアします。

ノート:

「RTP」を選択しない場合は、変数にデフォルト値を入力する必要があります。

4. 「RTP」を選択した場合、ユーザーに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。
5. をクリックします。
Oracle Hyperion Financial Managementの置換文字列変数または実行文字列変数に値を入力す
るには:

配列変数の値の入力
配列変数には、Planningの実行変数を指定できます。配列には多次元の値のリストが含まれま
す。
通常、配列はメンバー式の一部として変数を格納するために使用されます。配列変数のサイズ
は、対応するディメンションのメンバー数によって決まります。たとえば、シナリオ・ディメ
ンションに 4つのメンバーがある場合、次のコマンドに 4つのエントリを持つ Discountと呼ば
れる配列が作成されます。一度に複数の配列を使用できます。
ARRAY Discount[Scenario];

第 9章
変数の操作

9-13



配列変数に値を入力するには:

1. 「配列」チェック・ボックスを選択して、この実行変数を配列にします。「配列」を選択し
た後は、ドロップダウン・リストからディメンションを選択する必要があります。そうし
ないと、プラン・タイプのディメンションにデフォルト設定されます。

2. 「値」フィールドに、プラン・レベルで変数を作成する値を入力します。
3. オプション: 変数のグループを入力します。
4. をクリックします。

メンバー範囲変数の値の入力
メンバー範囲変数には、Planningの置換変数を指定できます。メンバー範囲変数には、メンバ
ーの範囲を含める必要があります。
メンバー範囲変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「メンバー範囲」を選択します。
2. 「変数」グリッドで、次のステップを実行します:

a. メンバー範囲の制限を選択する表内の各ディメンションで、制限フィールド内をクリ
ックし、制限を入力します。(表示されるディメンションは変数を作成しているアプリ
ケーションに属するディメンションです。)
グローバル・レベルで、「ディメンション・タイプ」オプションを選択すると、標準デ
ィメンション・タイプのみが表示されます。「ディメンション名」オプションを選択し
た場合は、任意のディメンション名を入力できます。

ノート:

「制限」フィールドにテキストを入力する前に、「RTP」を選択する必要があ
ります。

ノート:

「制限」に関数を使用する場合、Oracle Essbase関数のかわりに Planning関
数をお薦めします。場合によっては、Essbase関数が必要なメンバーを戻さ
ないことがあります。たとえば、Essbase関数の評価に動的メンバーが含ま
れる場合です。メンバー範囲変数の「制限」については、Essbase関数
"@Relative("Mbr Name", 0)"のかわりに"ILvl0Descendants("Mbr Name")"を使
用します。

b. メンバー範囲のデフォルト値を入力またはメンバー・セレクタを使用して選択するか、
変数が実行時プロンプトの場合はデフォルト値を空にできます。表示されるディメン
ションごとに複数のメンバーおよび関数を選択できます。

c. 変数が起動されるときに、それに関する情報を変数を使用してプロンプト表示する場
合は、表示されるディメンションごとに「RTP」を選択します。
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ノート:

「RTP」を選択しない場合は、変数に値を入力する必要があります。

d. 「RTP」を選択したディメンションごとに、実行時プロンプト・テキストを入力しま
す。

e. グリッドの上の「RTP」テキスト・ボックスで、変数がそのディメンションに対して
起動されるたびに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。

3. をクリックします。

ディメンション間変数の変数値の入力
ディメンション間変数は、Planningの置換変数です。これには、ビジネス・ルールをディメン
ション間で起動できる複数のディメンションからのメンバーが含まれます。
ディメンション間変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「ディメンション間」を選択します。
2. オプション: 変数の制限を選択する表の各ディメンションについて、制限フィールドをクリ
ックし、制限を入力します。(表示されるディメンションは変数を作成しているアプリケー
ションに属するディメンションです。)

ノート:

• 「制限」フィールドにテキストを入力する前に、「RTP」を選択する必要があ
ります。

• 「制限」に関数を使用する場合、Oracle Essbase関数のかわりに Planning関
数をお薦めします。場合によっては、Essbase関数が必要なメンバーを戻さ
ないことがあります。たとえば、Essbase関数の評価に動的メンバーが含ま
れる場合です。ディメンション間変数の「制限」については、Essbase関数
"@Relative("Mbr Name", 0)"のかわりに"ILvl0Descendants("Mbr Name")"を使
用します。

• 関数を使用することは可能ですが、関数は有効な選択肢にする 1つのメンバ
ーをディメンションから戻す必要があります。

3. メンバー・セレクタに入力するかこれを使用して、変数の値を選択します。メンバーまた
は関数を選択できます。

4. 実行時プロンプト・テキストを入力します。

5. をクリックします。

ディメンション変数の変数値の入力
ディメンション変数は、Planningの置換変数です。この変数には、選択するディメンションが
含まれます。
ディメンション変数の値を入力するには:
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1. 「タイプ」で、「ディメンション」を選択します。
2. 変数グリッドで、ディメンションを選択します。表示されるディメンションは変数を作成
するアプリケーションに属するディメンションです。

3. 「RTP」を選択した場合、ユーザーに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。
4. をクリックします。

メンバー変数またはメンバー(複数)変数の変数値の入力
メンバーおよびメンバー変数は Planningの置換変数です。これらの変数には、選択したディメ
ンションから 1つのメンバーまたは複数のメンバーが含まれます。
1つまたは複数のメンバー変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「メンバー」または「メンバー(複数)」を選択します。
2. 変数グリッドで、ディメンションを選択します。表示されるディメンションは、変数を作
成するアプリケーションに属するディメンションです。

3. メンバー・セレクタに入力するかこれを使用して、変数の制限を選択します。ステップ 2
で選択したディメンションからのみメンバーを選択できます。関数を選択することもでき
ます。関数の操作を参照してください。

ノート:

「制限」に関数を使用する場合、Oracle Essbase関数のかわりに Planning関数を
お薦めします。場合によっては、Essbase関数が必要なメンバーを戻さないこと
があります。たとえば、Essbase関数の評価に動的メンバーが含まれる場合で
す。メンバー変数またはメンバー(複数)変数の「制限」については、Essbase関
数"@Relative("Mbr Name", 0)"のかわりに"ILvl0Descendants("Mbr Name")"を使
用します。

4. メンバー・セレクタに入力するかこれを使用して、変数のデフォルト値を選択します。1
つのメンバー変数に対して 1つのメンバーまたは関数を選択できます。また、1つのメン
バー変数に対して複数のメンバーおよび関数も選択できます。

5. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。実行時プロンプト変数を作成しない場合は、
「RTP」をクリアします。

ノート:

「RTP」を選択しない場合は、変数に値を入力する必要があります。

6. 「RTP」を選択した場合、ユーザーに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。
7. 「ファイル」、「保存」の順に選択します。

パーセント変数の変数値の入力
パーセント変数は、Planningの置換変数です。パーセント変数は、Planningの実行変数でもあ
ります。この変数には、指定するパーセンテージが含まれます。
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パーセント変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「パーセント」を選択します。
2. 「変数」グリッドで、「制限」をクリックして、変数の最小値および最大値を定義します。
3. 変数の数値を入力します。
4. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。実行時プロンプトを作成しない場合は、「RTP」
をクリアします。

ノート:

「RTP」を選択しない場合は、変数に値を入力する必要があります。

5. 「RTP」を選択した場合、ユーザーに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。
6. 欠落しているデータ値を許可するかどうかを選択します。
7. 「ファイル」、「保存」を選択します。

整数変数の値の入力
整数変数は、Planningの置換変数です。
整数変数に値を入力するには:

1. 「タイプ」から、「整数」を選択します。
2. オプション: 変数の最大および最小の整数値を定義するには、「値」表で「制限」をクリッ
クします。

3. オプション: デフォルト値をクリックし、変数に整数を入力します。
4. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。この変数の実行時プロンプトを作成しない場合
は、「RTP」をクリアします。
「RTP」を選択しない場合は、変数にデフォルト値を入力する必要があります。

5. 「RTP」を選択した場合、ユーザーに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。
6. #Missing値を許可するかどうかを選択します。
7. 「ファイル」、「保存」を選択します。

数値としての文字列変数の変数値の入力
数値としての文字列変数には、Planningの置換または実行変数を指定できます。
数値としての文字列変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「数値としての文字列」を選択します。
2. オプション: 「値」表で、「制限」をクリックして、変数の最小値および最大値を定義しま
す。最小値と最大値は YYYYMMDDの形式で数値として入力する必要があります。

3. オプション: 変数の数値を入力します。
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4. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。StringAsNumber変数の「RTP」は必須である
ため、「RTP」チェック・ボックスをクリアすることはできません。

5. #Missing値を許可するかどうかを選択します。
6. 「最後に入力した値の使用」を選択して、最後に入力した値をユーザーが使用できるように
します。

7. をクリックします。

数値としての日付変数の変数値の入力
数値としての日付変数には、Planningの置換または実行変数を指定できます。
数値としての日付変数の値を入力するには:

1. 「タイプ」で、「数値としての日付」を選択します。
2. オプション: 「値」表で、「制限」をクリックして、変数の最小値および最大値を定義しま
す。最小値と最大値は YYYYMMDDの形式で数値として入力する必要があります。

3. オプション: 変数の数値を入力します。dateasnumber変数の場合は、YYYYMMDDの数値形式
で日付を入力します。

4. デフォルトでは、「RTP」が選択されます。実行時プロンプトを作成しない場合は、「RTP」
をクリアします。
「RTP」を選択しない場合は、変数に値を入力する必要があります。

5. 「RTP」を選択した場合、ユーザーに表示する実行時プロンプト・テキストを入力します。
6. #Missing値を許可するかどうかを選択します。
7. 「最後に入力した値の使用」を選択して、最後に入力した値をユーザーが使用できるように
します。

8. をクリックします。
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実行時プロンプト変数の入力
ノート:

• Calculation Manager内の Oracle Essbaseビジネス・ルールのスクリプトに
RUNTIMESUBVARSセクションを追加することはできません。Calculation
Managerで作成されたルール・レベルの実行時プロンプト変数が
RUNTIMESUBVARSに変換されるのは、Essbaseアプリケーションをデプロイ
する場合のみです。

• Administration Services、MaxL、または計算スクリプトを起動できる任意のコン
ポーネント内の実行時プロンプトを使用してビジネス・ルールを起動する場合、
このビジネス・ルール内の実行時プロンプトにはデフォルト値が設定されている
必要があります。

• Calculation Managerのルールの検証、デバッグ、デプロイ、分析または起動を行
う場合、実行時プロンプト変数の値を入力または編集できます。ビジネス・ルー
ルセットの検証やデプロイを行う場合にも、実行時プロンプト変数を入力または
編集できます。実行時プロンプトにメンバー制限が含まれている場合、検証では
有効なメンバー名のみを確認します(メンバーが制限内かどうかは検証されませ
ん)。数値および整数タイプの変数は実行時プロンプト制限に対して検証されま
す。

• メンバーの承認セキュリティを保持する実行時プロンプトの設計については、
Planningの管理の承認セキュリティの実行時プロンプトについてを参照してく
ださい。

実行時プロンプト変数の値を入力するには:

1. ビジネス・ルールセットの検証、デバッグ、デプロイ、分析または起動を行うとき、また
はビジネス・ルールセットの検証またはデプロイを行うとき、エラーがない場合は「RTP
値の入力」ダイアログ・ボックスが表示されます。
ビジネス・ルールの検証、デバッグ、デプロイまたは分析を行うとき、または、ビジネス・
ルールセットの検証またはデプロイを行うとき、「RTP値の入力」ダイアログが表示される
のは、ビジネス・ルール(またはビジネス・ルールセット)が使用している 1つ以上の実行時
プロンプト変数に、欠落した値がある場合のみです。すべての実行時プロンプト変数に値
がある場合は、「RTP値の入力」ダイアログは表示されません。
ビジネス・ルールを起動するときは、実行時プロンプト変数に値があるかどうかにかかわ
らず、起動するたびに「RTP値の入力」ダイアログが表示されます。値がある場合、その
値が「RTP値の入力」ダイアログにデフォルトで表示されます。

2. リストされる実行時プロンプトごとに、値を入力するか 1つを選択します。
3. オプション: ビジネス・ルールを使用している場合、「ルールに値を適用」チェック・ボッ
クスを選択すると、指定した値が変数の値で動的に更新され、ルール・デザイナ内の「変
数」タブの「値」列で表示できるようになります。
システム・ビューからビジネス・ルールを検証している場合、このチェック・ボックスは
使用できません。

4. 「OK」をクリックします。
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5. 検証エラーがある場合、それを修正し、実行時プロンプト変数の値を入力するタスクを繰
り返します。

変数の選択
様々な場所から変数を選択できます。コンポーネント・デザイナ内からコンポーネントを作成
する際、テンプレート・デザイナ内から設計時プロンプトを作成する際、あるいは Calculation
Manager内のその他の場所で、変数を選択できます。
変数を選択するには:

1. 次のいずれかのタスクを行います:

• 変数を追加するコンポーネントが含まれるテンプレートを右クリックし、「開く」を選
択します。

• 変数を追加するコンポーネントが含まれるビジネス・ルールを右クリックし、「開く」
を選択します。

2. ビジネス・ルールまたはテンプレートが開いたら、そのフロー・チャートで、変数を挿入
するコンポーネントを選択します。

3. フロー・チャートの下のタブで、次のいずれかのタスクを行います:

• メンバー範囲コンポーネントの場合は、ディメンション・フィールド内をクリックし
て「アクション」アイコンを選択し、「変数」を選択してメンバー範囲変数を選択しま
す。または、「変数セレクタ」をクリックしてメンバー範囲変数を選択します。

• データ範囲および固定ループの各コンポーネントの場合、「変数」フィールドで、「変
数」アイコンを選択します。

• 式コンポーネントの場合、「アクション」アイコンをクリックして、「変数」を選択し
ます。

• スクリプト・コンポーネントの場合、「変数の挿入」アイコンをクリックします。
• 条件コンポーネントの場合、条件ビルダーを起動して、「アクション」アイコンをクリ
ックし、「変数」を選択します。

4. 「変数の選択」で、次のいずれかのタスクを行います:

• 新規変数を作成するには、「作成」をクリックして、変数デザイナにアクセスします。
変数の作成を参照してください。

• 既存の変数を選択するには、「カテゴリ」から、使用する変数を含むレベルを選択しま
す。次を選択できます:

– グローバル: 変数はグローバル・レベルで作成され、このアプリケーション・タイ
プのすべてのアプリケーションで使用できます。

– アプリケーション: 変数はアプリケーション・レベルで作成され、このアプリケー
ションにのみ表示されます。

– プラン・タイプまたはデータベース: 変数はプラン・タイプまたはデータベース・
レベルで作成され、このプラン・タイプまたはデータベースにのみ表示されます。

– ルール: 変数はルール・レベルで作成され、それを作成した対象のルールにのみ表
示されます。
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ノート:

メンバー範囲、メンバー・ブロック、式、固定ループおよび条件コンポーネント
の場合、表示される変数はコンポーネントで使用されることが予想される変数の
タイプに制限されるため、選択したスコープで使用可能な変数がすべてデフォル
トで表示されるわけではありません。選択したスコープで使用可能な変数をすべ
て表示するには、「すべての変数の表示」チェック・ボックスを選択します。

5. 「置換」または「実行」で、1つまたは複数の変数を選択してそれをコンポーネントに挿入
します。

6. 「OK」、 の順にクリックします。

変数の編集
変数デザイナから変数の任意のプロパティを編集できます。変数に変更を加える際に、その変
数がルールで使用されている場合は、ルールを開いて保存し、検証および再デプロイする必要
があります。検証およびデプロイを参照してください。

変数の削除
変数がコンポーネントまたはメンバー式で使用されない場合には、変数デザイナ内から削除で
きます。変数がコンポーネントで使用される場合は、変数を削除する前にコンポーネントから
除去する必要があります。
変数を削除するには:

1. システム・ビューまたはフィルタ・ビューで、「変数デザイナ」アイコンを選択します。
2. 変数ナビゲータで、アプリケーション・タイプおよびアプリケーションを展開します。
3. 次のいずれかのタスクを行います:

• 変数がグローバル変数である場合、<グローバル>を選択します。
• 変数がアプリケーション変数である場合は、変数が関連付けられているアプリケーシ
ョンを選択します。

• 変数がプラン・タイプまたはデータベース変数である場合は、変数が関連付けられて
いるプラン・タイプまたはデータベースを選択します。

• 変数がビジネス・ルール変数の場合は、変数が関連付けられているビジネス・ルール
を選択します。

アプリケーション・タイプ、アプリケーション、計算タイプ、プラン・タイプまたはデー
タベース、およびビジネス・ルールに関連付けられている変数は、「置換」または「実行」
に表示されます。

4. 「置換」または「実行」で、削除する変数を右クリックして、「削除」を選択します。
5. 「確認の削除」で、「はい」を選択して変数の削除を確認します。

変数のリフレッシュ
変数ナビゲータで変数のリストをリフレッシュして、変数を追加、削除、または変更を加えた
後で、最新のリストを表示できます。
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変数ナビゲータで、変数のリストをリフレッシュするには:

1. システム・ビューまたはフィルタ・ビューで、「変数デザイナ」アイコンを選択します。
2. 変数ナビゲータで、変数を作成、編集、または削除します。
3. 「置換」または「実行」タブの上で、「リフレッシュ」アイコンをクリックします。

変数のコピー
コピーおよび貼付けを使用して、同じ変数スコープや異なる変数スコープ(グローバル・レベ
ル、アプリケーション・レベル、連結、プランまたはデータベース・レベル、ルール・レベル)
に、変数をコピーできます。コピーしようとする変数と同じ名前の変数がコピー先の場所にあ
る場合、コピーしようとする変数に新しい名前を付けるか、変数のコピーをスキップするか、
変数のコンテンツを上書きすることができます。
変数をコピーして貼り付けるには:

1. システム・ビューまたはフィルタ・ビューで、「変数デザイナ」アイコンを選択します。
2. 変数ナビゲータで、Planningを展開し、「グローバル」、またはコピーする変数に関連付け
られているアプリケーション、プラン・タイプまたはビジネス・ルールを選択します。

3. コピーする変数を右クリックし、「コピー」を選択します。
4. コピーした変数を貼り付ける場所または変数を右クリックし、「貼付け」を選択します。(た
とえば、Planningのグローバル変数をコピーする場合、Planningの別のグローバル変数と
してコピーすることも、プラン・タイプの変数としてコピーすることもできます。)
• 変数をコピーして、同じ名前の変数が含まれる場所に貼り付けようとすると、「競合の
解決」ダイアログが表示されます。次のいずれかのタスクを行います:

– 変数に新しい名前を付けます。(同じ場所に、同じ名前の変数を 2つ含めることは
できません。)

– 変数のコピーをスキップするよう指定します。(コピーされた変数のコンテンツ
は、新しい場所に貼り付けられません。)

– 変数を上書きするよう指定します。(コピーされた変数のコンテンツは、新しい場
所に貼り付けられ、コピー先の変数のコンテンツは上書きされます。)

• 変数をコピーして、同じ名前の変数が含まれない場所に貼り付けようとすると、変数
は新しい場所に貼り付けられます。

変数デザイナでのテキストの検索と置換
変数デザイナで、変数内のテキストを検索および置換できます。任意のスコープ(グローバル、
アプリケーション、プランまたはデータベース、またはビジネス・ルール)の変数を検索できま
す。
変数デザイナの検索機能で、変数の名前を入力することによって、変数を検索できます。変数
のテキスト文字列を検索することもできます。(たとえば、変数で使用されるデフォルト値を検
索できます。)
デフォルトでは、Calculation Managerは、変数のデフォルト値、それに対して定義された制限
および任意のプロンプト・テキストを使用して検索します。検索に変数の基本プロパティを含
める場合、Calculation Managerでは、変数名、グループおよび説明を使用して検索を行いま
す。
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変数またはテキスト文字列のすべてのインスタンスを置換することも、選択したインスタンス
を置換することもできます。テキストを置換するときに、タイプがスマートリストまたは数値
である変数が「制限」フィールドに含まれている場合、これらは置換操作から除外されます。
これらのフィールドを置換すると、変数の定義が正しくない状態になる可能性があります(たと
えば、指定した制限内にない無効なスマート・リスト名またはデフォルト値を変数が持つ可能
性があります)。
変数デザイナでテキストを検索するには:

1. 任意のビューから、「変数デザイナ」アイコンをクリックします。
2. 「変数ナビゲータ」で、検索対象のアプリケーション・タイプ、グローバル(Planningおよ
び Oracle Hyperion Financial Managementユーザーのみ)、プラン・タイプまたはデータベ
ース、またはビジネス・ルールを右クリックし、「検索」を選択します。

3. 「任意のテキスト」から、次を選択します:

• 「次で始まる」、指定する文字で始まる名前の変数のみを表示
• 「次で終わる」、指定する文字で終わる名前の変数のみを表示
• 「次を含む」、指定する文字を含む名前の変数のみを表示
• 次と一致」、指定する文字と一致する名前の変数のみを表示

4. 「検索」フィールドに、検索する変数のテキストを入力します。
5. 次のオプションの 1つ以上を選択します:

• 検索するテキストの大文字と小文字の区別と、「検索」フィールドに入力するテキスト
の大文字と小文字の区別を一致させる必要がない場合は、「大文字と小文字を区別しな
い」を選択します。

• 変数名、説明およびグループを検索に含めるには、「基本プロパティを含める」を選択
します。
変数デザイナを起動したときに、「大文字と小文字を区別しない」および「基本プロパ
ティを含める」はデフォルトで選択されています。これらのチェック・ボックスをク
リアすると、これらのチェック・ボックスは変数デザイナを閉じてから再度開くまで
選択が解除されたままになります。

• 選択したノードの下位レベルの変数を検索するには、「子スコープに変数を含める」を
選択します。アプリケーション・タイプ・レベル(たとえば、Oracle Essbaseまたは
Planning)で変数を検索する場合、このチェック・ボックスはデフォルトで選択されて
おり、変更できません。このオプションが選択されている場合、アプリケーション、
プラン・タイプ、集計タイプ、データベースおよびビジネス・ルールの変数が表示さ
れます。変数名、説明、デフォルト値、グループおよび所有者の列に加えて、「アプリ
ケーション」列、「プラン・タイプ」列および「ルール」列も変数のリストに表示され
ます。
アプリケーション・レベルで変数を検索する場合は、このチェック・ボックスを選択
することもクリアすることもできます。このオプションを選択する場合、アプリケー
ション、プラン・タイプ、集計タイプ、データベースおよびビジネス・ルールの変数
が表示されます。変数名、説明、デフォルト値、グループおよび所有者の列に加えて、
「プラン・タイプ」列および「ルール」列も表示されます。
このオプションは、Planningでグローバル変数を検索する際には使用できません。グ
ローバル変数を検索する場合、グローバル変数のみが表示されます。

6. 「OK」をクリックします。
検索対象のテキストが見つかった場合、テキストが見つかった変数が「置換」または「実
行」タブにリストされます。
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テキストが見つかったら、テキストの 1つ以上のインスタンスを置換できます。
変数デザイナでテキストを置換するには、次のいずれかのタスクを実行します。
• 選択したテキスト文字列のインスタンスを置換するには:

1. テキスト文字列を置換する変数を選択します。
2. 「アクション」、「選択項目の置換」の順に選択します。
3. 「選択項目の置換」ダイアログ・ボックスで、「置換後の文字列」に、テキスト文字列
を置換するテキストを入力します。

4. 「選択項目の置換」をクリックします。
• テキスト文字列のすべてのインスタンスを置換するには:

1. 「アクション」、「すべて置換」の順に選択します。
2. 「すべて置換」ダイアログ・ボックスで、「置換後の文字列」に、テキスト文字列を置
換するテキストを入力します。

3. 「すべて置換」をクリックします。

ノート:

テキスト文字列の検索時に選択したオプションはすべて、「選択項目の置換」および
「すべて置換」ダイアログ・ボックスの「検索」領域でデフォルトで選択されており、
変更できません。たとえば、テキスト文字列の検索時に選択した「大文字と小文字を
区別しない」チェック・ボックスをクリアした場合、「大文字と小文字を区別しない」
チェック・ボックスは「選択項目の置換/すべて置換」ダイアログ・ボックスで選択が
解除されており、変更できません。

変数の使用状況の表示
変数を使用するビジネス・ルールを表示できます。変数の使用を表示すると、次の情報が表示
されます:

• その変数を使用しているビジネス・ルールの名前
• その変数を使用しているビジネス・ルールのアプリケーション名
• その変数を使用しているビジネス・ルールのプラン・タイプ
• その変数を使用しているビジネス・ルールの所有者
• その変数を使用しているビジネス・ルールがデプロイされているかどうか
• その変数を使用しているビジネス・ルールが検証されているかどうか
• その変数を使用しているビジネス・ルールの説明
変数の使用を表示するには:

1. システム・ビューまたはフィルタ・ビューから、「変数デザイナ」アイコンをクリックしま
す。

2. 変数ナビゲータで、使用を確認する変数を含むデータベース・オブジェクトを選択します。
そのオブジェクトに定義された変数は、変数デザイナの「置換」タブおよび「実行」タブ
に表示されます。
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3. 使用を確認する変数を右クリックし、「使用状況の表示」を選択します。
4. 情報を確認した後、「OK」をクリックします。

関数の操作
次も参照:

• 関数について
関数は、データ値またはメンバーを戻すメンバー式を定義します。

• コンポーネントへの関数の挿入
選択できる関数のタイプは使用しているアプリケーションのタイプおよびコンポーネント
のタイプによって異なります。

• Calculation Managerでサポートされている Essbase関数
次の Oracle Essbase関数は、ブロック・ストレージ・アプリケーションで Calculation
Managerによってサポートされています。

関数について
関数は、データ値またはメンバーを戻すメンバー式を定義します。
たとえば、関数(および算術演算子や論理演算子)を使用して、指定したメンバーの兄弟、親、
または子のリストを戻したり、指定した値より大きいまたは小さいデータ値のリストを戻した
り、指定したメンバーからデータ値を割り当てられます。関数を選択すると、正しいパラメー
タを入力するようにプロンプト表示されます。
Planningアプリケーションを操作している場合は、式、スクリプト、条件およびメンバー範囲
コンポーネントの関数を使用します。
Planningおよび Oracle Essbaseブロック・ストレージ・コンポーネントで使用できる関数の
タイプのリストを次に示します。(関数の完全なリストおよび説明については、Oracle Essbase
テクニカル・リファレンスを参照してください。)
• ブール
• リレーションシップ
• 計算演算子
• 制御フロー
• データの宣言
• 関数
• 算術
• メンバー・セット
• 範囲(財務)

• 割当て
• 予測
• 統計
• 日付と時間
• その他
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• カスタム

Note:

関数は、メンバー・セレクタおよび関数セレクタで使用できます。
Oracle General Ledgerで使用されるアプリケーションも含めて、Essbase集約スト
レージ・アプリケーションおよびコンポーネントでは、メンバー・セット関数のみ使
用します。(メンバー・セット関数の完全なリストおよび説明については、Oracle
Essbaseテクニカル・リファレンスを参照してください。)

コンポーネントへの関数の挿入
選択できる関数のタイプは使用しているアプリケーションのタイプおよびコンポーネントのタ
イプによって異なります。
Planningアプリケーションを操作している場合は、式、スクリプト、条件およびメンバー範囲
コンポーネントに関数を挿入できます。
式、スクリプト、条件およびメンバー範囲のコンポーネントに関数を挿入するには:

1. 次のいずれかのタスクを行います:

• 関数を挿入するコンポーネントを含むビジネス・ルールを開きます。次にビジネス・
ルールのフロー・チャートに関数を挿入するコンポーネントを選択します。

• 関数を挿入するコンポーネントを含むテンプレートを開きます。次にテンプレートの
フロー・チャートに関数を挿入するコンポーネントを選択します。

• 関数を挿入する式コンポーネントを開きます。
• 関数を挿入するスクリプト・コンポーネントを開きます。

2. 次のいずれかのタスクを行います:

• 式コンポーネントに関数を挿入するには、「式」タブで、「式」行内をクリックして、
「アクション」アイコンを選択し、「関数」を選択します。

• スクリプト・コンポーネントに関数を挿入するには、「スクリプト」タブで、「関数と
そのパラメータの挿入」アイコンをクリックします。

• メンバー範囲コンポーネントに関数を挿入するには、「メンバー範囲」タブで、ディメ
ンションの「値」列内をクリックして、「アクション」アイコンを選択し、「関数」を
選択します。

• 条件コンポーネントに関数を挿入するには、「条件」タブで、「条件ビルダー」アイコ
ンをクリックします。条件ビルダーで、「式」、「関数」または「値」から、「アクショ
ン」アイコンを選択して、「関数」を選択します。

3. 関数セレクタで、次のいずれかのタスクを行います:

ノート:

関数セレクタを開くコンテキストによっては、使用できる関数タイプは、関数の
操作で説明されている関数タイプより限られる場合があります。
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• 「カテゴリ」から、関数タイプを選択できる場合は、1つの関数を選択するか、または
「すべての関数」を選択してすべての関数タイプの関数を表示します。カテゴリの関
数、またはすべての関数がカテゴリの選択の下のリストに表示されます。

• 「カテゴリ」の関数タイプ内で選択できない場合は、4に進みます。
4. 関数のリストから関数を選択します。
5. 関数のパラメータを入力します。
6. 「OK」をクリックします。

Calculation Managerでサポートされている Essbase関数
次の Oracle Essbase関数は、ブロック・ストレージ・アプリケーションで Calculation Manager
によってサポートされています。
表 9-3 Calculation Managerでサポートされている Essbase関数

@ABS @ISANCEST @MOVSUMX

@ACCUM @ISATTRIBUTE @NAME

@ALLANCESTORS @ISCHILD @NEXT

@ALIAS @ISDESC @NEXTS

@ALLOCATE @ISGEN @NEXTSIBLING

@ANCEST @ISIANCEST @NOTEQUAL

@ANCESTORS @ISIBLINGS @NPV

@ANCESTVAL @ISICHILD @PARENT

@ATTRIBUTE @ISIDESC @PARENTVAL

@ATTRIBUTEBVAL @ISIPARENT @POWER

@ATTRIBUTESVAL @ISISIBLING @PREVSIBLING

@ATTRIBUTEVAL @ISLEV @PRIOR

@AVG @ISMBR @PRIORS

@AVGRANGE @ISMBRUDA @PTD

@BETWEEN @ISMBRWITHATTR @RANGE

@CALCMODE @ISPARENT @RANGEFIRSTVAL

@CHILDREN @ISRANGENONEMPTY @RANGELASTVAL

@COMPOUND @ISSAMEGEN @RANK

@COMPOUNDGROWTH @ISSAMELEV @RDESCENDANTS

@CONCATENATE @ISSIBLING @RELATIVE

@CORRELATION @ISUDA @RELXRANGE

@COUNT @LANCESTORS @REMAINDER

@CREATEBLOCK @LDESCENDANTS @REMOVE

@CURGEN @LEV @RETURN

@CURLEV @LEVMBRS @ROUND

@CURRMBR @LIKE @RSIBLINGS

@CURRMBRRANGE @LIST @SANCESTVAL

@DATEDIFF @LN @SHARE

@DATEPART @LOG @SHIFT

@DATEROLL @LOG10 @SHIFTMINUS
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表 9-3 (続き) Calculation Managerでサポートされている Essbase関数

@DECLINE @LSIBLINGS @SHIFTPLUS

@DESCENDANTS @MATCH @SHIFTSIBLING

@DISCOUNT @MAX @SIBLINGS

@ENUMVALUE @MAXRANGE @SLN

@EQUAL @MAXS @SPARENTVAL

@EXP @MAXSRANGE @SPLINE

@EXPAND @MBRCOMPARE @STDEV

@FACTORIAL @MBRPARENT @STDEVP

@FORMATDATE @MDALLOCATE @STDEVRANGE

@GEN @MDANCESTVAL @SUBSTRING

@GENMBRS @MDPARENTVAL @SUM

@GROWTH @MDSHIFT @SUMRANGE

@IALLANCESTORS @MEDIAN @SYD

@IANCESTORS @MEMBER @TODATE

@ICHILDREN @MEMBERAT @TODATEEX

@IDESCENDANTS @MERGE @TODAY

@IALLANCESTORS @MIN @TREND

@ILDESCENDANTS @MINRANGE @TRUNCATE

@ILSIBLINGS @MINS @UDA

@INT @MINSRANGE @VAR

@INTEREST @MOD @VARPER

@INTERSECT @MODE @VARIANCE

@IRDESCENDANTS @MOVAVG @VARIANCEP

@IRR @MOVMAX @WITHATTR

@IRREX @MOVMED @XRANGE

@IRSIBLINGS @MOVMIN @XREF

@ISACCTYPE @MOVSUM @XWRITE

カスタム関数の操作
カスタム関数を使用して、データのコピーとエクスポート、テキスト文字列に対する一重引用
符または二重引用符の削除と追加、2つのテキスト文字列の比較、別の形式への日付の変換な
どのタスクを実行します。
次も参照:

• カスタム関数について
• 年パラメータがあるカスタム関数の使用
• 日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数
• ビットに関する関数
• カウンタの関数
• 日付/時刻の関数
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• 財務関数
• ログ関数
• 数学関数
• 統計関数
• 文字列関数

カスタム関数について
カスタム関数には Calculation Managerの条件、スクリプトおよび式コンポーネントの関数セ
レクタからアクセスします。
カスタム関数では、データのコピーとエクスポート、テキスト文字列に対する一重引用符また
は二重引用符の削除と追加、2つの文字列の比較、YYYYMMDD形式への日付の変換などのタスク
を実行できます。
Planningビジネス・ルール・コンポーネントでカスタム関数を使用できます。

年パラメータがあるカスタム関数の使用
一部のカスタム関数では、パラメータに年の選択肢を含むドロップダウンがある場合がありま
す。アプリケーションに年という名前のディメンションまたはメンバーがある場合、年選択肢
を持つカスタム関数を使用することはできません。これは、ディメンション名またはメンバー
名でもあるパラメータの選択肢(年だけでなく)の問題です。
この問題を回避するには、パラメータのドロップダウンから年を選択した後、ルールでそのま
わりに@name( )を追加し、@name(年)となるようにします。

日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数
@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要があります。これ
らの関数を使用して、日付を YYYYMMDD形式(シリアル形式)から Excel形式に変換します:

• @CalcMgrExcelDATEは、特定の日付のシリアル値を返します。
次の例は、20181214 (YYYYMMDD形式)を Excelの日付に変換します
@CalcMgrExcelDATE(20181214)

• @CalcMgrDateToExcelは、YYYYMMDD形式の単一の日付を Excelの日付に変換します
• @CalcMgrDatesToExcelは、YYYYMMDD形式の複数の日付を Excelの日付に変換します
次の例では:

@CalcMgrDatesToExcel(@LIST("Jan"->"Date_123", "Feb"->Date_123)
"Jan"->"Date_123"が 01/31/19として表示され、"Feb"->Date_123が 02/31/19として表
示されます

ビットに関する関数
次も参照:

• @CalcMgrBitAnd

• @CalcMgrBitOR
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• @CalcMgrBitExOR

• @CalcMgrBitExBoolOR

• @CalcMgrBitCompliment

• @CalcMgrBitShiftLeft

• @CalcMgrBitShiftRight

• @CalcMgrBitUnsignedShiftRight

@CalcMgrBitAnd
目的:

ビット単位の AND演算を実行し、1つ目のオペランドの各ビットを 2つ目のオペランドの対応
するビットと比較します。両方のビットが 1の場合、その結果のビットは 1に設定されます。
そうではない場合、結果のビットは 0に設定されます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.AND(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrBitAnd(number1,number2)

@CalcMgrBitOR
目的:

ビット単位の OR演算を実行し、1つ目のオペランドの各ビットを 2つ目のオペランドの対応す
るビットと比較します。いずれかのビットが 1の場合、その結果のビットは 1に設定されま
す。いずれも 1ではない場合、結果のビットは 0に設定されます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.OR(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrBitOR(number1,number2

@CalcMgrBitExOR
目的:

ビット単位の排他的 OR演算を実行し、1つ目のオペランドの各ビットを 2つ目のオペランドの
対応するビットと比較します。いずれかのビットが 1の場合、その結果のビットは 1に設定さ
れます。いずれも 1ではない場合、結果のビットは 0に設定されます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.EXCLUSIVEOR(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrBitExOR(number1,number2)
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@CalcMgrBitExBoolOR
目的:

ビット単位の排他的 OR演算を実行し、1つ目のオペランドの各ビットを 2つ目のオペランドの
対応するビットと比較します。いずれかのビットが 1の場合、その結果のビットは 1に設定さ
れます。いずれも 1ではない場合、結果のビットは 0に設定されます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.EXCLUSIVEOR(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrBitExOR(number1,number2)

@CalcMgrBitCompliment
目的:

ビット単位の単項補数演算を実行し、各ビットを反転させます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.UNARYCOMPLIMENT(double)

CDF仕様: @CalcMgrBitCompliment(number1)

@CalcMgrBitShiftLeft
目的:

符号付き左シフトを実行します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.SIGNEDSHIFTLEFT(double,dou
ble)

CDF仕様: @CalcMgrBitShiftLeft(number1,number2)

@CalcMgrBitShiftRight
目的:

符号付き右シフトを実行します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.SIGNEDSHIFTRIGHT(double,do
uble)

CDF仕様: @CalcMgrBitShiftRight(number1,number2)
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@CalcMgrBitUnsignedShiftRight
目的:

符号なし右シフトを実行します。
構文:

com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.BitwiseFunctions.UNSIGNEDSHIFTRIGHT(double,
double)
@CalcMgrBitUnsignedShiftRight(number1,number2)

カウンタの関数
次も参照:

• @CalcMgrCounterAddNumber

• @CalcMgrCounterAddText

• @CalcMgrCounterClear

• @CalcMgrCounterClearAll

• @CalcMgrCounterClearKey

• @CalcMgrCounterDecrement

• @CalcMgrCounterDecrementKey

• @CalcMgrCounterGetKeyNumber

• @CalcMgrCounterGetKeyText

• @CalcMgrCounterGetNumber

• @CalcMgrCounterGetText

• @CalcMgrCounterIncrement

• @CalcMgrCounterIncrementKey

• @CalcMgrCounterUpdate

• @CalcMgrCounterUpdateNumber

• @CalcMgrCounterUpdateNumberText

• @CalcMgrCounterUpdateText

@CalcMgrCounterAddNumber
目的:

カウンタに数値を加え、キーを返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.addNumber(double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterAddNumber(number)
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@CalcMgrCounterAddText
目的:

カウンタにテキスト文字列を加え、キーを返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.addText(String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterAddText(text)

@CalcMgrCounterClear
目的:

キーによって指定されたカウンタをクリアします
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.clear(double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterClear(key)

@CalcMgrCounterClearAll
目的:

すべてのキーと値をカウンタから削除します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.clearAll()

CDF仕様: @CalcMgrCounterClearAll()

@CalcMgrCounterClearKey
目的:

キーに関連付けられているカウンタから値を削除します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.clearKey(String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterClearKey(key)

@CalcMgrCounterDecrement
目的:

キーに基づいたカウンタの値を減分します。キーが見つからない場合、値ゼロがキーに設定さ
れます
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.decrement(double)
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CDF仕様: @CalcMgrCounterDecrement(key)

@CalcMgrCounterDecrementKey
目的:

キーに基づいたカウンタの値を減分します。キーが見つからない場合、値ゼロがキーに設定さ
れます
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.decrementKey(String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterDecrementKey(key)

@CalcMgrCounterGetKeyNumber
目的:

キーに基づいたカウンタで検出されたテキストを返します。キーが見つからない場合、欠落値
を返します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.getKeyNumber(String,double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterGetKeyNumber(key, missing_value)

@CalcMgrCounterGetKeyText
目的:

キーに基づいたカウンタで検出されたテキストを返します。キーが見つからない場合、欠落値
を返します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.getKeyText(String,String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterGetKeyText(key,missing_value)

@CalcMgrCounterGetNumber
目的:

キーによって指定されたカウンタから数値を返します。キーが見つからない場合または値が数
値でない場合、欠落値を返します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.getNumber(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterGetNumber(key,missingValue)
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@CalcMgrCounterGetText
目的:

キーに基づいたカウンタで検出されたテキストを返します。キーが見つからない場合、欠落値
を返します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.getText(double,String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterGetText(key,missing_value)

@CalcMgrCounterIncrement
目的:

キーによって指定されたカウンタの値を増分します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.increment(double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterIncrement(key)

@CalcMgrCounterIncrementKey
目的:

キーに基づいたカウンタの値を増分します。キーが見つからない場合、値ゼロがキーに設定さ
れます。
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.incrementKey(String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterIncrementKey(key)

@CalcMgrCounterUpdate
目的:

指定したキーを使用してカウンタの数値を設定します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.update(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterUpdate(key, number)

@CalcMgrCounterUpdateNumber
目的:

指定したキーを使用してカウンタの数値を更新します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.updateNumber(String,double)

CDF仕様: @CalcMgrCounterUpdateNumber(key, number)

@CalcMgrCounterUpdateNumberText
目的:

指定したキーを使用してカウンタの数値を更新します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.updateNumberText(double,String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterUpdateNumberText(key,number)

@CalcMgrCounterUpdateText
目的:

指定したキーを使用してカウンタのテキストを更新します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CounterFunctions.updateText(String,String)

CDF仕様: @CalcMgrCounterUpdateText(key, text)

日付/時刻の関数
次も参照:

• @CalcMgrAddDate

• @CalcMgrAddDatePart

• @CalcMgrAddDays

• @CalcMgrAddMonths

• @CalcMgrAddWeeks

• @CalcMgrAddYears

• @CalcMgrDateDiff

• @CalcMgrDateToExcel

• @CalcMgrDatesToExcel

• @CalcMgrDateTimeToExcel

• @CalcMgrDateTimesToExcel

• @CalcMgrDateToString

• @CalcMgrDaysBetween

• @CalcMgrDaysDiff

• @CalcMgrDiffDate
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• @CalcMgrExcelADD

• @CalcMgrExcelDATE

• @CalcMgrExcelDATEDIF

• @CalcMgrExcelDAYOFYEAR

• @CalcMgrExcelDAYS360

• @CalcMgrExcelDAYSINMONTH

• @CalcMgrExcelEOMONTH

• @CalcMgrExcelHOUR

• @CalcMgrExcelMINUTE

• @CalcMgrExcelMONTH

• @CalcMgrExcelNETWORKDAYS

• @CalcMgrExcelSECOND

• @CalcMgrExcelToDate

• @CalcMgrExcelToDateTime

• @CalcMgrExcelWEEKNUM

• @CalcMgrExcelWEEKDAY

• @CalcMgrExcelWORKDAY

• @CalcMgrExcelYEAR

• @CalcMgrExcelYEARFRAC

• @CalcMgrGetCurrentDate

• @CalcMgrGetCurrentDateTZ

• @CalcMgrGetCurrentDateTime

• @CalcMgrGetCurrentDateTimeTZ

• @CalcMgrGetCustomDate

• @CalcMgrGetCustomDateTime

• @CalcMgrGetDatePart

• @CalcMgrGetDateTimePart

• @CalcMgrGetDay

• @CalcMgrGetDayOfYear

• @CalcMgrGetFormattedDate

• @CalcMgrGetMaxDaysInMonth

• @CalcMgrGetMonth

• @CalcMgrGetStringFormattedDateTime

• @CalcMgrGetWeekOfMonth

• @CalcMgrGetWeekOfYear

• @CalcMgrGetYear

• @CalcMgrIsLeapYear

• @CalcMgrMonthsBetween
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• @CalcMgrMonthsDiff

• @CalcMgrRollDate

• @CalcMgrRollDay

• @CalcMgrRollMonth

• @CalcMgrRollYear

• @CalcMgrWeeksBetween

• @CalcMgrWeeksDiff

• @CalcMgrYearsBetween

• @CalcMgrYearsDiff

@CalcMgrAddDate
目的:

指定した年数、月数および日数を YYYYMMDD形式の日付に追加します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.addDate(int,int,int,int)

CDF仕様: @CalcMgrAddDate(date, years, months, days)

@CalcMgrAddDatePart
目的:

指定した年数/月数/日数/週数を YYYYMMDD形式の日付に追加します。"date_part"は、"day"、
"month"、"week"、"year"のいずれかです
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.addDatePart(int,String,int)

CDF仕様: @CalcMgrAddDatePart(date,date_part, amountToAdd)

@CalcMgrAddDays
目的:

指定した日数を YYYYMMDD形式の日付に追加します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.addDays(int,int)

CDF仕様: @CalcMgrAddDays(date, daysToAdd)

@CalcMgrAddMonths
目的:
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指定した月数を YYYYMMDD形式の日付に追加します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.addMonths(int,int)

CDF仕様: @CalcMgrAddMonths(date, monthsToAdd)

@CalcMgrAddWeeks
目的:

指定した週数を YYYYMMDD形式の日付に追加します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.addWeeks(int,int)

CDF仕様: @CalcMgrAddWeeks(date, weeksToAdd)

@CalcMgrAddYears
目的:

指定した年数を YYYYMMDD形式の日付に追加します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.addYears(int,int)

CDF仕様: @CalcMgrAddYears(date, yearsToAdd)

@CalcMgrDateDiff
目的:

標準のグレゴリオ暦に従い、指定された日付部分について、YYYYMMDD形式の 2つの入力日付の
差異(数値)を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.dateDiff(int,int,String)

CDF仕様: @CalcMgrDateDiff(fromDate,toDate,datePart)

ノート:

@CalcMgrDateDiffが返すのは正の数のみです。負の数が必要な場合に負の数を返す
には、@CalcMgrDiffDateを使用します。

@CalcMgrDateToExcel
目的:
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YYYYMMDD形式の単一の日付を Excelの日付に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DATE_TOEXCEL(double)
CDF仕様: @CalcMgrDateToExcel(date)

@CalcMgrDatesToExcel
目的:

YYYYMMDD形式の複数の日付を Excelの日付に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DATES_TOEXCEL(doubl
e[])

CDF仕様: @CalcMgrDatesToExcel(dates)

@CalcMgrDateTimeToExcel
目的:

YYYYMMDDHHMMSS形式の単一の日付を Excelの日付に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DATETIME_TOEXCEL(dou
ble)
CDF仕様: @CalcMgrDateTimeToExcel(date)

@CalcMgrDateTimesToExcel
目的:

YYYYMMDDHHMMSS形式の複数の日付を Excelの日付に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DATETIMES_TOEXCEL(do
uble[])

CDF仕様: CalcMgrDateTimesToExcel(dates)

@CalcMgrDateToString
目的:

YYYYMMDD形式の日付を、指定した形式を使用して文字列として返します。形式については、
Javaドキュメントの SimpleDateFormatを参照してください
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.dateToString(int,String)

CDF仕様: @CalcMgrDateToString(date, format)

@CalcMgrDaysBetween
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の日数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.daysBetween(int,int)
CDF仕様: @CalcMgrDaysBetween(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrDaysBetweenが返すのは正の数のみです。負の数が必要な場合に負の数を
返すには、@CalcMgrDaysDiffを使用します。

@CalcMgrDaysDiff
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の日数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.daysDiff(int,int)
CDF仕様: @CalcMgrDaysDiff(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrDaysDiffを使用するとき、関数で最初の日付が 2番目の日付より後になっ
ている場合は、負の数が返されます。関数で最初の日付が 2番目の日付より前になっ
ている場合は、正の数が返されます。正の数のみを返す場合には、
@CalcMgrDaysBetweenを使用します。

@CalcMgrDiffDate
目的:

標準のグレゴリオ暦に従い、指定された日付部分について、YYYYMMDD形式の 2つの入力日付の
差異(数値)を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.diffDate(int,int,String)
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CDF仕様: @CalcMgrDiffDate(fromDate,toDate,datePart)

ノート:

@CalcMgrDiffDateを使用するとき、関数で最初の日付が 2番目の日付より後になっ
ている場合は、負の数が返されます。関数で最初の日付が 2番目の日付より前になっ
ている場合は、正の数が返されます。正の数のみを返す場合には、@CalcMgrDateDiff
を使用します。

@CalcMgrExcelADD
目的:

日付への加算を行います
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.ADD(double,double,St
ring)

CDF仕様: @CalcMgrExcelADD(date, amount, what)

@CalcMgrExcelDATE
目的:

特定の日付のシリアル値を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DATE(double,double,d
ouble)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDATE(year,month,day)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください

@CalcMgrExcelDATEDIF
目的:

2つの日付の間の日数、月数、年数を計算します。
年齢を計算する必要のある式で有用です
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DATEDIF(double,doubl
e,String)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDATEDIF(start_date, end_date,unit)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelDAYOFYEAR
目的:

シリアル値を通日に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DAYOFYEAR(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDAYOFYEAR(Date)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelDAYS360
目的:

1年を 360日として 2つの日付の間の日数を計算します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DAYS360(double,doubl
e,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDAYS360(start_date, end_date, method)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。
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@CalcMgrExcelDAYSINMONTH
目的:

シリアル値をその月の日数に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.DAYSINMONTH(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDAYSINMONTH(date)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelEOMONTH
目的:

指定した月数だけ前または後の月の最終日に対応するシリアル値を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.EOMONTH(double,doubl
e)

CDF仕様: @CalcMgrExcelEOMONTH(dateValue, adjustmentMonths)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelHOUR
目的:

シリアル値を時刻に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.HOUR(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelHOUR(date)
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@CalcMgrExcelMINUTE
目的:

シリアル値を分に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.MINUTE(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelMINUTE(date)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelMONTH
目的:

シリアル値を月に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.MONTH(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelMONTH(Date)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelNETWORKDAYS
目的:

2つの日付の間の稼働日の日数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.NETWORKDAYS(double,d
ouble,double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelNETWORKDAYS(startDate, endDate, holidays)
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ノート:

日付を Planningの日付形式で渡している場合は、@CalcMgrDateToExcelを使用して
Planningの日付を Excelの日付に変換する必要があります。

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelSECOND
目的:

シリアル値を秒に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.SECOND(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelSECOND(date)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelToDate
目的:

Excelの日付を YYYYMMDD形式に変換します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.EXCEL_TODATE(double)
CDF仕様: @CalcMgrExcelToDate(excel_date)

@CalcMgrExcelToDateTime
目的:

Excelの日付を YYYYMMDDHHMMSS形式に変換します。
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.EXCEL_TODATETIME(dou
ble)
CDF仕様: @CalcMgrExcelToDateTime(excel_date)

@CalcMgrExcelWEEKNUM
目的:

特定の日付がその年の何週目に当たるかを返します。たとえば、1月 1日を含む週がその年の
第 1週目で、週 1と数えられます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.WEEKNUM(double,doubl
e)

CDF仕様: @CalcMgrExcelWEEKNUM(date, method)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelWEEKDAY
目的:

日付に対応する曜日を返します。曜日は、デフォルトでは 1(日曜日)から 7(土曜日)までの整数
で示されます。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.WEEKDAY(double,doubl
e)

CDF仕様: @CalcMgrExcelWEEKDAY(serial_number, return_type)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelWORKDAY
目的:

指定した稼働日数だけ前または後の日付に対応するシリアル値を返します
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構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.WORKDAY(double,doubl
e,double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelWORKDAY(startDate, days, holidays)

ノート:

日付を Planningの日付形式で渡している場合は、@CalcMgrDateToExcelを使用して
Planningの日付を Excelの日付に変換する必要があります。

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelYEAR
目的:

シリアル値を年に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.YEAR(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelYEAR(date)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelYEARFRAC
目的:

start_dateと end_dateの間の日数が 1年間に対して占める割合を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelDateTimeFunctions.YEARFRAC(double,doub
le,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelYEARFRAC(startDate, endDate, basis)
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ノート:

日付を Planningの日付形式で渡している場合は、@CalcMgrDateToExcelを使用して
Planningの日付を Excelの日付に変換する必要があります。

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrGetCurrentDate
目的:

YYYYMMDD形式で現在の日付を返します(例: 20140101)

構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getCurrentDate(int)

CDF仕様: @CalcMgrGetCurrentDate()

@CalcMgrGetCurrentDateTZ
目的:

YYYYMMDD形式で指定されたタイムゾーンで現在の日付を返します(例: 20140101)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getCurrentDate(String)

CDF仕様: @CalcMgrGetCurrentDateTZ(timeZone)

@CalcMgrGetCurrentDateTime
目的:

YYYYMMDDHHMMSS形式で現在の日時を返します。例: 20140101143001
(Year_Month_Day_Hour_Minute_Second)

構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getCurrentDateTime()

CDF仕様: @CalcMgrGetCurrentDateTime()

@CalcMgrGetCurrentDateTimeTZ
目的:
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YYYYMMDDHHMMSS形式で指定されたタイムゾーンで現在の日時を返します。例:
20140101143001 (Year_Month_Day_Hour_Minute_Second)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getCurrentDateTime(String)

CDF仕様: @CalcMgrGetCurrentDateTimeTZ(timeZone)

@CalcMgrGetCustomDate
目的:

YYYYMMDD形式でカスタム日付を返します。
たとえば、20140101です
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getDate(double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrGetCustomDate(year, month, day)

@CalcMgrGetCustomDateTime
目的:

カスタム日時を YYYYMMDDHHMMSS形式で返します。例: 20140101143001
(Year_Month_Day_Hour_Minute_Second)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getDateTime(double,double,doubl
e,double,double,double):

CDF仕様: @CalcMgrGetCustomDateTime(year, month, day, hour, min, sec)

@CalcMgrGetDatePart
目的:

Year/Month/DayOfMonth/WeekOfYear/WeekOfMonth/DayOfYearを YYYYMMDD形式の日付の数字
として返します。"date_part_ex"は"dayofmonth"、"dayofyear"、"month"、"weekofmonth"、
"weekofyear"または"year"です
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.datePart(Double,String)

CDF仕様: @CalcMgrGetDatePart(date, date_part_ex)

@CalcMgrGetDateTimePart
目的:
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日付から Year/Month/DayOfMonth/WeekOfYear/WeekOfMonth/DayOfYear/Hour/Minute/
Secondsを数値として返します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.dateTimePart(double,String)

CDF仕様: @CalcMgrGetDateTimePart(date, date_part_ex)

@CalcMgrGetDay
目的:

YYYYMMDD形式の日付から日を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getDay(int)

CDF仕様: @CalcMgrGetDay(date)

@CalcMgrGetDayOfYear
目的:

YYYYMMDD形式の日付から通日(1-366)を返します。
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getDayOfYear(int)

CDF仕様: @CalcmgrGetDayOfYear(date)

@CalcMgrGetFormattedDate
目的:

日付を YYYYMMDD形式に変換します。たとえば、@CalcMgrGetFormattedDate(12302014,
"mmddyyyy")では、20141230が戻されます
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getFormattedDate(int,String)

CDF仕様: @CalcMgrGetFormattedDate(date, format)

@CalcMgrGetMaxDaysInMonth
目的:

YYYYMMDD形式の日付の月の最大日数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getActualMaximumDays(int)
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CDF仕様: @CalcMgrGetMaxDaysInMonth(date)

@CalcMgrGetMonth
目的:

YYYYMMDD形式の日付から月を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getMonth(int)

CDF仕様: @CalcMgrGetMonth(date)

@CalcMgrGetStringFormattedDateTime
目的:

形式で定義された日付を YYYYMMddHHmmss形式の日付に変換します。
たとえば、@CalcMgrGetFormattedDate(12302014, "MMddyyyyHHmmss")は 201412301430を返
します。
詳細は、Java docの"SimpleDateFormat"を参照してください。
使用可能な形式の値: mmddyyyyHHmmss、ddmmyyyyHHmmss、yyyyddmmHHmmss

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getStringFormattedDateTime(Stri
ng,String)
CDF仕様: @CalcMgrGetStringFormattedDateTime(date, format)

@CalcMgrGetWeekOfMonth
YYYYMMDD形式の日付から月の週を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getWeekOfMonth(int)

CDF仕様: @CalcMgrGetWeekOfMonth(date)

@CalcMgrGetWeekOfYear
目的:

YYYYMMDD形式の日付から年内通算週数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getWeekOfYear(int)

CDF仕様: @CalcMgrGetWeekOfYear(date)
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@CalcMgrGetYear
目的:

YYYYMMDD形式の日付から年を返します。"date_part_ex"は"dayofmonth"、"dayofyear"、
"month"、"weekofmonth"、"weekofyear"または"year"の必要があります
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.getYear(int)

CDF仕様: @CalcMgrGetYear(date)

@CalcMgrIsLeapYear
目的:

指定した日付がうるう年かどうかを判別します。日付は、YYYYMMDDまたは YYYY形式である必
要があります(例: 20140101または 2014)

構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.isLeapYear(int)
CDF仕様: @CalcMgrIsLeapYear(date)

@CalcMgrMonthsBetween
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の月数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.monthsBetween(int,int)
CDF仕様: @CalcMgrMonthsBetween(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrMonthsBetweenが返すのは正の数のみです。負の数が必要な場合に負の数
を返すには、@CalcMgrMonthsDiffを使用します。

@CalcMgrMonthsDiff
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の月数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.monthsDiff(int,int)
CDF仕様: @CalcMgrMonthsDiff(fromDate,toDate)
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ノート:

@CalcMonthsDiffを使用するとき、関数で最初の日付が 2番目の日付より後になって
いる場合は、負の数が返されます。関数で最初の日付が 2番目の日付より前になって
いる場合は、正の数が返されます。正の数のみを返す場合には、
@CalcMgrMonthsBetweenを使用します。

@CalcMgrRollDate
目的:

指定した日付のフィールドを他のフィールドは変更せずに 1単位時間増減(upまたは down)し
ます。
たとえば、@CalcMgrRollDate(19960131,"month",@_true)の結果の日付は 19960229です。
@CalcMgrRollDate(19960131,"day",@_true)の結果の日付は 19960101です。
date_partに指定できる値は、day、month、weekおよび yearです。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.rollDate(int,String,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrRollDate(date,date_part,up)

@CalcMgrRollDay
目的:

日を増減して YYYYMMDD形式の日付にします
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.rollDay(int,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrRollDay(date,up)

@CalcMgrRollMonth
目的:

月を増減して YYYYMMDD形式の日付にします。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.rollMonth(int,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrRollMonth(date,up)

@CalcMgrRollYear
目的:
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年を増減して YYYYMMDD形式の日付にします。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.rollYear(int,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrRollYear(date,up)

@CalcMgrWeeksBetween
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の週数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.weeksBetween(int,int)
CDF仕様: @CalcMgrWeeksBetween(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrWeeksBetweenが返すのは正の数のみです。負の数が必要な場合に負の数を
返すには、@CalcMgrWeeksDiffを使用します。

@CalcMgrWeeksDiff
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の週数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.weeksDiff(int,int)
CDF仕様: @CalcMgrWeeksDiff(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrWeeksDiffを使用するとき、関数で最初の日付が 2番目の日付より後になっ
ている場合は、負の数が返されます。関数で最初の日付が 2番目の日付より前になっ
ている場合は、正の数が返されます。正の数のみを返す場合には、
@CalcMgrWeeksBetweenを使用します。

@CalcMgrYearsBetween
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の年数を返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.yearsBetween(int,int)

CDF仕様: @CalcMgrYearsBetween(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrYearsBetweenが返すのは正の数のみです。負の数が必要な場合に負の数を
返すには、@CalcMgrYearsDiffを使用します。

@CalcMgrYearsDiff
目的:

YYYYMMDD形式の 2つの日付の間の年数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.CalendarFunctions.yearsDiff(int,int)

CDF仕様: @CalcMgrYearsDiff(fromDate,toDate)

ノート:

@CalcMgrYearsDiffを使用するとき、関数で最初の日付が 2番目の日付より後になっ
ている場合は、負の数が返されます。関数で最初の日付が 2番目の日付より前になっ
ている場合は、正の数が返されます。正の数のみを返す場合には、
@CalcMgrYearsBetweenを使用します。

財務関数
次も参照:

• @CalcMgrExcelACCRINT

• @CalcMgrExcelACCRINTM

• @CalcMgrExcelAMORDEGRC

• @CalcMgrExcelAMORLINC

• @CalcMgrExcelCOUPDAYBS

• @CalcMgrExcelCOUPDAYS

• @CalcMgrExcelCOUPDAYSNC

• @CalcMgrExcelCOUPNCD

• @CalcMgrExcelCOUPNUM

• @CalcMgrExcelCOUPPCD

• @CalcMgrExcelCUMIPMT

• @CalcMgrExcelCUMPRINC
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• @CalcMgrExcelDB

• @CalcMgrExcelDDB

• @CalcMgrExcelDISC

• @CalcMgrExcelDOLLARDE

• @CalcMgrExcelDOLLARFR

• @CalcMgrExcelDURATION

• @CalcMgrExcelEFFECT

• @CalcMgrExcelFV

• @CalcMgrExcelFVSCHEDULE

• @CalcMgrExcelMDURATION

• @CalcMgrExcelINTRATE

• @CalcMgrExcelPMT

• @CalcMgrExcelIRR

• @CalcMgrExcelISPMT

• @CalcMgrExcelMIRR

• @CalcMgrExcelNPER

• @CalcMgrExcelNPV

• @CalcMgrExcelPPMT

• @CalcMgrExcelPRICE

• @CalcMgrExcelPRICEDISC

• @CalcMgrExcelPRICEMAT

• @CalcMgrExcelPV

• @CalcMgrExcelRATE

• @CalcMgrExcelRECEIVED

• @CalcMgrExcelSLN

• @CalcMgrExcelSYD

• @CalcMgrExcelTBILLEQ

• @CalcMgrExcelTBILLPRICE

• @CalcMgrExcelTBILLYIELD

• @CalcMgrExcelXIRR

• @CalcMgrExcelXNPV

• @CalcMgrExcelYIELD

• @CalcMgrExcelYIELDDISC

• @CalcMgrExcelYIELDMAT

@CalcMgrExcelACCRINT
目的:

定期的に利息が支払われる証券の未収利息額を返します
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構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.ACCRINT(double,doub
le,double,double,double,double,double,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrExcelACCRINT(issue, firstinterest, settlement, rate, par,
frequency, basis, method)

@CalcMgrExcelACCRINTM
目的:

満期日に利息が支払われる証券の未収利息額を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.ACCRINTM(issue,
settlement, rate, par, basis)

CDF仕様:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.ACCRINTM(double,dou
ble,double,double,double)

@CalcMgrExcelAMORDEGRC
目的:

減価償却係数を使用して、各会計期間の減価償却費を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.AMORDEGRC(double,do
uble,double,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelAMORDEGRC(cost, purchased, firstPeriod, salvage, period,
rate, basis)

@CalcMgrExcelAMORLINC
目的:

各会計期における減価償却費を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.AMORLINC(double,dou
ble,double,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelAMORLINC(cost, date_purchased, first_period, salvage,
period, rate, basis)

@CalcMgrExcelCOUPDAYBS
目的:
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利払期間の第 1日目から受渡日までの日数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.COUPDAYBS(double,do
uble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOUPDAYBS(settlement, maturity, frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelCOUPDAYS
目的:

受渡日を含む利払期間内の日数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.COUPDAYS(double,dou
ble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOUPDAYS(settlement, maturity, frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelCOUPDAYSNC
目的:

受渡日から次の利払日までの日数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.COUPDAYSNC(double,d
ouble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOUPDAYSNC(settlement, maturity, frequency, basis)
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ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelCOUPNCD
目的:

受渡日後の次の利払日を数値で返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.COUPNCD(double,doub
le,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOUPNCD(settlement, maturity, frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelCOUPNUM
目的:

受渡日と満期日の間に利息が支払われる回数を返します。端数が出た場合は切り上げられます
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.COUPNUM(double,doub
le,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOUPNUM(settlement, maturity, frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelCOUPPCD
目的:

受渡日直前の利払日を数値で返します
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構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.COUPPCD(double,doub
le,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOUPPCD(settlement, maturity, frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelCUMIPMT
目的:

start_periodから end_periodまでの期間内で貸付金に対して支払われる利息の累計を返し
ます
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.CUMIPMT(double,doub
le,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCUMIPMT(rate, nper, pv, start_period, end_period, type)

@CalcMgrExcelCUMPRINC
目的:

開始から終了までの期間に、貸付金に対して支払われる元金の累計を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.CUMPRINC(double,dou
ble,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCUMPRINC(rate, per, nper, pv, fv, type)

@CalcMgrExcelDB
目的:

定率法を利用して、特定の期における資産の減価償却費を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.DB(double,double,do
uble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDB((cost, salvage, life, period, month)
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@CalcMgrExcelDDB
目的:

倍額定率法または指定した他の方法を使用して、特定の期における資産の減価償却費を返しま
す
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.DDB(double,double,d
ouble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDDB(cost, salvage, life, period, factor)

@CalcMgrExcelDISC
目的:

証券に対する割引率を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.DISC(double,double,
double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDISC(settlement, maturity, pr, redemption, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelDOLLARDE
目的:

整数部と分数部で表されたドル価格を、1.02などの小数で表されたドル価格に変換します。分
数で表されたドル価格は証券の価格に使用されることがあります。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.DOLLARDE(double,dou
ble)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDOLLARDE(fractional_dollar,fraction)

@CalcMgrExcelDOLLARFR
目的:

小数で表されたドル価格を分数で表されたドル価格に変換します
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構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.DOLLARFR(double,dou
ble)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDOLLARFR(decimal_dollar, fraction)

@CalcMgrExcelDURATION
目的:

定期利払いの場合の有価証券の年間デュレーションを返しますノート:
@CalcMgrExcelMDURATION関数を使用する場合、Calculation Managerと Excelで計算が一致し
ないことがあります。数値を一致させるには、小数部を 7に変更し、Open Officeを使用しま
す。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.DURATION(double,dou
ble,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelDURATION(settlement, maturity, coupon, yld, frequency,
basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelEFFECT
目的:

実効年利率を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.EFFECT(double,doubl
e)

CDF仕様: @CalcMgrExcelEFFECT(nominal_rate, npery)

@CalcMgrExcelFV
目的:

投資の将来価値を返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.FV(double,double,do
uble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelFV(rate, nper, pmt, pv, type)

@CalcMgrExcelFVSCHEDULE
目的:

一連の金利を複利計算することにより、初期投資の元金の将来価値を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.FVSCHEDULE(double,d
ouble[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelFVSCHEDULE(principal, schedule)

@CalcMgrExcelMDURATION
目的:

推定額面が$100の場合の有価証券の修正マコーレ・デュレーションを返しますノート:
@CalcMgrExcelDURATION関数を使用する場合、Calculation Managerと Excelで計算が一致しな
いことがあります。数値を一致させるには、小数部を 7に変更し、Open Officeを使用します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.MDURATION(double,do
uble,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelMDURATION(settlement,maturity,coupon,yld,frequency,basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelINTRATE
目的:

全額投資された証券の利率を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.INTRATE(double,doub
le,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelINTRATE(settlement, maturity, investment, redemption,
basis)
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ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelPMT
目的:

一定期間支払が定期的に行われるような投資/返済の定期支払額を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.PMT(double,double,d
ouble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPMT(rate, nper, pv, fv, type)

@CalcMgrExcelIRR
目的:

一連のキャッシュ・フローに対する内部利益率を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.IRR(double[],double
)

CDF仕様: @CalcMgrExcelIRR(values, guess)

@CalcMgrExcelISPMT
目的:

投資期間内の指定された期に支払われる金利を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.ISPMT(double,double
,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelISPMT(rate, per, nper, pv)

@CalcMgrExcelMIRR
目的:

正のキャッシュ・フローと負のキャッシュ・フローのレートが異なる場合の内部利益率を返し
ます
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.MIRR(double[],doubl
e,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelMIRR(values, finance_rate, reinvest_rate)

@CalcMgrExcelNPER
目的:

投資に必要な期間を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.NPER(double,double,
double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelNPER(rate, pmt, pv, fv, type)

@CalcMgrExcelNPV
目的:

定期的に発生する一連のキャッシュ・フローおよび割引率に基づいた投資の正味現在価値を返
します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.NPV(double,double[]
)

CDF仕様: @CalcMgrExcelNPV(rate, values)

@CalcMgrExcelPPMT
目的:

定額の支払いを定期的に行い、利率が一定であると仮定して、投資の指定した期に支払われる
元金を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.PPMT(double,double,
double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPPMT(rate, per, nper, pv, fv, type)

@CalcMgrExcelPRICE
目的:

定期的に利息が支払われる証券に対して、額面$100当たりの価格を返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.PRICE(double,double
,double,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPRICE(settlement, maturity, rate, yld, redemption,
frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelPRICEDISC
目的:

割引証券の額面$100当たりの価格を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.PRICEDISC(double,do
uble,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPRICEDISC(settlement, maturity, discount, redemption,
basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelPRICEMAT
目的:

満期日に利息が支払われる証券に対して額面$100当たりの価格を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.PRICEMAT(double,dou
ble,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPRICEMAT((settlement, maturity, issue, rate, yld, basis)
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ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelPV
目的:

投資の現在価値を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.PV(double,double,do
uble,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPV(rate, nper, pmt, fv, type)

@CalcMgrExcelRATE
目的:

一定期間支払が定期的に行われるような投資/返済の期間当たりの利率を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.RATE(double,double,
double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelRATE(nper, pmt, pv, fv, type, guess)

@CalcMgrExcelRECEIVED
目的:

全額投資された証券に対して、満期日に支払われる金額を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.RECEIVED(double,dou
ble,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelRECEIVED(settlement, maturity, investment, discount, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。
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@CalcMgrExcelSLN
目的:

定額法を使用して、資産の 1期当たりの減価償却費を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.SLN(double,double,d
ouble)

CDF仕様: @CalcMgrExcelSLN(cost, salvage, life)

@CalcMgrExcelSYD
目的:

級数法を使用して、特定の期における減価償却費を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.SYD(double,double,d
ouble,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelSYD(cost, salvage, life, per)

@CalcMgrExcelTBILLEQ
目的:

米国財務省短期証券の債券換算利回りを返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.TBILLEQ(double,doub
le,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelTBILLEQ(settlement, maturity, discount)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelTBILLPRICE
目的:

米国財務省短期証券の額面$100当たりの価格を返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.TBILLPRICE(double,d
ouble,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelTBILLPRICE(settlement, maturity, discount)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelTBILLYIELD
目的:

米国財務省短期証券の利回りを返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.TBILLYIELD(double,d
ouble,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelTBILLYIELD(settlement, maturity, pr)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelXIRR
目的:

定期的でないキャッシュ・フローに対する内部利益率を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.XIRR(double[],doubl
e[],double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelXIRR(values, dates, guess)

@CalcMgrExcelXNPV
目的:

定期的でないキャッシュ・フローに対する正味現在価値を返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.XNPV(double,double[
],double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelXNPV(rate, values, dates)

@CalcMgrExcelYIELD
目的:

利息が定期的に支払われる証券の利回りを返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.YIELD(double,double
,double,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelYIELD(settlement, maturity, rate, pr, redemption,
frequency, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelYIELDDISC
目的:

たとえば、米国財務省短期証券など、割引き債の年利回りを返しますノート:
@CalcMgrExcelYIELDDISC関数を使用する場合、Calculation Managerと Excelで計算が一致し
ないことがあります。数値を一致させるには、小数部を 7に変更し、Open Officeを使用しま
す。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.YIELDDISC(double,do
uble,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelYIELDDISC(settlement, maturity, pr, redemption, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

@CalcMgrExcelYIELDMAT
目的:
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償還日に利息を支払う有価証券の年利回りを返しますノート: @CalcMgrExcelYIELDMAT関数を
使用する場合、Calculation Managerと Excelで計算が一致しないことがあります。数値を一致
させるには、小数部を 7に変更し、Open Officeを使用します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelFinancialFunctions.YIELDMAT(double,dou
ble,double,double,double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelYIELDMAT(settlement, maturity, issue, rate, pr, basis)

ノート:

@CalcMgrExcel関数で使用される日付パラメータは、Excel形式である必要がありま
す。日付パラメータがある@CalcMgrExcelカスタム関数を参照してください。

ログ関数
次も参照:

• @CalcMgrLogMessageTrace

• @CalcMgrIsValidMember

• @CalcMgrIsValidSLMember

• @CalcMgrSLMember

@CalcMgrLogMessageTrace
目的:

Calculation Managerでルールを起動した後、カスタム・メッセージを「ログ・メッセージ」タ
ブに追加します。
たとえば、@CalcMgrLogMessageTrace(@NAME(@CURRMBR(Product)),
@NAME(@CURRMBR(Period)) );は、「ログ・メッセージ」タブにあるカスタム・メッセージの製
品および期間の現在のメンバーを返します。
構文:

CDM仕様: @CalcMgrLogMessageTrace(Member Names)

Note:

ルールが Calculation Managerで起動されている場合のみ、この機能を使用できます。

@CalcMgrIsValidMember
目的:
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「メンバー名」の入力が有効なメンバーである場合に、"true"を返します。
構文:

CDM仕様: @CalcMgrIsValidMember(Member Name)

@CalcMgrIsValidSLMember
目的:

数値のスマート・リスト値に関連付けられたメンバーが有効なメンバーである場合に、"true"を
返します。
数値のスマート・リスト値は、HSP_IDと Smartlist Valueを連結し、スマート・リスト別名
表のメンバーを検索することによって計算されます。
構文:

CDM仕様: @CalcMgrIsValidSLMember(Smartlist Value)

@CalcMgrSLMember
目的:

数値のスマート・リスト値に関連付けられたメンバーを返します。
数値のスマート・リスト値は、HSP_IDと Smartlist Valueを連結し、スマート・リスト別名
表のメンバーを検索することによって計算されます。
構文:

CDM仕様: @CalcMgrSLMember(Smartlist Value)

数学関数
次も参照:

• @CalcMgrExcelCEILING

• @CalcMgrExcelCOMBIN

• @CalcMgrExcelEVEN

• @CalcMgrExcelFACT

• @CalcMgrExcelFLOOR

• @CalcMgrExcelGCD

• @CalcMgrExcelLCM

• @CalcMgrExcelMROUND

• @CalcMgrExcelMULTINOMIAL

• @CalcMgrExcelODD

• @CalcMgrExcelPOWER

• @CalcMgrExcelPRODUCT

• @CalcMgrExcelROUNDDOWN

• @CalcMgrExcelROUNDUP
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• @CalcMgrExcelSQRT

• @CalcMgrExcelSQRTPI

• @CalcMgrExcelSUMPRODUCT

• @CalcMgrExcelSUMSQ

@CalcMgrExcelCEILING
目的:

最も近い整数または最も近い基準値の倍数に数値を切り上げます(ゼロから離れます)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.CEILING(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCEILING(number, significance)

@CalcMgrExcelCOMBIN
目的:

指定した数のオブジェクトの組合せの数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.COMBIN(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelCOMBIN(number, number_chosen)

@CalcMgrExcelEVEN
目的:

数値を最も近い偶数に切り上げます
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.EVEN(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelEVEN(number)

@CalcMgrExcelFACT
目的:

数値の階乗を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.FACT(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelFACT(number)
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@CalcMgrExcelFLOOR
目的:

数値を切り捨てます(ゼロに近づきます)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.FLOOR(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelFLOOR(number, significance)

@CalcMgrExcelGCD
目的:

最大公約数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.GCD(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelGCD(numbers)

@CalcMgrExcelLCM
目的:

最小公倍数を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.LCM(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelLCM(numbers)

@CalcMgrExcelMROUND
目的:

数値を丸めて指定された桁数にします
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.MROUND(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelMROUND(number, num_digits)

@CalcMgrExcelMULTINOMIAL
目的:

数値のセットの多項係数を返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.MULTINOMIAL(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelMULTINOMIAL(numbers)

@CalcMgrExcelODD
目的:

数値を最も近い奇数に切り上げます
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.ODD(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelODD(number)

@CalcMgrExcelPOWER
目的:

数値のべき乗を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.POWER(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPOWER(number, power)

@CalcMgrExcelPRODUCT
目的:

引数を乗算します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.PRODUCT(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelPRODUCT(numbers)

@CalcMgrExcelROUNDDOWN
目的:

数値を切り捨てます(ゼロに近づきます)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.ROUNDDOWN(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelROUNDDOWN(number, num_digits)
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@CalcMgrExcelROUNDUP
目的:

数値を切り上げます(ゼロから離れます)

構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.ROUNDUP(double,double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelROUNDUP(number, num_digits)

@CalcMgrExcelSQRT
目的:

正の平方根を返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.SQRT(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelSQRT(number)

@CalcMgrExcelSQRTPI
目的:

(数値 * pi)の平方根を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.SQRTPI(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelSQRTPI(number)

@CalcMgrExcelSUMPRODUCT
目的:

配列の対応する要素間の積の和を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.SUMPRODUCT(double[],doub
le[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelSUMPRODUCT(values1, values2)

@CalcMgrExcelSUMSQ
目的:

引数の平方和を返します
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構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelMathFunctions.SUMSQ(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelSUMSQ(numbers)

統計関数
次も参照:

• @CalcMgrExcelAVEDEV

• CalcMgrExcelBINOMDIST

• @CalcMgrExcelDEVSQ

• @CalcMgrExcelLARGE

• @CalcMgrExcelMEDIAN

• @CalcMgrExcelNORMSDIST

• @CalcMgrExcelNORMSINV

• @CalcMgrExcelPERCENTILE

• @CalcMgrExcelPERCENTRANK

• @CalcMgrExcelRANK

• @CalcMgrExcelSMALL

• @CalcMgrExcelSTDEV

• @CalcMgrExcelVAR

• @CalcMgrExcelVARP

• @CalcMgrIsFinite

@CalcMgrExcelAVEDEV
目的:

データ・ポイントの平均値に対する各データ・ポイントの絶対偏差の平均を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.AVEDEV(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelAVEDEV(numbers)

CalcMgrExcelBINOMDIST
目的:

個々の項の二項分布確率を返します。
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.BINOMDIST(double,
double, double, boolean)

CDF仕様: @CalcMgrExcelBINOMDIST(successes, trials, probSuccess, cumulative)
パラメータ:

Cumulative: 関数の形式を決定する論理値
@_true: 関数の形式を決定する論理値。累積が trueの場合、BINOMDISTは累積分布関数を返し
ます。これは、最大で number_s回の成功が発生する確率です。
@_false: 確率質量関数を返します。これは、number_s回の成功が発生する確率です。

@CalcMgrExcelDEVSQ
目的:

偏差の平方和を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.DEVSQ(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelDEVSQ(numbers)

@CalcMgrExcelLARGE
目的:

n番目に大きい数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.NTHLARGEST(doubl
e[],double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelLARGE(values, rank)

@CalcMgrExcelMEDIAN
目的:

指定した数値の中央値を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.MEDIAN(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelMEDIAN(values)

@CalcMgrExcelNORMSDIST
目的:
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正規分布を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.NORMSDIST(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelNORMSDIST(value)

@CalcMgrExcelNORMSINV
目的:

確率 pで標準正規確率変数が z以下の値を取るような値 zを返します。標準正規確率変数は平
均 0で、標準偏差は 1です。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.NORMSINV(double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelNORMSINV(probability)

@CalcMgrExcelPERCENTILE
目的: 範囲内の値の k百分位数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.PERCENTILE(doubl
e[],double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPERCENTILE(values,percentile)

@CalcMgrExcelPERCENTRANK
目的: データ・セット内の値のランクを、データ・セットのパーセンテージとして返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.PERCENTRANK(doubl
e[],double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelPERCENTRANK(values, percentile)

@CalcMgrExcelRANK
目的: 数値のリスト内の数値のランクを返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.RANK(double,
double[], boolean)

CDF仕様: @CalcMgrExcelRANK(value, values, order)
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パラメータ:

@_true: 値を降順にソートしてランク付けします
@_false: 値を昇順にソートしてランク付けします

@CalcMgrExcelSMALL
目的:

n番目に小さい数を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.NTHSMALLEST(doubl
e[],double)

CDF仕様: @CalcMgrExcelSMALL(values, rank)

@CalcMgrExcelSTDEV
目的:

サンプルを基に標準偏差を推定します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.STDEV(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelSTDEV(values)

@CalcMgrExcelVAR
目的:

サンプルを基に分散を推定します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.VAR(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelVAR(values)

@CalcMgrExcelVARP
目的:

母集団を基に分散を推定します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.excel.cdf.ExcelStatisticalFunctions.VARP(double[])

CDF仕様: @CalcMgrExcelVARP(values)
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@CalcMgrIsFinite
目的:

指定したメンバーを評価して、その値が有限かどうかを調べます。指定された数値の大きさが
無限大(数値以外または無限)の場合は falseを返し、そうでない場合は trueを返します。
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.isFinite(double)

CDF仕様: @CalcMgrIsFinite(doubleNumber)

例:

次の例では、@CalcMgrIsFiniteで FIX文のメンバーを評価し、その値が数値以外または無限
かどうかを調べます。値"5800"が数値以外または無限の場合、その値は#Missingに変更されま
す。
FIX ("BaseData", FY13, Plan, Working, "111", @Relative(P_100,0)) 
    "5800" (
        IF (NOT @CalcMgrIsFinite("5800")) 
            "5800" = #Missing;
        ENDIF
    ) 
ENDFIX

文字列関数
次も参照:

• @CalcMgrCompare

• @CalcMgrConcat

• @CalcMgrDecimalFormat

• @CalcMgrDoubleFromString

• @CalcMgrDoubleToString

• @CalcMgrDQuote

• @CalcMgrEndsWith

• @CalcMgrFindFirst

• @CalcMgrFindLast

• @CalcMgrFormatDouble

• @CalcMgrGetListCount

• @CalcMgrGetListItem

• @CalcMgrIndexOf

• @CalcMgrIntegerToString

• @CalcMgrLastIndexOf

• @CalcMgrLowercase
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• @CalcMgrMatches

• @CalcMgrMessageFormat

• @CalcMgrPadText

• @CalcMgrUppercase

• @CalcMgrRemoveQuotes

• @CalcMgrRemoveDQuotes

• @CalcMgrRemoveSQuotes

• @CalcMgrReplaceAll

• @CalcMgrReplaceFirst

• @CalcMgrSortAndReturn

• @CalcMgrSortList

• @CalcMgrSortValues

• @CalcMgrSplit

• @CalcMgrSQuote

• @CalcMgrStartsWith

• @CalcMgrStringsToString

• @CalcMgrSubstring

• @CalcMgrTextLength

• @CalcMgrTrim

@CalcMgrCompare
目的:

2つの文字列を比較します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.compare(String,String,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrCompare(text1, text2,ignoreCase)

@CalcMgrConcat
目的:

指定された文字列をこの文字列の最後に連結します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.concat(String,String)

CDF仕様: @CalcMgrConcat(text1, text2)

@CalcMgrDecimalFormat
目的:
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指定されたフォーマット文字列を使用してフォーマットされた文字列を返します。
形式指定については、Javaドキュメントで小数の形式を確認してください。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.decimalFormat(String,double)

CDF仕様: @CalcMgrDecimalFormat(formatString, value)

@CalcMgrDoubleFromString
目的:

文字列から倍精度浮動小数点に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.getDoubleFromString(String)

CDF仕様: @CalcMgrDoubleFromString(text)

@CalcMgrDoubleToString
目的:

倍精度浮動小数点を文字列に変換します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.MaxLFunctions.doubleToString(double)

CDF仕様: @CalcMgrDoubleToString(doubleNumber)

@CalcMgrDQuote
目的:

二重引用符で囲まれていない場合、二重引用符をテキストに追加します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.dQuote(String)

CDF仕様: @CalcMgrDQuote(text)

@CalcMgrEndsWith
目的:

この文字列が指定された接尾辞で終わるかどうかをテストします
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.endsWith(String,String)

CDF仕様: @CalcMgrEndsWith(text, suffix)
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@CalcMgrFindFirst
目的:

指定した正規表現と一致するこの文字列の最初の部分文字列を検出します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.findFirst(String,String,boolean)
CDF仕様: @CalcMgrFindFirst(text, regExpr, ignoreCase)

@CalcMgrFindLast
目的:

指定した正規表現と一致するこの文字列の最後の部分文字列を検出します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.findLast(String,String,boolean)
CDF仕様: @CalcMgrFindLast(text, regExpr, ignoreCase)

@CalcMgrFormatDouble
目的:

指定されたフォーマット文字列を使用してフォーマットされた文字列を返します。
形式指定については、Javaドキュメントで印刷形式を確認してください。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.formatDouble(String,double)

CDF仕様: @CalcMgrFormatDouble(formatString, value)

@CalcMgrGetListCount
目的:

リストのアイテム数を戻します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.getListCount(String[])

CDF仕様: @CalcMgrGetListCount(list)

@CalcMgrGetListItem
目的:

インデックス・アイテムをリストから返します
構文:
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Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.getListItem(String[],int)

CDF仕様: @CalcMgrGetListCount(list,index)

@CalcMgrIndexOf
目的:

指定したインデックスから開始した場合の指定した部分文字列の最初の出現のこの文字列内の
インデックスを返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.indexOf(String,String,int)

CDF仕様: @CalcMgrIndexOf(text,searchText,begIndex)

ノート:

@CalcMgrIndexOfまたは@CalcMgrLastIndexOf(後述)のインデックスとして-1を使用
した場合、文字列全体が検索されます。

@CalcMgrIntegerToString
目的:

整数を文字列に変換します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.MaxLFunctions.integerToString(int)

CDF仕様: @CalcMgrIntegerToString(integerNumber)

@CalcMgrLastIndexOf
目的:

指定したインデックスから開始して逆方向に検索した場合の指定した部分文字列の最後の出現
のこの文字列内のインデックスを返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.lastIndexOf(String,String,int)

CDF仕様: @CalcMgrLastIndexOf(text,searchText,begIndex)

@CalcMgrLowercase
目的:

テキストを小文字に変換します
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構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.toLower(String)

CDF仕様: @CalcMgrLowercase(text)

@CalcMgrMatches
目的:

この文字列の最初の部分文字列が指定した正規表現と一致する場合、trueを返します。
正規表現については、Java docの"java.util.regex.Pattern"を参照してください。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.matches(String,String,boolean)
CDF仕様: @CalcMgrMatches(text, regExpr, ignoreCase)

@CalcMgrMessageFormat
目的:

指定されたパターンで文字列を作成し、指定された引数のフォーマットに使用します。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.messageFormat(String,String[])
CDF仕様: @CalcMgrMessageFormat(text, parameters)

@CalcMgrPadText
目的:

テキストの前後にパディング・テキストを入力し、長さを調整します。
たとえば、@CalcMgrPadText("01",5,"0",@_true)は 01000を返します
@CalcMgrPadText("01",5,"0",@_false)は 00001を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.padText(String,int,String,boolean
)

CDF仕様: @CalcMgrPadText(text,length,padText,append)

@CalcMgrUppercase
目的:

テキストを大文字に変換します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.toUpper(String)
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CDF仕様: @CalcMgrUppercase(text)

@CalcMgrRemoveQuotes
目的:

テキスト文字列を囲む一重または二重引用符を削除します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.removeQuotes(String)

CDF仕様: @CalcMgrRemoveQuotes(text)

@CalcMgrRemoveDQuotes
目的:

テキスト文字列を囲む二重引用符を削除します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.removeDQuotes(String)

CDF仕様: @CalcMgrRemoveDQuotes(text)

@CalcMgrRemoveSQuotes
目的:

テキスト文字列を囲む一重引用符を削除します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.removeSQuotes(String)

CDF仕様: @CalcMgrRemoveSQuotes(text)

@CalcMgrReplaceAll
目的:

指定された正規表現と一致するこの文字列の各部分文字列を、指定された置換で置き換えます
正規表現については、java.util.regex.Patternの Java docを参照してください
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.replaceAll(String,String,String)

CDF仕様: @CalcMgrReplaceAll(text, regExpr, replacement)

@CalcMgrReplaceFirst
目的:

指定された正規表現と一致するこの文字列の最初の部分文字列を、指定された置換で置き換え
ます

第 9章
カスタム関数の操作

9-88



正規表現については、java.util.regex.Patternの Java docを参照してください
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.replaceFirst(String,String,String
)

CDF仕様: @CalcMgrReplaceFirst(text, regExpr, replacement)

@CalcMgrSortAndReturn
目的:

値に基づいてリスト内のアイテムをソートし、上位 nの要素を返します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.sortAndReturn(String[],double[],i
nt,boolean)

CDF仕様: @CalcMgrSortAndReturn(list,values,topN,sortAscending)

@CalcMgrSortList
目的:

リスト内のアイテムをソートします
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.sortList(String[],boolean,boolean
)

CDF仕様: @CalcMgrSortList(list,caseSensitive,sortAscending)

@CalcMgrSortValues
目的:

値に基づいてリスト内のアイテムをソートします
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.sortValues(double[],boolean)

CDF仕様: @CalcMgrSortValues(values,sortAscending)

@CalcMgrSplit
目的:

regexに基づいてテキストを分割します
正規表現については、java.util.regex.Patternの Java docを参照してください
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構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.split(String,String)

CDF仕様: @CalcMgrSplit(text, regex)

@CalcMgrSQuote
目的:

一重引用符で囲まれていない場合、一重引用符をテキストに追加します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.sQuote(String)

CDF仕様: @CalcMgrSQuote(text)

@CalcMgrStartsWith
目的:

この文字列が指定された接頭辞で始まるかどうかをテストします
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.startsWith(String,String)

CDF仕様: @CalcMgrStartsWith(text, prefix)

@CalcMgrStringsToString
目的:

文字列配列を区切り文字を使用する文字列に変換します
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.MaxLFunctions.stringsToString(String[],String)

CDF仕様: @CalcMgrStringsToString(strings, seperator)

@CalcMgrSubstring
目的:

この文字列の部分文字列である新規文字列を返します。
部分文字列は、startIndexで始まり、index endIndex - 1の文字までです。このため、部分文
字列の長さは endIndex - startIndexです。
endIndexがゼロ未満の場合、endIndexが最後の文字のインデックスになります。
構文:

Javaクラス:
com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.substring(String,int,int)
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CDF仕様: @CalcMgrSubstring(text, startIndex, endIndex)

@CalcMgrTextLength
目的:

テキストの長さを返します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.length(String)

CDF仕様: @CalcMgrTextLength(text)

@CalcMgrTrim
目的:

テキスト文字列の先頭および末尾にあるスペースを削除します
構文:

Javaクラス: com.hyperion.calcmgr.common.cdf.StringFunctions.trim(String)

CDF仕様: @CalcMgrTrim(text)

スマート・リストの操作
次も参照:

• スマート・リストについて
スマート・リストは Planningアプリケーションの Planningデータ・フォームのセルから
アクセスできるカスタムのドロップ・ダウン・リストです。

• スマート・リストの挿入
Planningビジネス・ルール、式コンポーネントまたはスクリプト・コンポーネントのスマ
ート・リストを使用します。

スマート・リストについて
スマート・リストは Planningアプリケーションの Planningデータ・フォームのセルからアク
セスできるカスタムのドロップ・ダウン・リストです。
データを入力するデータ・フォームのセルをクリックすると、セルに入力するかわりにドロッ
プダウン・リストからアイテムを選択できます。スマート・リストを含むセルには入力できま
せん。
Calculation Managerでは、変数、または式、スクリプト、条件およびメンバー範囲のコンポー
ネントにスマート・リストを挿入できます。
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スマート・リストの挿入
Planningビジネス・ルール、式コンポーネントまたはスクリプト・コンポーネントのスマー
ト・リストを使用します。
スマート・リストは、Planning管理者が指定する特定のデータ・セル内の Planningデータ・フ
ォームで使用可能です。スマート・リストは、ユーザーが選択できるオプションを含む、カス
タマイズされたドロップダウン・リストです。
スマート・リストを挿入するには:

1. 次のいずれかのタスクを行います:

• スマート・リストを挿入するコンポーネントを含むビジネス・ルールを開きます。次
に、ビジネス・ルールのフロー・チャートで、スマート・リストを挿入する式または
スクリプト・コンポーネントを選択します。

• スマート・リストを挿入する式コンポーネントを開きます。
• スマート・リストを挿入するスクリプト・コンポーネントを開きます。

2. 次のいずれかのタスクを行います:

• ビジネス・ルールにスマート・リストを挿入するには、「スクリプト」タブで、「スマ
ートリストの挿入」アイコンをクリックします。

• 式コンポーネントにスマート・リストを挿入するには、「式」タブで「式」行内をクリ
ックして「アクション」アイコンを選択し、「スマート・リスト」を選択します。

• スクリプト・コンポーネントにスマート・リストを挿入するには、「スクリプト」タブ
で、「スマートリストの挿入」アイコンをクリックします。

3. 「保存」をクリックします。

Planning数式の操作
Calculation Managerのグラフィカル・ルールまたはスクリプト・ルールで、Planningの数式
を使用します。
次のタイプの数式を使用できます。
• スマートリスト
• ディメンション
• Planningユーザー変数
• 期間
• シナリオ
• 相互参照
• Workforceキューブ年次累計
• 文字列の IDの取得

スマートリスト
スマート・リストは、変数として"Product Channel"=[[Channel.Retail]]などの数式に含め
ることができます。
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"Product Channel"はタイプが「スマート・リスト」の勘定科目、Channelはスマート・リス
ト名、Retailはスマート・リスト・エントリです。Retailに対するスマート・リストの IDが
2の場合、メンバー式で Channel.Retailを 2に置き換えます(アプリケーションはスマート・
リストを数字として扱います)。Retailに対するスマート・リストの IDが 2の場合、計算に 2
をおき、データベースに 2を保管します。
Calculation Managerの構文:

[[SLName.entryname]]

例:

次の構文:

FIX (Mar, Actual, Working, FY15, P_000, "111") 
   "Product Channel" =[[Channel.Retail]] ;
ENDFIX

によって次のスクリプトが返されます:

FIX (Mar, Actual, Working, FY15, P_000, "111") 
   "Product Channel" =2 ;
ENDFIX

ディメンション
Dimension(dimTag)は事前定義済のディメンションの名前を返します。
dimtagは次のとおりです。
• DIM_NAME_PERIOD

• DIM_NAME_YEAR

• DIM_NAME_ACCOUNT

• DIM_NAME_ENTITY

• DIM_NAME_SCENARIO

• DIM_NAME_VERSION

• DIM_NAME_CURRENCY

Calculation Managerの構文:

[[Dimension("DIM_NAME_ENTITY")]]

例:

CALC DIM([[Dimension("DIM_NAME_ENTITY")]]);

このアプリケーションでは Entityの名前が Entityであるため、前述のスクリプトは次を返し
ます。
CALC DIM ("Entity");

エンティティ・ディメンションの名前が Cost Centerの場合は、次を返します。
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CALC DIM ("Cost Center");

Planningユーザー変数
Planningユーザー変数はユーザー変数のメンバーを返します。
Calculation Managerの構文:

[[PlanningFunctions.getUserVarValue("xyz")]]

例:

FIX (Feb, Actual, Working, P_000, [[PlanningFunctions.getUserVarValue("Entity 
View")]] )
   "5800" = 40;
ENDFIX

このアプリケーションには Entity Viewという名前の Planningユーザー変数があります。この
ユーザーに対して、これは 112に設定されます。したがって、前述の例ではスクリプトが次を
返します。
FIX (Feb, Actual, Working, P_000, "112") 
   "5800" = 40;
ENDFIX

期間
次も参照:

• Period(periodName)

• NumberofPeriodsinYearおよび NumberofYears

Period(periodName)
Period(periodName)は指定した期間を返します。
期間名のオプションは、次のとおりです:

• FIRST_QTR_PERIOD

• SECOND_QTR_PERIOD

• THIRD_QTR_PERIOD

• FOURTH_QTR_PERIOD

• FIRST_PERIOD

• LAST_PERIOD

Calculation Managerの構文:

[[Period("FIRST_QTR_PERIOD")]]
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例:

次の構文:

FIX ( Mar, Actual, Working, P_000, "6100", FY15 )
   "120" =[[Period("FIRST_QTR_PERIOD")]];  
ENDFIX

によって次のスクリプトが返されます:

FIX (Mar, Actual, Working, P_000, "6100", FY15) 
   "120" = "Mar";
ENDFIX

NumberofPeriodsinYearおよび NumberofYears
NumberofPeriodsInYearは年の期間を返し、NumberofYearsはアプリケーションの年数を返し
ます。
Calculation Managerの構文:

[[NumberOfPeriodsInYear]]
[[NumberOfYears]]

例:

次の構文:

FIX (Mar, Actual, Working, P_000, "6100", FY15)
   "120"=[[NumberOfPeriodsInYear]];
   "120"=[[NumberOfYears]]; 
ENDFIX

によって次のスクリプトが返されます:

FIX (Mar, Actual, Working, P_000, "6100", FY15)
   "120"=12;
   "120"=9;
ENDFIX

シナリオ
シナリオ・プランニング範囲の時間範囲およびモジュールの「プランニングと予測の準備」構
成タスク情報を式として公開し、次のことを指定できます:

• 開始年: 指定されたシナリオの開始年を文字列形式で返します。
• 終了年: 指定されたシナリオの終了年を文字列形式で返します。
• 開始月: 指定されたシナリオの開始月を文字列形式で返します。
• 終了月: 指定されたシナリオの終了月を文字列形式で返します。
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• モジュール開始年: 指定されたモジュールおよびシナリオの開始年を文字列形式で返しま
す。

• モジュール終了年: 指定されたモジュールおよびシナリオの終了年を文字列形式で返しま
す。

• モジュール開始期間: 指定されたモジュールおよびシナリオの開始期間を文字列で返しま
す。

• モジュール終了期間: 指定されたモジュールおよびシナリオの終了期間を文字列形式で返
します。

• モジュール・プラン開始年: 「現在の会計年」の場合は"1"、「次の会計年」の場合は"0"の整
数値を返します。

ノート:

モジュール開始年、モジュール終了年、モジュール開始期間、モジュール終了期間お
よびモジュール・プラン開始年は、Planningモジュールおよび Strategic Workforce
Planningアプリケーションに対してのみ有効で、"PlanningFunctions"構文を必要とし
ます。

Calculation Managerの構文:

[[getStartYear("ScenarioName")]]
[[getEndYear("ScenarioName")]]
[[getStartMonth("ScenarioName")]]
[[getEndMonth("ScenarioName")]]
[[PlanningFunctions.getModuleStartYear("ModuleName","ScenarioName")]]
[[PlanningFunctions.getModuleEndYear("ModuleName","ScenarioName")]] 
[[PlanningFunctions.getModuleStartPeriod("ModuleName","ScenarioName")]] 
[[PlanningFunctions.getModuleEndPeriod("ModuleName","ScenarioName")]] 
[[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear("ModuleName")]]
  

シナリオ名
ScenarioNameは入力されたシナリオ・メンバー、または Calculation Managerの実行時プロン
プト・メンバー・タイプの変数です。メンバーは二重引用符で囲む必要があります。たとえば、
[[getStartYear("Actual")]]のようになります。
ScenarioNameには、次の形式で代替変数も指定できます:

• getSubVarValue("CubeName", "SubstitutionVariableName")は、CubeNameによって定義
されたキューブ・レベルで、指定された代替変数の代替変数値を返します

• getSubVarValue("SubstitutionVariableName")は、すべてのキューブのアプリケーショ
ン・レベルで、指定された代替変数の代替変数値を返します

CubeNameおよび SubstitutionVariableNameは二重引用符で囲む必要があり、&または{}は使
用しないでください。次の例 3および例 4を参照してください。
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モジュール名
ModuleNameは、Planningおよび Strategic Workforce Planningの現在のモジュールの事前定義
済名である必要があります。パラメータとして ModuleNameを使用するこれらの式は、
ScenarioNameの「プランニングと予測の準備」構成タスクの時間範囲情報を使用し、アプリケ
ーション内で計画および予測シナリオに対してモジュールごとに時間範囲が異なる場合があり
ます。
計画および予測の他のシナリオも、これらの式で参照できますが、ディメンション・エディタ
でシナリオ・プランニング範囲に対して設定された時間範囲のみを返し、アプリケーション内
のすべてのモジュールに対して同じになります。シナリオ・プランニング範囲の詳細は、シナ
リオについてを参照してください。
「プラン開始年」は、別の「プランニングと予測の準備」構成タスクであり、モジュールの計画
シナリオに固有です。この式は、「現在の会計年」に設定されている場合は"1"、「次の会計年」
に設定されている場合は"0"の整数値を返すように、その設定に関連した値を返します。この式
は、値としてディメンション・メンバーを返さないので、条件文のコンテキスト内でのみ使用
できます。次の例 5を参照してください。
ModuleNameの有効な値は次のとおりであり、特定のビジネス・プロセスに適用できます:

表 9-4 有効な ModuleNameの値

ビジネス・プロセス 有効な ModuleNameの値
Planningモジュール • "資本"

• "財務"
• "プロジェクト"
• "要員"

Strategic Workforce
Planning

• "戦略要員"
• "要員"

ノート:

ModuleNameの値は二重引用符で囲む必要があり、大文字と小文字が区別されません。

例 1

次の構文({rtpScenario}はタイプが member の実行時プロンプト変数で、デフォルト値は
actual):

FIX({rtpScenario}, [[getStartYear({rtpScenario})]]:
[[getEndYear({rtpScenario})]],
   [[getStartMonth({rtpScenario})]]:[[getEndMonth({rtpScenario})]])
      FIX ( Working, P_000, "111")
        "5800" = 5500;
      ENDFIX
ENDFIX  
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によって次のスクリプトが返されます:

FIX ("Actual", "FY10" : "FY18", "Jan" : "Dec") 
    FIX (Working, P_000, "111") 
      "5800" = 5500;
    ENDFIX 
ENDFIX

例 2

次の構文:

FIX({rtpScenario}, [[PlanningFunctions.getModuleStartYear("CAPITAL",
{rtpScenario})]]:
[[PlanningFunctions.getModuleEndYear("CAPITAL",{rtpScenario})]] , "Jan" : 
"Dec")
  FIX(OEP_Working, P_000, "111")
    "5800" = 5500;
  ENDFIX
ENDFIX

によって、次のスクリプトが返されます。ここで、資本モジュールの「プランニングと予測の
準備」構成タスクにより、計画シナリオの「開始年」と「終了年」がそれぞれ FY18と FY22
に設定されています:

FIX("OEP_Plan", "FY18" : "FY22", "Jan" : "Dec")
  FIX(OEP_Working, P_000, "111")
    "5800" = 5500;
  ENDFIX
ENDFIX

例 3

次の構文では、キューブ・レベルで代替変数が使用されています。この例で、Plan1はキュー
ブ名、CurrentMonthは代替変数名です。
FIX ("OEP_Plan", [[getStartMonth(getSubVarValue("Plan1", "CurrentMonth"))]], 
"FY15", 
"BU Version_1", "No Currency", "No Entity", "No Grades") 
"Current" = 15; 
ENDFIX

これにより次のスクリプトが作成されます:

FIX ("OEP_Plan", "Jan", "FY15", "BU Version_1", "No Currency", "No Entity", 
"No 
Grades") 
"Current" = 15; 
ENDFIX
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例 4

次の構文では、アプリケーション・レベルで代替変数が使用されています。この例で、
CurrentMonthは代替変数名です。
FIX ("OEP_Plan", [[getStartMonth(getSubVarValue("CurrentMonth"))]], "FY15", 
"BU 
Version_1", "No Currency", "No Entity", "No Grades") 
"Current" = 15; 
ENDFIX 

これにより次のスクリプトが作成されます:

FIX ("OEP_Plan", "Jan", "FY15", "BU Version_1", "No Currency", "No Entity", 
"No 
Grades") 
"Current" = 15; 
ENDFIX

例 5

次の構文:

FIX("OEP_Plan","OEP_Working",FY20:FY24)
     "Bonus"
     (
     IF([[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear 
("Workspace")]] == 1)
          "Bonus" = "Salary" * 0.2;
     ELSEIF([[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear 
("Workforce")]] == 0)
          "Bonus" = "Salary" * 0.3;
     )
ENDFIX

により、次のスクリプトが作成されます。ここでは、「次の会計年」に設定されている場合は
isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYearが"0"の整数を返すため、最初の条件付きテスト
(IF)は失敗して実行されず、2番目の条件付きテスト(ELSEIF)が成功して実行されるように、要
員モジュールの「プランニングと予測の準備」構成タスクにより「プラン開始年」が「次の会計年」に設定されています:

FIX("OEP_Plan","OEP_Working", FY20:FY24)
     "Bonus"
     (
     IF(0 == 1)
          "Bonus" = "Salary" * 0.2;
     ELSEIF(0 == 0)
          "Bonus" = "Salary" * 0.3;
     )
ENDFIX
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相互参照
次も参照:

• CrossRef(accountName)

• CrossRef(accountName, prefix)

• CrossRef(accountName, prefix, true)

CrossRef(accountName)
CrossRef(accountName)は、デフォルトの接頭辞の Noを(通貨、期間および年を除く)各ディメ
ンション名に追加し、その後に指定された勘定科目を追加して相互参照を生成します。
Calculation Managerの構文:

[[CrossRef(accountName)]]

例:

アプリケーションに勘定科目、期間、HSP_View、年、シナリオ、バージョン、エンティティ
および製品のディメンションがあるとします。この例では、次の構文:

FIX (Aug, Actual, Working, FY15, P_000, "112")
   "120" = [[CrossRef("5800")]]; 
ENDFIX

によって次のスクリプトが返されます:

FIX (Aug, Actual, Working, FY15, P_000, "112") 
   "120" = "BegBalance"->"No HSP_View"->"No Scenario"->"No Version"->"No 
Entity"->"No Product"->"5800";
ENDFIX

CrossRef(accountName, prefix)
CrossRef(accountName, prefix)は、指定された接頭辞を(通貨、期間および年を除く)各ディ
メンション名に追加し、その後に指定された勘定科目を追加して相互参照を生成します。接頭
辞は二重引用符で囲む必要があります。
Calculation Managerの構文:

[[CrossRef(accountName, "prefix")]]

例:

アプリケーションに勘定科目、期間、HSP_View、年、シナリオ、バージョン、エンティティ
および製品のディメンションがあるとします。この例では、次の構文:

FIX (Aug, Actual, Working, FY15, P_000, "112")
   "110" = [[CrossRef("5800", "No")]];
ENDFIX
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によって次のスクリプトが返されます:

FIX (Aug, Actual, Working, FY15, P_000, "112") 
   "110" = "BegBalance"->"No HSP_View"->"No Scenario"->"No Version"->"No 
Entity"->"No Product"->"5800";
ENDFIX

CrossRef(accountName, prefix, true)
CrossRef(accountName, prefix, true)は、指定された接頭辞を各ディメンション名に追加
し、その後に指定された勘定科目を追加して相互参照を生成します。(これには年が含まれます
が、通貨と期間は含まれません。)接頭辞は二重引用符で囲む必要があります。
Calculation Managerの構文:

[[CrossRef(accountName, "prefix", true)]]

例:

アプリケーションに勘定科目、期間、HSP_View、年、シナリオ、バージョン、エンティティ
および製品のディメンションがあるとします。この例では、次の構文:

FIX (Aug, Actual, Working, FY15, P_000, "112")
   "111" = [[CrossRef("5800", "NoX", true)]];
ENDFIX

によって次のスクリプトが返されます:

FIX (Aug, Actual, Working, FY15, P_000, "112") 
   "111" = "BegBalance"->"NoXHSP_View"->"NoXYear"->"NoXScenario"-
>"NoXVersion"->"NoXEntity"->"NoXProduct"->"5800";
ENDFIX

Workforceキューブ年次累計
次も参照:

• CYTD(memberName)

• CYTD(memberName, calTpIndexName, fiscalTPIndexName)

CYTD(memberName)

ノート:

CYTD(memberName)はWorkforceキューブにのみ使用します。

CYTD(memberName)はメンバー用に暦年の年次累計を計算する式を生成します
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Calculation Managerの構文:

[[CYTD(memberName)]]

例:

Fix (NOV, Actual, Working, FY15, P_000, "112")
   "5800" = [[CYTD("6100")]];
ENDFIX

CYTD(memberName, calTpIndexName, fiscalTPIndexName)

ノート:

CYTD(memberName, calTpIndexName, fiscalTPIndexName)はWorkforceキューブに
のみ使用します。

CYTD(memberName, calTpIndexName, fiscalTPIndexName)は、メンバー用に暦年の年次累計を
計算する式と、暦年および会計年度に基づいた期間のインデックスを生成します。メンバーの
名前が変更されたときに使用します。デフォルトのメンバー名は「暦期間-インデックス」およ
び「会計期間-インデックス」です。
Calculation Managerの構文:

[[CYTD(accountName, "Cal TP-Index", "Fiscal TPIndex")]]

例:

Fix (Dec, Actual, Working, FY15, P_000, "112")
   "5800" = [[CYTD("6100", "Cal TP-Index", "Fiscal TPIndex")]];
ENDFIX

文字列の IDの取得
Planningでは、勘定科目タイプがテキストの場合は、Calculation Managerで式を記述してテ
キスト値を割り当てることができます。
Calculation Managerの構文:

[[PlanningFunctions.getIdForString("text")]]

例:

Planningには「acct1 text」という名前の勘定科目があり、タイプはテキストです。FY16 Dec
から FY17 Marに値をコピーして、テキストの勘定科目を「未予算」に変更できます。
FIX (Actual, Working, P_000, "210")
   DATACOPY FY16->Dec TO FY17->Mar;
   Mar("acct1 text"->FY17 = [[PlanningFunctions.getIdForString("Not 
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Budgeted")]];)
ENDFIX

Essbaseでのハイブリッド集約の操作
ブロック・ストレージ・データベースでのハイブリッド集約とは、集約ストレージ・データベ
ースの計算と同様に、ブロック・ストレージ・データ計算が可能なかぎり効率的に実行される
ことを意味します。
• ハイブリッド集約での動的計算
• ハイブリッド集約でサポートされていない計算コマンド
• ハイブリッド集約でサポートされていない関数

ノート:

Oracle Essbaseでのハイブリッド集約の詳細は、Oracle Analytics Cloud - Essbase
のテクニカル・リファレンス・ガイドを参照してください。

ハイブリッド集約での動的計算
Oracle Essbaseハイブリッド計算機では、従来の Essbase計算機とは異なる方法で動的メン
バー式を評価します。
• 従来の Essbase計算機は、すべての交差の動的メンバー式の値を返します。交差全体で定
数値を生成する式は、指定された交差にブロックがある場合のみ値を返します。

• Essbaseハイブリッド計算機は、取得のパフォーマンスを向上するために、定数を無視す
るように最適化されています。これは、ハイブリッド計算機が、従来の BSOでは達成でき
ない疎ディメンションからの動的集約取得を処理するためです。

たとえば、次の式では:
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データがない交差は次のように表示されます。

データを追加すると、値は次のように表示されます。

Note:

ブロックがあるかぎり、動的式はハイブリッド計算機で評価されます。

ハイブリッド集約でサポートされていない計算コマンド
次の計算コマンドは、ハイブリッド集約モードではサポートされていません。これらのコマン
ドのいずれかがルールにある場合、検証は失敗しルールは起動されません。
• CALC ALL
• CCONV
• CLEARCCTRACK
• SET CACHE
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• SET CCTRACKCALC
• SET CLEARUPDATESTATUS
• SET DATAIMPORTIGNORETIMESTAMP
• SET LOCKBLOCK
• SET MSG
• SET NOTICE
• SET REMOTECALC
• SET RUNTIMESUBVARS
• SET UPTOLOCAL

ハイブリッド集約でサポートされていない関数
次の関数は、ハイブリッド集約モードではサポートされていません。検出された場合、Oracle
Essbaseでは、これらの関数はブロック・ストレージ実行にデフォルト設定されます。
• @ALLOCATE

• @CREATEBLOCK

• @IRREX

• @MDALLOCATE

• @MDSHIFT

• @MOVSUMX

• @PTD

• @SANCESTVAL

• @STDEV

• @STDEVP

• @@STDEVRANGE

• @SYD

• @TREND

• @XWRITE
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10
検証およびデプロイ

次も参照:

• システム・ビューからのビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、式およびスクリプ
ト・コンポーネントの検証
ビジネス・ルール、ルールセット、式およびスクリプト・コンポーネントを検証して、構
文が正しいことを確認してから、アプリケーションにデプロイします。

• ルール・デザイナからのビジネス・ルールの検証
ビジネス・ルールを作成またはデバッグするとき、ルール・デザイナで検証できます。

• ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイ
ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプロイします。

システム・ビューからのビジネス・ルール、ビジネ
ス・ルールセット、式およびスクリプト・コンポーネ
ントの検証

ビジネス・ルール、ルールセット、式およびスクリプト・コンポーネントを検証して、構文が
正しいことを確認してから、アプリケーションにデプロイします。
検証プロセスにより、次のことが確認されます:

• すべてのディメンション・メンバーがアプリケーション内のディメンションに対して有効
です。

• 存在するすべての関数には、正しいパラメータ数があり、アプリケーション・タイプに対
して有効です。

• ビジネス・ルールのすべての変数参照が有効です。置換変数の場合、変数は最初に正しい
文字列で置換されて検証されます。実行変数の場合、検証プロセスにより、変数はアプリ
ケーション、アプリケーション・タイプ内のアプリケーション、プラン・タイプまたはビ
ジネス・ルール、あるいはその両方に対して変数が定義されることを確認します。

• スクリプト世代には構文エラーはありません。
実行時プロンプトを持つビジネス・ルールをデフォルト値で検証する場合、検証プロセスによ
り、実行時プロンプトのすべてのメンバーが選択したプラン・タイプおよびアプリケーション
に対して有効であり、構文エラーがないことが確認されます。デフォルト値なしで実行時プロ
ンプトを持つビジネス・ルールを検証する場合は、検証は実行されません。

ノート:

デプロイメントの前にルールおよびルールセットを検証しない場合、デプロイメント
は成功しますが、ルールおよびルールセットの起動は失敗することがあります。

ビジネス・ルール、ルールセット、式またはスクリプト・コンポーネントを検証するには:
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1. 次のいずれかのタスクを行います:

• ルールセットを検証するには、「ルールセット」を展開します。

ノート:

Planningアプリケーションの場合、プラン・タイプおよびデータベースと同
じレベルのアプリケーションごとに「ルールセット」ノードが 1つだけあり
ます。

• ルール、式、スクリプトまたはテンプレートを検証するには、検証するオブジェクト
に応じて、計算タイプ、プラン・タイプまたはデータベースを展開し、「ルール」、「式」、
「スクリプト」または「テンプレート」を展開します。

2. 次のいずれかのタスクを行います:

• 検証するオブジェクトを右クリックして、「検証」を選択します。
• 検証するオブジェクトを選択して、「アクション」、「検証」の順に選択します。

3. 次のいずれかのタスクを行います:

a. オブジェクトが正常に検証されたら、「OK」をクリックします。
b. エラーがある場合は、それが表示されます。エラーを修正して、オブジェクトをもう
一度検証します。

ルール・デザイナからのビジネス・ルールの検証
ビジネス・ルールを作成またはデバッグするとき、ルール・デザイナで検証できます。
ルール・デザイナ内からビジネス・ルールを検証するには:

1. システム・ビューで、アプリケーション・タイプ、アプリケーション、計算タイプ、プラ
ン・タイプまたはデータベースを展開し、「ルール」を展開します。

2. 検証するルールを右クリックし、「開く」を選択します。

ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデ
プロイ

ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプロイします。
次も参照:

• ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイについて
• ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプロイ可能にする、およびデプロイ
可能にしない

• デプロイメント・ビューからのビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロ
イ

• ルール・デザイナまたはルールセット・デザイナからのビジネス・ルールまたはビジネス・
ルールセットのデプロイ

• ショートカットを含むビジネス・ルールのデプロイ

第 10章
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• Planningに表示されるデプロイ済のビジネス・ルールの指定

ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイに
ついて

ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットを Planningにデプロイできます。1つ以上の
ビジネス・ルールまたはビジネス・ルールセットをデプロイできます(部分デプロイメントと呼
ばれる)。アプリケーションのすべてのビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプ
ロイすることもできます(完全デプロイメントと呼ばれる)。

ノート:

複数のレベルで存在する変数(グローバル、アプリケーション、プラン・タイプまた
はルールのうち複数のレベルに存在する変数)を含む Planningビジネス・ルールがあ
り、最低レベルで変数を削除する場合、この削除が Planningでこの変数を使用する
すべてのルールに適用されるように、Planningアプリケーションの完全再デプロイを
実行する必要があります。部分再デプロイメントしか実行しないと、変数の削除が適
用されず、Planningでそのまま使用される場合があります。

ビジネス・ルールとビジネス・ルールセットを Planningにデプロイした後は、データ・フォー
ム内から起動したり、「起動」メニューから個別に起動したりできます。
Planningのビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットの起動の詳細は、Planningの操作
を参照してください。

ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプロイ可
能にする、およびデプロイ可能にしない

アプリケーションでビジネス・ルールおよびルールセットのサブセットをデプロイするには、
デプロイ可能にする必要があります。ルールおよびルールセットをデプロイ可能にするには、
デプロイメント・ビューのそれぞれの名前の横にあるチェック・ボックスを選択します。

ノート:

1つのビジネス・ルールまたはビジネス・ルールセットのみをデプロイするには、デ
プロイメント・ビューでデプロイ可能にする必要はありません。かわりに、システ
ム・ビューでルールまたはルールセットを右クリックし、「デプロイ」を選択してデ
プロイできます。

ビジネス・ルールまたはルールセットをデプロイした後に、アプリケーションからこれらを除
去するには、デプロイメント・ビューでその名前の横にあるチェック・ボックスをクリアしま
す。次に、「デプロイ」を、右クリックして選択すると、アプリケーションの完全デプロイメン
トは正しく実行されます。
ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプロイ可能にするには:

1. デプロイメント・ビューで、デプロイするルールまたはルールセットを含むアプリケーシ
ョン・タイプおよびアプリケーションを展開します。

第 10章
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2. 「デプロイ予定」を展開し、デプロイするルールおよびルールセットの横にあるチェック・
ボックスを選択します。
ルールまたはルールセットをデプロイする前に、構文が正しいかどうかを検証する必要が
あります。検証機能を使用すると、ルールおよびルールセットを手動で検証できます。(シ
ステム・ビューからのビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、式およびスクリプト・
コンポーネントの検証を参照してください。

デプロイメント・ビューからのビジネス・ルールおよびビジネ
ス・ルールセットのデプロイ

ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットは、デプロイメント・ビューからデプロイで
きます。ルール・デザイナ(ビジネス・ルール用)またはルールセット・デザイナ(ビジネス・ル
ールセット用)から Planningに 1つのビジネス・ルールまたは 1つのビジネス・ルールセット
をデプロイすることもできます。ルール・デザイナまたはルールセット・デザイナからのビジ
ネス・ルールまたはビジネス・ルールセットのデプロイを参照してください。
デプロイメント・ビューからビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットをデプロイする
には:

1. システム・ビューで「ビュー」、「デプロイメント・ビュー」の順に選択します。

ノート:

システム・ビューで、ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットを右クリ
ックして「デプロイ」を選択して、デプロイすることもできます。

2. デプロイメント・ビューで、アプリケーション・タイプを展開します。
3. 次のいずれかのタスクを行います:

• アプリケーション内のすべてのルールおよびルールセットをデプロイするには、デプ
ロイするすべてのルールまたはルールセットを選択し、アプリケーションを右クリッ
クして「デプロイ」を選択します。

• ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのサブセットをデプロイするには(部
分デプロイメントと呼びます)、アプリケーションおよび「デプロイ予定」ノードを展
開します。次のステップを実行します:

a. デプロイするルールセットを選択していない場合は選択します。
b. デプロイするルールを含むプラン・タイプを展開します。
c. デプロイするルールを選択していない場合は選択します。
d. 右クリックして「デプロイ」を選択します。

ヒント:

複数のルールまたはルールセットをデプロイする場合は、[Ctrl]キーおよび
[Shift]キーを押しながらクリックして選択し、右クリックして「デプロイ」を
選択します。

正常にデプロイメントされると、「デプロイメントに成功しました」というメッセージが表
示されます。
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ルール・デザイナまたはルールセット・デザイナからのビジネ
ス・ルールまたはビジネス・ルールセットのデプロイ

ビジネス・ルールまたはルールセットを設計した後に、直接ルール・デザイナまたはルールセ
ット・デザイナから検証およびデプロイできます。
ルール・デザイナまたはルールセット・デザイナからビジネス・ルールまたはビジネス・ルー
ルセットをデプロイするには:

1. 次のいずれかのタスクを行います:

• ビジネス・ルールをデプロイするには、ルールを含むプラン・タイプまたはデータベ
ースを展開し、「ルール」を展開します。

• ビジネス・ルールセットをデプロイするには、「ルールセット」を展開します。
2. デプロイするルールまたはルールセットを右クリックし、「開く」を選択します。
3. ルール・デザイナまたはルールセット・デザイナから「アクション」、「デプロイ」の順に
選択します。
正常にデプロイメントされると、「デプロイメントに成功しました」というメッセージが表
示されます。

ショートカットを含むビジネス・ルールのデプロイ
ショートカットを含むビジネス・ルールをアプリケーションにデプロイすると、ショートカッ
トを作成したそれぞれのアプリケーションにルールのコピーがデプロイされます。
ショートカットを含むビジネス・ルールをデプロイするには:

1. システム・ビューで「ビュー」、「デプロイメント・ビュー」の順に選択します。
2. アプリケーション・タイプ、アプリケーション、「デプロイ予定」ノードと、プラン・タイ
プまたはデータベースを展開します。

3. デプロイするルールを右クリックし、「すべてデプロイ」を選択します。

Planningに表示されるデプロイ済のビジネス・ルールの指定
Calculation Managerにデプロイされたビジネス・ルールは、Planningの「ビジネス・ルール」
ページで確認および実行できます。
Planningに表示するビジネス・ルールを指定できます。これを行うには:

1. 「デプロイメント・ビュー」で、Planningに表示しないルールの選択を解除します。
2. アプリケーション・ノードを右クリックし、「デプロイ」を選択します。
ルールが以前に Planningに表示されていた場合、Calculation Managerの「デプロイメン
ト・ビュー」でその選択を解除すれば、アプリケーションのデプロイ後、そのルールは
Planningに表示されなくなります。
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11
ビジネス・ルールの起動

次も参照:

• ビジネス・ルールの起動について
Planningビジネス・ルールは、Calculation Managerのシステム・ビューまたはルール・デ
ザイナから起動できます。

• ルール・デザイナからの Planningビジネス・ルールの起動およびログの表示
Planningビジネス・ルールを起動し、生成されたログを表示できます。

ビジネス・ルールの起動について
Planningビジネス・ルールは、Calculation Managerのシステム・ビューまたはルール・デザ
イナから起動できます。
Planningビジネス・ルールを Planningにデプロイし、Planningから起動することもできます。
Planningの Planningビジネス・ルールの起動の詳細は、Planningの操作を参照してください。

ノート:

• Calculation Managerのルールの検証、デバッグ、デプロイ、分析または起動を行
う場合、実行時プロンプト変数の値を入力または編集できます。ビジネス・ルー
ルセットの検証やデプロイを行う場合にも、実行時プロンプト変数を入力または
編集できます。実行時プロンプトにメンバー制限が含まれている場合、検証では
有効なメンバー名のみを確認します(メンバーが制限内かどうかは検証されませ
ん)。数値および整数タイプの変数は実行時プロンプト制限に対して検証されま
す。

• Calculation Managerのルールの起動時に、有効な組合せやセキュリティは考慮さ
れません。

• メンバーの承認セキュリティを保持する実行時プロンプトの設計については、
Planningの管理の実行時プロンプトと承認セキュリティについてを参照してく
ださい。

ルール・デザイナからの Planningビジネス・ルールの
起動およびログの表示

Planningビジネス・ルールを起動し、生成されたログを表示できます。
ルール・デザイナで表示または編集するためにビジネス・ルールを開くと、ルールを起動して
生成されたログをルール・デザイナのログ・メッセージ・タブに表示できます。ログはカンマ
区切り値(.csv)ファイルにエクスポートできます。
ルール・デザイナからビジネス・ルールを起動し、ログ・メッセージを表示するには:
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1. システム・ビューでルールをダブルクリックします。
2. ルール・デザイナで、「アクション」、「起動」の順に選択します。
ルールを実行すると、ルールがエラー有またはエラー無のどちらで起動したかを示す確認
メッセージが表示されます。「OK」をクリックして確認メッセージを閉じます。

3. 「ログ・メッセージ」タブを選択します。
ログ・メッセージには次の情報が含まれています:

• メッセージ番号 - ログ・ファイルに表示されるメッセージの ID

• メッセージ・レベル - メッセージの重要度/レベル
• メッセージ・テキスト - メッセージの完全なテキスト
• メッセージ・タイムスタンプ - メッセージがいつ生成されたかを示すタイムスタンプ
• パス番号 現在のパスの番号。最も大きい番号/最後の番号が、ルール内のパス数です。
• パス時間 - 実行時間(秒)。現在のパスにかかった時間です。
• 累積時間 - 合計実行時間(秒)。これは、ルールの実行が始まって以降の合計経過時間で
す。
ノート: 多くのログ・メッセージは、データベースから同時に生成されるため、「パス
時間」(秒)は、各パスにかかった時間のみを示し、累積時間(秒)は、ルールの開始から
かかった時間を示します。他の行はすべて空白となります。

• パス% - ルールのそのパスの合計時間のパーセンテージ。
• 累積% - ルールのすべてのパスの合計時間のパーセンテージ。すべてのパスが完了す
ると、累積パーセンテージは 100%になります。

4. オプション。表示されたログ・メッセージをフィルタします。
次によりフィルタできます。
• メッセージ番号 - 「メッセージ番号」列の上にあるドロップ・ダウンから値を選択しま
す。

• メッセージ・レベル - 「メッセージ・レベル」列の上にあるドロップ・ダウンから値を
選択します。

• メッセージ・テキスト - 「メッセージ・テキスト」列の上にあるテキスト・ボックスに
テキストを入力します。

• パスのみ - パス番号および各パスにかかった時間のみを表示するには、「パス数」の上
にあるドロップ・ダウンで「パスのみ」を選択します。完全なログ情報の表示に戻る
には、「パス数」列の上にある空白オプションを選択します。

ノート:

ビジネス・ルールを Planningにデプロイすると、Planning内からも起動できます。
詳細は、Planningの操作を参照してください。
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ノート:

ログ・メッセージはカンマ区切り値(.csv)ファイルにエクスポートできます。ファイ
ルへのログ・メッセージのエクスポートを参照してください。

第 11章
ルール・デザイナからの Planningビジネス・ルールの起動およびログの表示
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12
ビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、テンプレート、式およびスクリプト・コンポーネントのエクスポートおよびインポート

次も参照:

• エクスポートおよびインポートについて
アプリケーションのオブジェクトをエクスポートおよびインポートします。

• ビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、テンプレート、式およびスクリプト・コン
ポーネントのエクスポート
アプリケーション、オブジェクト、または複数のオブジェクトをエクスポートする場合は、
Calculation Managerの他のアプリケーションにインポートできる xmlファイルにエクス
ポートされます。

• アプリケーションのエクスポート
アプリケーションをエクスポートする場合は、アプリケーションのコンテンツが xmlファ
イルに保存されます。

• ファイルへのログ・メッセージのエクスポート
Calculation Manager内から Planningビジネス・ルールを起動すると、ログ・メッセージ
が生成され、ルール・デザイナのログ・メッセージ・タブに表示されます。

• ルール、ルールセット、テンプレート、式およびスクリプトのインポート
Calculation Managerでルール、ルールセット、テンプレート、式およびスクリプトをアプ
リケーションにインポートします。

エクスポートおよびインポートについて
アプリケーションのオブジェクトをエクスポートおよびインポートします。
Planningアプリケーションのすべてのオブジェクトをエクスポートできます。また、アプリケ
ーション内の個別のビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、テンプレート、式コンポー
ネントおよびスクリプト・コンポーネントもエクスポートできます。
Oracle Hyperion Business Rulesからビジネス・ルール、シーケンス、マクロおよび変数をエ
クスポートし、Calculation Managerにインポートすることもできます。シーケンスはビジネ
ス・ルールセットに変換され、マクロは Calculation Managerのテンプレートに変換されます。
アプリケーションおよびオブジェクトをエクスポートした後は、他の Planningアプリケーショ
ンにそれらをインポートできます。たとえば、ビジネス・ルールおよびビジネス・ルールセッ
トを、本番コンピュータのアプリケーションからエクスポートし、それらをテスト・コンピュ
ータの別のアプリケーションにインポートできます。
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ビジネス・ルール、ビジネス・ルールセット、テンプ
レート、式およびスクリプト・コンポーネントのエク
スポート

アプリケーション、オブジェクト、または複数のオブジェクトをエクスポートする場合は、
Calculation Managerの他のアプリケーションにインポートできる xmlファイルにエクスポー
トされます。

ノート:

オブジェクトは、任意のビュー(システム・ビュー、カスタム・ビューおよび配置ビ
ュー)からエクスポートできます。1つ以上のオブジェクトをエクスポートできます。

オブジェクトをエクスポートするには:

1. 次のいずれかのタスクを行います:

• ルールセットをエクスポートするには、「ルールセット」を展開します。
• ルール、式、スクリプトまたはテンプレートをエクスポートするには、プラン・タイ
プを展開し、次に、「ルール」、「式」、「スクリプト」または「テンプレート」を展開し
ます

2. 次のいずれかのタスクを行います:

• オブジェクトを 1つだけエクスポートするには、右クリックして「エクスポート」を
選択します。

• 複数のオブジェクトをエクスポートするには、エクスポートするオブジェクトを選択
し、右クリックして「エクスポート」を選択します。[Shift]キーを押しながらクリック
または[Ctrl]キーを押しながらクリックし、異なる計算、プラン・タイプまたはデータ
ベース、異なるオブジェクト・タイプ(ビジネス・ルール、式など)、およびアプリケー
ション・タイプ内の異なるアプリケーションにある隣接または隣接していない複数の
オブジェクトを選択します。
「エクスポート」を選択した後に、生成された.xmlファイルを開くか、または保存する
かを確認するメッセージが表示されます。

3. 「ファイルのダウンロード」で、次のいずれかのタスクを行います:

• 生成された.xmlファイルのコンテンツを表示するには、「開く」を選択します。
• 生成された.xmlファイルを表示せずに保存するには、「保存」を選択し、ファイル名を
入力して(またはデフォルト名を受け入れて)、再び「保存」をクリックします。

アプリケーションのエクスポート
アプリケーションをエクスポートする場合は、アプリケーションのコンテンツが xmlファイル
に保存されます。
アプリケーションをエクスポートするには:

第 12章
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1. アプリケーションを右クリックして、「エクスポート」を選択します。
2. 「ファイルのダウンロード」で、次のいずれかのタスクを行います:

• 生成された xmlファイルのコンテンツを表示するには、「開く」を選択します。
• コンテンツを表示せずに生成された xmlファイルを保存するには、「保存」を選択し、
ファイル名を入力して(またはデフォルト名を受け入れて)、再び「保存」をクリックし
ます。

ファイルへのログ・メッセージのエクスポート
Calculation Manager内から Planningビジネス・ルールを起動すると、ログ・メッセージが生
成され、ルール・デザイナのログ・メッセージ・タブに表示されます。
これらのログ・メッセージはカンマ区切り値(.csv)ファイルにエクスポートできます。ルール・
デザイナからの Planningビジネス・ルールの起動およびログの表示を参照してください。
Calculation Manager内から Planningビジネス・ルールを起動して生成されたログ・メッセー
ジをエクスポートするには:

1. システム・ビューで起動するビジネス・ルールをダブルクリックします。
2. ルールがルール・デザイナに表示されたら、「アクション」、「起動」の順に選択します。
ルールを実行すると、ルールがエラー有またはエラー無のどちらで起動したかを示す確認
メッセージが表示されます。

3. 「OK」をクリックして確認メッセージを閉じます。
ログ・メッセージがログ・メッセージ・タブに表示されます。

4. ルールの起動時に生成されたログ・メッセージをエクスポートするには、「アクション」、
「エクスポート」の順に選択します。
RuleLogMessages.csvという名前のファイルに表のログ・メッセージがすべて格納され、
エクスポート後にダウンロードできます。このファイルを保存し、カンマを区切り文字と
して指定して Microsoft Excelを使用して開きます。

ルール、ルールセット、テンプレート、式およびスク
リプトのインポート

Calculation Managerでルール、ルールセット、テンプレート、式およびスクリプトをアプリケ
ーションにインポートします。
インポート後、インポートの結果をローカル・ファイルに保存できます。
オブジェクトをインポートするには、ファイルの種類が次のいずれかである必要があります。
• .xml。オブジェクトを xmlフォーマットで格納するファイル
• .csc。オブジェクトを計算スクリプト形式で格納するファイル
• .zip。zipファイルには xmlファイルのみが含まれます
オブジェクトをインポートするには:

1. システム・ビューで「アクション」、「インポート」の順に選択するか、 をクリックし
ます。

第 12章
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2. 「インポート」ダイアログ・ボックスの「ファイルのインポート詳細」で「参照」をクリッ
クし、インポートするファイルを選択します。

3. 「場所詳細」で、アプリケーション・タイプ、アプリケーションおよびキューブを入力しま
す。
• .cscファイルの場合は、場所の詳細を入力する必要があります。
• ファイルが.xmlファイルで、場所の詳細がすでにインポート・ファイルに含まれてい
る場合、場所の詳細を入力する必要はありません。

「場所詳細」に入力された情報は、インポート・ファイルに指定された場所より優先されま
す。場所情報がインポート・ファイルに指定されていない場合、「場所詳細」に情報を入力
する必要があります。そうしないと、インポートは失敗します。

4. 「インポート・オプション」で、次のオプションのいずれかを選択します。
• 既存のオブジェクトの上書き - インポートされるオブジェクトは、アプリケーションお
よびキューブのオブジェクトを置換します。

• 既存のオブジェクトをスキップ - インポートされるオブジェクトがまだ存在しない場
合、オブジェクトはアプリケーションおよびキューブのオブジェクトに追加されます。
存在する場合、オブジェクトはインポートされず、結果のステータスは「スキップさ
れました」と示されます。

• 重複のエラー出力 - インポートされるオブジェクトが、アプリケーションおよびキュー
ブにすでに存在するオブジェクトと重複する場合、重複するオブジェクトの名前がロ
グ・ファイルに書き込まれ、オブジェクトはインポートされずに、インポート・プロ
セスが停止します。

5. 「インポート」をクリックします。
6. オプション: 「名前を付けて保存」をクリックして、インポートの結果をローカル・ファイ
ルに保存します。

第 12章
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13
Planningアプリケーションのための Essbaseサーバー、アプリケーションおよびデータベースの管理

次も参照:

• データベース・プロパティの操作
一般、ディメンション、統計、トランザクション、変更の各プロパティを表示して編集し
ます。

• データベース・オブジェクトのロックの削除
自身の持つ権限に応じて、オブジェクトを表示してロックを解除できます。

• アプリケーションの開始と停止
ユーザーは、自身が読取り権限以上を持っているアプリケーションを開始できます。
Oracle Essbaseによって、新たに開始されたアプリケーションが Essbaseサーバーのメモ
リーにロードされます。

• データベースの開始と停止
データベースを開始すると、Oracle Essbaseでは Essbaseサーバーのメモリー上にデータ
ベースがロードされます。

• データベースの再構築
(たとえば、メンバーを密ディメンションに追加することで)データベースを再構築する場合
は、データ・ブロックの再計算が必要になることがあります。

• アウトラインの確認
エラーがないか、Oracle Essbaseアウトラインを確認できます。

• データベースからのデータのクリア
集約ストレージ・アプリケーションからデータをクリアし、ブロック・ストレージ・アプ
リケーションからデータのブロックをクリアします。

• ブロック・ストレージ・アプリケーションのロケーション別名の操作
• 集約ストレージ・データベースでの問合せトラッキングの使用
問合せデータを使用すると、データベース用に生成される最も適切な集約ビューのセット
を選択します。

• 集約ストレージ・データベース・アウトラインの圧縮
ファイルを圧縮して、削除済のメンバーのレコードを除去し、アウトライン・ファイルの
サイズを削減します。

• レベル 0データのインポートとエクスポート
ASOおよび BSOキューブから、レベル 0データをインポートおよびエクスポートします。

• 増分データ・スライスのマージ
メイン・データベース・スライスにすべての増分データ・スライスをマージしたり、メイ
ン・データベース・スライスを変更しないまま単一のデータ・スライスにすべての増分デ
ータ・スライスをマージしたりできます。

• データの集約
データが含まれ、ユーザーに計算権限が付与されている集約ストレージ・データベースに
対して集約を計算します。
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• 集約プロセスの実行
集約プロセスを実行すると、取得のパフォーマンスが向上します。

• 要求の管理
セッション・ウィンドウの情報を使用してアクティブな要求を管理します。

• Planningドリル・スルー定義の追加
Calculation Managerで、Planningプラン・タイプに対するこれらのセルのドリル・スルー
定義をリスト、追加、編集および削除できます。

データベース・プロパティの操作
一般、ディメンション、統計、トランザクション、変更の各プロパティを表示して編集します。
次も参照:

• データベース・プロパティの表示および編集
• 一般データベース・プロパティ
• ディメンション・プロパティ
• 統計プロパティ
• トランザクション・プロパティ
• 変更プロパティ

データベース・プロパティの表示および編集
Planningのブロック・ストレージ・アプリケーションと集約ストレージ・アプリケーションの
データベース・プロパティを表示および編集できます。
データベース・プロパティを表示または編集するには:

1. 「システム・ビュー」で、  (データベース・プロパティ)をクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで Planningアプリケーションおよびブロック・ストレージまた
は集約ストレージ・アプリケーションを展開し、データベースを選択します。

ノート:

ASOアプリケーション名は、Planningの ASOプラン・タイプと同じではありま
せん。ASOキューブ名を表示するには、ASOアプリケーションを展開します。
ASOキューブを一致させるには、Planningのキューブ名を確認します。
たとえば、Visionアプリケーションに 2つの ASOキューブがあり、DBプロパテ
ィ内で、キューブ"VisASO "の"AVision"およびキューブ"Vis1ASO"の"BVision"とし
て表示されます。キューブ名は Planningの ASOプラン・タイプに一致します。

3. データベース・プロパティのタブで情報を表示または編集し、 をクリックします。
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ノート:

データベース・プロパティを変更する場合、アプリケーションを停止して再起動する
必要があります。アプリケーションの開始と停止を参照してください

一般データベース・プロパティ
データベースの一般情報。次のような領域のプロパティがあります。
• 一般 - データベースの説明を入力し、データベース・タイプ、データベース・ステータス

(ロードされているかどうか)およびデータベースの最小アクセス・レベルが表示されます。
• 計算 - ブロック・ストレージ・アプリケーションのみ

– 欠落した値の集約 - データベースの計算時欠落した値を集約します。
Oracle Essbaseのデフォルトでは、データベースの完全計算時に欠落した値(#Missing
値)は集約されません。データを親レベルにロードしない場合は、欠落した値を集約す
ることにより計算のパフォーマンスが改善されることがあります。データベース・マ
ネージャの権限を持つデータベースでは、欠落した値を集約するかどうかを選択でき
ます。
親レベルでデータをロードしない場合、欠落した値を集約することにより計算のパフ
ォーマンスが改善されることがあります。欠落した値を集約し、データを親レベルで
ロードする場合、データベースの集計結果が#Missing値であっても、親レベルの値は
そのデータベース集計結果で置き換えられます。

– 「等式にブロックを作成」 - 特定のメンバーの組合せのためにデータ・ブロックを作成
します。
等式でブロックを作成する場合、データ・ブロックが存在しないメンバーの組合せに
対して非定数値を割り当てたときに、Essbaseでデータ・ブロックが作成されます。
等式でブロックを作成すると、非常に大規模なデータベースが生成される可能性があ
ります。
疎ディメンションのメンバーに定数を割り当てる場合は、Essbaseでデータ・ブロッ
クが作成されます。このため、疎メンバーに定数を割り当てる場合(West = 5など)、「等
式にブロックを作成」を選択しないでください。
疎メンバーに定数以外のものを割り当てるときにブロックが作成されるようにするに
は、「等式にブロックを作成」を選択する必要があります。たとえば、疎の Scenarioデ
ィメンションのメンバーである Actualsにデータが存在しない場合、次の割当てを行う
ためには、「等式にブロックを作成」を選択する必要があります: 2002Forecast =
Actuals * 1.05;

– 2パス計算 - 特定のメンバーを再計算します。
この「2パス計算」を選択すると、デフォルト計算の後に、2パスのタグが付いている
メンバーが再計算されます。2パスのタグは、会計タグが付けられたディメンションの
メンバー、および任意のディメンションの「動的計算」および「動的計算および保管」
のメンバーに対してのみ作用します。

• データの取得バッファ
– 「バッファ・サイズ」 - 取得バッファのサイズ。スプレッドシート・アドインおよびレ
ポート・スクリプトからの取得の処理および最適化に使用されます。

– ソート・バッファ・サイズ - 取得ソート・バッファのサイズ
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• ストレージ - ブロック・ストレージ・アプリケーションのみ
– 現在の入出力アクセス・モード - 現在のアクセス・モード
– 保留中の入出力アクセス・モード - 次のオプションのいずれかがデフォルトで構成され
ます。
* バッファ入出力 - ファイル・システムのバッファ・キャッシュを使用します。デー
タベースの作成時に essbase.cfgファイルの DIRECTION設定で直接入出力を指
定しなかった場合、バッファ入出力がデフォルトになります。

* 直接入出力 - ファイル・システムのバッファ・キャッシュを使用せず、非同期のオ
ーバーラップ入出力を実行します。これによって、応答時間が速くなり、キャッシ
ュ・サイズをさらに最適化できるようになります。直接入出力を選択すると、デー
タベースが開始されるたびに Essbaseでは直接入出力の使用が試みられます。直
接入出力が使用できない場合、Essbaseではバッファ入出力が使用されます。キャ
ッシュ・メモリーのロックや、オペレーティング・システムに用意されているノ
ー・ウェイト(非同期)入出力を使用するには、直接入出力を選択します。

– データ圧縮 - 次のオプションのいずれかがデフォルトで構成されます。
* ビットマップ・エンコーディング - ビットマップを使用してデータ・セルを表しま
す。ビットマップ、ブロック・ヘッダーおよび他の制御情報のみがディスクに格納
されます。ビットマップ・エンコーディングが、データを最も効率的に圧縮する方
法です。Essbaseで保管されるのは欠落していない値のみで、反復値やゼロ値は圧
縮されません。データベースでは、データ・ブロックがデータ・キャッシュに移動
されると、ビットマップを使用して欠落した値が再作成され、ブロックが完全に展
開されます。

* RLE(ランレングス符号化) - 連続する反復値(ゼロを含む)が圧縮され、各反復値と
連続反復回数が記録されます。RLEが適しているのは、ブロックの平均密度が 3
パーセント以下である場合や、連続するゼロの値やゼロ以外の連続する反復値がデ
ータベースに多数存在している場合などです。

* ZLIB - 圧縮されるデータに基づくデータ・ディクショナリが作成されます。通常、
ZLIB圧縮は、データの密度が非常に高い場合に高い圧縮率を示します。ただし、
場合によっては、他の圧縮方式のほうが高い圧縮率を示すことがあります。ZLIB
圧縮の場合、節約される記憶域は、欠落セル数や等しい値を持つセルの連続回数と
は、ほとんど関係ありません。

* 圧縮しない - データ圧縮が行われません。

ディメンション・プロパティ
データベースのディメンション情報。次のようなものがあります。
• データベース内のディメンションの数
• (ブロック・ストレージ・データベースのみ)ディメンションのタイプ(密または疎)

• ディメンション内のメンバー
• 格納されているメンバー
• (集約ストレージ・データベースのみ)各ディメンションのレベル数
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ノート:

ディメンションのプロパティは読取り専用です。

統計プロパティ
ノート:

統計プロパティは読取り専用です。

集約ストレージ・アプリケーションの統計
• 一般 - 一般統計情報。次のようなものがあります。

– データベース開始時間 - データベース・サーバーのタイムゾーンに従った開始時間
– 「データベースの経過時間」 - 時間:分:秒の形式の経過時間
– 「接続数」 - 接続しているユーザー数

• 集約ストレージ統計 - 集約データベースのストレージ統計。次のようなものがあります。
– アプリケーション内のディメンションごとにレベルを格納するために使用されるレベ
ルおよびビットの数(集約ストレージ・データベースでは、すべてのディメンション・
レベルが格納されるわけではありません。)

– 最大キー長(ビット) - すべてのディメンションで使用されるすべてのビット数の合計。
たとえば、すべてのディメンションのキーには 20ビットが含まれ、最初の 4ビットは
年ディメンションによって使用されます。

– 最大キー長(バイト) - キーに使用されるセル当たりのバイトの数
– 入力レベルのセルの数 - すべてがレベル 0のセルであることを前提として、式なしで、
ユーザーがデータを入力できるディメンション全体にわたるレベル 0の交差のセルの
数

– 増分データ・スライス数 - 即時計算ではなく増分計算(必要な場合のみ)できるデータ交
差の数

– 増分入力セル数 - 即時計算ではなく増分計算(必要な場合のみ)できる入力セルの数
– 集約ビューの数 - 集約セルが含まれるビューの数
– 集約セルの数 - 下位レベルの値から積み上げられるため、要求または取得されたときに
計算する必要のあるセルの数。集約セルの値は、要求ごとに計算することも、事前計
算してディスクに格納することもできます。

– 増分集約セル数 - 必要な場合にのみ更新できる集約セルの数
– 増分データの問合せのコスト(総コストに対する比率) - 関連する集約ビューから値を
取得するための平均時間

– 入力レベル・データ・サイズ(KB) - すべてのレベル 0のセル内のデータのサイズ(KB
単位)

– 集約データ・サイズ(KB) - すべての集約セル内の集約データのサイズ(KB単位)
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• 実行時間 - 実行時間の統計。次のようなものがあります。
– キャッシュ・ヒット率 - ディスクからの取得に対してキャッシュ内で情報を見つけられ
た成功率

– 現在のキャッシュ・サイズ - 動的に生成されたキャッシュ・サイズ
– 現在のキャッシュ・サイズ制限(KB) - キャッシュ・サイズの制限(KB単位)

– 最終起動以降のページ読取り数 - アプリケーションが(自動的にまたはユーザーによっ
て)起動されてから読み取られたインデックス・ページの数

– 最終起動以降のページ書込み数 - アプリケーションが(自動的にまたはユーザーによっ
て)起動されてから更新されたインデックス・ページの数

– ページ・サイズ(KB) - ページのサイズ(KB単位)

– データに割り当てられたディスク・スペース (KB) - データ・ストレージに割り当てら
れたハード・ディスク・スペースの合計量(KB単位)

– データで使用されているディスク・スペース (KB) - データ・ストレージに使用されて
いるディスク・スペースの合計量(KB単位)

– 割り当てられた一時ディスク・スペース (KB) - データ・ストレージに割り当てられた
一時ディスク・スペースの合計量

– 使用されている一時ディスク・スペース (KB) - データ・ストレージに使用されている
一時ディスク・スペースの合計量

ノート:

ディスク・スペースは Default表領域で使用されるスペースで、一時ディス
ク・スペースは Temp表領域で使用されるスペースです。どちらの場合も、一
部のファイル内の一部のスペースが使用されない可能性があります。

ブロック・ストレージ・アプリケーションの統計
• 一般 - 一般統計情報。

– データベース開始時間 - データベース・サーバーのタイムゾーンに従った開始時間
– 「データベースの経過時間」 - 時間:分:秒の形式の経過時間
– 「接続数」 - 接続しているユーザー数

• ブロック - ブロック・ストレージ・データベースのデータ・ブロックに関する統計。
– 「既存のブロック数」 - 存在している(データが格納されている)ブロックの合計数
– 「ブロック・サイズ」 - 展開(圧縮解除)されたデータ・ブロックのバイト単位のサイズ

(セル数×8; 8KBから 100KBになるのが理想的です)。ブロック・サイズを変更するに
は、データベースの疎/密の構成を変更する必要があります。

– ブロックの潜在数 - ブロックの最大数(1つの疎ディメンションのメンバー数に別の疎
ディメンションのメンバー数を掛け合せることによって得られます)。たとえば、
Sample Basicデータベースでは、19個の Productメンバーと 25個の Marketメンバー
があります(共有メンバーやラベルのみのメンバーは数えません)。Productと Market
はデータが保管される疎ディメンションであるため、潜在データ・ブロックの数は 19
× 25 = 475個になります。
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– 既存のレベル 0ブロック - 存在している(データが含まれる)レベル 0ブロック(子メン
バーを 1つも持たない疎ディメンション・メンバーのブロック)の合計数。データは上
位レベルにロードされる場合があるため、レベル 0ブロックの数とデータ入力によっ
て作成されたブロックの数が同じになるとはかぎりません。

– 「既存の上位レベル・ブロック」 - レベル 0ブロック以外の、存在している(データが含
まれる)ブロックの合計数。上位レベル・ブロックには、上位レベルの疎メンバーのす
べての組合せ、およびレベル 0の疎メンバーを含む上位レベルの組合せが含まれます。

– 「ブロックの密度(%)」 - 既存のデータ・ブロックのサンプルに基づく、各データ・ブロ
ック内のデータ・ポイントの平均充てん率。疎/密の構成によりブロック密度が最大に
なります。しかし、ブロック密度を最大にするとデータ・ブロックの数が急増するこ
とがあります。ブロック・サイズとブロックの急増を考慮したうえで、ブロック密度
の最大化を試みてください。

– 既存の最大ブロック数のパーセンテージ - 存在するブロックの数と可能なブロックの
数の比を示すパーセント。この割合は、データベースの疎密の度合いを示すメジャー
になります。このパーセントが非常に小さい値(1パーセント未満など)になることは
珍しくありません。

– 圧縮率 - ディスク上に保管されているブロックの圧縮効率のメジャー。通常、圧縮率は
ブロック密度を示します。

– 平均クラスタ率 - データ(.pag)ファイルの断片化レベル。最大値は 1で、断片化なしを
示します。取得、計算、データ・ロードのパフォーマンスが低下しており、クラスタ
率の値が 1よりも著しく小さい場合は、データのエクスポートとリロードを実行して
データ・ファイルの再書込みを実行することを検討してください。ファイルの再書込
みによりファイルの断片化が解消され、1に近いクラスタ率が得られるようになりま
す。

– 平均断片化率 - データベース内の空き領域。たとえば、平均断片化率の値が 3.174765
であれば、データベースの 3%が空き領域で断片化されています。データを更新したり
計算したりするにつれ、ブロックが元の場所に収まらなくなると、ファイルの末尾に
追加されるか、大きさが十分にある別の空き領域に収められ、空き領域が発生します。
数値が大きいほど空き領域が多くなり、特定のレコードの取得に時間がかかるように
なります。平均断片化率に基づいて、再構築を実行する必要があるかどうかを判断で
きます。

• 実行時間
– インデックス・ファイル - インデックス・ファイルの合計数。
– ページ・ファイル - ページ・ファイルの合計数。
インデックス(.ind)またはページ(.pag)ファイルが最大 2GBに達すると、別のファイルが作
成されます。インデックスまたはページ・ファイルの数で概算のデータベース・サイズが
わかるため、パフォーマンスの問題のトラブルシューティングに役立ちます。たとえば、
インデックスまたはページ・ファイルが 1つの場合、データベース・サイズは 2GB以上で
す。インデックスまたはページ・ファイルが 2つある場合、データベース・サイズは 4GB
以上です。

チュートリアル・ビデオ:
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トランザクション・プロパティ
ノート:

トランザクション・プロパティは、ブロック・ストレージ・データベースにのみ適用
されます。

「トランザクション」タブには、データベースへのアクセスに関する情報が表示されます。
• 「コミット・アクセス」を使用すると、トランザクションが完了してコミットされるまで、
トランザクションに含まれているすべてのデータ・ブロックに対する読取り/書込みロック
が保持されるようにできます。次の同時オプションも事前構成できます。
– 待機(秒) - ロックされたデータ・ブロックにアクセスできるようになるまでトランザク
ションが待機する秒数。デフォルトは 20秒ですが、別の値、「無期限」または「待機
しない」を事前に構成することもできます。

– プリイメージ・アクセス - 別の同時トランザクションが実行されている間ロックされて
いるデータ・ブロックに対してユーザーは読取り専用アクセス権を保持します。

• 「アンコミット・アクセス」を使用すると、トランザクションでブロック単位で読取り/書
込みロックが保持されるようにできます(デフォルト設定)。次の領域で同期ポイントを事
前に構成することもできます。
– ブロックのコミット - Oracle Essbaseがコミットを実行する前に更新されるデータ・
ブロックの数

– 行のコミット - Essbaseがコミットを実行する前にデータ・ロード時に処理されるデ
ータ・ファイルの行数

変更プロパティ
「変更」タブには、データベースに対して実行された直近の操作(アウトラインの更新、データ
のロードまたは計算)に関する情報が表示されます。
• 操作 - 操作のタイプ(データのロードや計算など)

• ユーザー - 操作を実行したユーザーの名前
• 開始時間 - Essbase Serverによる、データのロックなど準備タスクを含む操作の開始時刻

(操作の継続時間については、アプリケーション・ログ内の経過時間エントリを参照してく
ださい。)

• 終了時間 - Essbase Serverによる、操作が終了した時刻
• ノート - オプションのコメント

データベース・オブジェクトのロックの削除
自身の持つ権限に応じて、オブジェクトを表示してロックを解除できます。
管理者権限を持つユーザーは、どのオブジェクトでもロックを解除できます。管理者権限を持
たないユーザーは、ロックしたオブジェクトのみロックを解除できます。
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サーバーでは、データベース・オブジェクト(計算スクリプト、レポート・スクリプト、ビジネ
ス・ルール・ファイルなど)にチェックアウト機能を設けて、同じオブジェクトを複数のユーザ
ーが同時に編集しないようにしています。
デフォルトでは、オブジェクトがロックされるのは、変更のために開くときです。オブジェク
トを閉じるとロック解除されます。
Calculation Managerのオブジェクトは、アクションを実行する際にロックされることがありま
す。オブジェクトのロックを解除するには、エンタープライズ・ビューでオブジェクトのロッ
クを解除するプラン・タイプを選択します。
データベースからロックを削除するには:

1. システム・ビューで、「データベース・プロパティ」アイコンをクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで、Planningアプリケーション・タイプと、ロックを削除する
データベースを含むアプリケーションを展開します。

3. データベースを右クリックし、「ロックの削除」を選択します。

アプリケーションの開始と停止
ユーザーは、自身が読取り権限以上を持っているアプリケーションを開始できます。Oracle
Essbaseによって、新たに開始されたアプリケーションが Essbaseサーバーのメモリーにロー
ドされます。
親アプリケーションの開始時にデータベースも開始するよう指定できます。この場合、ユーザ
ーがアプリケーション内のデータベースへ接続するよりも前にアプリケーションを開始してお
けば、アプリケーションおよび関連する全データベースがメモリー内にロードされた状態とな
るため、ユーザーの初期パフォーマンス(データベース接続時)が向上します。
アプリケーションを停止すると、Essbaseによって、アプリケーションと、そのアプリケーシ
ョン内のすべてのデータベースが Essbaseサーバーのメモリーからアンロードされます。こ
れにより、使用可能なメモリーが増加します。アプリケーション内のデータベースが破損しな
いようにするには、適切な方法でアプリケーションを停止する必要があります。
アプリケーションを開始または停止するには:

1. システム・ビューで、「データベース・プロパティ」アイコンをクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで、Planningアプリケーション・タイプと、起動または停止す
るアプリケーションを展開します

3. アプリケーションを右クリックして、次を選択します:

• アプリケーションの起動
• アプリケーションの停止

ノート:

データベース設定の変更を行う際は必ず、アプリケーションを停止し再起動
する必要があります。
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データベースの開始と停止
データベースを開始すると、Oracle Essbaseでは Essbaseサーバーのメモリー上にデータベ
ースがロードされます。
インデックス・キャッシュは自動的に割り当てられ、データ・ファイル・キャッシュおよびデ
ータ・キャッシュはブロックの要求時に割り当てられます。ユーザーのアクセスよりも前にデ
ータベースを開始すれば、データベースが先にメモリー内にロードされるため、ユーザーの初
期パフォーマンス(接続時)が向上します。
開始されていないアプリケーションのデータベースを開始すると、そのアプリケーションと、
そのアプリケーション内のすべてのデータベースがロードされます。1つのアプリケーション
について 1つのデータベース、またはすべてのデータベースを開始できます。
データベースを停止すると、Essbaseでは Essbaseサーバー上のメモリーからデータベースが
アンロードされ、更新されたデータがディスクにコミットされます。これにより、サーバー・
コンピュータ上で使用可能なメモリーの量が増加します。
1つのアプリケーションについて 1つのデータベース、またはすべてのデータベースを停止で
きます。

ノート:

ブロック・ストレージ・アプリケーション・データベースを起動および停止できま
す。

データベースを開始または停止するには:

1. システム・ビューで、「データベース・プロパティ」アイコンをクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで、Planningアプリケーション・タイプと、起動または停止す
るデータベースを含むアプリケーションを展開します

3. データベースを右クリックして、次を選択します:

• データベースの開始
• データベースの停止

アプリケーションのすべてのデータベースを開始または停止するには:

1. システム・ビューで、「データベース・プロパティ」アイコンをクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで、Planningアプリケーション・タイプと、起動または停止す
るデータベースを含むアプリケーションを展開します

3. アプリケーションを右クリックして、次を選択します:

• 全データベースの開始
• 全データベースの停止
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データベースの再構築
(たとえば、メンバーを密ディメンションに追加することで)データベースを再構築する場合は、
データ・ブロックの再計算が必要になることがあります。
Oracle Essbaseでは、すべてのデータ・ブロックが使用済としてマークされます。再構築され
たデータベースを計算すると、すべてのブロックが計算されます。

ノート:

ブロック・ストレージ・アプリケーション・データベースを再構築できます。

次の場合は、データベースを再構築する必要があります。
• 密ディメンション「動的計算/保管」メンバーを追加、削除または移動します。
• 密ディメンション「動的計算/保管」メンバーを「動的計算」メンバーに変更します。
• 密ディメンション「動的計算」メンバーを「動的計算/保管」メンバーに変更します。
• 密ディメンションの非動的メンバーのストレージ・プロパティを「動的計算」に変更しま
す。

• 密ディメンションのストレージ・プロパティを「動的計算」メンバーから非動的値に変更
します。

• 疎ディメンション「動的計算」または「動的計算/保管」の非動的メンバーのストレージ・
プロパティを変更します。

データベースを再構築するには:

1. システム・ビューで、「データベース・プロパティ」アイコンをクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで、Planningアプリケーション・タイプ、アプリケーション、
およびデータベースを再構築するプラン・タイプの順に展開します。

3. プラン・タイプを右クリックし、「データベースの再構築」を選択します。
4. データベースを再構築するかどうかを確認します。

Calculation Managerは、データベースが正常に再構築されたかどうかを知らせるメッセー
ジを表示します。

アウトラインの確認
エラーがないか、Oracle Essbaseアウトラインを確認できます。
アウトラインの確認プロセスでは、アウトライン・タイプ(集約ストレージまたはブロック・ス
トレージ)が考慮され、各タイプのルールに従ってアウトラインが確認されます。アウトライン
のエラーがなくなると、メンバー式が確認されます。
アウトラインを確認するには:

1. システム・ビューで、「データベース・プロパティ」アイコンをクリックします。
2. エンタープライズ・ビューで、Planningアプリケーション・タイプ、アプリケーション、
およびアウトラインを確認するプラン・タイプの順に展開します。
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3. プラン・タイプを右クリックして、「アウトラインの検証」を選択します。
アウトラインの確認時に、Essbaseによって次のアイテムが確認されます。
• すべてのメンバーおよび別名が有効です。メンバーおよび別名は、他のメンバー、別名、
世代またはレベルと同じ名前にできません。

• 1つのディメンションのみを、勘定科目、時間、通貨タイプまたは国としてタグ付けでき
ます。

• 共有メンバーが有効です。
• レベル 0メンバーがラベルのみとしてタグ付けされていません。
• ラベルのみのメンバーに式が割り当てられていません。
• 通貨カテゴリおよび通貨名が、通貨アウトラインに対して有効です。
• 疎ディメンションの「動的計算」メンバーに、100を超える子がありません。
• 親メンバーに 1つの子があり、子が「動的計算」メンバーの場合、親メンバーも「動的計
算」である必要があります。

• 親メンバーに 1つの子があり、子が「動的計算」、2パス・メンバーの場合、親メンバーも
「動的計算」、2パスである必要があります。

• ブール属性ディメンションの 2つのメンバー名が、アウトラインに定義された 2つのブー
ル属性ディメンション・メンバー名と同じです。

• 日付属性ディメンションのレベル 0メンバー名は、日付形式名設定(mm-dd-yyyyまたは
dd-mm-yyyy)と一致する必要があります。ディメンション名がレベル 0メンバーであるた
めディメンションにメンバーがない場合、ディメンション名は設定と一致する必要があり
ます。

• 数値属性ディメンションのレベル 0メンバー名が数値です。ディメンション名がレベル 0
メンバーであるためディメンションにメンバーがない場合、ディメンション名は数値であ
る必要があります。

• 属性ディメンションがアウトラインの末尾にあり、すべての標準ディメンションの後にあ
ります。

• 標準ディメンションのレベル 0の「動的計算」メンバーに式があります。
• メンバーの式が有効です。
• ハイブリッド分析アウトラインで、ディメンションのレベル 0メンバーのみをハイブリッ
ド分析対応にできます。

アウトラインの確認中、Essbaseでは、適切な数値属性ディメンション・メンバー名に対して
次の変換も実行され、それらがアウトラインに表示されます。
• メンバー名のマイナス記号を名前の前から末尾に移動します。たとえば、–1が 1–になりま
す。

• メンバー名の先行または末尾のゼロは削除されます。たとえば、1.0は 1、00.1は 0.1にな
ります。

データベースからのデータのクリア
集約ストレージ・アプリケーションからデータをクリアし、ブロック・ストレージ・アプリケ
ーションからデータのブロックをクリアします。
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次も参照:

• 集約ストレージ・アプリケーションからのデータのクリア
• ブロック・ストレージ・アプリケーションからのデータのブロックのクリア

集約ストレージ・アプリケーションからのデータのクリア
集約ストレージ・アプリケーションからデータをクリアするには:

1. システム・ビューで をクリックします。
2. 「データベース・プロパティ」タブのエンタープライズ・ビューで、集約ストレージ・アプ
リケーションを展開します。

3. ASOキューブを右クリックし、「クリア」を選択してオプションを選択します:

• すべてのデータ  - データベースからすべてのデータをクリアします
• すべての集約 - データベースからすべての集約データ値をクリアします
• 部分データ — 集約ストレージ・データベースの指定された領域からデータをクリア
し、その他の領域にあるデータは保持します
部分データをクリアするよう選択した場合、MDX式を入力してクリアする領域を定義
し、「論理」か「物理」を選択してデータのクリアのタイプを指定します
– 論理 - 指定した領域内のデータが負の相殺値とともに新しいデータ・スライスに書
き込まれ、その結果、クリアするセルの値がゼロになります。

– 物理 - 指定した領域内のデータが集約ストレージ・データベースから物理的に削除
されます。

メンバー・セレクタを使用して MDX構文を作成するには、 をクリックします。
「メンバー・セレクタ」ダイアログ・ボックスで、1つまたは複数のメンバーを選択す
るか、各ディメンションの関数を使用して、「OK」をクリックして MDX式を作成しま
す。
例:

Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin(Crossjoin({[NI
].Levels(0).Members},{except(DESCENDANTS([Q1]),{[Q1]})}),{[FY12],[FY13],
[FY14]}),{[Plan]}),{[Working]}),{[100].Levels(0).Members}),
{[P_TP].Levels(0).Members}),{[FY06]}
「OK」をクリックしてデータをクリアすると、MDX式が検証されることに注意してく
ださい。MDX式を直接変更する場合、実行前に検証されます。

ノート:

権限を持っているデータベースからのみデータをクリアできます。

ブロック・ストレージ・アプリケーションからのデータのブロ
ックのクリア

ブロック・ストレージ・アプリケーションからデータのブロックをクリアするには:
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1. システム・ビューで をクリックします。
2. 「データベース・プロパティ」タブのエンタープライズ・ビューで、ブロック・ストレー
ジ・アプリケーションを展開します。

3. BSOキューブを右クリックし、「クリア」を選択してオプションを選択します:

• すべてのデータ  - データベースからすべてのデータをクリアします。
• 上位レベルのブロック - 上位レベルのデータ・ブロックのみクリアします。上位レベ
ル・ブロックのデータ値は#Missingに設定されます。上位レベル・ブロックは、少な
くとも 1つの疎メンバーが親メンバーとなっている疎メンバーの組合せに対して作成
されます。

• 非入力のブロック - 計算から導き出した値を含むデータ・ブロック(非入力のブロック)
のみをクリアします。非入力のブロックをクリアすると、非入力(計算された)セルのデ
ータ値は#Missingに設定されます。

• 動的ブロック - 動的に計算および格納されるデータ・ブロック(「動的計算/保管」メン
バー)のみクリアします。

• 空のブロック - 空のデータ・ブロック(すべての値が#Missingであるブロック)のみをク
リアします。

ノート:

権限を持っているデータベースからのみデータをクリアできます。

ブロック・ストレージ・アプリケーションのロケーシ
ョン別名の操作

次も参照:

• ロケーション別名について
• ロケーション別名のリストの表示
• ロケーション別名のエクスポート

ロケーション別名について
ロケーション別名はデータ・ソースの記述子です。ロケーション別名は、データベースの別名
を、そのデータベースの物理的な場所にマップします。ロケーション別名は、データベースま
たはアプリケーション・レベルで設定され、別名、サーバー、アプリケーション、データベー
ス、ユーザー名およびパスワードを指定します。ロケーション別名を表示してエクスポートで
きます。

ノート:

ロケーション別名は、集約ストレージ・データベースには適用されません。
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ロケーション別名のリストの表示
ブロック・ストレージ・アプリケーションのロケーション別名のリストを表示するには:

1. 「システム・ビュー」で、  (データベース・プロパティ)をクリックします。
2. 「エンタープライズ・ビュー」で、ブロック・ストレージ・アプリケーションを右クリック
し、「ロケーション別名」を選択します。

3. 「OK」をクリックしてデータベースを開始することを確認し、「データベースの開始アクシ
ョン・ステータス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

ロケーション別名のエクスポート
ロケーション別名をエクスポートするには:

1. 「システム・ビュー」で、  (データベース・プロパティ)をクリックします。
2. エンタープライズ・ビューでブロック・ストレージ・アプリケーションを右クリックし、
「ロケーション別名」を選択します。

3. 「OK」をクリックしてデータベースを開始することを確認し、「データベースの開始アクシ
ョン・ステータス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

4. 「ロケーション別名」ダイアログ・ボックスで  (エクスポート)をクリックし、エクス
ポートするファイルを選択して「OK」をクリックします。

集約ストレージ・データベースでの問合せトラッキン
グの使用

問合せデータを使用すると、データベース用に生成される最も適切な集約ビューのセットを選
択します。
問合せトラッキングを有効化して、データベースに対して実行される各問合せのコストに関す
るデータを取得できます。問合せのコストは、ビューから値を取得するために要する平均取得
時間の見積りです。最初のビュー(デフォルトで選択済)の場合、見積りはすべての可能な問合
せの平均です。問合せトラッキングが使用されるビューの場合、見積りは、追跡される問合せ
の平均です。したがって、同じビューでも条件が異なると見積りも変わります。特定のビュー
の使用のベネフィットを評価するパーセンテージを計算するには、レベル 0の値のみを含むビ
ューの使用の問合せコスト値をビューの問合せコスト値で除算します。
有効化された問合せトラッキングは、次のいずれかの状況が発生するまで続行されます:

• このトピックで説明されている手順に従って、データベースの問合せトラッキングが無効
化されました。

• アプリケーションが停止しています。アプリケーションが停止していた場合、アプリケー
ションの再起動時に問合せトラッキングは自動的に再開されません。

• 追加の集約ビューがデータベースに対して生成されます。追加のビューが生成されると問
合せトラッキング・データが無効になるため、新規集約ビューの生成により問合せトラッ
キングがリセットされます。

問合せトラッキング(メモリー内にのみ保管)には、Oracle Hyperion Web Analysis、グリッド
API、レポート・スクリプト、Java APIなどからの問合せが含まれます。
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ノート:

問合せトラッキングは、集約ストレージ・データベースに対してのみ使用できます。

問合せトラッキングを有効化または無効化するには:

1. システム・ビューで をクリックします
2. エンタープライズ・ビューでプラン・タイプを右クリックし、「問合せトラッキング」を選
択して次のいずれかのオプションを選択します。
• 有効化: 問合せトラッキングを有効化します
• 無効化: 問合せトラッキングを無効化します
問合せトラッキングを有効化するとデータベースでは問合せ情報が記録され、問合せ
トラッキングを無効化すると問合せ情報の記録が停止されメモリーから問合せデータ
がクリアされます。

3. 問合せトラッキングを有効化または無効化することを確認するには、「OK」をクリックし
ます。

集約ストレージ・データベース・アウトラインの圧縮
ファイルを圧縮して、削除済のメンバーのレコードを除去し、アウトライン・ファイルのサイ
ズを削減します。
たとえば、メンバーを追加または削除するときに、集約ストレージ・アウトライン・ファイル
(.otlファイル)を変更すると、ファイルのサイズが増加することがあります。アウトライン・
ファイルが圧縮された後、以前のようにファイルは増大し続けます。
アウトライン・ファイルを圧縮すると、データベースでアウトラインが再構築されます。アウ
トラインを圧縮しても、データベースでデータはクリアされません。
メンバーをアウトラインから削除すると、アウトライン・ファイル内のそのメンバーに対応す
るレコードが削除済としてマークされますが、レコードはアウトライン・ファイルに残ります。
アウトライン・ファイルを圧縮しても、削除されたメンバーのレコードは除去されません。

ノート:

集約ストレージ・データベース・アウトラインのみを圧縮できます。アウトラインの
圧縮処理は、他のユーザーまたは処理がデータベースをアクティブに使用していない
場合にのみ実行できます。

集約ストレージ・データベース・アウトラインを圧縮するには:

1. システム・ビューで をクリックします
2. エンタープライズ・ビューで、アウトラインを圧縮するデータベースを含むプラン・タイ
プを右クリックし、「アウトラインの圧縮」を選択します。

3. データベース・アウトラインを圧縮することを確認するには、「OK」をクリックします。
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「アウトラインの圧縮アクションのステータス」ダイアログには、圧縮の進行状況が表示さ
れます。アウトラインを圧縮すると、「アウトラインの圧縮アクションのステータス」ダイ
アログに成功メッセージが表示されます。

4. 「アウトラインの圧縮アクションのステータス」ダイアログで、アウトラインの圧縮の詳細
を表示するには「詳細の表示」を、ダイアログを閉じるには「OK」をクリックします。

レベル 0データのインポートとエクスポート
ASOおよび BSOキューブから、レベル 0データをインポートおよびエクスポートします。
次も参照:

• ASOキューブからのレベル 0データのインポート
• ASOキューブからのレベル 0データのエクスポート
• BSOキューブからのレベル 0データのインポート
• BSOキューブからのレベル 0データのエクスポート

ASOキューブからのレベル 0データのインポート
ASOキューブのレベル 0データをインポートするには:

1. システム・ビューで をクリックします。
2. 「データベース・プロパティ」タブのエンタープライズ・ビュー,で、集約ストレージ・ア
プリケーションを展開します。

3. ASOキューブを右クリックして、「レベル 0データのインポート」を選択します。
4. 「キューブのレベル 0データのインポート」ダイアログ・ボックスで、次の情報を入力して
「OK」をクリックします:

• Zipファイル名 - インポートするデータの zipファイル名。
• 重複集約メソッド - 同じセルの複数の値を組み合せる方法を定義します。

– 重複値の加算 - バッファに同じセルの複数の値が含まれる場合に値を加算します。
– すべての値が等しいと想定 - 同じセルの複数の値が同一であることを確認します。
同一の場合、重複値を無視します。同じセルの複数の値が異なる場合は、データ・
ロードを停止してエラー・メッセージを生成します。

– 最後の値を使用 - 最後にロード・バッファにロードされたセルの値を使用して、重
複セルを結合します。このオプションは、セル数が 10,000までの比較的小さなデ
ータ・ロード向けです。このオプションを使用すると、重複値がない場合でもデー
タ・ロードが非常に遅くなります。

• オプション - 必要であれば次のオプションを選択できます:

– 欠落値を無視 - 入力データ・ストリームの#MISSING値を無視します。
– ゼロ値を無視 - 入力データ・ストリームの 0を無視します。

5. 「レベル 0データのインポートのステータス」ダイアログ・ボックスで、「詳細の表示」を
クリックしてインポートの詳細情報を表示し、「OK」をクリックします。
データをインポートしたら、Planningのフォームを使用してデータを表示したり、キュー
ブ統計を表示して値の変化を確認したりできます。
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ノート:

インポートされたデータにデータのインポート元以外のソースからのプランニング・
テキスト値、スマート・リスト値、または通貨値が含まれる場合、データが破損する
可能性があります。

ASOキューブからのレベル 0データのエクスポート
ASOキューブからレベル 0データをエクスポートするには:

1. システム・ビューで をクリックします。
2. 「データベース・プロパティ」タブのエンタープライズ・ビュー,で、集約ストレージ・ア
プリケーションを展開します。

3. ASOキューブを右クリックして、「レベル 0データのエクスポート」を選択します。
4. 「キューブのレベル 0データのエクスポート」ダイアログ・ボックスで、エクスポートする
データの zipファイル名を入力して「OK」をクリックします。

Planningでエクスポート済のレベル 0データを含む.zipファイルを表示するには:

1. Planningのホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックしま
す。

2. 「アプリケーション」タブで、「アクション」、「受信ボックス/送信ボックス・エクスプロー
ラ」の順にクリックします。

3. 「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」で、.zipファイルの横の「アクション」ア
イコンをクリックし、「ファイルのダウンロード」を選択します。

BSOキューブからのレベル 0データのインポート
BSOキューブのレベル 0データをインポートするには:

1. システム・ビューで をクリックします。
2. 「データベース・プロパティ」タブのエンタープライズ・ビュー,で、ブロック・ストレー
ジ・アプリケーションを展開します。

3. BSOキューブを右クリックして、「レベル・ゼロ・データのインポート」を選択します。
4. キューブのレベル 0データのインポート・ダイアログ・ボックスで、インポートするデー
タの zipファイル名を入力して「OK」をクリックします。

BSOキューブからのレベル 0データのエクスポート
BSOキューブからレベル 0データをエクスポートするには:

1. システム・ビューで をクリックします。
2. 「データベース・プロパティ」タブのエンタープライズ・ビュー,で、集約ストレージ・ア
プリケーションを展開します。

3. BSOキューブを右クリックして、「レベル 0データのエクスポート」を選択します。
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4. 「キューブのレベル 0データのエクスポート」ダイアログ・ボックスで、エクスポートする
データの zipファイル名を入力して「OK」をクリックします。

Planningでエクスポート済のレベル 0データを含む.zipファイルを表示するには:

1. Planningのホーム・ページで「アプリケーション」をクリックし、「概要」をクリックしま
す。

2. 「アプリケーション」タブで、「アクション」、「受信ボックス/送信ボックス・エクスプロー
ラ」の順にクリックします。

3. 「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」で、.zipファイルの横の「アクション」ア
イコンをクリックし、「ファイルのダウンロード」を選択します。

増分データ・スライスのマージ
メイン・データベース・スライスにすべての増分データ・スライスをマージしたり、メイン・
データベース・スライスを変更しないまま単一のデータ・スライスにすべての増分データ・ス
ライスをマージしたりできます。
スライスをマージするには、データをロードする場合と同じ権限(管理者またはデータベース・
マネージャ権限)を持っている必要があります。

ノート:

集約ストレージ・データベースに対してのみ増分データ・スライスをマージできま
す。

増分データ・スライスをマージするには:

1. システム・ビューで をクリックします
2. エンタープライズ・ビューで、データをマージするデータベースを含むプラン・タイプを
右クリックし、「マージ・データ」を選択して次のいずれかのオプションを選択します。
• すべて : すべてのデータ・スライスを 1つにマージします

– 値がゼロのセルを保持(デフォルト)

– 値がゼロのセルを削除
• 増分: 増分データ・スライスを 1つにマージし、次のいずれかを実行します

– 値がゼロのセルを保持(デフォルト)

– 値がゼロのセルを削除
3. 「データのマージ・アクションの確認」ダイアログで、「OK」をクリックして、データのマ
ージを確認します。
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データの集約
データが含まれ、ユーザーに計算権限が付与されている集約ストレージ・データベースに対し
て集約を計算します。
集約を実行するには、システム推奨のビューを使用します。ビューの選択と集約のプロセスを
まとめて、サーバーによって実行される 1つの構成不可能な操作にします。オプションで、生
成されるファイルの最大ディスク・スペースを指定し、ユーザー問合せパターンに基づいてビ
ューの選択を行い、ビュー選択にロールアップ階層を含めることができます。

ノート:

集約ストレージ・データベースのデータのみを集約できます。データを集約する場合
のベスト・プラクティスの例については、集約プロセスの実行を参照してください。

集約を実行するには:

1. システム・ビューで をクリックします
2. エンタープライズ・ビューで、アウトラインを圧縮するデータベースを含むプラン・タイ
プを右クリックし、「集約の実行」を選択します。

3. 「集約アクションの実行 - 推奨ビューの使用」ダイアログ・ボックスで、次のオプションの
いずれかを選択します。
• 問合せデータを基準にしますか? - 収集されたユーザー問合せパターンに基づいて、サ
ーバーで選択されるビューを集約します。このオプションは、問合せトラッキングが
オンになっている場合にのみ使用可能です。

• ロールアップ・オプションを含めますか? - セカンダリ階層(デフォルトのレベルの使
用)をビュー選択プロセスに含めます。

• 成長サイズ・オプションを含めますか? - 指定された集約データベースの増大限度を超
えるまで、サーバーで選択されるビューを集約します。サーバーがそれを超えると集
約を停止する必要があるサイズ(MB)を入力します。

4. 「OK」をクリックします。
既存の集約データが存在する場合、既存の集約を削除してから集約プロセスを再実行する
かどうかを尋ねるメッセージが表示されます。既存データが存在する場合、集約プロセス
を再実行する前に削除されます。

5. 既存の集約データを削除し、集約を再実行するには、「OK」をクリックします。

集約プロセスの実行
集約プロセスを実行すると、取得のパフォーマンスが向上します。
ASOキューブでは計算スクリプトを使用してデータを集約しません。かわりに、ASOは上位
レベルのメンバーを動的に計算しようとします。これによってバッチ処理時間は短くなります
が、取得時間は長くなる可能性があります。この状況は、問合せトラッキングを有効にして、
フォームの操作やアドホック・レポートの実行などの操作のための ASOキューブに対する問
合せを取得することで改善できます。これらの問合せは集約プロセスで使用され、Oracle
Essbaseに問合せトラッキングで取得された問合せパターンを使用して集約ビューを構築す
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るよう指示されます。集約ビューの作成後、取得のパフォーマンスが向上したことがわかりま
す。
集約プロセスを実行する前に、次のことを行います。
• 増分データ・スライスのマージおよびゼロ値のセルの削除
• 問合せトラッキングの有効化
• 問合せを作成するアクションの実行
• 問合せトラッキングを使用した集約の実行

増分データ・スライスのマージおよびゼロ値のセルの削除
Oracle Essbase操作の中には、論理クリアやデータのロードなどのようにゼロ値のセルを使用
して増分データ・スライスを作成するものがあります。Essbaseでは、増分データ・スライス
での集約はできません。そのため、増分データ・スライスをマージするためにマージ操作を実
行する必要がある場合があります。
マージ操作を実行し、ゼロ値のセルを削除するには:

1. システム・ビューで をクリックし、プロパティをロードする集約ストレージ・データベ
ースを選択します。

2. エンタープライズ・ビューでキューブを右クリックし、「マージ・データ」、「すべて」、「値
がゼロのセルを削除」の順に選択します。

3. 「OK」をクリックしてデータのマージ・アクションを確定します。
これによってすべての増分スライスがメイン・データベース・スライスにマージされ、値
がゼロのセルが削除されます。(データを領域から論理クリアすると、値がゼロのセルにな
ります)。その結果、データベースのサイズが大幅に小さくなります。
マージが必要ない場合、次のようなメッセージが表示されます: 増分データがないか、すで
にマージされています。指定したマージは必要ありません。(マージ・アクションのステー
タス・ダイアログ・ボックスで「詳細の表示」をクリックすると、完全なメッセージが表
示されます。)

問合せトラッキングの有効化
ASOデータベースに対して問合せトラッキングを有効にして一連の有用な問合せを記録し、記
録した問合せデータを使用してそのデータベース用に生成される最も適切な集約ビューのセッ
トを選択できます。
Planningで行われるキューブのリフレッシュ操作では、アウトラインの再構築操作が実行され
ます。再構築操作の一環として、Oracle Essbaseは追跡された問合せを削除します。マージ操
作でも、追跡された問合せが削除されます。
問合せトラッキングを有効にするには:

1. エンタープライズ・ビューで「Planning」を展開し、ASOアプリケーションを展開して
ASOキューブを右クリックし、「問合せトラッキングの設定」を選択します。

2. 「OK」をクリックして問合せトラッキング・アクションを確定します。
3. データベースに対して問合せトラッキングが正常に有効化されたことを示す「情報」ダイ
アログ・ボックスで「OK」をクリックします。
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問合せトラッキングの有効化後は、前述のステップを繰り返して無効にできます。問合せトラ
ッキングを無効にすると、「情報」ダイアログ・ボックスに問合せトラッキングが有効であるこ
とが示され、問合せトラッキングを無効にする場合、アプリケーションを停止するか、集約プ
ロセスを実行するよう求められます。

問合せを作成するアクションの実行
問合せトラッキングはメモリー内にのみ格納され、Planningで ASOキューブを使用してフォ
ームを開いたり、アドホック・レポートを実行するなどの操作のための問合せを追跡します。
問合せトラッキングを有効にした後、フォームのロード、ビジネス・ルールの実行およびレポ
ートの実行を続けることができます。Oracle Essbaseは問合せの追跡および統計の格納を続
けます。集約を行う際、これらの追跡した統計を使用できます。

問合せトラッキングを使用した集約の実行
十分な量の問合せを実行したら、問合せトラッキング情報を使用して集約プロセスを実行でき
ます。
問合せトラッキング情報を使用して集約プロセスを実行するには:

1. エンタープライズ・ビューで「Planning」を展開し、ASOアプリケーションを展開して
ASOキューブを右クリックし、「集約の実行」を選択します。

2. 「集約アクションの実行」ダイアログ・ボックスで「問合せデータを基準にしますか?」を
選択して「OK」をクリックします。
この操作は完了に時間がかかることがあります。

Calculation Managerは、実行集約プロセスの失敗の原因となる可能性のある次の状態がないか
チェックします:

• 問合せトラッキングが有効でないか、問合せトラッキング・データがない場合、警告メッ
セージが表示されます。問合せトラッキング・オプションを使用することはできませんが、
集約を処理することはできます。問合せトラッキング情報を使用するには、問合せトラッ
キングを有効にするか、問合せトラッキング方法を生成する操作を実行する必要がありま
す。

• Oracle Essbaseでは、複数のデータベース・スライスが存在する場合、ASOキューブに対
して集約ビューは作成できません。警告メッセージが表示され、スライスをマージするま
で集約を実行することはできません。
この場合、エンタープライズ・ビューでキューブ・ノードを右クリックし、「マージ・デー
タ」、「すべて」、「値がゼロのセルを削除」の順に選択します。マージですべての追跡され
た問合せ情報がクリアされます。そのため、問合せトラッキング情報を生成する操作を実
行する必要があります。

• 集約がすでに存在する場合、警告メッセージが表示されます。
この場合、「OK」をクリックして、「情報」ダイアログ・ボックスで次のいずれかを行いま
す。
– 「OK」をクリックし、既存の集約データを削除して集約プロセスを再実行します。
– 「取消し」をクリックし、既存の集約をクリアして問合せトラッキング情報を生成する
操作を実行します。

集約をクリアするには:

1. ASOキューブを右クリックし、「クリア」、「すべての集約」の順に選択します。
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2. 「データベースの集約のクリアの確認」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックし
ます。

要求の管理
セッション・ウィンドウの情報を使用してアクティブな要求を管理します。
セッション・ウィンドウには、サーバー、アプリケーションまたはデータベースのアクティブ
なユーザー・セッションおよび要求がリストされます。ユーザーは、一度に複数のセッション
を開くことが可能です。たとえば、1人のユーザーが 2つのデータベースでセッションを開く
ことができます。
管理者またはアプリケーション・マネージャ権限を持っているユーザーは、すべての要求の終
了、1ユーザーのすべての要求の終了、または特定の要求の終了を行えます。
要求を終了するには:

1. システム・ビューで をクリックします
2. エンタープライズ・ビューでアプリケーションを右クリックし、「セッション」を選択しま
す。
セッション・ウィンドウには、アクティブなセッションと要求のリストが表示されます。
管理者権限を持っている場合は、サーバー上のすべてのユーザーに対するアクティブなユ
ーザー・セッションがウィンドウにリストされます。アプリケーション・マネージャ権限
を持っている場合は、アプリケーション・マネージャ権限を持つアプリケーションに接続
しているすべてのユーザー (自分を含む)のアクティブ・セッションがリストされます。

3. ユーザーをログオフするには、「オプション」の「アクション」ドロップダウンから「ログ
オフ」を選択し、次のタスクのいずれかを実行します。
• 「エンティティ」から「選択したユーザー」を選択し、ログオフするユーザーを選択し
ます。次に、「適用」をクリックし、ユーザーをログオフします。

• 「エンティティ」から、「すべてのユーザー」を選択し、次のタスクのいずれかを実行
します。
– 「ソース」から、「選択したサーバー」を選択して、選択したサーバー上のすべての
ユーザーをログオフします。次に、「適用」をクリックします。

– 「ソース」から、「選択したアプリケーション」を選択して、選択したアプリケーシ
ョン上のすべてのユーザーをログオフします。次に、「適用」をクリックします。

– 「ソース」から、「選択したデータベース」を選択して、選択したデータベース上の
すべてのユーザーをログオフします。次に、「適用」をクリックします。

• 「エンティティ」から、「ユーザーのすべてのインスタンス」を選択し、次のタスクの
いずれかを実行します。
– 「ソース」から、「選択したサーバー」を選択し、ログオフするユーザー・インスタ
ンスを選択します。「適用」をクリックし、サーバーからユーザーのすべてのイン
スタンスをログオフします。

– 「ソース」から、「選択したアプリケーション」を選択し、ログオフするユーザー・
インスタンスを選択します。「適用」をクリックし、アプリケーションからユーザ
ーのすべてのインスタンスをログオフします。

– 「ソース」から、「選択したデータベース」を選択し、ログオフするユーザー・イン
スタンスを選択します。「適用」をクリックし、データベースからユーザーのすべ
てのインスタンスをログオフします。
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4. 要求を終了するには、「オプション」の「アクション」ドロップダウンから「強制終了」を
選択し、次のタスクのいずれかを実行します。
• 「エンティティ」から、「選択した要求」を選択し、終了する要求をセッション・リス
トから選択します。次に、「適用」をクリックして、選択した要求を終了します。

• 「エンティティ」ドロップダウンから、「すべての要求」を選択し、次のタスクのいず
れかを実行します。
– 「ソース」から、「選択したサーバー」を選択して、選択したサーバー上のすべての
ユーザーからのすべての要求を終了します。次に、「適用」をクリックします。

– 「ソース」から、「選択したアプリケーション」を選択して、選択したアプリケーシ
ョン上のすべてのユーザーからのすべての要求を終了します。次に、「適用」をク
リックします。

– 「ソース」から、「選択したデータベース」を選択して、選択したデータベース上の
すべてのユーザーからのすべての要求を終了します。次に、「適用」をクリックし
ます。

• 「エンティティ」から、「ユーザーからのすべての要求」を選択し、次のタスクのいず
れかを実行します。
– 「ソース」から、「選択したサーバー」を選択し、ユーザーの要求をセッション・リ
ストから選択します。「適用」をクリックして、サーバー上のこのユーザーからの
すべての要求を終了します。

– 「ソース」から、「選択したアプリケーション」を選択し、ユーザーの要求をセッシ
ョン・リストから選択します。「適用」をクリックして、アプリケーション上のこ
のユーザーからのすべての要求を終了します。

– 「ソース」から、「選択したデータベース」を選択し、ユーザーの要求をセッショ
ン・リストから選択します。「適用」をクリックして、データベース上のこのユー
ザーからのすべての要求を終了します。

5. 列の表示と非表示を切り替えるには、「表示」、「列」の順に選択します。次のいずれかの操
作を行います。
• すべての列を表示するには、「すべて表示」を選択します。デフォルトでは、「接続ソ
ース」列を除くすべての列が表示されます。

• 「列の管理」を選択して、「非表示列と「表示列」リストの間で列を移動します。
6. 列を並べ替えるには、「表示」、「列の順序変更」の順に選択します。希望どおり列を並べ替
えるには、「列の順序変更」ダイアログで上下の矢印キーを使用します。

7. 列でセッション・リストをソートするには:

• 列を昇順でソートするには、列ヘッダーをクリックするか、列ヘッダーの横にある上
矢印をクリックします。
たとえば、「ユーザー」列をアルファベット順にソートするには、列ヘッダーをクリッ
クします。

• 列を降順でソートするには、[Shift]を押しながら列ヘッダーをクリックするか、列ヘッ
ダーの横にある下矢印をクリックします。
たとえば、最も長いログイン時間がリストの先頭に表示されるように「ログイン時間」
列をソートするには、[Shift]を押しながら列ヘッダーをクリックします。

8. セッション・リストをリフレッシュするには、「リフレッシュ」をクリックします。たとえ
ば、処理中と表示されているセッションを終了し「リフレッシュ」をクリックすると、セ
ッション・リストには、セッションは処理中ではないと表示されます。

9. Microsoft Excelスプレッドシートにセッション・データをエクスポートするには、「エクス
ポート」ボタンをクリックして、ファイルを開くか保存して、「OK」をクリックします。

第 13章
要求の管理

13-24



Planningドリル・スルー定義の追加
Calculation Managerで、Planningプラン・タイプに対するこれらのセルのドリル・スルー定
義をリスト、追加、編集および削除できます。
Planningプラン・タイプや、データ管理などのソースからロードされたデータを持つメンバー
を含む Planningフォームを使用する場合、ドリル・スルーしてセル・データ・ソースの詳細を
表示できます。
Planningドリル・スルー定義を追加するには:

1. 「システム・ビュー」で、  (データベース・プロパティ)をクリックします。
2. エンタープライズ・ビューでアプリケーションを右クリックし、「ドリル・スルー定義」を
選択します。
データベースを開始するかどうかの確認を求められる場合は、「OK」をクリックします

3. 「OK」をクリックしてデータベースを開始することを確認し、「データベースの開始アクシ
ョン・ステータス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

4. 「ドリル・スルー定義」ダイアログ・ボックスで  (追加)をクリックします。
5. 「ドリル・スルー定義の作成」で次の情報を入力し、ドリル・スルー定義を作成します。

• URL名 - ドリル・スルー定義を識別する名前
• XMLコンテンツ - URLリンクを定義する XML

サーバーおよびポート情報のない URLを入力します。URLには、$記号で囲まれた
TDATASEG表のパラメータ名および列名が含まれている必要があります。たとえば、
LEDGER_ID=$ATTR1$&GL_PERIOD=$ATTR2$を入力します。この例では、ATTR1の値は
LEDGER_IDパラメータの値として渡され、ATTR2は GL_PERIODパラメータの値として渡
されます。パラメータは&記号で区切られます。
ドリル URLのフォーマットでクライアントとサーバー間の request-responseを指定
するには、次のいずれかを入力します。
– GET - フォーム・データを URLにエンコードします
たとえば、GET@http://www.oracle.com/と入力します。メソッドが入力されない
場合、GETがリクエスト・レスポンスとみなされます。

– POST - メッセージ・ボディのフォーム・データを表示します
たとえば、POST@http://www.oracle.com/と入力します

XMLコンテンツを入力したら、 をクリックしてファイルを「XMLコンテンツ」領
域にインポートし、 をクリックして XMLコンテンツを Microsoft Excelにエクスポ
ートします。

• レベル 0フラグ - URLを領域のレベル 0子孫のみに適用するかどうか。
たとえば、レベル 0フラグがドリル可能な領域
DESCENDANTS("Market"),@CHILDREN(Qtr1)に対して有効な場合、URLは"Market"のす
べての州の"Qtr1"のすべての月および残りのディメンションのすべてのレベル 0メン
バーに適用可能です。
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• 領域 - 指定した URLを使用したドリル・スルーを許可するデータベースのメンバー指
定の定義領域
1つ以上のディメンションのメンバーのメンバー指定を使用してドリル可能な領域を
定義します。セキュリティ・フィルタの定義に使用するものと同じ Oracle Essbaseメ
ンバー・セット計算言語を使用して、メンバー指定を定義します。たとえば、次の指
定は、"New York"以外のすべての東部の州の"Qtr1"の月を示す有効なメンバー指定で
す: @REMOVE(@DESCENDANTS("Eastern Region"), "New York"), @CHILDREN(Qtr1)。
領域を追加するには、「領域の追加」をクリックします。

6. 「保存」、「OK」の順にクリックします。
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